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序
論 

 

第
一
節 
唐
代
の
朝
廷
と
『
荘
子
』 

 

『
荘
子
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
中
国
の
思
想
と
文
学
に
巨
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
本
節
は
、
唐
代
の
朝
廷
と
『
荘
子
』
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
て

考
察
す
る
。
長
い
乱
離
の
世
を
経
て
い
た
南
北
朝
は
、
隋
王
朝
に
統
一
さ
れ
、
よ
う
や
く
よ
り
安
定
的
な
社
会
環
境
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
で
は
、
隋

唐
と
い
う
統
一
の
時
代
に
、
歴
代
読
ま
れ
て
い
る
『
荘
子
』
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

『
隋
書
』
経
籍
志
を
見
る
と
、
隋
煬
帝
の
大
業
年
間
に
行
っ
た
講
経
活
動
で
、『
荘
子
』
は
経
典
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

大
業
中
、
道
士
以
術
進
者
衆
。
其
所
以
講
経
、
由
以
『
老
子
』
為
本
、
次
講
『
荘
子
』
及
『
霊
宝
』『
昇
玄
』
之
属
（
１
）
。 

 
 

 

大
業
中
、
道
士
術
を
以
て
進
る
者
衆
し
。
其
れ
以
て
経
を
講
ず
る
所
は
、
由
る
に
『
老
子
』
を
以
て
本
と
為
し
、
次
に
『
荘
子
』
及
び
『
霊
宝
』『
昇

玄
』
の
属
を
講
ず
。 

 

 

大
業
年
間
、
多
く
の
道
士
は
、
煬
帝
に
神
仙
方
術
を
献
上
し
て
い
る
。
道
士
た
ち
は
、『
老
子
』
を
中
心
に
し
て
、『
荘
子
』
、『
霊
宝
経
』
、『
昇
玄
経
』
な

ど
道
教
の
経
典
を
講
じ
て
い
る
。
隋
煬
帝
は
『
荘
子
』
を
重
要
な
道
教
の
経
典
と
し
て
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

唐
代
に
入
る
と
、『
老
子
』、
『
荘
子
』
な
ど
道
教
経
典
は
さ
ら
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。
高
祖
皇
帝
李
淵
は
、
武
徳
八
年
（
六
二
五
）
に
、 

 
 

老
教
、
孔
教
、
此
土
元
基
。
釈
教
後
興
。
宜
崇
客
礼
、
可
令
老
先
。
次
孔
、
末
後
釈
宗
。
（
道
宣
『
集
古
今
仏
道
論
衡
』
巻
丙
）
（
２
） 

 
 

 

老
教
、
孔
教
、
此
れ
土
の
元
基
な
り
。
釈
教
後
に
興
る
。
宜
し
く
客
礼
を
崇
し
、
老
を
し
て
先
ん
ぜ
し
む
べ
し
。
次
に
孔
、
末
後
は
釈
宗
。 

と
い
う
勅
命
を
下
し
た
。
道
教
（
老
教
）
と
儒
教
（
孔
教
）
を
唐
王
朝
の
根
元
と
し
て
、
道
教
（
老
教
）
を
儒
教
（
孔
教
）
と
仏
教
（
釈
教
）
の
前
に
置
き
、

そ
の
地
位
を
高
め
た
。 

 

太
宗
皇
帝
は
、
唐
高
祖
の
意
志
を
継
承
し
て
、「
令
道
士
在
僧
前
詔
」
を
下
し
た
。
そ
の
中
に
、 

其
道
士
、
女
冠
可
在
僧
尼
之
前
。（
３
） 

其
れ
道
士
、
女
冠
は
僧
尼
の
前
に
在
る
べ
し
。 

と
、
道
士
と
女
冠
（
女
道
士
）
の
地
位
を
高
め
て
、
僧
と
尼
の
前
に
置
い
て
い
る
。 
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ま
た
、
太
宗
皇
帝
の
大
臣
魏
徴
が
編
纂
し
た
『
群
書
治
要
』
の
巻
三
十
七
で
は
、『
荘
子
』
と
『
孟
子
』
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
儒
教
と
道
教
の
斉
同
的

な
地
位
を
表
わ
し
て
い
る
（
４
）。
『
荘
子
治
要
』
は
、
『
荘
子
』
の
「
胠
篋
」
「
天
地
」「
天
道
」「
知
北
遊
」「
徐
無
鬼
」
の
五
つ
の
章
の
中
で
、
一
部
の
内

容
を
取
り
出
し
、
郭
象
注
を
加
え
て
、
政
治
の
立
場
で
『
荘
子
』
及
び
そ
の
郭
象
注
を
解
読
す
る
書
物
で
あ
る
。
当
時
の
統
治
階
層
は
『
荘
子
』
を
治
国
の

術
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
西
華
観
道
士
成
玄
英
の
『
荘
子
疏
』
も
、
こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
。 

 

高
宗
皇
帝
は
、
乾
封
元
年
に
、
老
子
を
「
太
上
玄
元
皇
帝
」
と
号
し
て
、
仙
界
の
皇
帝
と
し
て
尊
ん
で
い
る
。
上
元
元
年
（
七
六
〇
）
に
、
「
王
公
百
寮

皆
習
『
老
子
』
」（
王
公
百
寮
皆
『
老
子
』
を
習
へ
」
の
勅
命
を
下
し
、
ま
た
、
儀
鳳
三
年
（
六
七
八
）
の
勅
命
に
、「
自
今
已
後
、『
道
徳
経
』
並
為
上
経
、

貢
挙
人
皆
須
兼
通
」（
今
よ
り
已
後
、『
道
徳
経
』
並
び
に
上
経
と
為
し
、
貢
挙
の
人
皆
須
ら
く
兼
ね
て
通
ず
べ
し
）
が
見
え
る
。
老
子
の
『
道
徳
経
』
を
貴

族
か
ら
一
般
知
識
人
ま
で
学
ぶ
べ
き
書
物
と
し
て
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
５
）。 

 

道
教
に
熱
狂
し
て
い
る
玄
宗
皇
帝
は
、
老
子
を
徹
底
的
に
神
格
化
し
て
、
一
連
の
尊
号
を
賜
っ
て
い
る
。
天
宝
二
年
に
、「
大
聖
祖
玄
元
皇
帝
」
と
、
天

宝
八
年
に
、「
聖
祖
大
道
玄
元
皇
帝
」
と
、
天
宝
十
三
年
に
、「
大
聖
祖
高
上
大
道
金
闕
玄
元
天
皇
大
帝
」
と
号
し
て
い
る
。
老
子
の
地
位
が
高
め
ら
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
荘
子
や
列
子
な
ど
道
家
の
人
物
の
地
位
も
高
め
ら
れ
て
い
る
。
天
宝
元
年
、
玄
宗
皇
帝
は
「
加
荘
文
列
庚
桑
四
子
為
真
人
勅
」
を
下
し
て
、

荘
子
を
は
じ
め
、
文
子
、
列
子
、
庚
桑
子
の
四
人
に
「
真
人
」
の
号
を
賜
っ
て
い
る
。 

 
 

荘
子
文
子
列
子
庚
桑
子
、
列
在
真
仙
、
体
茲
虚
白
、
師
元
元
之
聖
教
、
洪
大
道
於
人
寰
。
観
其
微
言
、
究
其
精
義
、
比
夫
諸
子
、
諒
絶
等
夷
。
其
荘
子

依
号
曰
南
華
真
人
。
文
子
号
曰
通
元
真
人
。
列
子
号
曰
沖
虚
真
人
。
庚
桑
子
号
曰
洞
霊
真
人
。
其
四
子
所
著
改
為
真
経
。
崇
元
学
置
博
士
助
教
各
一
員
、

学
生
一
百
人
（
６
）。 

 
 

 

荘
子
文
子
列
子
庚
桑
子
、
真
仙
に
列
在
し
、
茲
の
虚
白
を
体
し
、
元
元
の
聖
教
を
師
と
し
、
大
道
を
人
寰
に
洪
く
す
。
其
の
微
言
を
観
る
に
、
其
の

精
義
を
究
め
、
夫
諸
子
に
比
し
て
、
諒
に
等
夷
を
絶
つ
。
其
の
荘
子
号
に
依
り
南
華
真
人
と
曰
ふ
。
文
子
号
し
て
通
元
真
人
と
曰
ふ
。
列
子
号
し
て

沖
虚
真
人
と
曰
ふ
。
庚
桑
子
号
し
て
洞
霊
真
人
と
曰
ふ
。 

 

「
虚
白
」
は
、『
荘
子
』
人
間
世
篇
の
「
虚
室
生
白
」
に
由
来
す
る
語
で
あ
る
。
成
玄
英
疏
は
、 

 
 

観
察
万
有
、
悉
皆
空
寂
。
故
能
虚
其
心
室
、
乃
照
真
源
。
而
智
恵
明
白
、
随
用
而
生
。
白
、
道
也
（
７
）
。 

 
 

 

万
有
を
観
察
す
る
に
、
悉
皆
空
寂
た
り
。
故
に
能
く
其
の
心
室
を
虚
し
く
し
て
、
乃
ち
真
源
を
照
ら
す
。
而
し
て
智
恵
明
白
に
し
て
、
用
に
随
ひ
て
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生
ず
。
白
は
、
道
な
り
。 

と
あ
る
。 

 

人
間
世
の
「
虚
白
」
は
、
欲
望
を
捨
て
た
純
粋
な
心
の
状
態
を
表
わ
す
語
で
あ
る
。
玄
宗
皇
帝
は
、
人
間
世
篇
に
見
え
る
「
虚
白
」
を
理
想
的
な
道
家
「
真

人
」
の
心
の
あ
り
方
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
真
人
」
の
著
作
を
「
真
経
」
に
改
め
、「
崇
元
学
」
と
い
う
道
学
機
構
で
教
え
さ
せ
て
い
る
。
道

教
の
義
理
と
精
神
を
世
の
中
に
伝
播
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
見
え
る
。 

 

ま
た
、
天
宝
四
年
に
頒
布
さ
れ
た
「
尊
道
徳
南
華
経
詔
」
に
、 

 
 

其
余
編
録
経
義
等
書
、
亦
宜
以
道
徳
経
列
諸
経
之
首
。
其
南
華
経
等
不
須
編
在
子
書
（
８
）。 

 
 
 
 
 

其
の
余
経
義
等
の
書
を
編
録
す
る
に
も
、
亦
た
宜
し
く
道
徳
経
を
以
て
諸
経
の
首
に
列
す
べ
し
。
其
の
南
華
経
等
は
編
じ
て
子
書
に
在
る
を
須
ひ 

ず
。 

が
見
え
、『
道
徳
経
』
を
諸
経
の
は
じ
め
に
位
置
づ
け
、『
荘
子
』（
南
華
経
）
な
ど
道
家
の
経
典
を
子
書
か
ら
外
し
て
、
そ
の
経
典
と
し
て
の
正
統
性
を
認

め
て
い
る
。 

 

玄
宗
皇
帝
は
、
成
玄
英
疏
を
読
ん
で
、
そ
の
表
現
を
策
問
や
題
詞
な
ど
公
的
文
章
に
用
い
て
、
治
国
方
法
と
繋
げ
て
い
る
。
『
全
唐
文
』
巻
四
十
に
載
せ

て
い
る
「
策
道
徳
経
及
文
列
荘
子
問
」
を
見
て
み
よ
う
。 

 
 

朕
聴
政
之
暇
、
嘗
読
道
徳
経
文
列
荘
子
。
其
書
文
約
而
義
精
、
詞
高
而
旨
遠
。
可
以
理
国
、
可
以
保
身
。
朕
敦
崇
其
教
、
以
左
右
人
也
。
子
大
夫
能
従

事
於
此
、
甚
用
嘉
之
。
夫
古
今
異
宜
、
文
質
相
変
、
若
在
宥
而
不
理
、
外
物
而
不
為
、
行
𨗉
古
之
化
、
非
御
今
之
道
、
適
時
之
術
。
陳
其
所
宜
。
又
礼

楽
刑
政
、
所
以
経
邦
国
、
聖
治
仁
義
、
所
以
序
人
倫
。
使
之
廃
絶
。
未
知
其
旨
。
道
徳
経
曰
、
絶
学
無
憂
、
則
乖
進
徳
修
業
之
教
。
列
子
力
命
曰
、
汝

奚
功
於
物
、
又
違
懲
悪
勧
善
之
文
。
二
旨
孰
非
、
何
優
何
劣
。
文
子
曰
、
金
積
折
廉
壁
壟
、
宜
申
其
義
。
荘
子
曰
、
恬
与
和
交
相
養
。
明
徴
其
言
、
使

一
理
混
同
、
二
教
兼
挙
、
成
不
易
之
則
、
副
虚
佇
之
懐
（
９
）
。 

 
 

 

朕
政
を
聴
く
暇
に
、
嘗
て
道
徳
経
文
列
荘
子
を
読
み
た
り
。
其
の
書
文
約
ま
や
か
に
し
て
義
精
な
り
、
詞
高
く
し
て
旨
遠
し
。
以
て
国
を
理
む
べ

く
、
以
て
身
を
保
つ
べ
し
。
朕
敦
く
其
の
教
を
崇
し
、
以
て
人
を
左
右
す
る
な
り
。
子
大
夫
能
く
此
に
従
事
す
れ
ば
、
甚
し
く
用
ひ
て
之
を
嘉
す
。

夫
れ
古
今
異
宜
、
文
質
相
変
し
、
若
し
宥
に
在
り
て
理
め
ず
、
物
に
外
れ
て
為
さ
ず
、
𨗉
古
の
化
を
行
な
へ
ば
、
今
を
御
す
る
道
、
時
に
適
ふ
術
に
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非
ず
。
其
の
宜
し
き
所
を
陳
ず
。
又
た
礼
楽
刑
政
、
以
て
邦
国
を
経
す
る
所
、
聖
治
仁
義
、
以
て
人
倫
を
序
す
る
所
。
之
を
し
て
廃
絶
せ
し
む
れ
ば
、

未
だ
其
の
旨
を
知
ら
ず
。
道
徳
経
曰
く
、
絶
学
憂
へ
無
け
れ
ば
、
則
ち
進
徳
修
業
の
教
に
乖
く
。
列
子
力
命
曰
く
、
汝
奚
ん
ぞ
物
に
功
め
、
又
た
悪

を
懲
し
善
を
勧
む
る
の
文
に
違
ふ
。
二
旨
孰
れ
か
非
な
る
か
、
何
れ
か
優
な
る
か
何
れ
か
劣
な
る
か
。
文
子
曰
く
、
金
積
折
廉
壁
壟
、
宜
し
く
其
の

義
を
申
す
べ
し
。
荘
子
曰
く
、
恬
と
和
と
交
ご
も
相
ひ
養
ふ
。
明
ら
か
に
其
の
言
を
徴
し
、
一
理
を
し
て
混
同
し
、
二
教
を
し
て
兼
に
挙
せ
し
む
、

不
易
の
則
を
成
し
、
虚
佇
の
懐
に
副
ふ
。 

 

 
 

玄
宗
皇
帝
は
、『
道
徳
経
』、
『
文
子
』、
『
列
子
』
、『
荘
子
』
を
「
可
以
理
国
、
可
以
保
身
」
の
書
籍
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
籍
の
内
容
を
治
国

の
方
針
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。「
可
以
理
国
、
可
以
保
身
」
は
、『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
の
成
玄
英
疏
に
も
見
え
る
。
逍
遙
遊
篇
を
見
る
と
、 

今
夫
斄
牛
、
其
大
若
垂
天
之
雲
。
此
能
為
大
矣
、
而
不
能
執
鼠
。 

 
 

 

今
、
夫
の
斄
牛
は
、
其
の
大
な
る
こ
と
垂
天
の
雲
の
ご
と
し
。
此
れ
能
く
大
た
る
も
、
而
も
鼠
を
執
ふ
る
能
は
ず
。 

 

の
一
文
が
あ
る
。
斄
牛
は
天
を
覆
う
雲
の
よ
う
に
大
き
い
が
、
小
さ
い
鼠
を
獲
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
成
玄
英
疏
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

斄
牛
、
猶
耗
牛
也
。
出
西
南
夷
。
其
形
甚
大
。
山
中
遠
望
、
如
天
際
之
雲
。
薮
沢
之
中
、
逍
遙
養
性
、
跳
梁
投
鼠
、
不
及
野
狸
。
亦
猶
荘
子
之
言
、
不

狎
流
俗
、
可
以
理
国
治
身
、
且
長
且
久
者
也
。 

 
 

 

斄
牛
、
猶
ほ
耗
牛
な
り
。
西
南
夷
に
出
づ
。
其
形
甚
だ
大
な
り
。
山
中
に
遠
望
す
る
に
、
天
際
の
雲
の
ご
と
し
。
薮
沢
の
中
に
、
逍
遙
し
て
性
を
養

ひ
、
梁
を
跳
ね
て
鼠
を
投
ぐ
る
は
、
野
狸
に
及
ば
ず
。
亦
た
猶
ほ
荘
子
の
言
の
ご
と
し
。
流
俗
に
狎
れ
ず
、
以
て
国
を
理
め
身
を
治
む
べ
し
、
且
に

長
く
且
に
久
し
き
者
な
り
。 

 

逍
遙
遊
篇
は
、「
天
際
之
雲
」
の
よ
う
に
巨
大
な
「
斄
牛
」
の
不
器
用
な
こ
と
を
否
定
的
に
描
写
し
て
い
る
が
、
成
玄
英
疏
は
、
荘
子
の
『
荘
子
』
の
特

色
を
説
明
す
る
た
め
に
、
斄
牛
を
荘
子
の
文
章
の
比
喩
と
し
て
持
ち
出
し
て
、
荘
子
の
文
章
の
「
大
」
を
具
象
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
可
以
理
国
治
身
」

と
い
う
文
章
の
効
用
を
説
い
て
い
る
。
「
可
以
理
国
治
身
」
は
、
玄
宗
皇
帝
の
「
策
道
徳
経
及
文
列
荘
子
問
」
に
利
用
さ
れ
て
、「
可
以
理
国
、
可
以
保
身
」

に
な
る
。
玄
宗
皇
帝
は
政
治
の
立
場
か
ら
成
玄
英
の
疏
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

 

ま
た
、
玄
宗
皇
帝
が
作
っ
た
「
道
徳
真
経
疏
釈
題
詞
」（
『
全
唐
文
』
巻
四
一
）
に
は
、『
道
徳
経
』
に
つ
い
て
、 

 

 
 

其
教
円
、
其
文
約
、
其
旨
暢
、
其
言
邇
。
故
遊
其
廊
廡
者
、
皆
自
以
為
昇
堂
睹
奥
、
及
研
精
覃
思
、
然
後
知
其
於
秋
毫
之
端
、
万
分
未
得
其
一
也
（
１
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０
）。 

 
 

 
其
の
教
は
円
し
、
其
の
文
は
約
し
、
其
の
旨
は
暢
し
、
其
言
は
邇
し
。
故
に
其
の
廊
廡
に
遊
ぶ
者
は
、
皆
自
か
ら
以
て
堂
に
昇
り
奥
を
睹
る
を
為
し
、

研
精
覃
思
に
及
び
、
然
る
後
に
其
の
秋
毫
の
端
に
、
万
分
未
だ
其
の
一
を
得
ざ
る
を
知
る
な
り
。 

と
書
い
て
い
る
。
老
子
の
教
義
は
円
滑
で
あ
り
、
文
章
は
約
ま
や
か
で
あ
り
、
主
旨
は
暢
達
で
あ
り
、
言
葉
使
い
は
平
易
で
あ
る
。
そ
の
文
章
を
深
く
読
ん

で
い
な
い
人
は
、
精
微
深
奥
の
域
に
達
し
た
と
思
っ
て
い
る
が
、
深
く
そ
の
文
章
を
読
み
、
深
く
そ
の
精
義
を
考
え
る
と
、
自
分
が
老
子
を
万
分
の
一
で
さ

え
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
の
「
研
精
覃
思
」
は
、
成
玄
英
の
「
荘
子
疏
序
」
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
。「
荘
子
疏
序
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
文
が
見
え
る
。 

 
 
 

玄
英
不
揆
庸
昧
、
少
而
習
焉
、
研
精
覃
思
三
十
年
矣
。 

 
 

 
 

玄
英
は
庸
昧
を
揆
ら
ず
、
少
く
し
て
焉
を
習
ひ
、
研
精
覃
思
す
る
こ
と
三
十
年
な
り
。 

 

こ
こ
で
は
、
成
玄
英
は
自
分
が
三
十
年
も
『
荘
子
』
を
研
究
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
た
め
に
、「
研
精
覃
思
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
玄
宗
皇

帝
は
、
成
玄
英
が
『
荘
子
』
に
疏
を
作
っ
た
態
度
「
研
精
覃
思
」
を
利
用
し
て
、
自
分
が
『
道
徳
経
』
疏
を
作
る
こ
と
を
描
写
し
て
い
る
。
成
玄
英
疏
に
対

す
る
敬
意
が
見
え
る
。 

 

安
史
の
乱
の
後
も
、
老
荘
思
想
は
相
変
わ
ら
ず
朝
廷
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。
『
全
唐
文
』
巻
四
十
八
に
、
権
徳
輿
が
元
和
年
間
に
制
作
し
た
「
道
挙
策
問

五
道
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
問
か
ら
第
四
問
ま
で
は
、
『
荘
子
』
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
次
に
取
り
上
げ
る
（
１
１
）。 

第
一
問 

荘
生
曰
、
吾
聞
庖
丁
之
言
、
得
養
生
焉
。
蓋
以
其
遊
刃
無
全
、
善
刀
而
藏
之
故
也
。
禦
寇
則
曰
、
養
生
如
何
、
肆
之
而
已
。
荘
生
曰
、
嗜
欲
深
者
天
機

浅
、
禦
寇
則
以
朝
穆
善
理
内
而
性
交
逸
、
何
論
背
馳
之
甚
耶
。
夫
一
気
之
暫
聚
、
為
物
之
逆
旅
、
誠
不
当
傷
性
沽
名
、
以
耗
純
白
、
儻
昧
者
未
通
矯
抗

之
説
、
因
遂
耳
目
之
勝
、
甘
心
置
力
、
則
如
之
何
。
既
学
於
斯
、
佇
有
精
弁
。 

荘
生
曰
く
、
吾
庖
丁
の
言
を
聞
き
、
養
生
を
得
た
り
。
蓋
し
其
の
刃
を
遊
ば
し
全
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
刀
を
善
ひ
て
之
を
藏
む
る
故
な
り
。
禦
寇
則

ち
曰
く
、
生
を
養
ふ
は
如
何
、
之
を
肆
に
す
る
の
み
。
荘
生
曰
く
、
嗜
欲
深
き
者
は
天
機
浅
し
、
禦
寇
則
ち
朝
穆
を
以
て
内
を
理
む
る
に
善
く
し
て

性
交
逸
た
り
、
何
ぞ
二
論
背
馳
す
る
甚
だ
し
き
や
。
夫
れ
一
気
の
暫
く
聚
ま
る
、
物
の
逆
旅
に
為
し
て
、
誠
に
性
を
傷
つ
け
名
を
沽
し
、
以
て
純
白
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を
耗
す
る
に
当
た
ら
ず
、
儻
昧
な
る
者
未
だ
矯
抗
の
説
に
通
ぜ
ず
、
因
り
て
耳
目
の
勝
に
遂
げ
、
心
に
甘
え
て
力
を
置
け
ば
、
則
ち
如
何
。
既
に
斯

に
学
び
、
精
弁
有
る
に
佇
む
。 

 

第
一
問
は
、
「
養
生
」
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
て
い
る
。『
荘
子
』
養
生
主
篇
の
庖
丁
の
話
を
利
用
し
、『
列
子
』
楊
朱
篇
に
見
え
る
管
夷
吾
の
養
生
に
関
す

る
考
え
方
「
肆
之
而
已
、
勿
壅
勿
閼
」
と
対
立
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
、
大
宗
師
篇
の
「
其
嗜
欲
深
者
、
其
天
機
浅
」
と
、『
列
子
』
楊
朱
篇
の
登
場
人
物
朝

穆
の
観
点
「
善
治
内
者
、
物
未
必
乱
、
而
性
交
逸
」
と
を
対
立
さ
せ
て
い
る
。 

庖
丁
は
、
文
恵
君
の
命
令
を
受
け
て
、
牛
を
切
り
裂
い
た
。
そ
の
技
術
は
と
て
も
上
達
し
て
お
り
、「
遊
刃
無
全
」
の
境
地
に
至
っ
て
い
る
。「
遊
刃
無
全
」

の
「
遊
刃
」
は
、「
恢
恢
乎
其
於
遊
刃
、
必
有
余
地
矣
」
に
由
来
し
て
い
る
。
刃
を
う
ま
く
進
め
て
い
る
様
子
は
、
ゆ
っ
た
り
し
て
余
裕
が
あ
る
。「
無
全
」

は
、「
始
臣
之
解
牛
之
時
、
所
見
無
非
牛
者
。
三
年
之
後
、
未
嘗
見
全
牛
也
。
方
今
之
時
、
臣
以
神
遇
、
而
不
以
目
視
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
庖
丁
は
牛
を

切
り
裂
く
の
を
始
め
た
時
に
、
目
に
入
っ
た
の
は
牛
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
三
年
後
、
経
験
を
積
ん
で
、
目
に
入
っ
た
の
は
一
頭
の
牛
で
は
な
く
、
切

る
べ
き
部
分
に
絞
ら
れ
て
い
た
。
今
は
、
目
を
使
わ
ず
に
、「
神
遇
」
と
い
う
意
識
と
感
覚
で
牛
を
切
り
裂
く
。 

「
善
刀
而
藏
之
」
は
、
養
生
主
篇
の
原
文
で
あ
り
、
使
い
終
わ
っ
た
刃
を
拭
っ
て
元
の
場
所
に
戻
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
一
文
の
成
玄
英
疏
は
「
摂
生
人
、

光
而
不
耀
」
と
あ
る
。
神
技
の
持
ち
主
庖
丁
は
、
牛
を
切
り
裂
く
神
技
を
発
揮
し
て
、
そ
の
後
、
刃
を
隠
し
て
い
る
。
神
技
を
ほ
し
い
ま
ま
に
使
わ
な
い
こ

と
は
、
ま
る
で
光
が
ほ
し
い
ま
ま
に
輝
か
な
い
よ
う
で
あ
り
、
生
を
養
う
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
列
子
』
楊
朱
篇
の
「
肆
之
而
已
、

勿
壅
勿
閼
」
は
、
や
り
た
い
こ
と
を
思
う
存
分
に
や
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
権
徳
輿
は
、
「
肆
之
而
已
」
を
養
生
の
重
要
な
点
と
見
な
し
て
、
庖
丁
の

故
事
と
対
比
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
間
の
欲
望
を
否
定
す
る
大
宗
師
篇
の
「
其
嗜
欲
深
者
、
其
天
機
浅
」
と
、
人
間
の
欲
望
を
否
定
す
る
『
列
子
』
楊

朱
篇
の
「
善
治
内
者
、
物
未
必
乱
、
而
性
交
逸
」
を
並
べ
て
、
人
間
の
欲
望
に
つ
い
て
を
考
え
て
い
る
。 

第
二
問 

駢
拇
之
言
曰
、
有
虞
氏
招
仁
義
以
撓
天
下
、
天
下
莫
不
奔
命
於
仁
義
、
以
易
其
性
。
庸
詎
知
不
有
性
於
仁
義
而
不
可
易
者
耶
。
以
伯
夷
死
名
於
首
陽
之

下
、
庸
詎
知
伯
夷
非
安
於
死
而
不
可
生
耶
。
徴
濠
上
観
魚
之
楽
、
則
荘
生
非
有
虞
与
伯
夷
也
、
又
安
知
有
虞
伯
夷
之
不
然
耶
。
徴
鳧
鶴
短
長
之
脛
、
又

安
知
下
有
虞
与
伯
夷
之
性
、
非
不
可
断
不
可
続
者
耶
。
雖
欲
斉
同
彼
是
、
先
迕
後
合
、
悪
用
謬
悠
卓
詭
如
是
之
甚
耶
。
蓬
心
未
達
、
幸
発
吾
覆
。 

駢
拇
の
言
に
曰
く
、
有
虞
氏
仁
義
を
招
き
以
て
天
下
を
撓
す
、
天
下
命
を
仁
義
に
奔
さ
ざ
る
も
の
莫
く
、
以
て
其
の
性
を
易
ふ
。
庸
詎
ぞ
性
仁
義
に



 

 9 

有
ら
ず
し
て
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
を
知
る
や
。
伯
夷
首
陽
の
下
に
名
に
死
す
る
を
以
て
、
庸
詎
ぞ
伯
夷
死
に
安
ま
る
に
非
ず
し
て
生
く
べ
か
ら
ざ

る
を
知
る
や
。
徴
濠
の
上
魚
の
楽
し
み
を
観
れ
ば
、
則
ち
荘
生
は
有
虞
と
伯
夷
と
に
非
ら
ざ
る
な
り
。
又
安
ぞ
有
虞
伯
夷
の
然
ら
ざ
る
こ
と
を
知

る
や
。
鳧
鶴
短
長
の
脛
を
徴
す
れ
ば
、
又
安
ぞ
有
虞
と
伯
夷
と
の
性
、
断
つ
べ
か
ら
ず
続
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
に
非
ざ
る
者
を
知
る
や
。
彼
是
を
斉
同
す

る
を
欲
す
と
雖
ど
も
、
先
迕
後
合
、
悪
く
ん
ぞ
謬
悠
卓
詭
た
る
も
の
是
の
如
く
甚
だ
し
き
を
用
ふ
る
や
。
蓬
心
未
達
せ
ず
、
幸
ひ
に
吾
覆
を
発
す
。 

 

第
二
問
は
、
駢
拇
篇
の
「
有
虞
氏
」
（
舜
）
と
伯
夷
の
話
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
荘
子
の
観
点
に
よ
る
と
、
舜
は
、
仁
義
を
以
て
民
衆
の
心
を
乱

し
騒
が
す
。
民
衆
は
、
仁
義
の
た
め
、
も
と
も
と
素
朴
な
本
性
を
変
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
権
徳
輿
は
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
な
ぜ
「
仁
義
」
そ
の
も

の
は
人
間
の
本
性
に
存
在
し
て
い
な
い
の
に
、
そ
の
本
性
は
変
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
伯
夷
は
、
名
誉
と
節
操
の
た

め
、
首
陽
山
に
入
っ
て
餓
死
し
た
。
伯
夷
の
死
を
、
荘
子
は
「
残
生
傷
性
」、
つ
ま
り
命
を
そ
こ
な
い
本
性
を
傷
つ
け
る
と
評
し
て
い
る
。
権
徳
輿
は
こ
れ

に
も
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
な
ぜ
荘
子
は
伯
夷
が
死
に
安
ん
じ
て
い
な
い
、
こ
れ
以
上
生
き
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
荘

子
は
、
舜
で
は
な
く
伯
夷
で
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
舜
と
伯
夷
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
徴
鳧
鶴
短
長
之
脛
」
は
、
駢
拇
篇
の
「
長
者
不
為
有

余
、
短
者
不
為
不
足
。
是
故
鳬
𦙾
雖
短
、
続
之
則
憂
、
鶴
𦙾
雖
長
、
断
之
則
悲
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
長
い
も
の
は
余
り
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
短
い
も
の

は
足
り
な
い
の
で
は
な
く
、
鳧
の
す
ね
は
短
い
が
、
こ
れ
を
長
く
す
る
と
、
鳧
が
憂
う
。
鶴
の
す
ね
は
長
い
が
、
こ
れ
を
切
る
と
、
鶴
が
悲
し
む
。
こ
こ
で

は
、
長
い
も
の
と
短
い
も
の
を
同
一
視
し
て
、
鳧
と
鶴
の
本
性
を
尊
重
し
て
い
る
。
権
徳
輿
は
、
鳧
と
鶴
の
部
分
を
取
り
上
げ
、
舜
と
伯
夷
の
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
な
ぜ
荘
子
が
、
舜
と
伯
夷
の
本
性
は
変
え
ら
れ
な
い
の
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
荘
子
の
立
場
か
ら
人
間
の
本
性
を
見
つ
め
て
い
る
一
問
で

あ
る 第

三
問 

 
 

至
人
恬
淡
。
外
其
形
骸
、
使
如
死
灰
、
如
木
鶏
、
斯
可
矣
。
至
若
蹈
履
水
火
而
不
燋
没
、
雖
以
誠
信
、
庸
至
是
乎
。
斯
所
以
有
疑
於
呂
梁
丈
人
商
丘
開

之
説
也
。
蓋
有
下
以
誠
信
安
於
死
而
不
遷
者
、
未
有
以
誠
信
蹈
難
而
不
必
死
者
。
此
何
所
謂
、
其
質
言
之
。 

至
人
恬
淡
た
り
。
其
の
形
骸
を
外
し
て
、
死
灰
の
如
く
、
木
鶏
の
如
く
せ
し
む
、
斯
れ
可
な
り
。
水
火
を
蹈
履
し
て
燋
没
せ
ざ
る
が
若
き
に
至
り
、

誠
信
を
以
て
す
と
雖
も
、
庸
是
に
至
る
か
。
斯
れ
呂
梁
丈
人
商
丘
開
の
説
に
疑
ひ
有
る
所
以
な
り
。
蓋
し
誠
信
を
以
て
死
に
安
じ
て
遷
せ
ざ
る
者

有
り
、
未
だ
誠
信
を
以
て
難
を
蹈
し
て
必
ず
し
も
死
な
ざ
る
者
有
ら
ず
。
此
れ
何
の
謂
ふ
所
ぞ
、
其
れ
之
を
質
言
す
。 
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第
三
問
は
、「
至
人
」
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
荘
子
の
道
を
体
得
す
「
至
人
」
は
、
恬
淡
で
、
そ
の
形
骸
を
外
し
て
、「
死
灰
」
や
「
木
鶏
」
と
見

な
し
て
い
る
。
「
死
灰
」
は
斉
物
論
の
南
郭
子
綦
の
身
心
状
態
「
形
固
可
使
如
槁
木
、
而
心
固
可
使
如
死
灰
乎
」
に
由
来
し
て
い
る
。
南
郭
子
綦
は
、
身
を

「
槁
木
」
の
如
く
に
し
、
心
を
「
死
灰
」
の
如
く
に
さ
せ
る
。
「
木
鶏
」
は
、
達
生
篇
に
登
場
す
る
木
彫
り
の
鶏
の
よ
う
に
全
く
動
き
な
い
闘
鶏
の
こ
と
。

「
至
人
」
の
理
想
像
は
、「
死
灰
」
と
「
木
鶏
」
の
よ
う
な
静
か
で
穏
や
か
な
心
境
で
過
ご
す
人
で
あ
る
。
続
い
て
、
荘
子
的
「
至
人
」
と
「
蹈
履
水
火
而

不
燋
没
」（
水
に
身
を
投
げ
て
も
死
な
な
い
、
火
に
焼
か
れ
て
も
死
な
な
い
）
儒
家
の
聖
人
と
を
対
比
し
て
い
る
。
儒
家
は
、
誠
信
を
持
て
ば
、
災
難
に
遭

っ
て
も
死
な
な
い
こ
と
を
信
じ
て
い
る
。
権
徳
輿
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
誠
信
を
持
っ
て
死
の
こ
と
を
懼
れ
な
い
人
が
存
在
す
る
が
、
誠
信
を
持
っ
て
い
る

た
め
死
な
な
い
こ
と
は
な
い
と
、
儒
家
が
言
う
聖
人
の
姿
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。 

第
四
問 

安
時
処
順
、
泊
然
懸
解
、
至
人
之
心
也
。
故
曰
下
材
全
而
徳
不
形
、
又
曰
休
影
息
跡
。
与
夫
五
漿
先
饋
、
履
満
戸
外
者
、
固
不
侔
矣
。
然
則
以
紀
渻
之

養
鶏
、
痀
僂
之
承
蜩
、
匠
石
之
運
斤
、
梓
慶
之
削
鐻
、
用
志
不
分
、
移
於
教
化
、
則
万
物
之
相
刃
相
靡
者
、
悠
然
而
順
、
闇
然
而
和
。
奚
在
於
与
無
趾

無
眼
之
徒
、
支
離
形
徳
、
然
後
為
徳
耶
。
願
聞
其
説
。 

時
に
安
じ
て
順
に
処
し
、
泊
然
と
し
て
懸
解
す
る
は
、
至
人
の
心
な
り
。
故
に
材
全
く
し
て
徳
形
さ
ず
と
曰
ひ
、
又
影
に
休
み
跡
に
息
ふ
と
曰
ふ
。

与
夫
五
漿
先
饋
し
、
履
戸
外
に
満
つ
る
者
は
、
固
よ
り
侔
し
か
ら
ず
。
然
れ
ば
則
ち
紀
渻
の
鶏
を
養
ひ
、
痀
僂
の
蜩
を
承
り
、
匠
石
の
斤
を
運
び
、

梓
慶
の
鐻
を
削
る
を
以
て
、
用
志
分
か
れ
ず
、
教
化
に
移
れ
ば
、
則
ち
万
物
の
相
ひ
刃
り
相
ひ
靡
ふ
者
は
、
悠
然
と
し
て
順
し
、
闇
然
と
し
て
和

す
。
奚
ん
ぞ
無
趾
無
眼
の
徒
と
与
に
し
、
支
離
と
し
て
徳
を
形
は
し
、
然
る
後
徳
を
為
す
に
在
る
や
。
願
は
く
は
其
の
説
を
聞
か
ん
。 

第
四
問
は
、
聖
人
の
「
形
」
と
「
心
」
の
関
係
に
着
目
し
て
い
る
。「
安
時
処
順
」
と
「
懸
解
」
は
、
養
生
主
篇
の
「
安
時
而
処
順
、
哀
楽
不
能
入
也
。

古
者
謂
是
帝
之
縣
解
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
成
玄
英
は
、「
縣
解
」
を
「
県
解
」
と
読
み
、「
天
然
の
解
脱
」
と
解
す
。
至
人
の
心
の
あ
り
方
は
、
時
に
従
い
、

淡
泊
な
心
境
で
過
ご
し
、
束
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
て
自
由
の
境
地
に
到
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
材
全
而
徳
不
形
」
は
、
徳
充
符
篇
に
由
来
し
て
、
才
能
や

知
識
が
備
わ
っ
て
い
る
人
は
自
分
の
智
恵
を
表
わ
し
て
い
な
い
こ
と
を
言
う
。
「
休
影
息
跡
」
は
、
漁
父
篇
の
「
処
陰
以
休
影
、
処
静
以
息
跡
」
を
約
言
し

た
表
現
で
あ
り
、
隠
遁
し
て
、
自
分
の
姿
を
世
に
見
せ
な
い
こ
と
を
至
人
の
理
想
像
と
見
な
し
て
い
る
。「
五
漿
先
饋
」
は
、『
列
子
』
黄
帝
篇
の
「
吾
食
於

十
漿
、
而
五
漿
先
饋
」
を
踏
ま
え
る
。
十
軒
の
漿
の
販
売
者
の
う
ち
、
五
軒
が
争
っ
て
漿
を
送
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
利
益
を
追
い
求
め
る
こ
と
の
喩
え
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で
あ
る
。
権
徳
輿
は
、
欲
望
を
捨
て
た
「
至
人
」
と
利
益
を
追
い
求
め
る
「
五
漿
先
饋
、
履
満
戸
外
」
の
人
と
を
対
比
し
て
い
る
。
続
い
て
、
「
紀
渻
之
養

鶏
」
、「
痀
僂
之
承
蜩
」
、「
匠
石
之
運
斤
」、「
梓
慶
之
削
鐻
」
の
四
つ
の
寓
言
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
四
つ
の
寓
言
は
、
卑
し
い
人
が
才
能
を
発
揮
す
る

こ
と
を
描
い
て
、
そ
の
才
能
の
効
「
用
」
性
と
そ
の
精
神
的
「
志
」
が
分
か
れ
て
い
な
い
、
民
衆
を
教
化
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。「
相
刃
相
靡
」

は
、
斉
物
論
篇
を
出
典
と
し
て
お
り
、
齟
齬
の
意
で
あ
る
。
齟
齬
す
る
物
事
は
、
教
化
に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
融
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
形
」
と
「
徳
」

も
統
一
で
き
よ
う
か
と
、
権
徳
輿
は
考
え
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、「
道
挙
策
問
五
道
」
の
第
一
問
か
ら
第
四
問
は
、『
荘
子
』
を
利
用
し
て
、
儒
家
の
視
点
と
比
較
し
な
が
ら
、
荘
子
的
理
想
の
人
間
像
を

見
つ
め
て
い
る
。
特
に
そ
の
う
ち
の
第
三
問
と
第
四
問
は
、「
至
人
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
策
問
で
あ
る
。
な
お
、
庖
丁
解
牛
や
木
鶏
な
ど
『
荘
子
』
の

寓
言
を
策
問
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
当
時
、『
荘
子
』
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
る
。 

 

『
荘
子
』
は
唐
王
朝
の
朝
廷
に
重
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、
文
人
階
層
に
浸
透
し
て
、
文
学
創
作
に
巨
大
な
影
響
を
与
え
た
。
唐
詩
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

『
全
唐
文
』
を
見
る
と
、
荘
子
を
題
材
と
す
る
寓
言
賦
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
と
斉
物
論
篇
の
寓
言
を
素
材
と
す
る

賦
が
一
番
多
く
見
ら
れ
る
。
特
に
逍
遙
遊
篇
の
鯤
鵬
寓
話
と
斉
物
論
篇
の
「
罔
両
問
景
」、
「
荘
周
夢
為
胡
蝶
」
が
よ
く
寓
言
賦
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

徐
松
『
登
科
記
考
』
天
宝
六
年
進
士
科
に
、「
試
「
罔
両
賦
」」
と
あ
り
、
李
澥
、
石
鎮
、
蒋
至
、
孫
鎣
、
包
佶
五
人
の
「
罔
両
賦
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

斉
物
論
篇
の
「
罔
両
問
景
」
寓
話
は
、
科
挙
試
験
の
題
に
な
り
、
斉
物
論
篇
が
深
く
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
ほ
か
、
張
楚
の
「
遊
刃
賦
」
と

王
履
貞
の
「
目
無
全
牛
賦
」
は
「
道
挙
策
問
五
道
」
第
一
問
に
登
場
す
る
養
生
主
篇
の
「
庖
丁
解
牛
」
寓
話
に
取
材
し
て
、
浩
虚
舟
の
「
木
鶏
賦
」
は
第
四

問
に
登
場
す
る
「
紀
渻
之
養
鶏
」
寓
話
、
高
郢
の
「
痀
僂
丈
人
承
蜩
賦
」
は
「
痀
僂
之
承
蜩
」
寓
話
、
席
夔
の
「
運
斤
賦
」
は
「
匠
石
之
運
斤
」
寓
話
に
、

そ
れ
ぞ
れ
取
材
し
て
い
る
。
唐
代
文
人
が
『
荘
子
』
三
十
三
巻
を
理
解
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
寓
言
に
興
味
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

第
二
節 

菅
原
道
真
と
『
荘
子
』 

 

『
荘
子
』
は
、
日
本
に
も
巨
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
寛
平
三
年
（
八
九
一
）、
藤
原
佐
世
が
作
っ
た
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』「
道
家
」
に
、『
荘
子
』

に
関
す
る
書
物
は
、
以
下
の
二
十
一
種
が
著
録
さ
れ
て
い
る
（
１
２
）
。 

・『
荘
子
』
二
十
巻 

梁
漆
園
吏
荘
周
撰 

後
漢
司
馬
彪
注 
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・『
荘
子
義
記
』
十
巻 

張
議
撰 

・『
荘
子
義
疏
』
九
巻 

同
撰 

・『
篇
荘
子
』
十
二
巻 

張
機
撰 

・『
荘
子
講
疏
』
八
巻 

周
僕
射
撰 

・『
荘
子
後
撰
』
廿
巻 

・『
荘
子
序
略
集
解
』
卌
巻 

・『
荘
子
字
訓
』
一
巻 

・『
荘
子
音
義
』
三
巻 

徐
貌
撰 

・『
南
華
仙
人
荘
子
義
類
』
十
二
巻 

・『
荘
子
』
卅
三
巻 

郭
象
注 

・『
荘
子
義
疏
』
廿
巻 

王
穆
夜
撰 

・『
荘
子
義
疏
』
五
巻 

賈
彦
咸
撰 

・『
荘
子
疏
』
五
巻 

続
行
仙
集
経 

・『
荘
子
私
義
記
』
十
巻 

・『
荘
子
序
略
』
一
巻 

・『
荘
子
序
略
要
難
』
十
八
巻 

・『
荘
子
疏
』
十
巻 

西
華
寺
法
師
成
（
玄
）
英
撰 

・『
荘
子
音
義
』
二
巻 

・『
荘
子
音
訓
事
義
』
十
巻 

冷
泉
院 

 

以
上
の
二
十
一
種
の
『
荘
子
』
に
関
す
る
書
物
中
で
は
、
後
漢
司
馬
彪
注
『
荘
子
』
二
十
巻
の
一
部
が
残
り
、
郭
象
注
『
荘
子
』
卅
三
巻
、
西
華
寺
法
師

成
（
玄
）
英
撰
の
『
荘
子
疏
』
十
巻
、『
荘
子
音
義
』
二
巻
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
書
物
が
全
部
散
佚
し
た
。
し
か
し
、
書
名
の
「
義
記
」
、「
義
疏
」、
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「
講
疏
」、「
集
解
」
、「
字
訓
」
な
ど
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
内
容
は
、『
荘
子
』
に
対
す
る
講
釈
や
研
究
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
荘
子
』
は
学
問
と

し
て
当
時
の
知
識
階
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
知
識
階
層
は
、『
荘
子
』
の
注
疏
や
音
義
な
ど
の
形
で
『
荘
子
』
を
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
一

番
権
威
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
西
晋
の
郭
象
注
と
初
唐
道
士
成
玄
英
の
疏
で
あ
る
。 

 

『
荘
子
』
は
、
学
問
だ
け
で
は
な
く
、
平
安
時
代
の
日
常
の
言
語
に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
。
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
幼
学
書
『
世

俗
諺
文
』
に
は
、『
荘
子
』
に
由
来
す
る
諺
文
が
数
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
明
ら
か
に
郭
象
注
を
踏
ま
え
た
諺
文
は
二
つ
見
ら
れ
る
。
一
つ

は
、
目
録
の
断
簡
部
の
諺
文
「
大
鳥
小
鳥
逍
遙
同
」（
大
鳥
も
小
鳥
も
逍
遙
す
る
こ
と
同
じ
）
で
あ
る
。
こ
の
諺
文
は
、『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
の
次
の
部
分
の

郭
象
注
に
基
づ
い
て
い
る
（
１
３
）。 

 
 

鵬
之
徙
於
南
冥
也
、
水
擊
三
千
里
、
搏
扶
揺
而
上
者
九
万
里
、
去
以
六
月
息
者
也
。 

 
 

 

鵬
の
南
冥
に
徙
る
や
、
水
に
撃
つ
こ
と
三
千
里
、
扶
揺
を
搏
ち
て
上
る
こ
と
九
万
里
。
去
り
て
六
月
を
以
て
息
す
る
者
な
り
。 

 

鵬
は
南
冥
に
飛
び
立
つ
時
は
、
三
千
里
の
水
面
を
羽
ば
た
き
し
、
風
を
巻
き
起
こ
し
て
、
九
万
里
の
上
空
に
上
る
。
一
度
出
発
す
る
と
、
六
ヶ
月
を
経
て

一
息
す
る
。 

 

郭
象
注
は
、 

 
 
 
 
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
 

 
 

夫
大
鳥
一
去
半
歳
、
至
天
池
而
息
、
小
鳥
一
飛
半
朝
、
搶
楡
枋
而
止
。
此
比
所
能
則
有
間
矣
、
其
於
適
性
一
也
。 

 
 

 

夫
れ
大
鳥
一
去
し
て
半
歳
、
天
池
に
至
り
て
息
し
、
小
鳥
一
飛
し
て
半
朝
、
楡
枋
に
搶
り
て
止
す
。
此
れ
能
ふ
所
に
比
す
れ
ば
則
ち
間
有
り
、
其
の

性
に
適
ふ
に
於
い
て
は
一
な
り
。 

と
あ
る
。
天
池
に
飛
び
立
つ
鵬
（
大
鳥
）
に
し
て
も
、
楡
枋
に
し
か
飛
び
つ
か
な
い
鷃
・
学
鳩
（
小
鳥
）
に
し
て
も
、
各
々
の
天
性
に
従
っ
て
生
き
れ
ば
、

「
性
に
適
ふ
」
と
い
う
点
に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
る
。
諺
文
「
大
鳥
小
鳥
逍
遙
同
」
は
、
郭
象
注
の
「
大
鳥
」「
小
鳥
」
を
利
用
し
て
、「
適
性
一
」
を
「
逍

遙
同
」
と
解
釈
し
て
い
る
。 

 

も
う
一
つ
は
、
本
文
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
荘
子
』
知
北
遊
篇
の
「
白
駒
過
郄
」
で
あ
る
。「
白
駒
過
郄
」
の
項
目
の
下
に
、
そ
の
出
典
を
示
し
て
い
る
。 

 
 

荘
子
云
、
人
、
生
天
地
之
間
、
若
白
駒
之
過
郄
。
忽
然
而
已
。
注
云
、
乃
不
足
惜
也
。 

 
 

 

荘
子
に
云
く
、
人
、
天
地
の
間
に
生
ま
れ
て
、
白
駒
の
郄
を
過
ぐ
る
が
ご
と
し
。
忽
然
た
る
の
み
。
注
に
云
く
、
乃
ち
惜
し
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
。 



 

 14 

 
人
間
が
世
の
中
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
る
で
駿
馬
が
隙
間
を
走
り
過
ぎ
る
よ
う
に
短
い
。「
注
云
」
は
、
郭
象
の
注
を
引
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

編
者
は
、
郭
象
注
の
「
乃
不
足
惜
也
」
を
引
用
し
て
、
「
惜
し
む
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
浜
田
寛
氏
は
、

「
こ
の
郭
象
注
の
引
用
に
よ
っ
て
、『
世
俗
諺
文
』
の
引
用
す
る
『
荘
子
』
の
原
典
が
特
定
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
１
４
）
、『
世
俗
諺
文
』

が
引
用
し
て
い
る
『
荘
子
』
を
典
拠
と
す
る
項
目
は
、
『
荘
子
』
郭
象
注
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
言
え
る
。
郭
象
注
は
、
平
安
時
代
の
俗
諺
に
入
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。 

 

平
安
時
代
ま
で
の
漢
詩
文
に
も
、『
荘
子
』
の
素
材
と
表
現
が
作
品
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
例
を
挙
げ
る
と
、『
懐
風
藻
』
で
は
、

「
誰
謂
姑
射
嶺
、
駐
蹕
望
仙
宮
」（
五
言
、
従
駕
吉
野
宮
、
高
向
諸
足
）、「
姑
射
遙
聞
一
処
子
、
王
門
時
見
五
車
輪
」（
奉
和
翫
春
雪
、
一
首
、
滋
野
貞
主
）
、

「
此
地
仙
霊
宅
、
何
須
姑
射
倫
」（
五
言
、
扈
従
吉
野
宮
、
一
首
、
紀
男
人
）
は
、
逍
遙
遊
篇
の
「
藐
姑
射
之
仙
山
、
有
神
人
居
焉
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

『
文
華
秀
麗
集
』
に
は
、「
繞
叢
宛
似
荘
周
蝶
」
が
あ
り
、
斉
物
論
篇
の
「
荘
周
夢
蝶
」
寓
話
を
踏
ま
え
て
い
る
（
１
５
）。 

 

文
章
鴻
儒
菅
原
道
真
も
、『
荘
子
』
を
愛
読
し
て
、
そ
の
寓
言
と
表
現
を
作
品
の
中
で
生
か
し
て
い
る
。『
菅
家
文
草
』
と
『
菅
家
後
集
』
の
『
荘
子
』
を

踏
ま
え
て
い
る
作
品
を
見
る
と
、
道
真
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
利
用
に
は
、
二
つ
の
顕
著
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。 

 

一
つ
は
、
道
真
が
応
制
詩
序
で
『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
の
藐
姑
射
寓
話
と
天
地
篇
の
華
封
人
寓
話
を
使
い
、
天
皇
を
道
家
の
聖
人
に
比
喩
し
て
、
そ
の
徳
政

を
誉
め
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

貞
観
十
年
（
八
六
八
）
九
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
詩
宴
で
作
ら
れ
た4

8

「
九
日
侍
宴
、
同
賦
喜
晴
、
応
制
」
に
（
１
６
）、 

 
 

菊
花
一
束
、
聖
主
助
彭
祖
之
仙
術
也
。
荃
宰
千
年
、
群
臣
効
華
封
之
旧
詞
也
。 

 
 
 

 

菊
花
一
束
、
聖
主
彭
祖
の
仙
術
を
助
く
る
な
り
。
荃
宰
千
年
、
群
臣
華
封
の
旧
詞
に
効
ふ
な
り
。 

が
あ
る
。「
菊
花
一
束
、
聖
主
助
彭
祖
之
仙
術
也
」
は
、
魏
文
帝
「
与
鍾
繇
書
」
の
「
思
飧
秋
菊
之
落
英
、
輔
体
延
年
、
莫
斯
之
貴
。
謹
奉
一
束
、
以
助
彭

祖
之
術
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
彭
祖
は
、
長
寿
の
仙
人
で
あ
る
。
菊
の
花
を
食
べ
る
と
、
彭
祖
の
長
寿
の
仙
術
を
助
け
る
効
用
が
あ
る
。
天
皇
に
一
束
の
菊

の
花
を
奉
上
し
て
、
天
皇
が
長
寿
す
る
よ
う
に
と
い
う
臣
下
の
願
望
を
込
め
て
い
る
。
「
荃
」
は
、
香
草
の
意
で
あ
り
、「
宰
」
は
、
主
宰
で
あ
る
。
「
荃
宰

千
年
」
は
、
香
草
の
よ
う
に
天
下
を
千
年
以
上
治
め
て
い
る
こ
と
で
、
天
皇
の
徳
政
を
美
化
し
た
表
現
で
あ
る
。「
群
臣
効
華
封
之
旧
詞
也
」
は
、『
荘
子
』

天
地
篇
の
華
封
人
寓
話
に
基
づ
い
て
い
る
。 
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堯
観
乎
華
。
華
封
人
曰
、「
嘻
、
聖
人
。
請
祝
聖
人
、
使
聖
人
寿
。」
堯
曰
、「
辞
。
」「
使
聖
人
富
。」
堯
曰
、「
辞
。
」「
使
聖
人
多
男
子
。」
堯
曰
、「
辞
。」

封
人
曰
、「
寿
・
富
・
多
男
子
、
人
之
所
欲
也
。
汝
独
不
欲
何
邪
。」
堯
曰
、「
多
男
子
、
則
多
懼
。
富
則
多
事
。
寿
則
多
辱
。
是
三
者
、
非
所
以
養
徳
也
。

故
辞
。
」 

堯
、
華
に
観
ぶ
。
華
の
封
人
曰
く
、「
嘻
、
聖
人
。
請
ふ
聖
人
を
祝
し
て
、
聖
人
を
し
て
寿
な
ら
し
め
ん
。
」
と
。
堯
曰
く
、「
辞
す
。
」
と
。「
聖
人
を

し
て
富
ま
し
め
ん
。」
と
。
堯
曰
く
、「
辞
す
。」
と
。「
聖
人
を
し
て
男
子
多
か
ら
し
め
ん
。
」
と
。
堯
曰
く
、「
辞
す
。」
と
。
封
人
曰
く
、「
寿
な
る

と
富
め
る
と
男
子
多
き
と
は
、
人
の
欲
す
る
所
な
り
。
汝
の
独
り
欲
せ
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
。」
と
。
堯
曰
く
、「
男
子
多
け
れ
ば
則
ち
懼
れ
多
し
。
富

め
ば
則
ち
事
多
し
。
寿
な
れ
ば
則
ち
辱
づ
か
し
め
多
し
。
是
の
三
者
は
徳
を
養
ふ
所
以
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
辞
す
。
」
と
。 

 

聖
人
堯
が
華
の
地
方
に
遊
ん
で
い
る
時
、
国
境
守
備
の
役
人
封
人
か
ら
の
「
寿
」（
長
寿
）、
「
富
」
（
金
持
ち
に
な
る
）
、「
多
男
子
」（
子
息
が
多
く
授
か

る
）
の
三
つ
の
祝
い
を
拒
否
し
、
そ
の
理
由
を
聞
か
れ
た
と
こ
ろ
、「
多
男
子
、
則
多
懼
。
富
則
多
事
。
寿
則
多
辱
。
是
三
者
、
非
所
以
養
徳
也
」
と
答
え

た
。
子
息
が
多
く
授
か
る
と
懼
れ
が
多
い
、
金
持
ち
に
な
る
と
面
倒
な
こ
と
が
多
い
、
長
生
き
し
す
ぎ
る
と
辱
ば
か
り
を
感
じ
て
い
る
。「
養
徳
」
は
一
見

儒
家
的
な
用
語
で
あ
る
が
、
成
玄
英
疏
に
よ
る
と
、
「
三
者
未
足
以
養
無
為
之
徳
、
適
可
以
益
有
為
之
累
」
（
三
者
は
未
だ
以
て
無
為
の
徳
を
養
ふ
に
足
ら

ず
、
以
て
有
為
の
累
を
益
す
べ
く
に
適
ふ
）
と
解
釈
し
て
、「
徳
」
に
道
家
の
「
無
為
」
の
意
味
を
付
与
す
る
。「
寿
」
、「
富
」
、「
多
男
子
」
は
、
道
家
聖
人

の
「
無
為
」
の
徳
を
妨
げ
、
俗
世
間
の
有
為
の
か
ず
か
ず
を
増
や
す
こ
と
だ
け
で
あ
る
。 

 

道
真
は
、
華
封
人
寓
話
を
踏
ま
え
て
、
天
皇
を
堯
帝
、
群
臣
を
華
封
人
に
見
立
て
て
い
る
。「
華
封
之
旧
詞
」
は
、「
使
聖
人
寿
」
に
当
た
っ
て
い
る
。
天

地
篇
の
堯
は
、
華
封
人
の
祝
い
を
断
っ
た
が
、
道
真
は
堯
が
祝
福
を
断
っ
た
部
分
を
無
視
し
、
封
人
の
祝
福
の
部
分
だ
け
を
利
用
し
て
い
る
。
天
地
篇
の
内

容
を
深
く
理
解
せ
ず
、
自
分
の
詩
作
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
断
章
取
義
的
に
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

華
封
人
寓
話
は
、
道
真
の
ほ
か
の
応
制
詩
序
に
も
見
え
る
。
元
慶
九
年
（
八
八
五
）
正
月
内
宴
の
作
と
推
測
さ
れ
る
「
早
春
内
宴
、
侍
仁
寿
殿
、
同
賦
春

娃
無
気
力
、
応
制
、
序
」
に
、 

 
 

請
祝
堯
帝
、
将
代
封
人
。 

 
 

 

請
ふ
堯
帝
を
祝
り
て
、
将
に
封
人
に
代
は
ら
む
と
す
る
を
。 

と
あ
る
。
自
分
を
封
人
に
代
わ
っ
て
堯
帝
の
よ
う
な
天
皇
の
祝
い
を
す
る
。
ま
た
、
寛
平
四
年
の
作3

4
8

「
九
日
侍
宴
、
群
臣
献
寿
、
応
制
」
に
、 
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亭
育
無
限
何
以
報
、
亭
育
限
り
無
し
何
を
以
て
か
報
い
む
、 

 
 

寸
丹
吐
出
効
華
封
。
寸
丹
吐
き
出
し
て
華
封
に
効
は
む
。 

と
あ
る
。
天
皇
の
厚
恩
に
報
い
よ
う
と
し
て
、
華
封
人
が
堯
帝
を
祝
う
こ
と
に
倣
い
、
天
皇
を
祝
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

華
封
人
寓
話
の
ほ
か
に
、
道
真
は
、
応
制
詩
ま
た
応
制
詩
序
に
、
逍
遙
遊
篇
の
藐
姑
射
寓
話
も
利
用
し
て
い
る
。
藐
姑
射
寓
話
を
以
下
に
取
り
上
げ
る
。 

曰
、
藐
姑
射
之
山
、
有
神
人
居
焉
。
肌
膚
若
氷
雪
、
綽
約
若
処
子
。
不
食
五
穀
、
吸
風
飲
露
。
乗
雲
気
、
御
飛
龍
、
而
遊
乎
四
海
之
外
。
其
神
凝
、
使

物
不
疵
癘
而
年
穀
熟
。 

 
 

 

曰
く
、
藐
姑
射
の
山
に
神
人
の
有
り
て
居
る
。
肌
膚
は
氷
雪
の
若
く
、
綽
約
と
し
て
処
子
の
若
し
。
五
穀
を
食
は
ず
、
風
を
吸
ひ
露
を
飲
み
、
雲
気

に
乗
り
、
飛
龍
を
御
し
て
、
四
海
の
外
に
遊
ぶ
。
其
の
神
凝
れ
ば
、
物
を
し
て
疵
癘
せ
ず
し
て
、
年
穀
を
し
て
熟
せ
し
む
。 

 

藐
姑
射
の
山
に
居
る
神
人
は
、
氷
雪
の
よ
う
な
清
浄
純
白
な
肌
を
し
て
い
る
。
そ
の
た
お
や
か
な
姿
は
、
あ
た
か
も
乙
女
の
よ
う
だ
。
五
穀
を
食
べ
る
こ

と
は
な
く
、
風
を
吸
っ
て
、
露
を
飲
ん
で
い
る
。
ふ
わ
ふ
わ
と
し
た
流
れ
る
雲
に
随
い
、
天
に
飛
び
は
ね
る
龍
に
乗
っ
て
、
四
海
の
外
の
無
限
の
世
界
に
気

ま
ま
に
遊
ん
で
い
る
。
そ
の
静
か
な
精
神
は
、
万
物
を
傷
も
病
も
な
い
よ
う
に
成
長
さ
せ
て
、
穀
物
も
成
熟
さ
せ
る
。
こ
こ
の
神
人
は
、
世
俗
の
物
事
を
超

越
し
た
神
聖
の
人
で
あ
る
。 

 

道
真
は
神
人
の
氷
雪
の
よ
う
な
肌
を
把
握
し
て
、
そ
の
貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
九
月
九
日
の
作5

6

「
九
日
侍
宴
、
同
賦
天
錫
難
老
、
応
制
」
に
、
若
い

天
皇
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。 

 
 

紅
桃
在
面
、
非
蔵
春
色
於
形
容
。
白
雪
呈
肌
、
寧
結
寒
光
於
腰
体
。 

 
 

 

紅
桃
面
に
在
り
、
春
色
を
形
容
に
蔵
す
る
に
非
ず
。
白
雪
肌
に
呈
る
、
寧
ぞ
寒
光
を
腰
体
に
結
ば
む
や
。 

 

「
紅
桃
在
面
」
と
い
う
、
若
者
の
顔
を
紅
い
桃
の
花
に
喩
え
る
発
想
は
、『
神
仙
伝
』
の
「
劉
安
伝
」
の
「
年
可
二
十
四
五
、
角
髻
青
緑
、
色
如
桃
花
」

に
由
来
し
て
い
る
（
１
７
）。
十
四
五
歳
ぐ
ら
い
の
仙
人
の
顔
色
は
、
桃
の
花
の
よ
う
に
つ
や
つ
や
し
て
美
し
い
。
道
真
は
仙
人
劉
安
を
以
て
、
清
和
天
皇

の
若
々
し
さ
を
誉
め
て
い
る
。「
白
雪
呈
肌
」
は
、
藐
姑
射
の
仙
人
の
「
肌
膚
若
氷
雪
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
ま
た
、
寛
平
四
年
の
作
と
い
う3

4
2

「
三
月
三

日
、
同
賦
花
時
天
似
酔
、
応
制
」
の
尾
聯
の
句
「
帝
堯
姑
射
華
顔
少
、
不
用
紅
勻
上
面
来
」（
帝
堯
姑
射
華
の
顔
少
け
れ
ば
、
紅
勻
の
面
に
上
り
来
る
こ
と

を
用
ひ
ず
）
も
、
藐
姑
射
の
仙
人
と
『
神
仙
伝
』
の
「
色
如
桃
花
」
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。
宇
多
天
皇
の
花
の
よ
う
な
顔
は
若
々
し
く
て
、
紅
勻
を
顔
に
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付
け
る
こ
と
は
い
ら
な
い
。 

 

『
菅
家
文
草
』
に
は
、
寛
平
九
年
、
朱
雀
院
に
退
居
し
た
宇
多
上
皇
が
催
し
た
詩
宴
に
応
制
し
た
作
品
、4

4
3

「
九
日
後
朝
、
侍
朱
雀
院
、
同
賦
閑
居
楽

秋
水
、
応
太
上
天
皇
製
、
并
序
」
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、『
荘
子
』
秋
水
篇
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
詩
題
「
閑
居
楽
秋
水
」
と
作
品
の
中
身
に
、

秋
水
篇
を
込
め
て
い
る
。
そ
の
序
文
に
、 

 
 

非
玄
談
不
説
之
、
故
遇
我
君
之
逐
虚
舟
。 

 
 
 
 
 

玄
談
に
非
ざ
れ
ば
説
か
ず
、
故
に
我
が
君
の
虚
舟
を
逐
ふ
に
遇
へ
り
。 

と
あ
る
。「
虚
舟
」
は
、
繋
が
れ
て
い
な
い
空
舟
で
あ
り
、
列
御
寇
篇
に
、 

 
 

巧
者
労
而
知
者
憂
。
無
能
者
無
所
求
、
飽
食
而
遨
遊
、
汎
若
不
繋
之
舟
、
虚
而
遨
遊
者
也
。 

巧
者
は
労
し
て
知
者
は
憂
ふ
。
無
能
者
は
求
む
る
所
無
く
、
飽
食
し
て
遨
遊
し
、
汎
と
し
て
繋
か
ざ
る
舟
の
若
く
、
虚
に
し
て
遨
遊
す
る
者
な
り
。 

が
見
え
る
。
何
も
追
求
し
な
い
人
は
、
毎
日
飽
食
し
て
自
由
自
在
に
遊
ん
で
い
る
。
こ
の
姿
は
、
ま
る
で
繋
が
れ
て
い
な
い
空
船
の
よ
う
で
あ
る
。
道
真
は
、

「
虚
舟
」
を
天
皇
に
見
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
間
洋
一
氏
は
、「
『
拾
芥
抄
』
（
中
・
官
位
唐
名
部
第
三
・
唐
名
大
略
）
に
お
い
て

「
脱
履
」「
虚
舟
」
を
太
上
皇
の
異
称
と
し
て
い
る
の
は
、
道
真
の
本
作
が
淵
源
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
８
）。
道
真
が
「
閑
居
楽

秋
水
」
詩
序
を
制
作
し
た
後
、
「
虚
舟
」
は
、
太
上
天
皇
の
異
称
と
し
て
固
定
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

道
真
の
文
学
創
作
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
利
用
を
考
え
る
際
の
、
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
道
真
は
『
荘
子
』
の
寓
言
や
詩
語
な
ど
を
作
品
に
織
り
込
ん
で
、

自
分
の
情
緒
を
吐
露
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

文
章
生
の
ま
ま
外
国
に
赴
任
し
て
い
た
「
春
十
一
兄
老
生
」
の
「
千
里
一
朝
程
」
詩
に
応
和
す
る
、1

6

「
和
春
十
一
兄
老
生
吟
見
寄
」
の
第
三
聯
に
、「
豈

非
大
鳥
三
年
挙
」（
豈
に
大
鳥
の
三
年
に
し
て
挙
る
に
非
ざ
ら
む
や
）
が
あ
る
。
こ
こ
の
「
大
鳥
」
は
、
前
述
し
た
『
世
俗
諺
文
』
の
「
大
鳥
小
鳥
逍
遙
同
」

と
同
様
に
、
逍
遙
遊
篇
の
郭
象
注
「
夫
大
鳥
一
去
半
歳
」
の
「
大
鳥
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
道
真
は
、
大
志
を
抱
い
て
い
る
「
春
十
一
兄
」
を
逍

遙
遊
篇
の
「
大
鳥
」（
鵬
）
に
喩
え
て
い
る
。 

 

道
真
に
は
、
『
荘
子
』
を
利
用
し
て
、
自
分
の
隠
士
志
向
を
表
わ
し
て
い
る
作
品
も
あ
る
。 

9
2

「
山
家
晩
秋
」
に
、
「
将
軍
莫
道
遊
心
主
」
が
見
え
、
外
物
篇
の
「
心
有
天
遊
」
に
基
づ
き
、
悠
々
自
適
な
心
境
を
表
現
し
て
い
る
。 
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1
2
6

「
同
諸
才
子
、
九
月
卅
日
、
白
菊
叢
辺
命
飲
」
の
「
白
菊
生
於
我
室
虚
」（
白
菊
我
が
室
の
虚
に
生
ふ
）
と
、1

5
7

「
疎
竹
」
の
「
生
白
室
相
宜
」（
白

を
生
じ
て
室
相
宜
し
）
は
、
人
間
世
篇
の
「
虚
室
生
白
、
吉
祥
止
止
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
成
玄
英
疏
は
、「
虚
室
生
白
」
を
「
虚
其
心
室
、
乃
照
真
源
。

而
智
恵
明
白
、
随
用
而
生
」
と
解
釈
し
て
お
り
、「
止
」
を
「
凝
静
之
智
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
静
か
で
純
白
な
心
は
善
福
を
招
く
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

道
真
は
、「
虚
室
生
白
」
の
「
白
」
を
「
白
菊
」
や
「
疎
竹
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
て
詠
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
高
潔
な
心
を
描
き
出
し
て
い
る
。 

ま
た
、1

6
1

「
灘
声
」
に
「
避
喧
雖
我
性
」
と
あ
り
、
俗
世
間
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
明
ら
か
に
述
べ
な
が
ら
、
最
後
一
聯
に
「
此
夕
無
他
業
、

荘
周
第
一
篇
」（
此
の
夕
他
の
業
無
し
、
荘
周
第
一
篇
）
と
言
っ
て
い
る
。「
荘
周
第
一
篇
」
の
逍
遙
遊
篇
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
、
や
か
ま
し
い
俗
世
間
か

ら
し
ば
ら
く
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

道
真
の
詩
作
に
は
、
『
荘
子
』
を
出
典
と
し
て
使
い
、
人
生
の
感
傷
を
吐
露
し
て
い
る
作
品
も
見
え
る
。 

夭
折
し
た
息
子
阿
満
の
た
め
に
作
っ
た1

1
7

「
夢
阿
満
」
に
は
、「
荘
周
委
蛻
泣
寒
蟬
」（
荘
周
は
蛻
を
委
め
て
寒
蟬
に
泣
け
り
）
の
句
が
あ
り
、
こ
れ
は

知
北
遊
篇
の
「
孫
子
非
二
汝
有
一
、
是
天
地
之
委
蛻
也
」
を
踏
ま
え
た
。
道
真
は
、「
天
地
之
委
蛻
」
を
以
て
息
子
を
失
っ
た
悲
痛
な
心
を
慰
め
て
い
る
。 

ま
た
、
讃
岐
守
の
時
期
に
作
っ
た2

3
6

「
舟
行
五
事
」
の
第
四
首
に
、「
海
中
不
繋
舟
、
東
西
南
北
流
」（
海
中
に
繋
が
ぬ
舟
、
東
西
南
北
に
流
る
）
と
「
老

泣
雖
哀
痛
、
虚
舟
似
放
遊
」（
老
い
の
泣
哀
し
び
痛
ぶ
と
雖
ど
も
、
虚
し
き
舟
の
放
遊
す
る
に
似
た
り
）
の
句
が
あ
る
。「
不
繋
舟
」
と
「
虚
舟
」
は
、
前
述

し
た
列
御
寇
篇
の
内
容
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
「
閑
居
楽
秋
水
」
詩
序
と
違
っ
て
、
太
上
天
皇
の
閑
適
な
心
境
を
賛
美
す
る
の
で
は
な
く
、
我
が
身
の
「
老

泣
」「
哀
痛
」
と
結
び
つ
け
、
虚
し
い
人
生
に
対
す
る
悲
哀
と
不
安
感
を
表
現
し
て
い
る
（
１
９
）。 

 

大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
道
真
は
、『
荘
子
』
を
耽
読
し
て
、
慰
め
を
求
め
て
い
る
。4

8
4

「
叙
意
一
百
韻
」
に
、 

 
 

遇
境
虚
生
白
、 

 

境
に
遇
ひ
て
虚
し
き
に
白
を
生
ず
、 

 
 

遊
談
時
入
玄
。 

 

遊
談
し
て
時
に
玄
に
入
る
。 

 
 

老
君
垂
跡
話
、 
 

老
君
跡
を
垂
る
話
、 

 
 

荘
叟
処
身
偏
。 

 

荘
叟
身
を
処
く
こ
と
偏
な
り
。 

 
 

性
莫
乖
常
道
、 

 

性
は
常
道
に
乖
く
こ
と
莫
し
、 

 
 

宗
当
任
自
然
。 

 

宗
は
当
に
自
然
に
任
す
べ
し
。 
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殷
勤
斉
物
論
、 

 

殷
勤
な
り
斉
物
論
、 

 
 

洽
恰
寓
言
篇
。 

 

洽
恰
た
り
寓
言
篇
。 

と
あ
る
。「
遇
境
虚
生
白
」
は
、
前
述
し
た
人
間
世
篇
の
「
虚
室
生
白
」
を
左
遷
の
境
遇
に
応
用
し
て
い
る
。
心
を
「
虚
」
し
く
し
て
、「
老
君
」
（
老
子
）

と
「
荘
叟
」（
荘
子
）
の
「
玄
」
の
世
界
に
身
を
投
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
偏
僻
な
と
こ
ろ
に
い
る
荘
子
を
我
が
身
に
重
ね
て
い
る
。「
性
莫
乖
常
道
、
宗
当

任
自
然
」
は
、「
性
」
を
調
整
し
て
、
人
生
の
変
化
に
従
う
に
す
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。『
荘
子
』
を
読
ん
で
、
左
遷
の
こ
と
を
「
自
然
」
と
し
て
受
け

入
れ
、
憤
懣
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
殷
勤
斉
物
論
、
洽
恰
寓
言
篇
」
は
、『
荘
子
』
を
読
む
情
況
を
紹
介
す
る
一
聯
で
あ
る
。
道
真
は
、『
荘
子
』

の
斉
物
論
篇
と
寓
言
篇
を
気
に
入
り
、
繰
り
返
し
て
読
ん
で
い
る
。
左
遷
の
憂
鬱
な
心
境
か
ら
解
脱
さ
れ
た
い
気
持
ち
が
強
く
読
み
取
れ
る
。 

 

以
上
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
道
真
は
、『
荘
子
』
の
表
現
と
寓
言
に
注
目
し
て
い
る
。
応
制
詩
序
の
場
合
は
、『
荘
子
』
を
文
飾
と
し
て
把
握
し
て
、
天

皇
を
賛
美
し
て
い
る
。
自
分
の
心
情
を
表
わ
し
て
い
る
作
品
に
は
、
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
を
通
し
て
『
荘
子
』
を
理
解
し
た
上
で
、
作
品
の
主
旨
と
合
わ
せ

な
が
ら
そ
の
思
想
と
表
現
を
作
品
に
生
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

第
三
節 

本
論
文
の
目
的 

 

本
論
文
は
、
菅
原
道
真
の
作
品
に
お
け
る
『
荘
子
』
受
容
の
様
相
を
中
心
に
研
究
を
展
開
す
る
。
特
に
道
真
の
漢
詩
文
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
郭
象
注
と

成
玄
英
疏
の
利
用
に
注
目
し
て
、
道
真
は
ど
の
よ
う
に
『
荘
子
』
と
そ
の
注
疏
を
作
品
の
中
に
生
か
す
こ
と
を
考
察
す
る
。 

 

本
論
文
は
、
本
論
と
附
論
の
二
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
道
真
「
秋
湖
賦
」（5

1
5

）、「
北
溟
章
」
、「
小
知
章
」
、「
堯
譲
章
」（3

3
3
―

3
3
5

）
を
取
り
上
げ
る
。
道
真
は
、
仁
和
二
年
（
八
八
六
）、
讃
岐
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）、
任
期
を
終
え
て
帰
京
し
た
。「
北
溟
章
」
、「
小

知
章
」
、「
堯
譲
章
」
は
、
帰
京
し
た
際
に
『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
三
首
連
作
で
あ
り
、「
秋
湖
賦
」
も
、
制
作
時
期
は
確
定
し
が
た
い

が
、
三
首
の
連
作
が
作
ら
れ
た
寛
平
二
年
あ
た
り
が
想
定
で
き
る
。
本
論
は
、
寛
平
二
年
に
焦
点
を
当
て
、
道
真
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
利
用
を
分
析
す
る
。

そ
し
て
、『
荘
子
』
注
疏
と
道
真
の
間
の
橋
渡
し
と
し
て
、
白
居
易
は
ど
の
よ
う
に
『
荘
子
』
注
疏
の
表
現
と
思
想
を
吸
収
し
て
詩
文
を
作
っ
て
、
道
真
の

作
品
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
も
考
察
す
る
。
付
論
で
は
、『
徒
然
草
』
第
七
段
を
取
り
上
げ
る
。
兼
好
と
道
真
は
同
様
に
、『
荘
子
』
の
郭
象
注
と

成
玄
英
疏
を
理
解
し
て
、
そ
の
思
想
を
作
品
に
織
り
込
み
な
が
ら
、
白
居
易
の
作
品
も
明
ら
か
に
意
識
し
て
い
た
。
兼
好
は
、
平
安
時
代
の
文
学
伝
統
の
継
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承
者
と
し
て
、『
徒
然
草
』
第
七
段
で
、
道
真
か
ら
継
承
し
た
『
荘
子
』
の
使
い
方
を
示
し
て
い
る
。『
徒
然
草
』
第
七
段
は
、
道
真
の
文
学
の
延
長
線
上
に

立
っ
て
い
る
作
品
と
言
え
る
。 

 

本
論
文
の
目
的
は
、
菅
原
道
真
の
漢
詩
文
に
お
け
る
『
荘
子
』
受
容
の
様
相
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
『
荘
子
』
が
日
本
の
中
古
・
中
世
に
与
え
た

具
体
的
な
影
響
の
一
端
を
見
い
だ
す
こ
と
で
あ
る
。
道
真
は
、
『
荘
子
』
の
表
現
を
利
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
深
層
の
思
想
も
意
識
し
て
、
自
分
の

心
境
と
合
わ
せ
な
が
ら
、
作
品
の
中
に
生
か
し
て
い
る
。
兼
好
は
、
道
真
の
文
学
の
遺
産
を
継
承
し
て
、『
荘
子
』
の
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
の
表
現
と
思
想

を
『
徒
然
草
』
第
七
段
に
反
映
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
た
い
。 

 

注 （
１
）
『
隋
書
』
経
籍
志
の
引
用
は
、
『
隋
書
』
第
四
冊
巻
三
二
至
巻
四
五
（
中
華
書
局
、
一
九
七
三
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
２
）
『
集
古
今
仏
道
論
衡
』
の
引
用
は
、『
集
古
今
仏
道
論
衡
校
註
』（
道
宣
撰
、
劉
林
魁
注
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
八
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
３
）
本
節
に
お
け
る
『
全
唐
文
』
の
引
用
は
、『
全
唐
文
新
編
』（
吉
林
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
４
）
『
群
書
治
要
』
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
藏
群
書
治
要
（
金
澤
文
庫
本
、
鎌
倉
時
代
書
写
）
（『
群
書
治
要
五
』
古
典
研
究
会
叢
書
、
漢
籍
之
部
１
３
、
汲

古
書
院
）
を
参
照
し
た
。 

（
５
）
『
旧
唐
書
』
高
宗
本
紀
篇
を
参
照
。 

（
６
）
『
全
唐
文
』
巻
三
十
六
を
参
照
。 

（
７
）『
荘
子
』
の
本
文
と
注
疏
の
引
用
は
、
架
蔵
の
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
刊
『
南
華
真
経
注
疏
解
経
』（
中
野
宗
左
衛
門
刊
）
に
拠
っ
た
が
、
一
部
改

め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
文
は
通
行
の
テ
キ
ス
ト
と
大
き
い
な
違
い
が
な
い
。
な
お
、
訓
読
に
つ
い
て
も
同
書
を
参
考
に
し
た
。 

（
８
）
『
冊
府
元
亀
』
巻
五
十
四
を
参
照
。 

（
９
）
『
全
唐
文
』
巻
四
十
を
参
照
。 

（
１
０
）『
全
唐
文
』
巻
四
十
一
を
参
照
。 

（
１
１
）『
全
唐
文
』
巻
四
八
三
を
参
照
。 
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（
１
２
）
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
室
生
寺
本
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』（
名
著
刊
行
会
、
平
成
八
年
）
を
参
照
し
た
。 

（
１
３
）『
世
俗
諺
文
』
の
引
用
は
、
『
平
安
詩
文
残
篇
』
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
五
十
七
巻
、
天
理
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
九
年
）
に
拠

っ
た
。 

（
１
４
）『
世
俗
諺
文
全
注
釈
』
（
濱
田
寛
、
新
典
社
注
釈
叢
書
２
４
、
平
成
二
十
七
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
１
５
）『
懐
風
藻
』
と
『
文
華
秀
麗
集
』
の
引
用
は
、『
懐
風
藻 

文
華
秀
麗
集 

本
朝
文
粋
』（
小
島
憲
之
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
６
９
、
岩
波
書

店
、
昭
和
四
十
八
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
１
６
）
本
章
に
お
け
る
菅
原
道
真
の
漢
詩
文
の
作
品
番
号
は
、『
菅
家
文
草 

菅
家
後
集
』（
川
口
久
雄
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
７
２
、
岩
波
書
店
、

昭
和
四
十
年
）
に
拠
る
。
引
用
と
訓
読
は
、
元
禄
十
三
年
跋
『
菅
家
文
草
』
と
貞
享
四
年
本
『
菅
家
後
草
』
に
拠
っ
た
が
、
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
な
お
、
道
真
の
応
制
詩
序
に
言
及
す
る
部
分
は
、
『
菅
家
文
草
注
釈 

文
章
篇 

第
二
冊
（
巻
七
下
）
』（
文
草
の
会
、
勉
誠
出
版
、
平
成
三
十
一

年
）
を
参
考
に
し
た
。 

（
１
７
）『
神
仙
伝
』
巻
四
・
劉
安
（
『
神
仙
伝
』
、
叢
書
集
成
初
編
、
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
１
８
）「
九
日
後
朝
、
侍
朱
雀
院
、
同
賦
閑
居
楽
秋
水
、
応
太
上
天
皇
製
、
序
」
の
「
虚
舟
」
注
（
注
１
６
『
菅
家
文
草
注
釈 

文
章
篇 

第
二
冊
（
巻

七
下
）
』
）。
な
お
、
『
荘
子
』
の
「
藐
姑
射
」「
虚
舟
」
な
ど
の
用
語
を
以
て
太
上
天
皇
を
称
す
る
こ
と
に
関
す
る
先
行
論
文
と
し
て
は
、
李
育
娟
「
藐

姑
射
に
住
む
上
皇
像
の
形
成―

『
荘
子
』「
逍
遙
遊
」
に
お
け
る
堯
帝
の
伝
承
か
ら―

」（
『
和
漢
比
較
文
学
』
第
３
２
号
、
平
成
十
六
年
）
が
あ
る
。 

（
１
９
）4

6
4

「
閑
適
」
に
お
け
る
、
「
風
松
颯
颯
閑
無
事
、
請
見
虚
舟
浪
不
干
」（
風
松
颯
颯
た
り
閑
に
し
て
事
無
し
、
請
ふ
見
よ
虚
し
き
舟
浪
も
干
さ
ざ

る
こ
と
を
）
で
も
、「
虚
舟
」
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
こ
の
「
虚
舟
」
は
、
作
者
の
閑
適
な
心
境
を
表
現
し
て
い
る
。 
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本
論 

 

第
一
章 
菅
原
道
真
の
「
秋
湖
賦
」
と
『
荘
子
』―

詩
語
「
涯
岸
」
を
め
ぐ
っ
て―
 

 

一
、
は
じ
め
に 

 

菅
原
道
真
は
、
秋
の
湖
水
の
風
景
を
描
い
た5

1
5

「
秋
湖
賦
」
と
い
う
作
品
を
作
っ
て
い
る
（
１
）
。
そ
の
中
で
、
漢
語
「
涯
岸
」
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の

語
を
、
唐
代
ま
で
の
詩
人
は
作
品
に
そ
れ
ほ
ど
使
っ
て
い
な
い
（
２
）。
承
平
四
年
（
九
三
四
）
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
漢
和
辞
書
『
倭
名
類
聚
抄
』
に
、「
涯

岸
」
は
見
出
し
語
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
、
同
書
は
『
爾
雅
集
注
』
を
引
い
て
、「
水
辺
曰
涯
、
涯
陗
而
高
曰
岸
」
と
、
水
の
岸
辺
を
「
涯
」

と
い
い
、
そ
の
岸
辺
（
涯
）
の
「
陗
」
し
く
て
「
高
」
い
と
こ
ろ
を
「
岸
」
と
解
釈
し
て
い
る
（
３
）
。 

 

道
真
の
詩
文
を
通
し
て
見
る
と
、「
涯
岸
」
の
用
例
は5

1
5

「
秋
湖
賦
」
以
外
に
は
、4

6
9

「
奉
感
見
献
臣
家
集
之
御
製
、
不
改
韻
、
兼
叙
鄙
情
。
一
首
」
、

4
7
3

「
九
日
後
朝
、
同
賦
秋
思
、
応
製
」
の
二
例
が
あ
る
。
唐
ま
で
の
詩
文
に
は
例
が
少
な
い
こ
の
「
涯
岸
」
の
語
に
、
道
真
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
込
め

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。 

 

道
真
は
『
荘
子
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
詩
を
作
っ
て
い
る
。『
菅
家
文
草
』
を
繙
く
と
巻
四
に
、
道
真
が
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）、
讃
岐
の
守
の
秩
が
満
ち
て

京
に
帰
っ
た
時
に
『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
を
題
材
と
し
て
詠
ん
だ
三
首
の
連
作
、3

3
3

「
北
溟
章
」
、3

3
4

「
小
知
章
」
、3

3
5

「
堯
譲
章
」
が
見
え
る
。
そ
の
中

で
、
成
玄
英
の
疏
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
（
４
）
。
西
晋
の
郭
象
の
注
に
唐
の
成
玄
英
が
疏
を
付
し
た
も
の
で
、「
涯
岸
」
は
後
述
す
る
よ
う
に

『
荘
子
』
秋
水
篇
の
成
玄
英
疏
「
涯
岸
曠
闊
」
に
由
来
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
（
５
）
。
道
真
の5

1
5

「
秋
湖
賦
」
は
、『
荘
子
』
の
内
篇
「
斉
物
論
」・「
養

生
主
」、
外
篇
「
秋
水
」
の
表
現
と
思
想
を
賦
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
同
じ
「
涯
岸
」
の
語
を
含
む
前
掲
の4

6
9

、4
7
3

と
は
趣
旨
を
異
に
す
る
。
そ
こ
で

本
論
で
は
、「
秋
湖
賦
」
を
中
心
に
、
「
涯
岸
」
の
語
を
手
か
が
り
に
し
て
、
道
真
の
漢
詩
文
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
受
容
の
様
相
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

「
秋
湖
賦
」
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
柿
村
重
松
の
注
釈
を
は
じ
め
と
し
、
川
口
久
雄
、
金
原
理
、
焼
山
廣
志
、
波
戸
岡
旭
各
氏
の
も
の
が
す
で
に
あ

り
、
最
近
で
は
、
本
間
洋
一
氏
の
注
が
出
て
い
る
（
６
）。 

 

先
行
研
究
の
中
で
、
「
秋
湖
賦
」
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
川
口
久
雄
氏
は
、
仁
和
四
年
（
八
八
八
）
の
秋
に
、
文
章
得
業
生
に
及
第
し
た
文
室
時
実
が
道
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真
を
訪
ね
た
時
、
讃
岐
で
作
っ
た
作
品
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
本
間
洋
一
氏
の
注
釈
で
は
、
「
道
真
自
身
の
修
学
、
又
は
門
弟
達
へ
の
指
導
の
一

環
と
し
て
貞
観
期
（
八
五
九
～
八
七
七
）
以
降
に
作
し
て
い
た
と
し
て
も
強
ち
不
自
然
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
、「
秋
湖
賦
」

を
律
賦
創
作
の
手
本
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
秋
の
琵
琶
湖
を
訪
れ
た
時
の
作
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
本
間
説

を
認
め
た
い
。
し
か
し
、
本
間
氏
は
他
の
諸
氏
と
同
じ
く
、
全
体
と
し
て
は
荘
子
思
想
の
表
現
と
い
う
観
点
で
こ
の
賦
を
解
釈
し
て
い
な
い
。
本
章
は
賦
の

制
作
動
機
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
詩
人
の
感
興
だ
と
思
う
。
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
確
定
し
が
た
い
が
、
前
述
の
『
荘
子
』
を
踏
ま
え
た
三
首

の
連
作
が
作
ら
れ
た
寛
平
二
年
あ
た
り
が
想
定
で
き
よ
う
か
。 

 

二
、
題
韻
「
秋
水
無
岸
」
と
『
荘
子
』 

 

「
秋
湖
賦
」
は
、「
秋
水
無
岸
」
の
四
字
を
韻
と
し
た
律
賦
で
あ
る
。
本
間
洋
一
氏
は
、
題
韻
「
秋
水
無
岸
」
に
つ
い
て
、 

『
荘
子
』
外
篇
・
秋
水
篇
に
「
秋
水
時
至
、
百
川
灌
河
」
と
あ
り
、
秋
に
大
水
が
黄
河
に
流
れ
こ
み
、
水
面
は
広
大
な
様
を
呈
し
、「
両
涘
渚
崖
」（
水

打
ち
際
、
岸
辺
）
に
い
る
牛
馬
の
区
別
も
出
来
な
い
程
に
な
っ
た
。
す
る
と
河
伯
は
「
欣
然
自
喜
、
以
天
下
之
美
為
尽
在
己
」
し
、
流
れ
に
順
い
東
行

し
て
北
海
に
至
り
、
東
方
を
望
む
と
水
面
の
広
が
り
の
果
て
も
わ
か
ら
な
い
程
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
あ
た
り
を
意
識
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。 

と
、
秋
水
篇
と
の
関
わ
り
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
指
摘
は
、
重
要
だ
と
考
え
る
。 

 

「
秋
水
」
は
、
本
間
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
『
荘
子
』
秋
水
篇
の
冒
頭
句
「
秋
水
時
至
、
百
川
灌
河
」
を
典
拠
と
す
る
言
葉
で
あ
る
。「
無
岸
」
は
、「
秋

湖
賦
」
の
末
尾
の
句
「
喩
湖
水
之
無
涯
岸
者
也
」
の
「
無
涯
岸
」
に
当
た
り
、
こ
の
「
岸
」
の
字
は
、
題
韻
の
「
岸
」
に
当
た
る
。「
涯
岸
」
は
、
『
荘
子
』

の
本
文
に
は
見
当
た
ら
な
い
言
葉
だ
が
、
秋
水
篇
の
「
両
涘
渚
涯
之
間
、
不
辨
牛
馬
」
の
成
玄
英
疏
「
涘
、
岸
也
。
涯
、
際
也
。
渚
、
洲
也
、
水
広
也…

涯

岸
曠
闊
、
洲
渚
迢
遙
」
に
由
来
す
る
と
考
え
る
。
成
玄
英
は
、
「
涯
岸
」（
岸
の
高
い
部
分
）
と
「
洲
渚
」（
岸
の
水
面
に
近
い
部
分
）
を
も
っ
て
「
両
涘
渚

涯
」
を
注
釈
し
て
い
る
。
道
真
は
、
河
の
岸
辺
を
描
写
す
る
「
涯
岸
」
を
使
っ
て
、
北
海
の
岸
辺
が
見
え
な
い
ほ
ど
広
い
様
子
を
「
無
涯
岸
」
と
言
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

「
無
岸
」
と
「
無
涯
岸
」
は
『
荘
子
』
本
文
に
は
出
て
来
な
い
が
、
近
似
の
「
無
涯
」
は
『
荘
子
』
養
生
主
篇
に
見
え
る
言
葉
で
あ
り
、「
無
涯
」
か
ら
「
涯
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岸
」
を
考
察
す
る
。 

 
 

吾
生
也
有
涯
、
而
知
也
無
涯
。
以
有
涯
随
無
涯
、
殆
已
。 

吾
が
生
や
涯
有
り
、
而
か
も
知
や
涯
無
し
。
涯
有
る
を
以
て
涯
無
き
に
随
ふ
は
、
殆
き
の
み
。 

「
吾
生
也
有
涯
」
に
対
す
る
注
疏
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

[

注]
 

所
稟
之
分
有
極
也
。 

稟
く
る
所
の
分
極
有
る
な
り
。 

[

疏]
 

涯
、
分
也
。
夫
生
也
受
形
之
載
、
禀
之
自
然
、
愚
智
修
短
、
各
有
涯
分
。（
後
略
） 

涯
は
分
な
り
。
夫
れ
生
は
形
を
受
く
る
の
載
な
り
、
之
を
自
然
に
禀
け
た
り
、
愚
智
修
短
、
各
涯
分
有
り
。（
後
略
） 

 

郭
象
注
は
、
「
生
」
を
「
所
稟
之
分
」（
稟
く
る
所
の
分
）、
「
有
涯
」
を
「
各
有
極
」（
各
極
有
り
）
と
解
釈
し
て
い
る
。
成
玄
英
疏
は
さ
ら
に
郭
象
注
が

言
う
「
所
稟
之
分
」
、「
有
極
」
を
「
夫
生
也
受
形
之
載
、
禀
之
自
然
、
愚
智
修
短
、
各
有
涯
分
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
生
ま
れ
つ
き
備
え

る
天
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界
が
あ
る
。
有
限
の
天
性
を
尽
く
し
て
無
限
の
知
を
追
い
か
け
る
こ
と
は
危
な
い
と
、
成
玄
英
は
言
っ
て
い
る
。 

 

道
真
の
漢
詩
文
に
は
「
涯
」
を
荘
子
的
に
詠
む
詩
が
何
首
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、5

0
4

「
官
舎
幽
趣
、
六
韻
」
詩
の
中
で
、
第
三
聯
「
此
時
傲
吏
思
荘

叟
、
随
処
空
王
事
釈
迦
」
は
、
上
の
句
に
は
荘
子
の
名
が
あ
る
の
で
、
明
ら
か
に
荘
子
思
想
を
表
わ
し
、
下
の
句
は
仏
教
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
こ
の
詩

の
第
五
聯
「
食
支
月
俸
恩
無
極
、
衣
苦
風
寒
分
有
涯
」
の
「
恩
無
極
」
と
「
分
有
涯
」
の
対
は
、
養
生
主
篇
の
「
吾
生
也
有
涯
、
而
知
也
無
涯
」
に
基
づ
く

表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
述
す
る4
6
9

「
奉
感
見
献
臣
家
集
之
御
製
、
不
改
韻
、
兼
叙
鄙
情
。
一
首
」
の
第
七
句
「
恩
覃
父
祖
無
涯
岸
」
と4

7
3

「
九
日

後
朝
、
同
賦
秋
思
、
応
製
」
の
第
六
句
「
恩
無
涯
岸
報
猶
遅
」
で
は
、
成
玄
英
疏
の
言
葉
「
涯
岸
」
が
詩
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。 

「
秋
湖
賦
」
の
末
尾
の
一
句
「
叙
三
旅
思
之
所
辺
涯
、
喩
湖
水
之
無
涯
岸
者
也
」
に
、
旅
思
の
「
辺
涯
」
と
湖
水
の
「
無
涯
岸
」
を
対
置
し
て
い
る
の 

は
、
養
生
主
篇
の
「
吾
生
也
有
涯
、
而
知
也
無
涯
」
の
「
有
涯
」
と
「
無
涯
」
に
倣
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

続
い
て
、
題
韻
「
秋
水
無
岸
」
と
『
荘
子
』
の
内
容
的
関
係
を
考
え
る
。
律
賦
の
韻
字
は
、
そ
の
内
容
と
関
わ
り
が
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
（
７
）。 

「
秋
湖
賦
」
の
韻
字
「
秋
水
無
岸
」
も
、「
涯
岸
」
が
出
て
く
る
賦
の
末
尾
の
一
句
「
叙
旅
思
之
所
辺
涯
、
喩
湖
水
之
無
涯
岸
者
也
」
の
「
湖
水
之
無
涯

岸
」
と
呼
応
し
て
い
る
。 

 

本
間
氏
が
取
り
上
げ
て
い
る
「
秋
水
篇
」
で
は
、
黄
河
の
神
の
河
伯
は
、
北
海
に
至
り
、
海
の
神
で
あ
る
北
海
若
と
出
会
う
。
両
者
の
会
話
の
形
で
荘
子
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の
思
想
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
外
篇
「
秋
水
」
の
河
伯
・
北
海
若
寓
話
の
冒
頭
部
分
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

秋
水
時
至
、
百
川
灌
河
。
涇
流
之
大
、
両
涘
渚
涯
之
間
、
不
弁
牛
馬
。
於
是
焉
、
河
伯
欣
然
自
喜
、
以
天
下
之
美
為
尽
在
己
。
順
流
而
東
行
、
至
於
北

海
。
東
面
而
視
、
不
見
水
端
。 

秋
水
時
に
至
り
、
百
川
河
に
灌
ぐ
。
涇
流
の
大
な
る
、
両
涘
の
渚
涯
の
間
、
牛
馬
を
弁
ぜ
ず
。
是
に
於
て
か
、
河
伯
欣
然
と
し
て
自
ら
喜
び
、
天
下

の
美
を
以
て
尽
く
己
に
在
り
と
為
す
。
流
れ
に
順
ひ
て
東
行
し
、
北
海
に
至
る
。
東
面
し
て
視
る
に
、
水
端
を
見
ず
。 

 

本
間
氏
が
言
う
「
東
方
を
望
む
と
水
面
の
広
が
り
の
果
て
も
わ
か
ら
な
い
」
は
「
不
見
水
端
」
に
当
た
り
、
題
韻
「
秋
水
無
岸
」
に
当
た
る
。
冒
頭
部
分

に
続
き
、
北
海
の
岸
辺
が
見
え
な
い
広
さ
に
驚
か
さ
れ
る
河
伯
は
、
初
め
て
自
分
の
も
の
の
見
方
が
浅
い
こ
と
を
痛
感
し
て
、
北
海
若
と
、
も
の
の
「
多

少
」
、「
大
小
」
、「
是
非
」、
「
貴
賤
」
な
ど
対
立
す
る
概
念
を
め
ぐ
っ
て
対
話
し
て
い
る
。
北
海
若
は
、
「
泛
泛
乎
其
若
四
方
之
無
窮
、
其
無
所
畛
域
」
と
い

う
よ
う
に
、
無
際
限
に
広
い
道
を
す
べ
て
の
も
の
の
基
準
と
認
識
し
て
、「
万
物
一
斉
、
孰
短
孰
長
」
と
い
う
よ
う
に
、
徹
底
し
た
相
対
主
義
に
よ
り
も
の

の
対
立
性
が
解
消
さ
れ
て
、
す
べ
て
の
道
が
一
致
す
る
世
界
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
世
界
の
中
で
は
人
間
の
営
為
が
否
定
さ
れ
て
、
自
然
の
道
に
従
う
べ
き

だ
と
言
っ
て
い
る
。
北
海
若
は
「
大
小
」
に
つ
い
て
、 

 
 

以
其
至
小
、
求
窮
其
至
大
之
域
。
是
故
迷
乱
而
不
能
自
得
也
。 

其
の
至
小
を
以
て
し
て
、
其
の
至
大
の
域
を
極
め
ん
こ
と
を
求
む
。
こ
の
故
に
迷
乱
し
て
自
得
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。 

と
述
べ
て
い
る
。
成
疏
は
「
夫
以
有
限
之
小
智
、
求
無
窮
之
大
境
」
と
言
っ
て
、「
至
小
」
を
「
小
智
」、
「
至
大
」
を
「
大
境
」
と
解
釈
し
て
、
人
間
の
有

限
の
知
恵
を
も
っ
て
最
大
の
境
界
を
知
り
尽
く
す
の
は
精
神
を
混
乱
さ
せ
る
原
因
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
養
生
主
篇
の
「
吾
生
也
有
涯
、
而
知
也
無
涯
。
以

有
涯
随
無
涯
、
殆
已
」
の
意
味
と
共
通
し
て
い
る
。「
至
小
」
と
「
有
涯
」
、「
至
大
之
域
」
と
「
無
涯
」、
「
殆
已
」
と
「
迷
乱
而
不
能
自
得
」
が
そ
れ
ぞ
れ

対
応
し
て
、
人
事
的
努
力
が
天
道
を
む
り
や
り
に
極
め
尽
く
そ
う
と
し
て
も
、
よ
い
結
果
に
な
ら
な
い
と
、『
荘
子
』
は
主
張
し
て
い
る
。
秋
水
篇
と
養
生

主
篇
は
、
人
間
の
限
界
と
い
う
も
の
を
意
識
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
道
真
は
、
題
韻
の
「
無
岸
」
と
賦
の
末
尾
の
句
の
「
無
涯
岸
」
を
使
っ
て
、
自
分
の
限

り
あ
る
思
い
を
、
北
海
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
無
限
の
湖
の
広
さ
に
喩
え
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
。 

 

三
、
題
韻
「
秋
水
無
岸
」
と
「
秋
湖
賦
」
の
内
部
構
造 
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「
秋
湖
賦
」
は
、
題
韻
「
秋
水
無
岸
」
を
意
識
し
て
、「
秋
」
、「
水
」
、「
無
岸
」
の
順
序
で
内
容
を
構
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
賦
の
前
半
部
分
で
は
、

作
者
は
秋
の
季
節
感
と
「
客
」
の
行
動
を
重
ん
じ
て
、
水
に
対
し
て
形
而
上
の
意
味
を
付
し
て
い
な
い
が
、
半
ば
あ
た
り
の
「
観
夫
物
無
二
理
、
義
同
一
指
」

か
ら
、
斉
物
論
篇
の
万
物
斉
同
の
思
想
が
登
場
す
る
と
と
も
に
、
水
に
道
家
思
想
を
込
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
賦
を
㈠
「
秋
」、
㈡
「
水
」、
㈢
「
無
岸
」

と
三
つ
に
分
け
て
読
み
解
き
な
が
ら
、
題
韻
「
秋
水
無
岸
」
と
「
秋
湖
賦
」
の
内
部
構
造
の
関
係
を
見
て
行
き
た
い
。
な
お
、
本
文
の
右
に
付
し
た
「
○
」

は
押
韻
字
、「
◎
」
は
題
韻
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
（
８
）。 

 

㈠
「
秋
」 

 
 

有
客
在
湖
頭
。
日
惟
西
暮
、
年
也
季
秋

◎

。
策
回
頽
之
羸
馬
、
嗤
不
繋
之
虚
舟

○

。
於
是
商
颷
瑟
瑟
、
沙
渚
悠
悠

○

。
掬
波
浪
以
清
心
、
不
求
斗
藪
。
望
郵
亭 

以
問
宿
、
何
暇
枕
流

○

。
雖
云
行
路
之
艱
渋
、
誠
是
卒
歳
之
優
遊

○

。（
下
平
声
十
一
尤
韻
） 

 
 

 

客
有
り
て
湖
頭
に
在
り
。
日
惟
れ
西
に
暮
れ
、
年
ま
た
季
秋
な
り
。
回
頽
の
羸
馬
に
策
つ
て
、
繋
が
ざ
る
の
虚
舟
を
嗤
る
。
是
に
於
い
て
商
颷
は
瑟

瑟
と
し
て
、
沙
渚
は
悠
悠
た
り
。
波
浪
を
掬
ひ
て
以
て
心
を
清
め
て
、
斗
藪
を
求
め
ず
。
郵
亭
を
望
ん
で
以
て
宿
を
問
ふ
、
何
の
暇
あ
り
て
か
流
れ

に
枕
せ
ん
。
行
路
の
艱
渋
を
云
ふ
と
雖
も
、
誠
に
是
れ
歳
を
卒
る
優
遊
の
み
。 

 

あ
る
旅
人
が
湖
の
ほ
と
り
に
佇
ん
で
い
る
。
夕
暮
れ
の
日
は
西
に
沈
み
つ
つ
、
年
の
終
わ
り
近
い
晩
秋
で
あ
る
。
旅
人
は
、
疲
れ
た
馬
を
鞭
打
ち
な
が

ら
、
繋
留
さ
れ
て
い
な
い
「
虚
舟
」
を
嘲
笑
っ
て
い
る
。
秋
の
風
は
瑟
瑟
と
寂
し
げ
に
吹
い
て
、
水
辺
の
砂
原
は
、
悠
悠
と
遙
か
に
見
え
て
い
る
。
波
浪
を

掬
い
飲
ん
で
心
を
清
め
、
斗
藪
の
よ
う
な
仏
道
の
修
行
を
求
め
な
い
。
前
に
見
え
る
郵
亭
に
今
夜
の
宿
場
を
聞
こ
う
と
し
て
、
流
れ
を
枕
に
し
て
耳
を
清
め

る
暇
も
な
い
。
旅
の
道
は
非
常
に
困
難
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
晩
秋
の
湖
の
夕
景
に
巡
り
会
う
こ
と
は
、
誠
に
一
年
の
終
わ
り
の
楽
し
い
遊
び
で
あ
る
。 

 

冒
頭
の
三
句
で
、
作
者
は
、
人
物
（
客
）
、
場
所
（
湖
頭
）
、
時
間
（
西
暮
、
季
秋
）
と
人
物
の
行
動
（
策
回
頽
之
羸
馬
、
嗤
不
繋
之
虚
舟
）
を
提
示
し

て
い
る
。「
不
繋
之
虚
舟
」
は
『
荘
子
』
に
依
拠
す
る
表
現
で
あ
る
。
列
御
寇
篇
に
、 

 
 

巧
者
労
而
知
者
憂
。
無
能
者
無
所
求
、
飽
食
而
遨
遊
、
汎
若
不
繋
之
舟
、
虚
而
遨
遊
者
也
。 

巧
者
は
労
し
て
知
者
は
憂
ふ
。
無
能
者
は
求
む
る
所
無
く
、
飽
食
し
て
遨
遊
し
、
汎
と
し
て
繋
か
ざ
る
舟
の
若
く
、
虚
に
し
て
遨
遊
す
る
者
な
り
。 
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が
見
え
る
。
器
用
な
人
は
常
に
疲
れ
、
知
恵
者
は
常
に
憂
鬱
に
沈
む
。
何
の
能
力
も
無
い
人
は
何
を
追
い
求
め
る
こ
と
も
な
く
、
た
だ
毎
日
飽
食
し
て
自
由

自
在
に
遊
ん
で
い
る
。
あ
の
繋
が
っ
て
い
な
い
舟
が
行
き
先
も
定
め
ず
に
漂
う
よ
う
に
、
心
を
虚
し
く
し
て
こ
の
世
に
遊
ぶ
。『
荘
子
』
は
、「
巧
者
」
と
「
知

者
」
を
否
定
し
、「
無
能
者
」
こ
そ
が
自
由
の
境
地
に
至
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
列
御
寇
篇
の
例
か
ら
見
ら
れ
る
「
虚
舟
」
が
表
わ
す
も
の
は
、
自
由
な
精
神
で
あ
る
。「
虚
舟
」
に
道
家
の
理
想
的
な
自
由
自
在
の
生
き

方
を
託
し
て
い
る
。 

 

作
者
は
、
対
句
の
表
現
技
法
を
凝
ら
し
つ
つ
、
馬
の
疲
れ
て
い
る
様
を
描
き
出
す
「
回
頽
」
と
、
舟
の
気
の
ま
ま
に
漂
う
様
子
を
表
現
す
る
「
不
繋
」
を

対
応
さ
せ
て
、
人
事
的
行
動
を
表
す
「
羸
馬
」
と
『
荘
子
』
の
言
葉
「
虚
舟
」
を
対
照
し
て
描
写
し
て
い
る
。
愛
馬
に
乗
っ
て
い
る
自
分
は
現
実
世
界
に
い

て
、「
虚
舟
」
は
必
要
な
い
と
い
う
立
場
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
荘
子
世
界
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。 

 

「
掬
波
浪
以
清
心
、
不
求
斗
藪
」
に
つ
い
て
、「
清
心
」
は
心
を
清
め
る
と
い
う
単
純
な
人
事
的
な
目
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
斗
藪
」
は
「
抖
擻
」

と
同
じ
く
、
梵
語
「
頭
陀
」
の
訳
で
、
衣
食
住
の
煩
悩
を
払
い
清
め
る
修
行
の
意
味
で
あ
る
。
道
真
は
、
疲
れ
た
馬
に
乗
っ
て
、
湖
水
を
掬
い
疲
れ
た
心
を

清
め
る
だ
け
で
十
分
で
あ
っ
て
、
仏
家
の
「
斗
藪
」
と
異
な
る
現
実
世
界
に
い
る
。
次
の
句
「
望
郵
亭
以
問
宿
、
何
暇
枕
流
」
の
「
枕
流
」
は
、『
世
説
新

語
』「
排
調
」
に
見
え
る
孫
楚
が
隠
者
の
高
潔
な
行
為
「
枕
石
漱
流
」
を
言
い
誤
っ
て
「
枕
流
漱
石
」
と
言
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
（
９
）。
孫
楚
は
隠
者
許

由
に
倣
い
耳
を
洗
お
う
と
す
る
た
め
に
流
れ
に
枕
す
る
の
を
強
弁
し
て
、「
枕
流
」
と
隠
者
の
「
洗
耳
」
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
こ
こ
の
「
枕
流
」
は
、
前

句
の
「
斗
藪
」
の
隔
句
対
で
、
意
味
上
で
は
仏
教
思
想
と
対
応
す
る
老
荘
思
想
を
指
す
け
れ
ど
も
、
道
真
は
郵
亭
に
泊
ま
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
枕
流
す
る

必
要
が
無
い
。
仏
家
思
想
を
否
定
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
隠
者
の
志
は
こ
こ
で
は
採
用
し
て
い
な
い
。 

 

「
雖
云
行
路
之
艱
渋
、
誠
是
卒
歳
之
優
遊
」
は
、
賦
の
前
半
部
分
の
ま
と
め
で
あ
る
。
馬
も
疲
れ
る
困
難
の
旅
路
と
は
い
う
も
の
の
、
歳
末
の
楽
し
い
遊

び
「
卒
歳
之
優
遊
」
で
あ
る
こ
と
を
、
「
誠
是
」
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
い
る
。 

 

こ
の
部
分
の
内
容
に
は
、
卑
近
な
行
動
の
中
で
水
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
水
と
老
荘
道
家
思
想
と
の
関
わ
り
が
薄
い
。 

 

㈡
「
水
」 

 
 

観
夫
物
無
二
理
、
義
同
一
指
。
其
為
性
也
、
潤
下
克
柔
。
其
為
徳
也
、
霊
長
爰
止
。
感
因
事
而
発
、
興
遇
物
而
起
。
有
我
感
之
可
悲
秋
、
無
我
興
之
能

楽
水
。
（
上
声
四
止
韻
） 
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観
れ
ば
夫
れ
物
に
二
の
理
無
く
、
義
は
一
の
指
と
同
じ
。
其
の
性
為
る
や
、
潤
下
克
く
柔
か
に
し
て
、
其
の
徳
為
る
や
、
霊
長
爰
に
止
る
。
感
は
事

に
因
り
て
発
り
、
興
は
物
に
遇
ひ
て
起
る
。
我
が
感
の
秋
を
悲
し
む
べ
き
こ
と
有
り
、
我
が
興
の
能
く
水
を
楽
む
こ
と
無
し
。 

 

私
か
ら
見
る
と
、
物
は
二
つ
の
道
理
が
な
く
、
天
下
の
義
は
、
一
本
の
指
と
同
じ
だ
。
そ
の
性
は
、
自
然
と
低
い
方
向
に
下
っ
て
潤
っ
て
柔
ら
か
い
。
そ

の
徳
は
、
霊
妙
な
力
を
持
つ
う
ち
で
、
第
一
番
の
も
の
。
詩
人
の
感
は
、
事
に
触
れ
て
触
発
さ
れ
、
詩
人
の
詩
興
は
、
物
に
触
れ
て
起
る
。
私
は
秋
を
悲
し

く
思
う
感
じ
が
あ
り
、
水
を
楽
し
む
感
興
が
な
い
。 

 

 

こ
の
部
分
は
、
水
の
道
家
的
本
質
を
考
え
て
い
る
。 

 

「
物
無
二
理
、
義
同
一
指
」
は
、「
二
理
」
と
「
一
指
」
が
対
置
さ
れ
て
い
る
。「
一
指
」
は
、『
荘
子
』
内
篇
「
斉
物
論
」
の
言
葉
で
あ
る
。 

 
 

以
指
喩
指
之
非
指
、
不
若
以
非
指
喩
指
之
非
指
也
。
以
馬
喩
馬
之
非
馬
、
不
若
以
非
馬
喩
馬
之
非
馬
也
。
天
地
一
指
也
、
万
物
一
馬
也
。 

指
を
以
て
指
の
指
に
非
ざ
る
こ
と
を
喩
す
は
、
指
に
非
ざ
る
も
の
を
以
て
指
の
指
に
非
ざ
る
を
喩
す
に
若
か
ざ
る
な
り
。
馬
を
以
て
馬
の
馬
に
非

ざ
る
こ
と
を
喩
す
は
、
馬
に
非
ざ
る
も
の
を
以
て
馬
の
馬
に
非
ざ
る
を
喩
す
に
若
か
ざ
る
な
り
。
天
地
も
一
つ
の
指
な
り
。
万
物
も
一
つ
の
馬
な

り
。 

 

こ
の
一
文
は
、
是
と
非
の
弁
証
関
係
を
言
っ
て
い
る
。
自
分
の
指
を
も
っ
て
他
人
の
指
と
見
比
べ
て
、
他
人
の
指
は
指
で
は
な
い
こ
と
を
判
断
す
る
よ
り

も
、
指
で
は
な
い
も
の
を
も
っ
て
指
は
指
で
は
な
い
こ
と
を
判
断
す
る
ほ
う
が
い
い
。
馬
を
も
っ
て
馬
は
馬
で
は
な
い
こ
と
を
判
断
す
る
よ
り
も
、
馬
で
は

な
い
も
の
を
も
っ
て
馬
は
馬
で
は
な
い
こ
と
を
判
断
す
る
方
が
い
い
。
広
い
天
地
は
、
一
つ
の
指
で
言
い
尽
く
せ
る
。
数
え
ら
れ
な
い
万
物
は
、
一
つ
の
馬

で
言
い
尽
く
せ
る
と
い
う
。「
天
地
一
指
也
、
万
物
一
馬
也
」
の
成
玄
英
疏
に
、 

 
 

今
、
以
彼
我
是
非
反
覆
相
喩
、
則
所
是
者
非
是
、
所
非
者
非
非
。
故
知
二
儀
万
物
、
無
是
無
非
也
。 

今
、
彼
我
是
非
を
以
て
反
覆
し
て
相
喩
す
れ
ば
、
則
ち
是
と
す
る
の
所
は
是
に
非
ず
、
非
と
す
る
の
所
は
非
に
非
ず
。
故
に
二
儀
万
物
、
是
も
な
く

非
も
な
き
を
知
る
な
り
。 

と
あ
る
よ
う
に
、
是
と
な
る
も
の
は
、
か
な
ら
ず
是
で
は
な
い
。
非
と
な
る
も
の
は
、
か
な
ら
ず
非
で
は
な
い
。
天
地
万
物
は
是
も
な
く
非
も
な
い
。
斉
物

論
篇
は
、
一
切
の
矛
盾
と
見
え
る
も
の
を
同
じ
で
あ
る
と
認
識
す
る
。
成
玄
英
疏
か
ら
見
る
と
、「
物
無
二
理
」
は
、
物
に
お
け
る
是
と
非
の
二
元
共
存
の

特
徴
を
否
定
し
、「
義
同
一
指
」
は
荘
子
の
斉
物
論
思
想
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
の
「
物
」
は
、
具
体
的
に
湖
水
を
指
し
て
お
り
、
湖
水
を
も
っ
て
「
物
無
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二
理
」
を
具
現
化
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

次
の
一
文
「
其
為
性
也
、
潤
下
克
柔
。
其
為
徳
也
、
霊
長
爰
止
」
で
は
、
作
者
が
「
性
」
と
「
徳
」
の
二
つ
の
方
面
か
ら
湖
水
を
褒
め
て
い
る
。 

 

「
潤
下
克
柔
」
は
、
『
老
子
』
（
道
徳
経
）
に
見
え
る
水
の
柔
ら
か
い
特
性
を
表
す
。
『
老
子
』
任
信
篇
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
１
０
）。 

 
 

天
下
莫
柔
弱
於
水
、
而
攻
堅
強
者
莫
之
能
勝
也
。
以
其
無
以
易
之
也
。 

天
下
、
水
よ
り
柔
弱
な
る
は
莫
し
。
而
も
堅
強
を
攻
む
る
者
、
之
に
能
く
勝
る
莫
し
。
其
れ
以
て
之
に
易
ふ
る
無
き
を
以
て
な
り
。 

 

天
下
の
物
の
う
ち
に
、
水
よ
り
柔
ら
か
く
て
弱
い
物
が
な
い
。
け
れ
ど
も
堅
く
強
い
物
を
攻
め
れ
ば
、
水
に
勝
つ
物
も
な
い
、
水
に
代
わ
る
物
が
な
い
た

め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
老
子
』
戒
強
篇
に
は
、 

 
 

故
強
大
居
下
、
柔
弱
微
細
居
上
。 

 

故
に
強
大
な
る
は
下
に
居
り
、
柔
弱
微
細
な
る
は
上
に
居
る
。 

と
あ
る
よ
う
に
、
柔
弱
は
強
大
を
凌
ぐ
上
の
地
位
を
示
し
て
い
る
。「
潤
下
」
は
、
柿
村
氏
、
焼
山
氏
、
金
原
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、『
尚
書
』
洪

範
篇
の
「
水
曰
潤
下
、
火
曰
炎
上
」
に
由
来
す
る
。
し
か
し
、
確
か
に
表
現
は
『
尚
書
』
に
由
来
す
る
け
れ
ど
、
思
想
は
、
老
子
が
言
う
「
強
大
」
と
「
柔

弱
」
の
位
置
関
係
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、「
克
柔
」
は
、
焼
山
氏
の
注
釈
が
「
「
柔
克
」
と
同
じ
。
柔
ら
か
な
態
度
で
相
手
に
う
ち
勝
つ
。
柔
ら
か

な
態
度
で
物
事
を
成
就
す
る
」
と
指
摘
し
、『
尚
書
』
洪
範
篇
の
「
六
、
三
徳
、
一
曰
正
直
、
二
曰
剛
克
、
三
曰
柔
克
」
の
出
典
を
取
り
上
げ
る
が
、
そ
れ

も
『
道
徳
経
』
の
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
。 

 

次
の
句
「
其
為
徳
也
、
霊
長
爰
止
」
に
つ
い
て
、
柿
村
氏
は
『
文
選
』
巻
十
二
郭
景
純
の
「
江
賦
」
の
冒
頭
句
「
咨
五
才
之
並
用
、
寔
水
徳
之
霊
長
」
の

影
響
を
受
け
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
句
の
李
善
注
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
（
１
１
）。 

 

 
 

左
氏
伝
宋
子
罕
曰
、
天
生
五
材
、
人
並
用
之
、
廃
一
不
可
。
杜
預
曰
、
金
、
木
、
水
、
火
、
土
也
。
淮
南
子
曰
、
夫
水
者
、
大
不
可
及
、
深
不
可
測
、

無
公
無
私
、
水
之
徳
也
。 

左
氏
伝
に
宋
子
罕
が
曰
く
、
天
は
五
材
を
生
じ
、
人
並
び
に
之
を
用
ゐ
る
、
一
を
廃
す
る
は
可
な
ら
ず
。
杜
預
が
曰
く
、
金
、
木
、
水
、
火
、
土
な

り
。
淮
南
子
に
曰
く
、
夫
れ
水
は
、
大
に
し
て
極
む
可
か
ら
ず
、
深
に
し
て
測
る
べ
か
ら
ず
。
公
な
く
私
な
き
は
、
水
の
徳
な
り
。） 

 

人
間
は
五
材
（
金
、
木
、
水
、
火
、
土
）
を
差
別
な
く
受
け
容
れ
て
利
用
す
る
よ
う
に
、
何
で
も
包
み
込
む
江
水
の
包
容
力
を
、
水
の
「
徳
」
と
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
物
を
等
し
く
見
な
す
こ
と
は
、
前
述
し
た
斉
物
論
篇
の
「
天
地
一
指
也
、
万
物
一
馬
也
」
の
意
味
と
共
通
し
て
い
る
。「
秋
湖
賦
」
の
場
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合
は
、
作
者
が
「
江
賦
」
の
言
葉
「
水
徳
」
、「
霊
長
」
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
意
味
上
は
斉
物
論
篇
と
結
び
つ
け
て
、
湖
水
を
優
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
「
霊

長
」
と
し
て
、
何
で
も
含
む
徳
性
を
備
え
た
存
在
と
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、「
其
為
性
也
、
潤
下
克
柔
。
其
為
徳
也
、
霊
長
爰
止
」
は
、
前
句
「
物
無
二
理
、
義
同
一
指
」
の
斉
物
論
の
思
想
の
前
提
を
受
け
容
れ
、

「
性
」
と
「
徳
」
の
二
面
に
つ
い
て
老
荘
的
道
家
的
な
視
点
か
ら
見
た
水
を
描
写
し
て
い
る
。 

 

次
の
「
感
因
事
而
発
、
興
遇
物
而
起
。
有
我
感
之
可
悲
秋
、
無
我
興
之
能
楽
水
」
は
、
湖
水
に
巡
り
会
う
自
分
の
「
感
」
と
「
興
」
、「
事
」
と
「
物
」
を

「
悲
秋
」
と
「
楽
水
」
の
正
反
対
の
立
場
か
ら
描
い
て
い
る
。 

「
悲
秋
」
は
、
楚
辞
「
九
弁
」
の
「
悲
哉
、
秋
之
為
気
也
」
に
発
端
す
る
中
国
文
学
に
お
け
る
一
つ
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
前
漢
の
道
家
著
作
『
淮

南
子
』
に
も
悲
秋
の
例
が
あ
る
。
繆
称
訓
篇
の
「
春
女
思
、
秋
士
悲
、
而
知
物
化
矣
」
に
見
え
、
春
に
女
は
思
い
に
耽
る
、
秋
に
士
は
悲
し
く
思
う
、
そ
れ

で
時
節
の
移
り
変
わ
り
を
知
る
、
と
言
っ
て
い
る
。「
物
化
」
は
、『
荘
子
』
に
よ
く
出
て
く
る
言
葉
で
あ
る
。
斉
物
論
篇
の
胡
蝶
夢
寓
話
で
は
、
夢
の
中
で

荘
周
と
胡
蝶
の
身
分
転
換
を
「
此
之
謂
物
化
」
と
述
べ
て
い
る
。
成
疏
を
見
る
と
、「
物
化
」
に
当
た
る
解
釈
は
「
新
新
変
化
、
物
物
遷
流
」
で
あ
り
、
物

が
絶
え
間
な
く
新
し
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。 

 

そ
も
そ
も
、
時
間
の
流
れ
を
感
嘆
す
る
こ
と
は
『
荘
子
』
に
見
え
る
。
外
篇
知
北
遊
篇
に
、 

 
 

人
生
天
地
之
間
、
若
白
駒
之
過
郤
、
忽
然
而
已…

…
已
化
而
生
、
又
化
而
死
、
生
物
哀
之
、
人
類
悲
之
。 

人
の
天
地
の
間
に
生
く
る
は
、
白
駒
の
郤
を
過
ぐ
る
が
若
く
、
忽
然
た
る
の
み…

…

已
に
化
し
て
生
じ
、
又
化
し
て
死
す
。
生
物
之
を
哀
し
み
、
人

類
之
を
悲
し
む
。 

と
あ
る
。
人
間
が
天
地
の
間
に
生
涯
を
送
る
こ
と
は
、
ま
る
で
白
い
馬
が
戸
の
隙
間
を
走
り
す
ぎ
る
よ
う
に
、
束
の
間
で
あ
る
。
変
化
し
て
生
ま
れ
、
ま
た

変
化
し
て
死
ぬ
、
生
き
物
は
こ
れ
を
哀
し
ん
で
、
人
間
は
こ
れ
を
悲
し
く
思
う
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
化
」
は
、
『
淮
南
子
』
に
見
え
て
、
荘
子
の
胡

蝶
夢
寓
話
に
由
来
す
る
「
物
化
」
と
同
じ
く
、
時
間
の
移
ろ
い
に
伴
い
、
物
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
指
す
。
繆
称
訓
篇
は
、
『
荘
子
』
知
北
遊
篇
に
お
け

る
時
間
の
流
れ
を
哀
し
む
思
想
を
「
秋
士
悲
」
と
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
悲
秋
」
は
道
家
思
想
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
先
引
「
秋
湖
賦
」
に
、「
感

因
事
而
発
」
、「
有
我
感
之
可
悲
秋
」。
道
真
は
、
万
物
が
し
ぼ
み
落
ち
て
い
る
晩
秋
の
風
景
を
眺
め
て
、
不
遇
の
身
、
そ
し
て
人
生
の
寂
寥
苦
悩
を
噛
み
し

め
な
が
ら
悲
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
一
人
の
人
生
の
悲
し
み
が
、
知
北
遊
篇
が
言
う
物
化
の
広
い
天
地
宇
宙
の
哀
傷
と
融
和
し
て
い
る
。 
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「
興
遇
物
而
起
」
の
「
物
」
は
前
文
の
「
物
無
二
理
」
の
「
物
」
と
同
じ
く
「
水
」
を
指
す
。「
楽
水
」
は
、『
論
語
』
雍
也
篇
の
「
子
曰
、
知
者
楽

水
、
仁
者
楽
山
」
に
由
来
す
る
儒
家
思
想
を
表
わ
す
用
語
だ
が
、『
菅
家
文
草
』
を
見
る
と
、
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
、
朱
雀
院
に
退
居
し
た
宇
多
上
皇
が

催
し
た
詩
宴
の
作
品4

4
3

「
九
日
後
朝
、
侍
朱
雀
院
、
同
賦
閑
居
楽
秋
水
、
応
太
上
天
皇
製
、
并
序
」
は
、『
荘
子
』
秋
水
篇
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
儒
家
の

「
楽
水
」
思
想
を
、「
楽
秋
水
」
と
い
う
よ
う
に
「
秋
水
篇
」
と
重
ね
合
わ
せ
て
、
荘
子
的
に
詠
ん
で
い
る
（
１
２
）
。「
無
我
興
之
能
楽
水
」
の
「
楽
水
」

は
、4

4
3

の
「
楽
秋
水
」
と
同
じ
く
秋
の
水
を
楽
し
む
こ
と
を
荘
子
的
文
脈
で
表
現
し
て
お
り
、「
無
」
を
使
っ
て
水
を
楽
し
む
こ
と
を
否
定
し
て
、
悲
の

気
持
ち
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
道
真
は
、
楽
水
が
な
く
て
悲
秋
の
感
情
だ
け
が
あ
り
、
「
人
類
悲
之
」
と
い
っ
た
荘
子
的
な
感
情
に
近
づ
い
て
い

る
。 

 

 

㈢
「
無
岸
」 

 
 

況
復
霽
而
雲
断
、
天
与
水
倶
。
窺
潜
魚
以
漁
火
畳
、
逐
帰
鳥
以
釣
帆
孤
。
山
影
倒
穿
、
表
裏
千
重
之
翠
、
月
輪
落
照
、
高
低
両
顆
之
珠
。
勝
趣
斯
絶
、

風
流
既
殊
。
世
間
希
有
、
天
下
亦
無
。（
上
平
声
七
虞
韻
）
嗟
呼
、
意
不
相
忘
、
憂
須
以
散
。
叙
旅
思
之
所
辺
涯
、
喩
湖
水
之
無
涯
岸
者
也
。（
去
声
十

五
翰
韻
） 

 
 

 

況
ん
や
復
た
霽
れ
て
雲
断
え
、
天
と
水
と
倶
な
り
。
潜
魚
を
窺
ひ
て
以
て
漁
火
は
畳
な
り
、
帰
鳥
を
逐
ひ
て
以
て
釣
帆
は
孤
な
り
。
山
影
は
倒
穿

す
、
千
重
の
翠
を
表
裏
に
す
、
月
輪
は
落
照
す
、
両
顆
の
珠
を
高
低
に
す
。
勝
趣
は
斯
れ
絶
た
り
、
風
流
は
既
に
殊
な
り
。
世
間
希
有
、
天
下
亦
た

無
し
。
嗟
呼
、
意
は
相
ひ
忘
れ
ざ
る
も
、
憂
へ
は
須
く
以
て
散
す
べ
し
。
旅
思
の
辺
涯
と
す
る
所
を
叙
べ
て
、
湖
水
の
涯
岸
無
き
に
喩
ふ
る
も
の
な

り
。 

 

ま
し
て
晴
れ
て
雲
が
切
れ
、
天
と
湖
水
は
一
体
に
な
る
。
漁
師
が
魚
を
窺
う
た
め
に
、
漁
り
火
が
多
く
輝
い
て
い
る
。
帰
っ
て
い
く
鳥
を
逐
い
か
け
る
か

の
よ
う
に
、
港
に
帰
る
釣
り
舟
が
一
艘
見
え
る
。
山
の
影
が
、
逆
さ
に
湖
面
に
映
っ
て
い
る
、
実
際
の
山
と
湖
面
の
山
影
が
重
な
り
、
何
重
も
の
緑
が
見
え

る
。
月
は
湖
面
に
落
ち
て
輝
い
て
い
る
。
天
上
の
月
と
湖
面
に
映
る
月
の
影
は
、
二
つ
の
珠
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
す
ぐ
れ
た
趣
深
い
も
の
が

な
く
、
と
て
も
風
流
な
美
景
で
あ
り
、
こ
の
世
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
天
下
に
も
比
べ
ら
れ
る
も
の
が
な
い
。
あ
あ
、
湖
の
勝
景
に
浸
っ
て
い
る
心
は
広

い
江
湖
の
中
で
自
由
に
泳
ぐ
魚
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
、
し
ば
ら
く
俗
事
を
忘
れ
て
旅
の
憂
い
は
発
散
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
賦
は
、
自
分
が
旅

で
味
わ
っ
た
こ
と
の
限
り
を
述
べ
て
、
無
際
限
に
広
が
っ
て
い
る
湖
水
に
喩
え
る
の
で
あ
る
。 
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右
の
部
分
は
、
作
者
が
湖
の
勝
景
の
描
写
を
通
し
て
、
前
文
の
「
物
無
二
理
、
義
同
一
指
」
の
斉
物
論
思
想
を
具
現
化
し
て
い
る
と
と
も
に
、
題
韻
「
秋

水
無
岸
」
を
賦
の
思
想
と
主
旨
に
ま
で
浸
透
さ
せ
て
い
る
。「
霽
而
雲
断
、
天
与
水
倶
」
は
、「
断
」
で
雲
の
消
え
る
様
子
を
表
現
し
て
、
天
と
水
が
融
和
一

体
に
な
り
、
無
際
限
に
広
が
っ
て
い
て
、
題
韻
「
秋
水
無
岸
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
当
て
嵌
ま
る
。
続
く
美
景
描
写
は
、
天
と
水
を
め
ぐ
っ
て
具
体
的
に
「
天
与

水
倶
」
の
様
子
を
展
開
す
る
。
湖
の
景
物
「
潜
魚
」
と
天
の
景
物
「
帰
鳥
」
が
対
に
な
り
、「
窺
潜
魚
以
漁
火
疊
」
は
、
作
者
の
視
線
が
湖
底
に
泳
ぐ
魚
か

ら
水
面
に
あ
る
漁
り
舟
へ
移
り
、「
逐
帰
鳥
以
釣
帆
孤
」
は
、
天
上
に
飛
ん
で
い
る
帰
鳥
か
ら
港
に
帰
る
一
艘
の
釣
船
へ
移
る
。
天
上
か
ら
湖
底
ま
で
の
景

物
を
、
一
つ
の
巨
大
な
絵
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
読
者
の
眼
前
に
髣
髴
さ
せ
て
い
る
。「
山
影
倒
穿
、
表
裏
千
重
之
翠
、
月
輪
落
照
、
高
低
両
顆
之
珠
」
が
、

「
表
裏
」
と
「
高
低
」
と
い
う
、
位
置
を
示
す
言
葉
を
使
い
、
湖
岸
の
山
と
湖
面
に
映
る
山
、
天
上
の
月
と
湖
面
に
映
る
月
を
描
写
し
て
、
実
物
の
山
お
よ

び
月
と
湖
面
に
映
る
影
と
い
う
、
実
と
虚
の
対
を
同
一
視
し
て
い
る
の
も
、
ま
さ
に
荘
子
の
万
物
一
斉
の
考
え
方
で
あ
る
（
１
３
）。 

 
 

 

「
意
不
相
忘
、
憂
須
以
散
」
の
対
句
の
表
現
に
つ
い
て
、
焼
山
氏
は
、「
前
述
し
た
二
段
中
の
「
有
我
感
之
可
悲
秋
」
と
「
無
我
興
之
能
楽
水
」
の
対
句

表
現
と
類
似
し
た
内
容
と
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
意
不
相
忘
」
は
、
諸
注
釈
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
通
り
、『
荘
子
』
大
宗
師
篇
に
見
え
る

魚
の
記
事
「
泉
涸
、
魚
相
処
於
陸
。
相
呴
以
湿
、
相
濡
以
沫
、
不
如
相
忘
於
江
湖
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
水
が
涸
れ
て
陸
地
に
残
さ
れ
た
魚
が
、
湿
っ
た
息

を
吹
き
か
け
合
っ
た
り
、
唾
で
潤
し
合
っ
た
り
し
て
、
お
互
い
に
生
か
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
辛
い
状
況
の
中
で
の
お
互
い
の
愛
情
は
、
相
手
を

す
っ
か
り
忘
れ
、
広
い
江
湖
に
潜
ん
で
自
由
自
在
に
泳
ぐ
こ
と
に
は
及
ば
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
秋
の
寥
落
と
人
生
の
苦
痛
を
味
わ
っ
て
い
る
作
者
は
、

目
の
前
の
秋
湖
を
眺
め
な
が
ら
、
大
宗
師
篇
の
「
江
湖
」
を
想
起
し
て
、
自
分
を
陸
地
に
残
さ
れ
た
魚
と
想
像
し
て
い
る
。
魚
が
広
い
江
湖
に
帰
る
よ
う
に
、

俗
事
を
忘
れ
て
、
荘
子
的
な
道
を
想
像
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
境
地
に
至
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
湖
の
美
景
に
浸
っ
て
い
る
と
、
し
ば
ら
く
憂
い
の
気
分
か

ら
解
放
さ
れ
る
、
と
す
る
。「
意
不
相
忘
」
と
「
憂
須
以
散
」
で
は
、
こ
う
し
て
前
文
の
「
有
我
感
之
可
悲
秋
」、
「
無
我
興
之
能
楽
水
」
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容

に
応
じ
て
、
強
い
悲
秋
の
気
持
ち
の
憂
い
を
散
ず
る
と
い
う
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。 

 

最
後
の
一
句
「
叙
旅
思
之
所
辺
涯
、
喩
湖
水
之
無
涯
岸
者
也
」
は
、
題
韻
「
秋
水
無
岸
」
と
呼
応
し
て
い
る
。
旅
の
思
い
の
「
辺
涯
」
を
述
べ
て
湖
水
の

「
無
涯
岸
」
に
喩
え
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
斉
物
論
篇
の
「
天
地
一
指
也
、
万
物
一
馬
也
」
に
お
け
る
思
想
と
表
現
に
基
づ
き
、
斉
物
論
篇
が
天
地
と
一
つ

の
指
、
万
物
と
一
つ
の
馬
を
同
一
視
す
る
よ
う
に
、
道
真
は
、
旅
人
の
思
い
と
無
涯
の
道
家
の
水
を
一
体
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
黄
河
の
水
と
海
の
水
と

湖
の
水
は
も
と
も
と
は
別
だ
け
れ
ど
も
、
同
じ
よ
う
に
見
な
し
て
い
る
の
も
、
斉
物
論
篇
の
影
響
で
あ
る
。
道
真
が
描
い
た
秋
湖
は
、
秋
水
篇
の
「
秋
水
」
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で
あ
り
、
斉
物
論
篇
の
「
一
指
」
で
あ
り
、
大
宗
師
篇
の
「
江
湖
」
で
あ
る
。
秋
水
篇
の
成
玄
英
疏
に
見
え
る
「
涯
岸
」
は
、
も
と
も
と
黄
河
の
水
辺
を
指

す
け
れ
ど
も
、「
秋
湖
賦
」
の
場
合
は
湖
の
水
辺
を
指
す
。「
無
涯
岸
」
は
、
黄
河
の
主
の
河
伯
は
北
海
に
辿
り
着
く
時
に
、「
東
面
而
視
、
不
見
水
端
」
と
、

北
海
の
水
辺
が
見
え
な
い
ほ
ど
の
広
さ
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
を
、
想
起
さ
せ
る
。
河
伯
と
北
海
若
の
会
話
の
結
論
「
万
物
一
斉
、
孰
短
孰
長
」
は
、
斉
物
論

篇
の
思
想
「
天
地
一
指
也
、
万
物
一
馬
也
」
と
共
通
し
て
い
る
。
道
真
は
、
黄
河
の
水
も
海
の
水
も
同
じ
水
で
あ
り
、
道
の
前
に
万
物
は
同
じ
存
在
で
あ
っ

て
、
自
分
の
人
生
は
道
と
一
体
で
あ
り
た
い
と
い
う
理
想
を
持
っ
て
い
る
。 

 

荘
子
研
究
で
は
、
斉
物
論
篇
と
秋
水
篇
の
内
容
の
共
通
性
は
つ
ね
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
清
の
王
夫
之
の
『
荘
子
解
』
に
、「
（
秋
水
）
因
逍

遙
遊
、
斉
物
論
而
衍
之
」
と
あ
り
、
外
篇
秋
水
は
、
内
篇
斉
物
論
の
思
想
を
展
開
し
て
作
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
（
１
４
）。
道
真
は
、
斉
物

論
篇
と
秋
水
篇
の
共
通
性
を
意
識
し
な
が
ら
、
「
秋
水
」
の
河
伯
・
北
海
若
寓
話
を
出
発
点
と
し
て
「
秋
湖
賦
」
を
創
作
し
た
。
最
後
の
一
句
「
叙
旅
思
之

所
辺
涯
、
喩
湖
水
之
無
涯
岸
者
也
」
は
、
現
実
の
秋
湖
を
、『
荘
子
』
で
い
う
「
無
涯
岸
」
の
北
海
と
同
じ
に
見
な
し
て
い
る
。 

 
 
 
  
 
  
 

 

「
秋
湖
賦
」
の
展
開
に
は
、
二
つ
の
筋
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
表
面
的
な
筋
を
「
明
線
」
、
内
容
の
筋
を
「
暗
線
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
（
１
５
）。
前
述

し
た
「
秋
」、「
水
」
、「
無
岸
」
と
い
う
視
点
の
変
換
は
賦
の
明
線
で
あ
り
、
そ
の
暗
線
は
、
道
真
の
思
想
・
情
緒
変
化
で
あ
る
。『
荘
子
』
養
生
主
篇
の
「
有

涯
」
と
「
無
涯
」、
秋
水
篇
の
河
伯
と
北
海
若
の
人
物
造
型
の
影
響
を
受
け
、
律
賦
の
対
句
表
現
を
通
し
て
、
前
半
部
分
に
お
い
て
は
、
疲
れ
た
旅
人
の
自

分
と
湖
が
表
す
精
神
的
世
界
に
、
意
識
的
に
距
離
が
置
か
れ
て
い
て
、
そ
の
矛
盾
性
を
、
対
句
表
現
と
否
定
的
な
言
葉
「
嗤
」
、「
不
求
」
を
用
い
て
一
層
拡

大
す
る
。「
物
無
二
理
、
義
同
一
指
」
か
ら
斉
物
論
が
登
場
し
、
後
半
部
分
は
水
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
天
と
水
が
融
和
す
る
よ
う
に
、
自
分
の
人

生
は
道
と
一
体
で
あ
り
た
い
と
い
う
理
想
を
述
べ
て
い
る
。 

 
 

 

道
真
は
『
荘
子
』
の
言
葉
と
思
想
を
利
用
し
な
が
ら
、
完
全
に
道
の
世
界
に
傾
く
こ
と
を
理
想
と
し
て
描
写
し
て
い
る
。
道
真
は
秋
湖
を
、
人
生
全
体
を

表
す
場
と
見
な
し
て
い
る
。
憂
い
の
心
は
美
景
に
出
会
い
、
思
い
は
高
揚
し
て
い
る
。
詩
人
の
立
場
か
ら
、
風
景
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
荘

子
的
な
気
持
ち
を
述
べ
る
た
め
に
、『
荘
子
』
を
利
用
し
て
、
最
後
の
部
分
に
韻
字
の
内
容
を
込
め
て
い
る
。
あ
た
か
も
河
伯
が
北
海
若
の
精
神
を
推
測
す

る
よ
う
に
、
有
涯
の
物
を
見
る
心
で
、
荘
子
の
無
涯
の
道
を
推
測
し
て
い
る
。
旅
の
思
い
を
表
現
す
る
の
に
、
無
限
の
湖
の
広
さ
を
喩
え
と
し
て
用
い
て
い

る
。
有
限
の
自
分
を
自
覚
し
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
道
真
が
無
限
の
道
に
憧
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 
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四
、「
涯
岸
」
と
皇
恩 

 

『
荘
子
』
秋
水
篇
の
河
伯
・
北
海
若
寓
話
が
道
真
の
詩
文
創
作
に
与
え
た
影
響
は
「
秋
湖
賦
」
に
止
ま
ら
ず
、
本
節
に
挙
げ
る
、「
涯
岸
」
の
語
を
用
い

た
儒
家
君
臣
の
情
を
表
す
漢
詩
に
も
見
え
る
。 

 

昌
泰
三
年
（
九
〇
〇
）、
醍
醐
天
皇
は
道
真
が
献
上
し
た
菅
原
家
三
代
の
家
集
を
見
て
、「
見
右
丞
相
献
家
集
」
を
詠
ん
で
い
る
。
道
真
は
、
こ
の
御
製
を

読
ん
で
感
動
し
て
、
御
製
に
次
韻
し
、
自
分
の
思
い
を
込
め
て4

6
9

「
奉
感
見
献
臣
家
集
之
御
製
、
不
改
韻
、
兼
叙
鄙
情
一
一
首
」
を
作
っ
て
い
る
。 

 
 

反
哺
寒
烏
自
故
林 

 
 

反
哺
の
寒
烏 

故
林
よ
り
す 

 
 

只
遺
風
月
不
遺
金 

 
 

只
風
月
を
遺
し
て
金
を
遺
さ
ず 

 
 

且
成
四
七
箱
中
巻 

 
 

且
つ
四
七
と
成
る 

箱
中
の
巻 

 
 

何
幸
再
三
陛
下
吟 

 
 

何
ぞ
幸
な
る 

再
三
陛
下
の
吟 

 
 

犬
馬
微
情
叉
手
表 

 
 

犬
馬
の
微
情
は
叉
手
し
て
き
て
表
し 

 
 

氷
霜
御
製
遍
身
侵 

 
 

氷
霜
の
御
製
は
遍
く
身
侵
す 

 
 

恩
覃
父
祖
無
涯
岸 

 
 

恩
は
父
祖
に
覃
び
て
涯
岸
な
し 

 
 

誰
道
秋
来
海
水
深 

 
 

誰
か
道
ふ
秋
来
海
水
深
し
と 

 

道
真
は
、
ま
ず
首
聯
で
自
分
を
、
故
郷
の
林
か
ら
出
て
き
た
冬
の
凍
え
て
い
る
烏
に
喩
え
、
家
学
で
あ
る
儒
学
を
継
承
し
、
祖
父
清
公
・
父
是
善
が
伝
え

て
く
れ
た
詩
文
の
才
能
で
恩
を
返
し
た
い
気
持
ち
を
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
、
頷
聯
と
頸
聯
は
、
自
分
が
二
十
八
巻
の
菅
家
三
代
集
を
整
理
し
て
献
上
し
、

天
皇
が
何
度
も
口
ず
さ
ん
で
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
深
く
感
動
し
て
い
る
。
臣
下
と
し
て
の
自
分
は
、
犬
や
馬
の
飼
い
主
に
対
す
る
忠
義
な
心
で
、
手
を
交
わ

し
て
こ
の
感
謝
の
情
を
表
し
て
い
る
。
御
製
は
、
氷
霜
の
よ
う
に
凜
々
と
し
て
品
が
高
く
、
私
の
体
に
遍
く
し
み
わ
た
っ
て
い
る
。
最
後
、
尾
聯
で
は
道
真

は
、
天
皇
の
果
て
が
な
い
広
く
深
い
皇
恩
は
、
祖
父
清
公
・
父
是
善
に
も
及
ん
で
、
秋
に
な
る
と
水
量
が
増
え
て
い
る
海
の
深
さ
以
上
で
あ
る
と
言
っ
て
い

る
。 

 

「
涯
岸
」
が
出
て
く
る
尾
聯
「
恩
覃
父
祖
無
涯
岸
、
誰
道
秋
来
海
水
深
」
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
道
真
は
皇
恩
の
果
て
が
な
く
広
い
こ
と
を
「
無
涯
岸
」

と
言
い
、
そ
の
深
い
こ
と
を
「
秋
の
海
水
よ
り
も
深
い
」
と
表
現
し
て
い
る
。 
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尾
聯
「
恩
覃
父
祖
無
涯
岸
、
誰
道
秋
来
海
水
深
」
は
、『
荘
子
』
秋
水
篇
の
河
伯
と
北
海
若
の
寓
話
を
意
識
し
な
が
ら
作
っ
た
句
と
思
わ
れ
る
。
道
真
は
、

秋
水
篇
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
河
伯
の
立
場
か
ら
「
無
涯
岸
」
の
皇
恩
の
海
に
対
す
る
報
い
た
い
気
持
ち
を
述
べ
て
い
る
。
「
秋
来
海
水
深
」
は
、
秋
水

篇
の
北
海
を
も
っ
て
天
皇
の
恩
の
深
い
こ
と
を
感
嘆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

道
真
は
詩
の
中
で
天
皇
を
荘
子
的
な
聖
人
と
見
な
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
寛
平
四
年
三
月
三
日
の
詩
宴
で
作
ら
れ
た
作
品3

4
2

「
三
月
三
日
、

同
賦
花
時
天
似
酔
、
応
製
、
并
序
」
の
尾
聯
「
帝
堯
姑
射
華
顔
少
、
不
用
紅
勻
上
面
来
」
は
、
宇
多
天
皇
を
『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
の
姑
射
山
に
い
る
堯
帝
に

見
立
て
て
い
る
（
１
６
）。 

 
4
6
9

と
同
じ
、4

7
3

「
九
日
後
朝
、
同
賦
秋
思
、
応
製
」
の
頸
聯
「
君
富
春
秋
臣
漸
老
、
恩
無
涯
岸
報
猶
遅
」
も
、
天
皇
の
恩
情
に
報
い
た
い
気
持
ち
を
述

べ
て
、
「
恩
無
涯
岸
」
と
い
う
語
句
で
皇
恩
の
広
大
さ
を
形
容
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
涯
岸
」
は
、
秋
水
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
、
「
秋
思
」
の
詩
題
に
ふ

さ
わ
し
い
。 

 

 

こ
の
よ
う
に
、
道
真
は
、
臣
下
が
天
皇
に
恩
返
し
し
た
い
気
持
ち
を
表
現
す
る
作
品
の
中
で
、『
荘
子
』
秋
水
篇
の
成
玄
英
疏
の
言
葉
「
涯
岸
」
を
用
い

て
お
り
、
秋
水
篇
の
内
容
も
考
え
な
が
ら
詩
句
を
工
夫
し
て
い
る
。『
荘
子
』
の
内
容
を
素
材
と
し
て
、
君
臣
の
情
と
い
う
儒
家
的
な
文
脈
に
取
り
込
ん
だ

と
い
う
点
で
、
『
荘
子
』
の
断
章
取
義
的
な
受
容
が
見
ら
れ
る
。
道
真
の
表
現
技
法
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
特
徴
で
あ
る
。 

 

五
、
菅
原
道
真
の
「
河
伯
」
の
立
場 

 
 

以
上
、
本
稿
で
は
、
菅
原
道
真
が
用
い
て
い
る
詩
語
「
涯
岸
」
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
た
。
第
三
節
ま
で
に
論
述
し
た
「
秋
湖
賦
」
に
お
け
る
『
荘
子
』

の
受
容
と
、
第
四
節
で
論
述
し
た
皇
恩
に
関
わ
る
「
涯
岸
」
に
見
ら
れ
る
『
荘
子
』
の
受
容
。
で
は
、
そ
れ
ら
二
つ
の
共
通
点
は
何
だ
ろ
う
か
。 

 

 

「
秋
湖
賦
」
で
は
、
自
分
が
秋
湖
と
出
会
っ
た
こ
と
を
、
あ
た
か
も
河
伯
が
北
海
と
出
会
っ
た
か
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。
秋
水
篇
と
斉
物
論
篇
の
思
想

上
の
共
通
関
係
を
利
用
し
、
斉
物
論
篇
の
万
物
一
斉
の
思
想
を
踏
ま
え
て
、
秋
湖
と
北
海
を
同
一
視
し
て
い
る
。
ま
る
で
河
伯
が
北
海
を
眺
め
て
い
る
よ
う

に
、
道
真
は
秋
湖
を
眺
め
て
、
秋
湖
を
無
際
限
に
広
げ
て
「
無
涯
岸
」
の
道
と
し
て
憧
れ
て
い
る
。4

6
9

と4
7
3

の
漢
詩
で
は
、
道
真
は
詩
語
「
涯
岸
」
を

採
用
し
て
、
河
伯
の
立
場
で
発
言
す
る
。
臣
下
で
あ
る
自
分
は
河
伯
の
立
場
に
身
を
置
き
、
天
皇
の
皇
恩
を
「
無
涯
岸
」
の
北
海
と
仰
い
で
い
る
。
道
真
に

お
け
る
『
荘
子
』
の
受
容
と
し
て
は
、
詩
語
の
表
現
に
止
ま
ら
ず
、『
荘
子
』
の
寓
話
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
思
想
を
十
分
に
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
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の
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
本
論
に
お
け
る
菅
原
道
真
の
漢
詩
文
の
作
品
番
号
は
『
菅
家
文
草 

菅
家
後
集
』（
川
口
久
雄
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
７
２
、
岩
波
書
店
、
昭

和
四
十
年
）
に
拠
る
。
引
用
と
訓
読
は
、
元
禄
十
三
年
跋
『
菅
家
文
草
』
と
貞
享
四
年
本
『
菅
家
後
草
』
に
拠
っ
た
が
、
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

（
２
）
唐
代
ま
で
の
詩
や
賦
な
ど
の
文
学
作
品
を
検
討
し
た
結
果
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
東
晋
の
葛
洪
の
著
『
抱
朴
子
』
内
篇
の
登
涉
巻
の
句

「
蛇
見
蜈
蚣
在
涯
岸
間
」、
北
周
の
庾
信
の
「
哀
江
南
賦
」（
『
周
書
』
庾
信
伝
、『
芸
文
類
聚
』
哀
傷
）
の
句
「
江
淮
無
涯
岸
之
阻
」
と
醍
醐
寺
本
『
遊

仙
窟
』
の
句
「
鑿
穿
涯
岸
之
形
」（
真
福
寺
本
・
陽
明
文
庫
本
等
は
「
崖
岸
」
に
作
る
）
の
三
例
の
み
で
あ
っ
た
。
な
お
、
庾
信
の
例
は
、
後
掲
注
６

の
焼
山
論
文
が
挙
げ
て
い
る
。 

（
３
）
元
和
古
活
字
本
那
波
道
圓
本
『
倭
名
抄
』（『
諸
本
集
成
倭
名
類
聚
抄
』
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編 

臨
川
書
店
、
昭
和
四
十
三
年
）

を
引
用
し
た
。 

（
４
）
道
真
が3

3
3

～3
3
5

三
首
の
連
作
に
付
し
た
前
書
き
に
、「
其
措
詞
用
韻
、
皆
据
成
文
。
若
有
諳
之
者
、
見
篇
疏
決
之
」
と
あ
る
。「
成
文
」
は
、
成

玄
英
の
疏
を
指
す
。 

（
５
）
『
荘
子
』
の
本
文
と
注
疏
の
引
用
は
、
筆
者
架
蔵
の
万
治
四
年
中
野
宗
左
衛
門
刊
本
『
南
華
真
経
注
疏
解
経
』
に
拠
っ
た
。
本
文
は
通
行
の
テ
キ
ス

ト
と
大
き
い
な
違
い
が
な
い
。
な
お
、
訓
読
に
つ
い
て
も
同
書
を
参
考
に
し
た
。 

（
６
）
柿
村
重
松
『
本
朝
文
粋
註
釈
』
富
山
房
、
一
九
六
八
年
）、
前
揭
注
１
川
口
校
注
書
、
金
原
理
「
道
真
の
賦―

『
秋
湖
賦
』
試
読―

」
（『
国
文
学
解

釈
と
鑑
賞
』
第
５
５
巻
１
０
号
、
平
成
二
年
、
金
原
『
詩
歌
の
表
現 

平
安
朝
韻
文
攷
』
所
収
、
九
州
大
学
出
版
会
、
平
成
十
二
年
）、
焼
山
廣
志
「
菅

原
道
真
作
品
研
究―

『
秋
湖
賦
』
注
釈―

」（
『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
３
３
号
、
平
成
九
年
）
、
波
戸
岡
旭
「
菅
原
道
真
「
秋
湖
賦
」
考―

感
は
事
に

因
り
て
発
し
、
興
は
物
に
遇
う
て
起
こ
る―

」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
１
１
１
巻
第
３
号
、
平
成
二
十
二
年
）、
本
間
洋
一
「
秋
湖
賦
」『
菅
家
文
草
注
釈 

文
章
篇
』
第
一
冊
（
文
草
の
会
、
勉
誠
出
版
、
平
成
二
十
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。
本
論
で
の
言
及
は
、
右
の
各
氏
の
論
考
に
拠
る
。 

（
７
）
鈴
木
虎
雄
『
賦
史
大
要
』（
富
山
房
、
昭
和
十
一
年
）1

7
2

頁
以
下
に
、
律
賦
の
題
韻
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
新
間
一
美
氏
は
、
道
真
の2

0
0

～2
0
9
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「
寒
早
十
首
」
の
韻
字
「
人
身
貧
頻
」
に
つ
い
て
律
賦
の
題
韻
と
の
関
わ
り
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
一
文
と
し
て
意
味
を
持
つ
韻
字
を
用
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
唐
代
の
律
賦
の
技
法
が
あ
り
、
道
真
に
も
「
秋
湖
賦 

以
秋
水
無
岸
為
韻
」（
秋
湖
賦 

秋
水
岸
無
し
と
い
ふ
こ
と
を
以
つ
て
韻
と
為

す
）
な
ど
が
あ
る
の
で
、
基
本
的
に
は
こ
の
技
法
を
律
詩
に
応
用
し
た
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
（
新
間
一
美
「
白
居
易
の
諷
諭
詩
と
菅
原
道
真―

新
楽

府
「
牡
丹
芳
」
詩
・「
白
牡
丹
」
詩
の
受
容
を
中
心
に―

」『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
１
２
号
、
平
成
二
十
三
年
）。 

（
８
）
題
韻
字
と
そ
れ
に
応
じ
た
押
韻
字
の
配
置
に
つ
い
て
は
第
三
節
の
本
文
の
引
用
の
際
に
示
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
注
６
の
焼
山
論
文
、
及
び
同

氏
の
「
菅
原
道
真
の
賦
に
つ
い
て―

音
韻
・
構
造
上
の
一
考
察―

」（
『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
３
０
号
、
平
成
七
年
）
を
参
照
し
た
。 

（
９
）
『
世
説
新
語
』「
排
調
」
に
、「
孫
子
荊
年
少
時
、
欲
隠
。
語
王
武
子
、
当
枕
石
漱
流
。
誤
曰
漱
石
枕
流
。
王
曰
、
流
可
枕
、
石
可
漱
乎
。
孫
曰
、
所

以
枕
流
、
欲
洗
其
耳
。
所
以
漱
石
、
欲
砺
其
歯
。」
と
あ
る
。 

（
１
０
）『
老
子
』
の
引
用
は
、
全
釈
漢
文
大
系
第
１
５
巻
『
老
子
』
（
集
英
社
、
昭
和
五
十
年
）
に
拠
る
。 

（
１
１
）
李
善
注
は
、
『
和
刻
本
文
選 
第
一
巻
』（
六
臣
注
本
、
汲
古
書
院
、
昭
和
五
十
年
）
に
拠
る
。 

（
１
２
）4

4
3

「
閑
居
楽
秋
水
」
と
秋
水
篇
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
山
本
真
由
子
氏
「
延
喜
七
年
大
堰
川
行
幸
の
詩
歌
と
『
菅
家
文
草
』―

〈
秋
水
に
泛

か
ぶ
〉
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て―

」（
『
和
漢
比
較
文
学
』
第
４
８
号
、
平
成
二
十
四
年
）
に
詳
し
い
。 

 

（
１
３
）「
山
影
倒
穿
、
表
裏
千
重
之
翠
、
月
輪
落
二
照
、
高
低
両
顆
之
珠
」
は
、
諸
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
白
居
易
の
「
松
排
山
面
千
重
翠
、
月
点
波

心
一
顆
珠
」（
「
春
題
湖
上
」）
と
「
嵩
山
表
裏
千
重
雪
、
洛
水
高
低
両
顆
珠
」
（「
八
月
十
五
夜
同
諸
客
翫
月
」
）
を
使
っ
て
い
る
。 

（
１
４
）
林
雲
銘
の
『
荘
子
因
』
に
「
是
篇
大
意
自
内
篇
斉
物
論
脱
化
出
来
」
と
あ
り
、
ま
た
、
劉
咸
炘
の
『
荘
子
釈
滞
』
に
「（
秋
水
）
兼
有
逍
遙
遊
、

斉
物
論
二
篇
之
意
」
と
あ
る
。
王
夫
之
、
林
雲
銘
、
劉
咸
炘
の
引
用
は
、
劉
笑
敢
『
荘
子
哲
学
及
其
演
変
』
第
三
章
「
『
荘
子
』
外
雑
篇
的
分
類
」」（
当

代
中
国
人
文
大
系
、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
か
ら
の
重
引
。 

（
１
５
）
現
代
中
国
語
で
は
、
文
学
用
語
と
し
て
「
明
線
」
と
「
暗
線
」
を
使
う
こ
と
が
多
い
。 

（
１
６
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
新
間
一
美
氏
は
、「
源
氏
物
語
の
「
花
の
顔
」
と
遊
仙
窟―

漢
詩
文
の
表
現
と
の
関
わ
り
か
ら―

」（
『
源
氏
物
語
の
言
語
表

現 

研
究
と
資
料―

古
代
文
学
論
叢
第
十
八
輯―

』
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
一
年
）
に
、「
二
十
六
歳
の
若
い
宇
多
天
皇
を
仙
境
の
藐
姑
射
山
に
い

る
堯
帝
に
見
立
て
て
、
そ
の
顔
が
「
華
顔
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。 
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第
二
章 

菅
原
道
真
の
斉
物
観
の
形
成―

「
北
溟
章
」
に
見
え
る
白
居
易
詩
の
影
響―

 

 

一
、
は
じ
め
に 

 
 

 

寛
平
二
年
（
八
九
〇
）、
菅
原
道
真
は
讃
岐
守
の
任
期
を
終
え
て
帰
京
し
た
。
そ
の
時
に
作
ら
れ
た
作
品
に
、『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
の
寓
言
に
取
材
す
る
「
北

溟
章
」
「
小
知
章
」
「
堯
譲
章
」
（3

3
3

～3
3
5

）
の
三
首
連
作
が
あ
る
（
１
）。
連
作
の
序
文
に
「
其
措
詞
用
韻
、
皆
拠
成
文
。
若
有
諳
之
者
、
見
篇
疏
決
之
」

（
其
の
措
詞
用
韻
は
、
皆
成
文
に
拠
る
。
若
し
諳
ん
ず
る
者
有
ら
ば
、
篇
の
疏
を
見
て
、
之
を
決
め
よ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
連
作
の
表
現
は
初
唐
の
西
華
観

道
士
成
玄
英
の
疏
に
依
拠
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
（
２
）
。
成
玄
英
の
疏
は
、
西
晋
の
郭
象
が
刪
定
し
て
注
を
付
け
た
三
十
三
篇
本
の
『
荘
子
注
』
に

基
づ
い
て
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
（
２
）。
こ
こ
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
三
首
連
作
の
詩
題
「
北
溟
章
」
、「
小
知
章
」、
「
堯
譲
章
」
が
、
逍
遙
遊
篇
の
篇

首
の
三
つ
の
話
の
原
文
の
第
一
句
「
北
溟
有
魚
」（
北
溟
に
魚
有
り
）
、「
小
知
不
如
大
知
」（
小
知
は
大
知
に
如
か
ず
）、
「
堯
譲
天
下
於
許
由
」（
堯
は
天
下

を
許
由
に
譲
ら
ん
と
す
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
篇
首
の
両
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
一
篇
の
初
め
の
二
、
三
字
を
採
っ
て
作
品
の
題
名
と
す

る
名
付
け
方
は
、『
荘
子
』
外
・
雑
篇
に
見
え
る
。
成
玄
英
は
「
荘
子
疏
序
」
に
、「
自
外
篇
以
去
、
則
取
篇
首
二
字
為
其
題
目
」（
外
篇
よ
り
以
去
、
則
ち

篇
首
の
二
字
を
取
り
て
其
の
題
目
と
為
す
）
と
述
べ
、
内
篇
と
外
篇
の
関
係
に
つ
い
て
、「
内
則
談
於
理
本
、
外
則
語
其
事
跡
。
事
雖
彰
著
、
非
理
不
通
。

理
既
幽
微
、
非
事
莫
顕
」（
内
は
則
ち
理
本
を
談
じ
、
外
は
則
ち
其
の
事
跡
を
語
る
。
事
は
彰
著
な
り
と
雖
も
、
理
に
非
ざ
れ
ば
通
ぜ
ず
。
理
は
既
に
幽
微

な
り
、
事
に
非
ざ
れ
ば
顕
る
る
こ
と
莫
し
）
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
内
篇
は
『
荘
子
』
思
想
の
本
質
「
理
本
」
を
理
論
的
に
闡
明
す
る
も
の
、
外
篇

は
そ
の
思
想
の
本
質
を
「
事
跡
」
と
し
て
具
現
化
す
る
も
の
と
い
う
よ
う
に
、
内
篇
と
外
篇
は
、「
理
」
と
「
事
」
が
互
い
に
補
完
す
る
関
係
に
あ
る
こ
と

を
解
説
し
て
い
る
（
３
）。
あ
た
か
も
外
篇
が
内
篇
を
再
解
釈
す
る
よ
う
に
、
道
真
が
内
篇
「
逍
遙
遊
」
の
素
材
を
利
用
し
、『
荘
子
』
外
・
雑
篇
の
名
付
け

方
に
従
い
連
作
の
詩
題
を
名
付
け
る
の
は
、
連
作
を
通
じ
て
自
分
な
り
に
逍
遙
遊
篇
の
主
旨
を
再
解
釈
し
た
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

連
作
の
第
一
首
「
北
溟
章
」
の
「
題
脚
」（
４
）
の
最
後
の
一
文
「
故
偏
発
鵬
蜩
二
虫
之
性
、
遂
終
小
大
一
致
之
篇
」（
故
に
偏
に
鵬
蜩
二
虫
の
性
を
発
し

て
、
遂
に
小
大
一
致
の
篇
を
終
ふ
）
か
ら
見
る
と
、
逍
遙
遊
篇
の
大
鵬
と
蜩
（
せ
み
、
ひ
ぐ
ら
し
）
の
寓
言
を
利
用
し
な
が
ら
も
、
小
と
大
が
一
致
す
る
と

い
う
斉
物
の
思
想
を
表
現
す
る
の
が
、
「
北
溟
章
」
の
創
作
の
目
的
で
あ
る
。 

 

詩
と
い
う
形
で
逍
遙
遊
篇
の
素
材
を
利
用
し
て
卑
小
な
も
の
の
価
値
を
認
め
る
斉
物
思
想
は
、
白
居
易
の
詩
に
表
れ
て
い
る
。
白
居
易
は
、
『
荘
子
』
の
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三
十
三
篇
を
通
し
て
、
も
っ
と
も
関
心
の
あ
る
の
が
逍
遙
遊
篇
と
斉
物
論
篇
で
あ
る
こ
と
を
詩
の
中
で
明
ら
か
に
表
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
李
建
（
字
は

杓
直
）
に
贈
る
「
贈
杓
直
」〔
〇
二
七
〇
〕（
５
）
に
、「
早
年
以
身
代
、
直
赴
逍
遙
篇
」（
早
年
に
は
身
代
を
以
て
、
直
ち
に
逍
遙
の
篇
に
赴
く
）
の
一
聯
が

あ
り
、
若
い
頃
か
ら
身
を
以
て
逍
遙
遊
篇
の
世
界
に
赴
く
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
「
猶
嫌
荘
子
多
詞
句
、
只
読
逍
遙
六
七
篇
」
（
猶
嫌
ふ
荘
子
の
詞
句
多
き

を
、
只
読
む
逍
遙
六
七
篇
）（「
贈
蘇
煉
師
」〔
一
三
六
三
〕）
は
、
白
居
易
が
『
荘
子
』
全
体
で
語
句
が
多
い
こ
と
を
嫌
い
、
逍
遙
遊
篇
を
は
じ
め
と
す
る
六
、

七
篇
ば
か
り
、
則
ち
内
篇
を
読
ん
で
い
る
読
書
情
況
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
外
身
宗
老
氏
、
斉
物
学
蒙
荘
」（
身
を
外
に
し
て
老
氏
を
宗
と
し
、
物
を
斉
う
し

て
蒙
荘
（
６
）
を
学
ぶ
（
「
渭
村
退
居
、
寄
礼
部
崔
侍
郎
、
翰
林
銭
舎
人
詩
一
百
韻
」
〔
〇
八
〇
七
〕
）
は
、
白
居
易
が
、
外
見
は
老
子
を
宗
と
し
、
斉
物
論

思
想
は
荘
子
に
学
ぶ
と
い
う
人
生
の
態
度
を
明
言
し
て
い
る
。「
逍
遙
詠
」〔
〇
五
七
七
〕、「
斉
物
二
首
」〔
〇
三
二
二
～
〇
三
二
三
〕
、「
隠
几
」〔
〇
二
三
二
〕

（
７
）
「
隠
几
贈
客
」〔
三
〇
四
二
〕
な
ど
の
詩
題
か
ら
白
居
易
は
逍
遙
遊
篇
と
斉
物
論
篇
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

 

そ
こ
で
本
論
で
は
、『
荘
子
』
注
疏
の
斉
物
思
想
を
摂
取
す
る
『
白
氏
文
集
』
の
作
品
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
白
居
易
の
斉
物
詩
が
、『
荘
子
』
注
疏
と

「
北
溟
章
」
の
間
の
橋
渡
し
を
し
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
、
道
真
の
斉
物
観
が
、『
荘
子
』
注
疏
の
理
論
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
の
表
現

形
式
は
白
居
易
の
斉
物
詩
に
倣
う
こ
と
を
論
じ
る
。『
荘
子
』
注
疏
か
ら
出
発
し
、
白
居
易
を
経
由
し
て
、
菅
原
道
真
に
至
る
経
路
を
示
し
た
い
（
８
）。 

 

二
、「
二
虫
」
の
解
釈
と
斉
物
観 

「
北
溟
章
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
大
鵬
と
蜩
鳩
の
寓
言
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。
ま
ず
、
詩
の
題
脚
と
本
文
を
取
り
上
げ
る
。 

述
曰
、
鯤
為
鵬
鳥
、
自
北
徂
南
。
蜩
与
鷽
鳩
咲
其
宏
大
。
自
得
之
場
雖
異
、
逍
遙
之
道
惟
同
。
唯
此
章
、
挙
鳩
略
而
挙
蜩
詳
。
明
鯤
麁
而
鵬
密
。
故
偏

発
鵬
蜩
二
虫
之
性
、
遂
終
小
大
一
致
之
篇
。 

述
べ
て
曰
く
、
鯤
、
鵬
鳥
と
為
り
、
北
よ
り
南
に
徂
く
。
蜩
と
鷽
鳩
と
其
の
宏
大
な
る
を
咲
へ
り
。
自
得
の
場
は
異
な
る
と
雖
も
、
逍
遙
の
道
は
惟

れ
同
じ
。
唯
だ
此
の
章
は
、
鳩
を
挙
ぐ
る
こ
と
略
く
し
て
、
蜩
を
挙
ぐ
る
こ
と
詳
な
り
。
鯤
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
麁
く
し
て
、
鵬
は
密
な
り
。
故

に
偏
に
鵬
蜩
二
虫
の
性
を
発
し
て
、
遂
に
小
大
一
致
の
篇
を
終
ふ
。 

 

 
 

挙
小
将
均
大
、
惟
鵬
自
対
蜩 

 
 
 

小
を
挙
げ
て
将
に
大
に
均
し
く
せ
ん
と
す
、
惟
れ
鵬
自
ら
蜩
に
対
す 

 
 

海
麟
波
淼
淼
、
泥
蛻
景
蕭
蕭 

 

海
麟
波
淼
淼
た
り
、
泥
蛻
景
蕭
蕭
た
り 
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変
化
談
同
日
、
形
容
類
各
宵 

 

変
化
同
日
に
談
ず
、
形
容
各
宵
に
類
す 

 
 

無
時
頻
決
起
、
有
処
積
扶
揺 

 

時
と
無
く
頻
り
に
決
起
す
、
処
有
り
て
扶
揺
を
積
む 

 
 

控
地
楡
枋
鬱
、
垂
天
羽
翼
調 

 

地
に
控
げ
ら
れ
て
楡
枋
に
鬱
ぶ
、
天
に
垂
れ
て
羽
翼
調
ふ 

 
 

劬
労
空
半
歳
、
逸
楽
不
終
朝 

 

劬
労
は
空
し
く
半
歳
な
り
、
逸
楽
は
朝
を
終
へ
ず 

 
 

野
馬
吹
相
息
、
斑
鳩
咲
共
嬌 

 

野
馬
吹
き
て
相
息
ふ
、
斑
鳩
咲
ひ
て
共
に
嬌
る 

 
 

二
虫
雖
異
趣
、
適
性
共
逍
遙 

 

二
虫
趣
を
異
に
す
と
雖
も
、
性
に
適
ひ
共
に
逍
遙
す 

 

最
後
の
一
聯
「
二
虫
雖
異
趣
、
適
性
共
逍
遙
」（
二
虫
趣
を
異
に
す
と
雖
も
、
性
に
適
し
て
共
に
逍
遙
す
）
が
示
す
よ
う
に
、
道
真
は
、
鵬
と
蜩
の
「
二

虫
」
を
め
ぐ
っ
て
詩
を
展
開
し
て
、
そ
れ
ら
の
「
性
」
を
掘
り
出
す
こ
と
に
よ
り
、
小
と
大
は
同
一
だ
と
い
う
意
味
を
闡
明
し
た
い
と
い
う
よ
う
に
詠
ん
で

い
る
。
「
二
虫
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
次
の
部
分
に
由
来
す
る
。 

蜩
与
鷽
鳩
笑
之
曰
、
我
決
起
而
飛
、
搶
楡
枋
、
時
則
不
至
而
控
於
地
而
已
矣
。
奚
以
之
九
万
里
而
南
為
。
適
莽
蒼
者
、
三
湌
而
反
、
腹
猶
果
然
。
適
百

里
者
、
宿
舂
糧
。
適
千
里
者
、
三
月
聚
糧
。
之
二
虫
又
何
知
。
（
９
） 

蜩
と
鷽
鳩
と
之
を
笑
ひ
て
曰
く
、「
我
決
起
し
て
飛
ん
で
、
楡
枋
に
搶
る
。
時
に
は
則
ち
至
ら
ず
し
て
地
に
控
か
る
る
の
み
。
奚
ん
ぞ
九
万
里
に
之

き
て
南
す
る
を
以
て
せ
ん
や
」
と
。
莽
蒼
に
適
く
者
は
、
三
湌
に
し
て
反
る
に
、
腹
猶
ほ
果
然
た
り
。
百
里
に
適
く
者
は
、
宿
め
糧
を
舂
く
。
千
里

に
適
く
者
は
、
三
月
糧
を
聚
む
。
之
の
二
虫
又
何
を
か
知
ら
ん
。 

 

こ
の
部
分
は
、
ま
ず
蜩
と
鳩
が
楡
枋
の
こ
ず
え
に
し
か
飛
び
つ
か
な
い
と
い
う
情
況
を
述
べ
て
、
大
鵬
が
九
万
里
の
上
空
に
飛
び
上
が
る
こ
と
を
嘲
笑

う
。
続
い
て
、
作
者
が
登
場
し
て
、
行
く
先
が
遠
け
れ
ば
遠
い
ほ
ど
糧
食
を
多
く
用
意
す
る
と
い
う
譬
え
を
用
い
て
、
遠
大
な
理
想
の
持
ち
主
こ
そ
、
圧
倒

的
な
実
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
説
く
。
最
後
の
一
文
「
之
二
虫
又
何
知
」（
之
の
二
虫
又
何
を
か
知
ら
ん
）
は
、
前
文
の
文
脈
を
承
け
て
、「
こ
の
二
虫
は

い
っ
た
い
何
が
分
か
ろ
う
」
と
、
強
く
反
問
す
る
。
つ
ま
り
、
「
二
虫
」
は
、
素
直
に
読
め
ば
、
蜩
と
鳩
を
指
す
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
逍
遙
遊
篇
は
、
蜩

と
鳩
の
「
二
虫
」
の
浅
は
か
さ
を
批
判
し
、「
大
」
は
「
小
」
に
対
し
て
優
位
性
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、「
之
二
虫
又
何
知
」
（
こ
の
二
虫
又
何
を
か
知
ら
ん
）
の
郭
象
注
「
二
虫
、
謂
鵬
蜩
也
。
対
大
於
小
、
所
以
均
異
趣
也
」（
二
虫
、
鵬
蜩
を
謂
ふ

な
り
。
大
を
小
に
対
す
る
は
、
趣
き
を
異
に
す
る
を
均
し
く
す
る
所
以
な
り
）
を
見
る
と
、「
二
虫
」
は
鵬
と
蜩
で
あ
り
、「
大
」
と
「
小
」
は
本
質
的
な
差
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異
が
な
い
と
い
う
解
釈
を
し
て
い
る
。
逍
遙
遊
篇
の
原
文
に
対
す
る
先
ほ
ど
の
解
釈
と
異
な
っ
て
い
る
。 

 

清
代
の
兪
樾
は
郭
象
の
こ
の
解
釈
に
対
し
て
、「
二
虫
即
承
上
文
蜩
鳩
之
笑
而
言
。
謂
蜩
鳩
至
小
。
不
足
以
知
鵬
之
大
也
。
郭
注
云
、
二
虫
謂
鵬
蜩
也
。

失
之
」
（
二
虫
は
即
ち
上
文
の
蜩
、
鳩
の
笑
ふ
を
承
け
て
言
ふ
。
蜩
鳩
は
至
小
な
り
。
以
て
鵬
の
大
な
る
こ
と
を
知
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
郭
注
云
は
く
、

二
虫
は
鵬
、
蜩
を
謂
ふ
な
り
。
之
を
失
す
）
と
的
確
に
批
判
し
て
い
る
（
１
０
）
。
成
玄
英
疏
は
、
郭
象
注
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
、「
郭
注
云
、
二
虫
、
謂

鵬
蜩
也
。
対
大
於
小
、
所
以
均
異
趣
也
。
且
大
鵬
摶
風
九
万
、
小
鳥
決
起
楡
枋
、
雖
復
遠
近
不
同
、
適
性
均
也
」（
郭
注
云
く
、
二
虫
、
鵬
蜩
を
謂
ふ
な
り
。

大
を
小
に
対
す
る
は
、
趣
き
を
異
に
す
る
を
均
し
く
す
る
所
以
な
り
。
且
つ
大
鵬
風
を
摶
つ
こ
と
九
万
、
小
鳥
楡
枋
に
決
起
す
る
は
、
復
た
遠
近
同
じ
か
ら

ざ
る
と
雖
も
、
性
に
適
ふ
こ
と
均
し
き
な
り
）
と
論
説
し
て
い
る
。
偉
大
な
鵬
に
し
て
も
、
卑
小
な
蜩
鳩
に
し
て
も
、
各
々
の
天
性
に
従
い
安
ん
ず
れ
ば
、

「
大
」
と
「
小
」
の
外
見
の
差
異
が
解
消
で
き
る
の
で
あ
る
。
成
玄
英
は
、
郭
象
が
言
う
「
均
」
を
さ
ら
に
「
適
性
」
（
自
分
の
天
性
に
適
う
）
と
解
釈
し

て
い
る
。 

 

郭
象
注
と
成
玄
英
疏
を
忠
実
に
踏
襲
す
る
道
真
も
、
「
北
溟
章
」
の
最
終
聯
に
、
こ
の
「
適
性
」
を
用
い
て
い
た
。
こ
の
語
を
糸
口
に
し
て
、
鵬
と
蜩
の

「
二
虫
」
の
生
活
を
描
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
鵬
蜩
の
外
見
の
差
異
を
表
す
語
「
異
趣
」
も
用
い
て
い
た
。「
北
溟
章
」
の
第
一
聯
「
挙
小
将
均
大
、
惟
鵬

自
対
蜩
」（
小
を
挙
げ
て
将
に
大
に
均
し
く
せ
ん
と
す
、
惟
れ
鵬
自
ら
蜩
に
対
す
）
は
、
卑
小
な
も
の
を
挙
げ
て
偉
大
な
も
の
を
均
し
く
し
よ
う
と
し
て
、

鵬
と
蜩
の
対
比
を
見
よ
う
と
、
単
刀
直
入
に
鵬
と
蜩
の
「
二
虫
」
を
同
一
視
す
る
と
い
う
詩
の
主
題
を
言
い
出
す
。
続
い
て
、
第
二
聯
か
ら
第
七
聯
ま
で
は
、

鵬
と
蜩
の
様
子
を
対
句
で
表
現
す
る
。
鵬
は
、
鯤
で
あ
っ
た
時
、
ど
こ
ま
で
も
広
が
っ
て
い
る
波
が
立
つ
北
海
に
い
る
。
蜩
は
、
泥
の
中
に
幼
虫
で
あ
る
時
、

か
す
か
な
光
し
か
見
え
な
い
。
こ
の
「
二
虫
」
は
、
変
化
す
る
こ
と
は
同
じ
だ
が
、
各
々
の
変
化
す
る
前
の
昨
夜
の
様
子
に
類
似
し
て
い
る
。
蜩
は
、
頻
り

に
勢
い
よ
く
飛
び
上
が
る
の
に
対
し
て
、
鵬
は
、
風
の
集
ま
り
が
深
い
上
空
だ
け
に
舞
い
上
が
る
。
蜩
は
、
生
い
茂
る
楡
枋
の
梢
に
行
か
ず
に
地
面
に
落
ち

る
。
鵬
は
、
空
に
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
雲
の
よ
う
な
宏
大
な
翼
を
揺
ら
し
て
い
る
。
鵬
は
、
苦
労
し
て
飛
び
去
っ
て
半
年
を
経
た
。
蜩
の
気
ま
ま
に
遊
び
楽

し
む
時
間
も
、
朝
を
終
え
な
い
ほ
ど
短
い
。
野
馬
の
よ
う
な
風
気
に
大
鵬
が
乗
り
（
１
１
）、
蜩
と
鳩
は
一
緒
に
驕
り
嘲
笑
っ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
な
の

は
、
第
四
聯
と
第
五
聯
の
対
句
で
あ
る
。
第
四
聯
「
無
時
頻
決
起
、
有
処
積
扶
揺
」（
時
と
無
く
頻
り
に
決
起
す
、
処
有
り
て
扶
揺
を
積
む
）
と
第
五
聯
「
控

地
楡
枋
鬱
、
垂
天
羽
翼
調
」（
地
に
控
げ
ら
れ
て
楡
枋
に
鬱
ぶ
、
天
に
垂
れ
て
羽
翼
を
調
ふ
）
は
、
対
句
の
上
の
句
は
蜩
の
こ
と
、
下
の
句
は
大
鵬
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
と
反
対
に
、
第
六
聯
「
劬
労
空
半
歳
、
逸
楽
不
終
朝
」
（
劬
労
は
空
し
く
半
歳
な
り
、
逸
楽
は
朝
を
終
へ
ず
）
と
第
七
聯
「
野
馬
吹
相
息
、
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斑
鳩
咲
共
嬌
」
（
野
馬
吹
き
て
相
息
ふ
、
斑
鳩
咲
ひ
て
共
に
嬌
る
）
は
、
対
句
の
上
句
は
大
鵬
の
こ
と
、
下
句
は
蜩
の
こ
と
を
描
写
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
「
大
」
と
「
小
」
の
位
置
を
変
換
し
な
が
ら
描
写
す
る
構
造
を
も
っ
て
、
題
脚
の
「
遂
終
小
大
一
致
之
篇
」（
遂
に
小
大
一
致
の
篇
を
終
ふ
）
の
「
一
致
」

と
第
一
句
が
言
う
「
均
」
が
同
じ
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
る
。
最
後
の
句
「
二
虫
雖
異
趣
、
適
性
共
逍
遙
」（
二
虫
趣
を
異
に
す
と
雖
も
、
性
に
適
ひ
て
共

に
逍
遙
す
）
は
、「
之
二
虫
又
何
知
」（
之
の
二
虫
又
何
を
か
知
ら
ん
）
の
郭
注
「
二
虫
、
謂
鵬
蜩
也
。
対
大
於
小
、
所
以
均
異
趣
也
」
の
「
異
趣
」
と
そ
の

成
玄
英
疏
「
雖
復
遠
近
不
同
、
適
性
均
也
」
の
「
適
性
」
を
採
用
し
て
、
鵬
と
蜩
の
外
見
や
生
き
方
が
異
な
っ
て
も
、
自
分
の
天
性
に
満
足
す
る
「
適
性
」

に
お
い
て
は
、
同
じ
逍
遙
の
境
界
に
至
る
こ
と
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。 

 

逍
遙
遊
篇
の
寓
言
を
も
っ
て
、
天
性
に
適
う
と
い
う
観
点
か
ら
も
の
の
大
小
の
差
異
を
解
消
す
る
斉
物
観
の
論
述
は
、
斉
物
論
篇
の
「
天
下
莫
大
於
秋
毫

之
末
、
而
大
山
為
小
。
莫
寿
於
殤
子
、
而
彭
祖
為
夭
。
天
地
与
我
並
生
、
而
万
物
与
我
為
一
」
（
天
下
に
秋
毫
の
末
よ
り
大
な
る
は
莫
く
、
而
も
大
山
を
小

な
り
と
為
す
。
殤
子
よ
り
も
寿
な
る
は
莫
く
、
而
も
彭
祖
を
夭
な
り
と
為
す
。
天
地
は
我
と
並
び
生
じ
て
、
万
物
は
我
と
一
為
り
）
の
郭
象
注
に
見
え
る
。 

 
 

夫
以
形
相
対
、
則
大
山
大
於
秋
毫
也
。
若
各
拠
性
分
、
物
冥
其
極
、
則
形
大
未
為
有
余
、
形
小
未
為
不
足
。
苟
各
足
於
其
性
、
則
秋
毫
不
独
小
其
小
而

大
山
不
独
大
其
大
矣
。
若
以
性
足
為
大
、
則
天
下
之
足
未
有
過
於
秋
毫
也
。
若
性
足
者
為
非
大
、
則
雖
大
山
亦
可
称
小
矣
。
故
曰
天
下
莫
大
於
秋
毫
之

末
而
大
山
為
小
。
大
山
為
小
、
則
天
下
無
大
矣
。
秋
毫
為
大
、
則
天
下
無
小
也
。
無
小
無
大
、
無
寿
無
夭
、
是
以
蟪
蛄
不
羨
大
椿
而
欣
然
自
得
、
斥
鷃

不
貴
天
池
而
栄
願
已
足
。
苟
足
於
天
然
而
安
其
性
命
、
故
雖
天
地
未
足
為
寿
而
与
我
並
生
、
万
物
未
足
為
異
而
与
我
同
得
。
則
天
地
之
生
又
何
不
並
、

万
物
之
得
又
何
不
一
哉
。 

夫
れ
形
を
以
て
相
対
せ
ば
、
則
ち
大
山
は
秋
毫
よ
り
大
な
り
。
若
し
各
性
分
に
拠
り
、
物
は
其
の
極
を
冥
す
れ
ば
、
則
ち
形
大
な
る
も
の
は
未
だ
余

有
る
と
為
さ
ず
、
形
小
な
る
も
の
は
未
だ
足
ら
ざ
る
も
の
と
為
さ
ず
。
苟
も
各
其
の
性
に
足
ら
ば
、
則
ち
秋
毫
は
独
り
其
の
小
な
る
を
小
と
せ
ず
、

大
山
は
独
り
其
の
大
な
る
を
大
と
せ
ず
。
若
し
性
足
る
を
以
て
大
と
為
せ
ば
、
則
ち
天
下
の
足
る
は
未
だ
秋
毫
に
過
ぐ
る
も
の
有
ら
ざ
る
な
り
。

若
し
性
足
る
者
は
大
に
非
ず
と
為
せ
ば
、
則
ち
大
山
と
雖
も
亦
小
と
称
す
べ
し
。
故
に
曰
く
、
天
下
に
秋
毫
の
末
よ
り
大
な
る
は
莫
く
、
而
も
大
山

を
小
な
り
と
為
す
。
大
山
を
小
な
り
と
為
せ
ば
、
則
ち
天
下
に
大
な
る
は
無
し
。
秋
毫
を
大
な
り
と
為
せ
ば
、
則
ち
天
下
に
小
な
る
は
無
き
な
り
。

小
無
く
大
無
く
、
寿
無
く
夭
無
し
。
是
を
以
て
蟪
蛄
は
大
椿
を
羨
ま
ず
、
而
も
欣
然
と
し
て
自
得
し
、
斥
鷃
は
天
池
を
貴
ば
ず
、
而
も
栄
願
は
已
に

足
り
き
。
苟
も
天
然
に
足
り
て
其
の
性
命
に
安
ん
ず
。
故
に
天
地
は
未
だ
寿
と
為
す
に
足
ら
ざ
る
と
雖
も
、
我
と
並
び
に
生
き
、
万
物
は
未
だ
異
と
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為
さ
ず
、
而
も
我
と
同
じ
く
得
た
り
。
則
ち
天
地
の
生
は
又
何
ぞ
並
ば
ざ
る
や
、
万
物
の
得
る
は
又
何
ぞ
一
と
為
さ
ざ
る
や
。 

 

形
か
ら
見
る
と
、
大
山
が
秋
毫
よ
り
大
き
い
の
は
事
実
だ
が
、
大
山
は
大
き
い
な
り
に
、
小
さ
な
秋
毫
は
小
さ
い
な
り
に
、
自
分
の
天
性
に
安
ん
ず
れ

ば
、
大
と
小
の
区
別
が
な
く
な
る
。
郭
象
は
物
各
々
の
「
性
」
か
ら
万
物
を
平
等
に
見
な
し
て
、
小
さ
な
物
の
価
値
も
認
め
て
い
る
。
右
引
中
の
「
斥
鷃
不

貴
天
池
而
栄
願
已
足
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
次
の
部
分
に
由
来
す
る
。 

 
 

湯
之
問
棘
也
是
已
。
窮
髪
之
北
有
冥
海
者
、
天
池
也
。
有
魚
焉
。
其
広
数
千
里
、
未
有
知
其
修
者
。
其
名
為
鯤
。
有
鳥
焉
。
其
名
為
鵬
、
背
若
太
山
、

翼
若
垂
天
之
雲
。
搏
扶
揺
羊
角
而
上
者
九
万
里
、
絶
雲
気
、
負
青
天
、
然
後
図
南
、
且
適
南
冥
也
。
斥
鷃
笑
之
曰
、
彼
且
奚
適
也
。
我
騰
躍
而
上
、
不

過
数
仞
。
而
下
翺
翔
蓬
蒿
之
間
、
此
亦
飛
之
至
也
。
而
彼
且
奚
適
也
。 

 
 

 

湯
の
棘
に
問
ふ
や
是
の
み
。
窮
髪
の
北
に
冥
海
な
る
者
有
り
、
天
池
な
り
。
魚
有
り
。
其
の
広
さ
数
千
里
、
未
だ
其
の
修
さ
を
知
る
者
有
ら
ず
。
其

の
名
を
鯤
と
為
す
。
鳥
有
り
。
其
の
名
を
鵬
と
為
す
。
背
は
太
山
の
若
く
、
翼
は
垂
天
の
雲
の
若
し
。
扶
揺
を
搏
ち
、
羊
角
し
て
上
る
こ
と
九
万
里
、

雲
気
を
絶
ち
、
青
天
を
負
ひ
、
然
る
後
南
に
図
り
、
且
に
南
冥
に
適
か
ん
と
す
る
な
り
。
斥
鷃
之
を
笑
ひ
て
曰
く
、「
彼
且
に
奚
く
に
適
く
や
。
我

は
騰
躍
し
て
上
る
も
、
数
仞
に
過
ぎ
ず
。
而
し
て
下
り
て
、
蓬
蒿
の
間
に
翺
翔
す
。
此
れ
亦
飛
ぶ
こ
と
の
至
り
な
り
。
而
る
に
彼
且
に
奚
く
に
適
く

や
」、
と
。 

 

こ
の
部
分
は
、「
湯
之
問
棘
是
也
已
」（
湯
の
棘
に
問
ふ
や
是
の
み
）
の
よ
う
に
、
湯
と
棘
の
問
答
を
引
い
て
、
前
段
の
大
鵬
と
蜩
・
鳩
の
寓
言
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
偉
大
な
鯤
は
鵬
に
な
り
、
南
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
ゆ
き
、
南
冥
に
着
こ
う
と
す
る
時
、
小
鳥
「
斥
鷃
」
は
、
こ
れ
を
見
て
嘲
笑
っ
て
い
る
と
い

う
。「
鯤
」
と
「
鵬
」
は
前
段
と
同
じ
だ
が
、
卑
小
な
も
の
を
代
表
す
る
蜩
と
鳩
の
「
二
虫
」
は
、
小
鳥
「
斥
鷃
」（
１
２
）
に
入
れ
替
わ
る
。
鵬
と
斥
鷃
に

つ
い
て
、
郭
注
に
「
向
言
、
二
虫
殊
翼
、
故
所
至
不
同
」（
向
言
は
く
、
二
虫
翼
を
殊
に
す
、
故
に
至
る
所
同
じ
か
ら
ず
）
が
あ
る
。
向
秀
の
説
を
引
い
て
、

翼
が
異
な
る
の
で
、
到
達
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
斥
鷃
は
、
高
遠
な
天
池
に
飛
ん
で
ゆ
く
価
値
を
認
め
ず
、
現
状
に
満
足
す
る
ま

ま
に
生
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
郭
象
は
逍
遙
遊
篇
と
斉
物
論
篇
の
共
通
性
を
意
識
し
て
、
斥
鷃
を
用
い
て
「
無
小
無
大
」
と
い
う
斉
物
論
の
思
想
を
解

釈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
逍
遙
の
境
地
は
、
共
に
自
分
の
天
性
を
そ
の
ま
ま
に
満
足
す
る
斉
物
観
を
経
由
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
真
も
、
郭
象
の
斉
物
観

を
吸
収
し
て
、
「
二
虫
雖
異
趣
、
適
性
共
逍
遙
」
の
よ
う
に
、
自
分
の
天
性
に
適
う
こ
と
を
逍
遙
の
条
件
と
し
て
、
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
の
表
現
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
深
層
の
意
味
も
よ
く
理
解
し
な
が
ら
「
北
溟
章
」
を
創
作
し
て
い
る
。 
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三
、
白
居
易
詩
に
見
ら
れ
る
「
逍
遙
」
と
「
斉
物
」 

 

郭
象
注
と
成
玄
英
疏
の
内
容
を
摂
取
し
、
斉
物
観
を
用
い
て
逍
遙
遊
篇
の
寓
言
を
解
釈
す
る
と
い
う
詩
の
パ
タ
ー
ン
は
、
道
真
の
独
創
で
は
な
い
。
『
白

氏
文
集
』
を
繙
く
と
、
逍
遙
遊
篇
と
斉
物
論
篇
を
重
視
し
て
、
詩
と
い
う
形
で
郭
象
注
に
お
け
る
大
と
小
の
斉
一
性
を
示
す
作
品
は
何
首
も
見
ら
れ
る
。
一

例
と
し
て
、「
禽
虫
十
二
章
」〔
三
六
六
二
〕
の
第
二
首
を
挙
げ
た
い
。
こ
の
連
作
は
、
会
昌
三
年
（
八
四
三
）
か
ら
六
年
に
か
け
て
の
あ
る
時
期
に
洛
陽
で

制
作
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
会
昌
三
年
に
は
、
白
居
易
は
七
十
二
歳
で
あ
っ
た
。 

 

「
禽
虫
十
二
章
」
は
、
人
生
の
終
焉
に
近
づ
い
て
い
る
白
居
易
が
、
鳥
と
虫
を
詠
ん
で
自
分
の
心
情
を
吐
露
す
る
十
二
首
の
連
作
で
あ
る
。
連
作
の
前
に
、

序
文
が
付
い
て
い
る
。 

荘
列
寓
言
、
風
騒
比
興
、
多
仮
虫
鳥
以
為
筌
蹄
。
故
詩
義
始
於
関
睢
鵲
巢
、
道
説
先
乎
鯤
鵬
蜩
鷃
之
類
是
也
。
予
閑
居
乗
興
、
偶
作
一
十
二
章
、
頗
類

志
怪
放
言
。
毎
章
可
致
一
哂
、
一
哂
之
外
、
亦
有
以
自
警
其
衰
耄
封
執
之
惑
焉
。
頃
如
此
作
、
多
與
故
人
微
之
・
夢
得
共
之
。
微
之
・
夢
得
嘗
云
、
此

乃
九
奏
中
新
声
、
八
珍
中
異
味
也
。
有
旨
哉
、
有
旨
哉
。
今
則
独
吟
、
想
二
君
在
目
。
能
無
恨
乎
。 

荘
列
の
寓
言
、
風
騒
の
比
興
、
多
く
虫
鳥
を
仮
り
て
、
以
て
筌
蹄
と
な
す
。
故
に
詩
義
の
関
睢
鵲
巢
に
始
ま
り
、
道
説
の
鯤
鵬
蜩
鷃
の
類
を
先
に
す

る
の
類
是
れ
な
り
。
予
閑
居
し
て
興
に
乗
じ
、
偶
々
一
十
二
章
を
作
る
。
頗
る
志
怪
放
言
に
類
た
り
。
章
毎
に
一
哂
を
致
す
べ
し
。
一
哂
の
外
、
亦

以
て
自
ら
其
の
衰
耄
封
執
の
惑
を
警
む
る
有
り
。
頃
此
作
の
如
き
、
多
く
は
故
人
微
之
・
夢
得
と
之
を
共
に
す
。
微
之
・
夢
得
嘗
て
云
く
、
此
れ
乃

ち
九
奏
中
の
新
声
、
八
珍
中
の
異
味
な
り
。
旨
あ
る
哉
、
旨
あ
る
哉
と
。
今
則
独
り
吟
じ
、
二
君
を
想
ふ
に
目
に
在
り
。
能
く
恨
み
無
か
ら
ん
や
。 

 

白
居
易
は
「
荘
列
寓
言
」（
荘
子
と
列
子
の
寓
言
）
と
「
風
騒
比
興
」（
毛
詩
と
楚
辞
の
比
興
）（
１
３
）
を
並
列
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。「
荘
列
寓
言
」

は
、
逍
遙
遊
篇
の
「
鯤
鵬
蜩
鷃
」
か
ら
語
り
始
め
、
毛
詩
は
、
周
南
の
「
関
睢
」、
召
南
の
「
鵲
巢
」
篇
の
詩
か
ら
始
め
る
。
両
者
は
体
裁
が
異
な
っ
て
も
、

虫
と
鳥
を
比
喩
的
に
用
い
る
こ
と
を
手
段
（
筌
蹄
）
と
し
て
「
道
説
」
と
「
詩
義
」
を
説
く
点
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
、
と
白
居
易
が
述
べ
て
い
る
。

白
居
易
は
連
作
を
通
し
て
、『
毛
詩
』
に
学
び
な
が
ら
、『
荘
子
』
の
寓
言
を
詩
と
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
作
詩
の
情
況
に
つ
い
て
、「
予
閑
居
乗

興
、
偶
作
一
十
二
章
」
（
予
閑
居
し
て
興
に
乗
じ
、
偶
々
一
十
二
章
を
作
る
）
と
叙
述
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
禽
虫
十
二
章
」
は
、「
衰
耄
」（
七
十
代
の
老

衰
）
の
白
居
易
が
の
ん
び
り
と
暮
ら
し
て
い
る
時
に
作
っ
た
即
興
詩
で
あ
る
。「
頗
類
志
怪
放
言
」（
頗
る
志
怪
放
言
に
類
た
り
）
は
、
連
作
の
性
質
を
言
う
。
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「
閑
居
乗
興
」
の
白
居
易
は
、
三
首
連
作
の
序
文
が
言
う
「
予
罷
秩
帰
京
、
已
為
閑
客
」（
予
秩
を
罷
め
て
京
に
帰
り
、
已
に
閑
客
と
為
り
ぬ
）
の
道
真
と

は
境
遇
が
違
う
が
、「
閑
居
」
と
「
閑
客
」
の
よ
う
な
の
ど
や
か
な
状
態
、
そ
し
て
逍
遙
遊
篇
の
素
材
を
利
用
す
る
点
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
。
白
居

易
の
連
作
の
第
二
首
を
見
て
い
こ
う
。 

 
 

水
中
科
斗
長
成
蛙 

 
 

水
中
の
科
斗
は
長
じ
て
蛙
と
成
り 

 
 

林
下
桑
虫
老
作
蛾 

 
 

林
下
の
桑
虫
は
老
い
て
蛾
と
作
る 

 
 

蛙
跳
蛾
舞
仰
頭
笑 

 
 

蛙
は
跳
り
蛾
は
舞
ひ
頭
を
仰
ぎ
て
笑
ふ 

 
 

焉
用
鯤
鵬
麟
羽
多 

 
 

焉
ん
ぞ
用
ゐ
ん
鯤
鵬
麟
羽
の
多
き
を 

 
 

 
 

斉
物
也 

 
 
 
 
 
 
  

 
斉
物
な
り 

 

詩
の
末
尾
の
「
斉
物
也
」
は
自
注
で
あ
る
。
「
水
中
科
斗
長
成
蛙
、
林
下
桑
蠶
老
作
蛾
」
は
、
水
の
中
に
住
む
蝌
蚪
は
蛙
に
な
り
、
林
間
に
い
る
桑
虫
は

蛾
に
な
る
と
い
う
変
化
を
描
い
て
い
る
。
生
き
物
の
変
化
に
注
目
す
る
の
は
、
鯤
が
鵬
に
な
っ
て
い
る
逍
遙
遊
篇
の
「
化
而
為
鳥
、
其
名
為
鵬
」（
化
し
て

鳥
と
な
る
、
そ
の
名
は
鵬
と
為
す
）
に
由
来
す
る
発
想
で
あ
ろ
う
。「
蛙
跳
蛾
舞
仰
頭
笑
、
焉
用
鯤
鵬
麟
羽
多
」（
蛙
は
跳
り
蛾
は
舞
ひ
頭
を
仰
ぎ
て
笑
ふ
、

焉
ん
ぞ
用
ゐ
ん
鯤
鵬
麟
羽
の
多
き
を
）
は
、
蛙
と
蛾
が
鯤
鵬
の
豊
満
な
羽
翼
を
仰
ぎ
見
て
嘲
笑
っ
て
い
る
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
逍
遙
遊
篇
の
蜩
鳩

を
蛙
と
蛾
に
入
れ
替
え
て
、
蛙
と
蛾
の
立
場
か
ら
小
さ
な
生
き
物
の
価
値
を
叙
述
し
て
い
る
。
最
後
の
自
注
「
斉
物
也
」
は
、
詩
の
主
旨
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

白
居
易
が
逍
遙
遊
篇
の
素
材
を
利
用
す
る
目
的
は
斉
物
思
想
を
表
出
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
斉
物
観
か
ら
逍
遙
遊
篇
を
理
解
す
る
思
想
は
、

『
荘
子
』
の
郭
象
注
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

道
真
も
、「
北
溟
章
」
の
第
一
句
「
挙
小
将
均
大
」
（
小
を
挙
げ
て
将
に
大
に
均
し
く
せ
ん
と
す
）
で
、「
小
」
の
も
の
を
挙
げ
て
「
大
」
の
も
の
に
均
し

く
し
よ
う
と
す
る
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
道
真
自
身
も
白
居
易
と
同
じ
よ
う
に
「
小
」
の
味
方
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
小
」
の
立
場
か
ら
、

斉
物
観
を
思
想
の
軸
と
し
て
逍
遙
遊
篇
の
寓
言
を
展
開
す
る
詩
の
形
式
は
、
白
居
易
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
、
道
真
は
白
居
易
の
方
法
を
学
ん
で
、「
北
溟
章
」

を
制
作
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

白
居
易
の
連
作
の
自
注
を
見
る
と
、
友
人
元
稹
（
字
は
微
之
）、
劉
禹
錫
（
字
は
夢
得
）
の
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。「
頃
如
此
作
、
多
与
故
人
微
之
・

夢
得
共
之
」（
頃
此
作
の
如
き
、
多
く
は
故
人
微
之
・
夢
得
と
之
れ
を
共
に
す
）
と
あ
る
よ
う
に
、
昔
、
白
居
易
は
よ
く
元
稹
・
劉
禹
錫
と
と
も
に
「
禽
虫
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十
二
章
」
の
よ
う
な
作
品
を
作
っ
て
い
た
。
自
分
の
こ
う
い
う
場
で
作
っ
た
作
品
は
、
元
稹
・
劉
禹
錫
に
「
此
乃
九
奏
中
新
声
、
八
珍
中
異
味
也
。
有
旨
哉
、

有
旨
哉
」（
此
れ
乃
ち
九
奏
中
の
新
声
、
八
珍
中
の
異
味
な
り
。
旨
あ
る
哉
、
旨
あ
る
哉
）
と
絶
賛
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
作
品
の
例
を
挙
げ
よ
う
。 

 

大
和
九
年
（
八
三
五
）
の
夏
、
洛
陽
に
い
た
時
に
、
白
居
易
は
、
汝
州
刺
史
で
あ
る
劉
禹
錫
と
唱
和
し
た
。
そ
の
時
の
詩
作
を
取
り
上
げ
た
い
。 

 

劉
禹
錫
の
原
唱
「
昼
居
池
上
亭
独
吟
」
は
、
真
昼
に
一
人
で
池
の
亭
の
風
景
を
眺
め
な
が
ら
吟
じ
た
詩
で
あ
る
。 

 
 

日
午
樹
陰
正
、
独
居
池
上
亭 

 

日
午
樹
陰
正
し
く
、
独
り
池
上
亭
に
吟
ず 

 
 

静
看
蜂
教
誨
、
閑
想
鶴
儀
形 

 

静
か
に
蜂
の
教
誨
を
看
、
閑
か
に
鶴
の
儀
形
を
思
ふ 

 
 

法
酒
調
神
気
、
清
琴
入
性
霊 

 
 
 

法
酒
は
神
気
を
調
へ
、
清
琴
は
性
霊
に
入
る 

 
 

浩
然
機
己
息
、
几
杖
復
何
銘 

 

浩
然
の
機
已
に
息
め
り
、
几
杖
復
た
何
を
か
銘
す 

 

第
二
聯
に
は
、
蜂
と
鶴
が
登
場
し
て
い
る
（
１
４
） 

。「
蜂
教
誨
」
は
、『
禮
記
』
中
庸
篇
の
「
夫
政
者
也
、
蒲
廬
也
」（
夫
れ
政
な
る
者
は
、
蒲
廬
な
り
）

に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鄭
玄
注
に
、 

 
 

蒲
廬
、
蜾
蠃
、
謂
土
蜂
也
。
詩
曰
、
螟
蛉
有
子
、
蜾
蠃
負
之
。
螟
蛉
、
桑
虫
也
。
蒲
廬
取
桑
虫
之
子
、
去
而
変
化
之
、
以
成
為
己
子
。
政
之
於
百
姓
、

若
蒲
廬
之
於
桑
虫
然
。 

 
 

 

蒲
廬
、
蜾
蠃
な
り
、
土
蜂
を
謂
ふ
な
り
。
詩
に
曰
く
、
螟
蛉
子
有
り
、
蜾
蠃
之
を
負
ふ
と
。
螟
蛉
は
、
桑
虫
な
り
。
蒲
廬
は
桑
虫
の
子
を
取
り
、
去

り
て
変
じ
て
之
を
化
し
、
以
て
己
が
子
と
成
為
す
。
政
の
百
姓
に
於
け
る
、
蒲
廬
の
桑
虫
に
於
け
る
が
若
し
。 

と
あ
る
。
蒲
廬
と
蜾
蠃
は
、
土
蜂
の
異
名
で
あ
る
。
政
治
を
行
う
こ
と
は
、
あ
た
か
も
蜂
が
螟
蛉
（
桑
虫
）
の
子
を
変
化
さ
せ
て
己
の
子
と
す
る
よ
う
に
、

百
姓
を
己
の
子
と
見
な
し
て
教
化
す
る
の
で
あ
る
。「
蜂
教
誨
」
と
対
に
な
る
「
鶴
儀
形
」
は
、
君
子
の
気
高
い
姿
で
あ
る
。
晋
葛
洪
の
『
抱
朴
子
』
に
「
周

穆
王
南
征
、
一
軍
尽
化
。
君
子
為
猿
為
鶴
」（
周
穆
王
南
征
し
、
一
軍
尽
く
化
す
。
君
子
は
猿
と
為
り
鶴
と
為
る
）
と
い
う
、
君
子
は
鶴
に
変
化
す
る
記
載

が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
劉
禹
錫
は
、
汝
州
刺
史
と
し
て
一
方
の
善
政
を
考
え
て
、
蜂
鶴
を
政
治
・
君
子
と
い
う
儒
家
的
な
色
彩
を
付
与
し
て
詠
ん
で
い

る
。 

 

劉
禹
錫
の
詩
に
和
す
る
白
居
易
の
「
閑
園
独
賞
」〔
三
二
一
三
〕
は
、
郊
外
の
庭
園
の
風
景
を
描
く
詩
で
あ
る
。
題
注
の
「
因
夢
得
所
寄
蜂
鶴
之
詠
、
因

成
此
篇
以
和
之
」（
夢
得
が
寄
す
る
所
の
蜂
鶴
の
詠
に
因
り
、
因
っ
て
此
篇
を
成
し
以
て
之
に
和
す
）
か
ら
、
白
居
易
は
劉
禹
錫
の
「
昼
居
池
上
亭
独
吟
」
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を
蜂
と
鶴
を
読
む
詩
と
認
識
し
て
、
蜂
と
鶴
の
視
点
か
ら
劉
詩
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
詩
の
全
体
を
次
に
引
用
す
る
。 

 
 

午
後
郊
園
静
、
晴
来
景
物
新 

 

午
後
郊
園
静
か
に
、
晴
れ
来
た
り
て
景
物
新
な
り 

 
 

雨
添
山
気
色
、
風
借
水
精
神 

 

雨
は
山
の
気
色
を
添
へ
、
風
は
水
の
精
神
を
借
す 

 
 

永
日
若
為
度
、
独
遊
何
所
親 

 
 

永
日
若
為
し
て
か
度
る
、
独
遊
何
の
親
し
む
所
ぞ 

 
 

仙
禽
狎
君
子
、
芳
樹
倚
佳
人 

 
 

仙
禽
は
君
子
に
狎
れ
、
芳
樹
は
佳
人
に
倚
る 

 
 

蟻
闘
王
争
肉
、
蝸
移
舎
逐
身 

 
 

蟻
闘
ひ
て
王
肉
を
争
ひ
、
蝸
移
り
て
舎
身
を
逐
ふ 

 
 

蝶
双
知
伉
儷
、
蜂
分
見
君
臣 

 
 

蝶
双
び
て
伉
儷
を
知
り
、
蜂
分
か
れ
て
君
臣
を
見
る 

 
 

蠢
蠕
形
雖
小
、
逍
遙
性
即
均 

 
 

蠢
蠕
形
小
な
り
と
雖
も
、
逍
遙
性
即
ち
均
し 

 
 

不
知
鵬
与
鷃
、
相
去
幾
微
塵 

 
 

知
ら
ず
鵬
と
鷃
と
、
相
去
る
こ
と
幾
微
塵
ぞ 

 

詩
の
前
半
部
は
、
劉
詩
を
承
け
て
、
天
気
と
山
水
な
ど
全
体
的
な
美
し
い
風
景
を
描
写
し
て
い
る
。
午
後
の
郊
外
の
庭
園
は
物
静
か
で
、
驟
雨
の
後
、
晴

れ
て
き
た
。
庭
園
の
景
物
は
、
雨
水
を
含
ん
だ
空
気
を
透
す
日
光
に
光
り
輝
い
て
、
け
だ
る
さ
を
一
掃
し
、
新
鮮
に
な
っ
て
い
る
。
山
は
雨
に
潤
色
さ
れ
て
、

一
層
麗
し
く
見
え
て
い
る
。
さ
わ
や
か
な
風
が
池
を
吹
き
抜
い
て
い
く
。
細
波
は
、
風
を
逐
っ
て
活
気
溢
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
長
い
一
日
に
、
独
り
風
物
を

賞
す
る
君
は
、
何
に
親
し
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
き
っ
と
花
が
満
開
す
る
芳
し
い
木
に
も
た
れ
か
か
り
な
が
ら
、
鶴
を
翫
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
白

居
易
が
劉
禹
錫
を
「
君
子
」
と
「
佳
人
」
と
褒
め
る
の
は
、
劉
詩
の
「
閑
想
鶴
儀
形
」
（
閑
か
に
鶴
の
儀
形
を
思
ふ
）
と
呼
応
し
て
い
る
。 

 

詩
の
後
半
部
は
、
小
さ
な
虫
に
着
目
し
て
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
集
ま
っ
て
肥
え
る
こ
と
を
競
う
「
蟻
」、
家
を
負
い
な
が
ら
進
ん
で
い
る
「
蝸
」、

夫
婦
の
よ
う
に
ひ
ら
ひ
ら
飛
ん
で
い
る
二
匹
の
「
蝶
」
、
飛
び
交
い
君
臣
の
差
が
分
か
る
「
蜂
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
様
子
を
擬
人
化
し
て
表
現
し
て
い
る
。「
蠢

蠕
形
雖
小
、
逍
遙
性
即
均
」（
蠢
蠕
形
小
な
り
と
雖
も
、
逍
遙
性
即
ち
均
し
）
は
、
蠢
く
虫
は
小
さ
い
が
、
逍
遙
の
性
質
は
そ
れ
ぞ
れ
皆
同
じ
の
意
。
下
の

句
「
逍
遙
性
即
均
」
は
、
道
真
が
踏
ま
え
た
逍
遙
遊
篇
原
文
の
「
之
二
虫
又
知
」（
之
の
二
虫
又
何
を
か
知
ら
ん
）
に
対
す
る
成
玄
英
疏
の
「
雖
復
遠
近
不

同
、
適
性
均
也
」（
復
た
遠
近
同
じ
か
ら
ず
と
雖
も
、
適
性
均
し
き
な
り
）
に
拠
る
。
道
真
も
、「
北
溟
章
」
の
第
一
句
「
挙
小
将
均
大
」（
小
を
挙
げ
て
将

に
大
に
均
し
く
せ
ん
と
す
）
に
、
成
玄
英
疏
の
「
均
」
を
用
い
て
、
卑
小
な
生
き
物
の
立
場
か
ら
詩
を
始
め
る
。「
北
溟
章
」
の
最
後
に
あ
っ
て
、
全
詩
の

趣
を
表
出
す
る
、
鵬
と
蜩
が
「
適
性
共
逍
遙
」
（
性
に
適
ひ
て
共
に
逍
遙
す
）
と
記
す
句
も
、
「
逍
遙
性
即
均
」（
逍
遙
性
即
ち
均
し
）
の
意
味
と
通
じ
て
い
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る
。
道
真
が
言
う
蜩
に
し
て
も
、
白
居
易
が
言
う
蟻
や
蝸
な
ど
の
虫
に
し
て
も
、
天
性
に
そ
の
ま
ま
従
っ
て
、
卑
小
な
生
き
物
も
逍
遙
の
境
地
に
生
き
て
い

る
の
で
あ
る
。「
不
知
鵬
与
鷃
、
相
去
幾
微
塵
」（
知
ら
ず
鵬
と
鷃
と
、
相
去
る
こ
と
幾
微
塵
ぞ
）
は
、
逍
遙
遊
篇
の
大
鵬
と
斥
鷃
を
登
場
さ
せ
、
両
者
の
間

の
距
離
の
近
さ
を
「
幾
微
塵
」
と
形
容
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
白
居
易
は
劉
詩
の
蜂
鶴
の
題
材
を
受
け
入
れ
て
は
い
る
が
、
劉
詩
の
よ
う
に
政
治
的
・

儒
家
的
に
詠
む
こ
と
は
な
く
、
そ
の
代
わ
り
に
、『
荘
子
』
に
目
を
転
じ
て
、
逍
遙
遊
篇
の
寓
言
を
用
い
て
大
と
小
は
差
異
が
な
い
と
い
う
斉
物
観
を
強
調

し
て
い
る
。 

 

劉
禹
錫
は
白
居
易
に
再
び
贈
っ
た
五
言
八
韻
詩
「
和
楽
天
閑
園
独
賞
八
韻
。
前
以
蜂
鶴
拙
句
寄
呈
、
今
辱
蝸
蟻
妍
詞
見
答
。
因
成
小
巧
、
以
取
大
咍
」（
楽

天
が
閑
園
独
賞
八
韻
に
和
す
。
前
に
蜂
鶴
の
拙
句
を
以
て
寄
呈
す
れ
ば
、
今
辱
け
な
く
も
蝸
蟻
の
妍
詞
を
も
っ
て
答
へ
ら
る
。
因
つ
て
小
巧
を
成
し
て
、
以

つ
て
大
咍
を
取
ら
ん
）
は
、
白
居
易
の
斉
物
観
を
認
め
て
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
虫
だ
け
で
は
な
く
、
植
物
の
有
様
も
描
い
て
い
る
。
最
後
の
二
聯
を
次
に
取

り
上
げ
る
。 

 
 

動
植
随
四
気
、
飛
沈
含
五
情 

 
動
植
四
気
に
随
ひ
、
飛
沈
五
情
を
含
め
り 

 
 

搶
楡
与
水
擊
、
小
大
強
為
名 

 
 

搶
楡
と
水
擊
と
、
小
大
強
ひ
て
名
と
為
す 

 

動
物
も
植
物
も
四
季
の
気
候
に
随
い
、
天
上
に
飛
ぶ
鳥
で
も
水
に
潜
む
魚
で
も
、
己
の
感
情
が
あ
る
。
楡
枋
に
し
か
飛
び
つ
か
な
い
卑
小
な
蜩
・
鴬
鳩
と

三
千
里
の
水
を
撃
っ
て
い
る
偉
大
な
鵬
は
、「
小
」
と
「
大
」
と
定
義
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
名
前
の
上
の
区
別
だ
け
で
あ
る
。
劉
禹
錫
が
逍
遙
遊
篇
の
「
搶

楡
枋
」（
楡
枋
に
搶
る
）
の
蜩
・
鴬
鳩
と
「
水
擊
三
千
里
」（
水
に
擊
つ
こ
と
三
千
里
）
の
大
鵬
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
白
詩
の
最
後
の
一
聯
「
不
知
鵬
与
鷃
、

相
去
幾
微
塵
」
（
知
ら
ず
鵬
と
鷃
と
、
相
去
る
こ
と
幾
微
塵
ぞ
）
と
呼
応
し
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
も
の
の
小
と
大
の
関
係
を
自
分
な
り
に
考
え
て
、

両
者
の
差
異
を
解
消
し
、
前
揭
の
斉
物
論
篇
の
「
無
小
無
大
」
の
結
論
に
至
る
。
つ
ま
り
、
劉
禹
錫
は
白
居
易
の
斉
物
観
を
認
め
て
、
白
詩
に
倣
い
、
逍
遙

遊
篇
の
素
材
を
利
用
し
な
が
ら
も
斉
物
観
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
斉
物
観
は
、
白
居
易
と
劉
禹
錫
に
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

劉
禹
錫
は
七
年
後
の
会
昌
二
年
（
八
四
二
）
七
月
に
没
し
た
。
そ
の
後
ま
も
な
く
、
「
禽
虫
十
二
章
」
が
作
ら
れ
た
。
自
注
に
「
毎
章
可
致
一
哂
」
（
章

毎
に
一
哂
を
致
す
べ
し
）
と
あ
る
よ
う
に
、
禽
虫
を
題
材
と
す
る
連
作
は
笑
う
べ
き
も
の
と
見
な
し
て
い
る
。
劉
禹
錫
の
「
和
楽
天
閑
園
独
賞
八
韻
」
の

詩
題
に
も
、「
因
成
小
巧
、
以
取
大
咍
」
と
い
う
白
居
易
と
類
似
す
る
表
現
が
見
え
る
。「
一
哂
」
と
「
大
咍
」
は
同
じ
く
、
楽
し
く
笑
う
こ
と
を
指
す
。

白
居
易
は
劉
禹
錫
の
詩
題
を
意
識
し
な
が
ら
、
自
注
で
泉
下
の
客
と
な
っ
た
友
人
元
稹
（
１
５
）・
劉
禹
錫
と
禽
虫
の
詩
を
唱
和
す
る
昔
事
を
思
い
出
し
て
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い
る
と
思
わ
れ
る
。「
禽
虫
十
二
章
」
の
創
作
に
は
、
死
別
し
た
友
人
を
偲
ぶ
気
持
ち
も
含
ま
れ
て
お
り
、
自
分
の
天
性
に
合
う
よ
う
な
斉
物
観
を
人
生
の

終
始
に
貫
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

『
白
氏
文
集
』
を
見
通
す
と
、
逍
遙
遊
の
素
材
を
通
し
て
斉
物
観
を
表
す
作
品
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
中
に
は
、
郭
象
注
の
斉
物
思
想
を
一
途
に
受
け
取

る
の
で
は
な
く
、
逍
遙
遊
篇
と
斉
物
論
篇
の
表
裏
を
な
す
関
係
に
気
づ
き
、
郭
象
注
の
思
想
を
継
承
し
な
が
ら
も
批
判
的
に
展
開
す
る
作
品
も
あ
る
。
一
例

と
し
て
、
大
和
八
年
（
八
三
四
）
に
作
ら
れ
た
「
読
荘
子
」〔
三
一
五
三
〕
を
挙
げ
よ
う
。 

 
 

荘
生
斉
物
同
帰
一 

 
 

荘
生
が
斉
物
は
同
じ
く
一
に
帰
す 

 
 

我
道
同
中
有
不
同 

 
 

我
が
道
は
同
中
不
同
有
り 

 
 

遂
性
逍
遙
雖
一
致 

 
 

性
を
遂
げ
て
逍
遙
す
る
は
一
致
す
と
雖
も 

 
 

鸞
凰
終
校
勝
蛇
虫 

 
 

鸞
凰
は
終
に
校
蛇
虫
に
勝
れ
り 

 

「
荘
生
斉
物
同
帰
一
、
我
道
同
中
有
不
同
」（
荘
生
が
斉
物
は
同
じ
く
一
に
帰
す
、
我
が
道
は
同
中
不
同
有
り
）
は
、「
荘
生
」
と
「
我
」
を
対
立
さ
せ
る

と
い
う
形
で
詠
ん
で
い
る
。「
荘
生
」
の
斉
物
思
想
に
よ
る
と
、
万
物
が
分
別
な
く
同
質
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、「
我
」
は
同
質
の
中

に
異
質
が
存
在
し
て
い
る
と
思
う
。「
遂
性
逍
遙
雖
一
致
、
鸞
凰
終
校
勝
蛇
虫
」（
性
を
遂
げ
て
逍
遙
す
る
は
一
致
す
と
雖
も
、
鸞
凰
は
終
に
校
蛇
虫
に
勝
れ

り
）
は
、
逍
遙
遊
篇
の
大
鵬
と
蜩
鳩
の
寓
話
を
踏
ま
え
て
、
大
鳥
「
鸞
凰
」
と
卑
小
な
「
蛇
虫
」
を
比
べ
て
い
る
。
天
性
に
従
う
「
遂
性
」（
適
性
）
と
い

う
点
か
ら
万
物
は
逍
遙
で
き
る
け
れ
ど
も
、
高
遠
な
理
想
の
持
ち
主
鸞
凰
は
、
到
底
低
い
と
こ
ろ
に
匍
匐
す
る
蛇
虫
と
は
同
じ
で
は
な
く
、
蛇
虫
よ
り
も
勝

っ
て
い
る
と
い
う
。「
遂
性
」（
適
性
）
（
１
６
）
、「
逍
遙
」
、「
一
致
」
は
、「
北
溟
章
」
の
題
脚
の
「
故
偏
発
鵬
蜩
二
虫
之
性
、
遂
終
小
大
一
致
之
篇
」（
故

に
偏
に
鵬
蜩
二
虫
の
性
を
発
し
て
、
遂
に
小
大
一
致
の
篇
を
終
ふ
）
と
本
文
の
「
二
虫
雖
異
趣
、
適
性
共
逍
遙
」（
二
虫
趣
を
異
に
す
と
雖
も
、
性
に
適
し

て
共
に
逍
遙
す
）
に
見
ら
れ
、
そ
の
根
拠
は
道
真
が
踏
ま
え
た
逍
遙
遊
篇
原
文
の
「
化
而
為
鳥
、
其
名
為
鵬
」
（
化
し
て
鳥
と
為
り
、
其
の
名
は
鵬
な
り
）

の
郭
象
注
「
夫
荘
子
之
大
意
、
在
於
逍
遙
遊
放
、
無
為
而
自
得
。
故
極
小
大
之
致
、
以
明
性
分
之
適
」
（
夫
れ
荘
子
の
大
意
は
、
逍
遙
遊
放
し
て
、
無
為
に

し
て
自
得
す
る
に
在
り
。
故
に
小
大
の
致
を
極
め
、
以
て
性
分
の
適
ふ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
）
で
あ
る
。「
故
極
小
大
之
致
、
以
明
性
分
之
適
」
は
、
小
と

大
の
極
致
を
極
め
る
蜩
鳩
と
鵬
を
説
く
こ
と
を
通
し
て
、
万
物
は
各
々
の
「
性
分
」
に
適
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
意
で
あ
る
。
白
居
易
は
、「
遂
性

逍
遙
雖
一
致
」
の
よ
う
に
、
郭
象
の
「
極
小
大
之
致
」（
小
の
極
致
と
大
の
極
致
）
を
「
一
致
」（
一
つ
の
致
）
と
表
現
し
て
い
る
。
道
真
は
、
白
居
易
と
同
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じ
「
一
致
」
を
用
い
て
、
郭
象
の
「
極
小
大
之
致
」
を
さ
ら
に
「
遂
終
小
大
一
致
之
篇
」
と
い
う
よ
う
に
表
現
す
る
。
藤
原
克
己
氏
は
、「
逍
遙
一
致
」
と

い
う
言
葉
で
こ
の
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
７
）。
白
居
易
は
、
郭
象
注
に
従
い
「
斉
物
同
帰
一
」（
斉
物
は
同
じ
く
一
に
帰
す
）
と
「
遂
性
逍
遙
」
を
関

連
づ
け
て
詩
を
詠
ん
で
い
る
が
、
郭
象
の
思
想
を
そ
の
ま
ま
述
べ
る
の
で
は
な
く
、「
鸞
凰
」
が
勝
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
詩
人
の
個
人
意
識
を

持
ち
、
詩
を
作
っ
た
そ
の
時
点
の
心
境
と
合
わ
せ
て
「
読
荘
子
」
を
創
作
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
読
荘
子
」
は
、
郭
象
の
理
論
と
詩
人
の
独
自
性
の
二
つ

を
絡
め
合
わ
せ
な
が
ら
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
り
、「
北
溟
章
」
と
比
べ
る
と
、
郭
象
注
に
見
え
る
斉
物
思
想
を
利
用
し
て
い
る
点
は
同
じ
だ
が
、
詩
の
モ
チ

ー
フ
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。 

 

白
居
易
以
前
、
詩
の
中
で
「
逍
遙
」
と
「
斉
物
」
を
関
連
づ
け
て
詠
む
用
例
は
既
に
存
在
す
る
。
そ
の
初
例
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
郭
象
以
前
の
魏

の
嵇
康
の
「
四
言
詩
」（
其
十
）
で
、「
斉
物
養
生
、
与
道
逍
遙
」（
斉
物
養
生
、
道
と
与
に
逍
遙
す
）
が
見
え
、『
荘
子
』
内
篇
の
冒
頭
三
篇
逍
遙
遊
篇
、
斉

物
論
篇
、
養
生
主
篇
の
篇
名
を
詩
の
中
に
織
り
込
ん
で
詠
ん
で
い
る
。
郭
象
注
が
成
立
し
た
後
、
東
晋
の
湛
方
生
の
「
秋
夜
詩
」（
『
芸
文
類
聚
』
巻
三
・
歳

時
上
・
秋
）
の
後
半
部
に
は
、 

 
 
 
 

拂
塵
衿
於
玄
風 

 

塵
衿
を
玄
風
に
払
ひ 

 
 

散
近
滞
於
老
荘 

 

近
滞
を
老
荘
に
散
ず 

 
 

攬
逍
遙
之
宏
維 

 

逍
遙
の
宏
維
を
攬
り 

 
 

総
斉
物
之
大
綱 

 

斉
物
の
大
綱
を
総
ぶ 

 
 

同
天
地
於
一
指 

 

天
地
を
一
指
に
同
じ
く
し 

 
 

等
大
山
於
毫
芒 

 

大
山
を
毫
芒
に
等
し
く
す 

 
 

万
慮
一
時
頓
緤 
 

万
慮
は
一
時
に
頓
緤
し 

 
 

情
累
豁
然
都
忘 

 

情
累
は
豁
然
と
し
て
都
て
忘
す
る 

 
 

物
我
泯
然
而
同
体 

 

物
我
は
泯
然
と
し
て
体
を
同
じ
く
し 

 
 

豈
復
寿
夭
於
彭
殤 

 

豈
に
復
た
彭
殤
を
寿
夭
と
せ
ん
や 

 

と
あ
る
。
湛
方
生
は
こ
こ
で
「
玄
風
」
「
老
荘
」
の
義
理
を
説
い
て
い
る
。「
攬
逍
遙
之
宏
維
、
総
斉
物
之
大
綱
」（
逍
遙
の
宏
維
を
攬
り
、
斉
物
の
大
綱
を
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総
ぶ
）
の
「
宏
維
」
と
「
大
綱
」
は
、
大
要
を
指
す
。
「
同
天
地
於
一
指
」（
天
地
を
一
指
に
同
じ
く
し
）
は
、
斉
物
論
篇
の
「
天
地
一
指
也
」（
天
地
は
一

指
な
り
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。「
等
大
山
於
毫
芒
」（
大
山
を
毫
芒
に
等
し
く
す
）
の
「
大
山
」
と
「
毫
芒
」
は
、
前
揭
の
斉
物
論
篇
の
「
天
下
莫
大
於
秋
毫

之
末
、
而
大
山
為
小
」
（
天
下
に
秋
毫
の
末
よ
り
大
な
る
は
莫
く
、
而
も
大
山
を
小
な
り
と
為
す
）
に
由
来
し
て
お
り
、
こ
の
文
に
対
す
る
郭
象
注
の
「
無

小
無
大
」
は
、
明
確
に
「
大
山
」
と
「
毫
芒
」
に
差
異
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
宏
大
な
「
天
地
」「
大
山
」
と
卑
小
な
「
一
指
」「
毫
芒
」

を
対
置
し
て
同
じ
よ
う
に
見
な
し
て
い
る
の
は
、
道
真
が
踏
ま
え
た
「
之
二
虫
又
何
知
」（
こ
の
二
虫
は
又
何
を
か
知
ら
ん
）
の
郭
象
注
「
対
大
於
小
、
所

以
均
異
趣
也
」
（
大
を
小
に
対
す
る
は
、
趣
き
を
異
に
す
る
を
均
し
く
す
る
所
以
な
り
）
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詩
の
最
後
の
「
物
我
泯
然
而

同
体
」（
物
我
は
泯
然
と
し
て
体
を
同
じ
く
し
）
は
、
斉
物
論
篇
の
「
莫
寿
乎
殤
子
、
而
彭
祖
為
夭
。
天
地
与
我
並
生
、
而
万
物
与
我
為
一
」（
殤
子
よ
り
も

寿
な
る
は
莫
く
、
而
も
彭
祖
を
夭
な
り
と
為
す
。
天
地
は
我
と
並
び
生
じ
て
、
万
物
は
我
と
一
為
り
）
に
基
づ
き
、
斉
物
論
の
主
題
を
言
い
出
す
。
湛
方
生

は
郭
象
注
の
意
味
を
咀
嚼
し
て
、
詩
の
中
で
逍
遙
遊
篇
と
斉
物
論
篇
の
大
要
を
大
と
小
の
斉
一
性
に
帰
結
し
て
い
る
が
、
ま
だ
白
居
易
の
よ
う
に
逍
遙
遊
篇

の
寓
言
を
詳
し
く
表
現
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
成
熟
し
た
形
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
秋
夜
詩
」
は
、
郭
象
注
と
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
の
最
初
の
接
触
と

言
え
よ
う
（
１
８
）。 

 

四
、
お
わ
り
に 

 
 

 

以
上
、「
北
溟
章
」
を
糸
口
に
し
て
、
道
真
の
斉
物
観
の
形
成
は
、
郭
象
注
、
成
玄
英
疏
と
白
居
易
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。 

 

郭
象
は
魏
晋
の
戦
乱
期
に
生
ま
れ
て
、「
世
以
乱
故
求
我
」（
世
は
乱
を
以
て
故
に
我
を
求
む
）（
１
９
）
と
痛
感
し
、
出
世
し
て
士
大
夫
と
な
る
（
２
０
）
。

民
衆
の
塗
炭
の
苦
し
み
を
深
く
感
じ
て
い
る
彼
は
、
個
体
の
価
値
と
命
の
自
由
に
つ
い
て
考
え
始
め
て
い
る
。
『
荘
子
』
原
文
を
三
十
三
篇
に
整
理
し
、
そ

の
思
想
を
自
分
な
り
に
再
構
成
し
て
注
を
付
け
て
、
偉
大
な
も
の
と
卑
小
な
も
の
を
同
一
視
す
る
斉
物
観
を
述
べ
て
い
る
。
郭
象
本
の
『
荘
子
』
は
、
世
の

中
に
流
布
し
て
歴
代
の
文
人
に
影
響
し
て
い
る
。
初
唐
の
成
玄
英
は
注
に
疏
を
加
え
て
、
郭
象
の
思
想
を
一
層
発
展
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

中
唐
に
な
る
と
、
白
居
易
と
そ
の
交
友
圏
は
、
詩
の
形
を
以
て
、『
荘
子
』
注
疏
の
抽
象
的
な
思
想
を
形
式
化
し
て
い
る
。
白
居
易
は
逍
遙
遊
篇
の
素
材

を
駆
使
し
て
、
字
「
楽
天
」
の
如
く
、
天
性
に
満
足
す
る
ま
ま
に
楽
し
く
生
き
る
と
い
う
人
生
の
態
度
を
言
明
し
て
い
る
。
白
居
易
が
生
き
た
中
唐
は
、「
朝

野
無
事
、
人
物
甚
安
」
（
朝
野
に
事
無
く
、
人
物
甚
だ
安
ん
ず
）（
「
汎
渭
賦
」
〔
一
四
〇
九
〕）
と
い
う
、
人
に
安
定
を
感
じ
さ
せ
る
時
代
で
あ
り
、
郭
象
が
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い
る
西
晋
時
代
と
違
っ
て
い
る
。
白
居
易
の
斉
物
観
は
、
郭
象
の
思
想
を
接
受
し
尊
重
し
て
い
て
も
、
や
は
り
郭
象
と
は
出
発
点
が
異
な
り
、
民
衆
に
対
す

る
使
命
感
よ
り
も
、
閑
適
を
志
向
す
る
人
生
を
目
指
す
と
い
う
己
の
人
生
観
を
述
べ
て
い
る
。
卑
小
な
も
の
を
尊
ぶ
こ
と
も
、
詩
が
作
る
そ
の
場
の
心
境
と

合
わ
せ
て
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
、
作
詩
情
況
に
応
じ
て
『
荘
子
』
注
疏
の
論
理
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

道
真
も
、
白
居
易
の
よ
う
に
詩
の
形
で
逍
遙
遊
篇
の
寓
言
を
述
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
斉
物
論
篇
の
「
小
大
一
致
」
の
義
理
を
説
い
て
い
る
。
道
真
は
讃

岐
守
時
代
に
、
『
荘
子
』
を
利
用
し
て
詩
を
作
っ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
讃
岐
か
ら
摂
州
の
津
へ
の
途
中
で
作
っ
た

2
3
6

「
舟
行
五
事
」
の
第
四
首

に
、「
始
終
雖
不
一
、
請
我
学
荘
周
」（
始
終
一
な
ら
ず
と
雖
も
、
我
に
請
ふ
荘
周
を
学
ば
む
こ
と
を
）
の
句
が
見
え
、
荘
周
（
荘
子
）
の
生
き
方
を
学
び
た

い
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
讃
岐
時
代
の
作
品
に
、
平
安
京
の
貴
族
た
ち
と
質
を
異
に
す
る
庶
民
階
層
の
生
活
を
表
現
す
る
詩
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、

2
0
0

～2
09

「
寒
早
十
首
」
は
、「
走
還
の
人
」
、「
浪
来
の
人
」
、「
薬
圃
の
人
」
、「
駅
亭
の
人
」
、「
賃
船
の
人
」
、「
釣
魚
の
人
」
、「
売
塩
の
人
」
、「
採
樵
の
人
」

な
ど
の
貧
乏
庶
民
の
苦
し
い
生
活
を
、
そ
れ
ぞ
れ
正
面
か
ら
描
く
十
首
連
作
で
あ
り
、
国
守
と
し
て
民
衆
を
救
い
た
い
気
持
ち
が
分
か
る
諷
諭
的
な
作
で
あ

る
。
下
層
庶
民
の
群
像
を
概
観
的
に
描
写
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人
を
凝
視
し
、
「
小
」
の
存
在
の
価
値
を
認
め
て
い
る
点
は
、
荘
子
的
な
発
想
で
あ

ろ
う(

２
１)

。
寛
平
二
年
、
京
都
に
戻
っ
た
後
、
道
真
は
「
余
秩
罷
帰
京
、
已
為
閑
客
。
玄
談
之
外
、
無
物
形
言
」（
余
秩
罷
め
て
帰
京
し
、
已
に
閑
客
と

為
す
。
玄
談
の
外
、
物
と
し
て
言
に
形
る
る
こ
と
な
し
）（
三
首
連
作
の
序
文
）
の
よ
う
に
、「
閑
客
」
の
身
分
で
、
一
層
深
く
『
荘
子
』
を
理
解
し
な
が
ら
、

六
朝
士
大
夫
の
「
玄
談
」(

２
２)

の
形
で
、
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
を
駆
使
し
て
三
首
連
作
を
創
作
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 注 （

１
）
菅
原
道
真
の
作
品
番
号
は
『
菅
家
文
草 

菅
家
後
集
』
（
川
口
久
雄
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
７
２
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
）
に
拠
る
。

引
用
と
訓
読
は
、
元
禄
十
三
年
跋
『
菅
家
文
草
』
と
貞
享
四
年
版
『
菅
家
後
草
』
に
拠
っ
た
が
、
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

（
２
）
成
玄
英
「
荘
子
疏
序
」
に
、「
依
子
玄
所
注
三
十
三
篇
、
轍
為
疏
解
」
と
あ
る
。 

（
３
）「
荘
子
疏
序
」
は
、
架
蔵
の
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
刊
『
南
華
真
経
注
疏
解
経
』（
中
野
宗
左
衛
門
刊
）
に
拠
っ
た
。
古
典
文
献
の
内
篇
・
外
篇
の

分
類
に
つ
い
て
は
、
余
嘉
錫
『
古
書
通
例
』
の
「
古
書
之
分
内
外
篇
」
章
が
最
も
基
本
的
な
参
考
文
献
で
あ
る
。『
荘
子
』
の
内
・
外
・
雑
の
分
類
は
、

前
漢
末
期
の
劉
向
が
「
内
篇
七
、
外
篇
二
十
八
、
雑
篇
十
四
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
前
漢
末
期
に
は
既
に
こ
の
分
類
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
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る
。
目
録
類
で
そ
れ
が
記
載
さ
れ
る
の
は
『
経
典
釈
文
序
録
』
が
最
初
だ
と
思
わ
れ
る
。『
荘
子
』「
内
篇
」「
外
篇
」「
雑
篇
」
に
つ
い
て
、
成
玄
英
と

類
似
す
る
解
釈
が
、
蒋
伯
潛
『
諸
子
通
考
』、
焦
竑
『
荘
子
翼
』
な
ど
に
見
え
る
。 

（
４
）
「
題
脚
」
は
、
詩
題
の
下
。
道
真
は
、
そ
こ
に
自
ら
の
詩
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
い
る
。 

（
５
）
白
居
易
の
詩
の
番
号
は
、
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
中
村
印
刷
出
版
部
、
昭
和
三
十
五
年
）
所
収
の
「
総
合
作
品
表
」
に
拠
る
。

詩
の
本
文
は
、
那
波
本
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
注
に
つ
い
て
は
、
明
暦
刊
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
訓
読
に
つ
い
て
は
、
佐
久
節
注
の
続
国
訳
漢
文
大
成

『
白
楽
天
詩
集
』（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
昭
和
五
年
）
を
参
照
し
た
。 

（
６
）
「
蒙
荘
」
は
、
荘
子
で
あ
る
。
『
史
記
』
老
荘
申
韓
列
伝
に
「
荘
子
者
、
蒙
人
也
。
名
周
。
周
嘗
為
漆
園
吏
」
と
あ
る
。 

（
７
）
「
隠
几
」
は
几
（
ひ
じ
か
け
）
に
隠
る
、
の
意
。
斉
物
論
篇
の
冒
頭
の
南
郭
子
綦
が
ひ
じ
か
け
に
凭
れ
て
い
る
故
事
に
由
来
す
る
。 

（
８
）
道
真
の
三
首
連
作
と
『
荘
子
』
と
の
関
連
に
言
及
す
る
先
行
論
文
と
し
て
は
、
藤
原
克
己
「
詩
人
鴻
儒
菅
原
道
真
」（『
菅
原
道
真
と
平
安
朝
の
漢
文

学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
十
三
年
）、
谷
口
孝
介
「
閑
客
の
言
志―

菅
原
道
真
と
「
逍
遙
遊
」―

」（
『
菅
原
道
真
の
詩
と
学
問
』
塙
書
房
、
平
成

十
八
年
）、
新
間
一
美
「
源
氏
物
語
の
「
浮
舟
」
と
白
居
易
の
「
浮
生
」
」（
『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
１
６
号
、
平
成
二
十
七
年
）
が
あ
り
、
ま
た
、
白

居
易
の
詩
に
見
え
る
『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
と
斉
物
論
篇
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
鮑
鵬
山
「
従
詩
作
看
白
居
易
対
「
斉
物
論
」
的
接
受
」（『
浙
江
社
会
科

学
』
二
〇
一
一
年
）、
寧
稼
雨
・
汪
沢
「
白
居
易
与
「
逍
遙
遊
」」
（『
浙
江
社
会
科
学
』
二
〇
一
三
年
）、
「
荘
子
「
天
鈞
」「
両
行
」
観
念
的
文
学
呈
現

―

以
白
居
易
詩
歌
為
観
照
対
象
」（
『
天
津
師
範
大
学
学
報
』（
社
会
科
学
版
）
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。 

（
９
）
『
荘
子
』
の
本
文
と
注
疏
の
引
用
は
、
注
３
の
架
蔵
本
に
拠
っ
た
が
、
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
文
は
通
行
の
テ
キ
ス
ト
と
大
き
な
違
い
が

な
い
。
な
お
、
訓
読
に
つ
い
て
も
同
書
を
参
考
に
し
た
。 

（
１
０
）
兪
樾
の
引
用
は
、『
荘
子
集
釈
』（
清
・
郭
慶
藩
撰
、
王
孝
魚
点
校
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
に
拠
る
。
な
お
、
日
野
龍
夫
「
徂
徠
学
に
お
け

る
自
然
と
作
為
」（
『
講
座
日
本
思
想
１ 

自
然
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
八
年
）
に
、
同
じ
指
摘
が
見
え
る
。 

（
１
１
）「
野
馬
」
に
つ
い
て
、
川
口
氏
は
、
「「
野
馬
」
は
、
遊
糸
。
観
智
院
本
名
義
抄
に
「
野
馬
、
カ
ケ
ロ
フ
」
と
あ
る
。
則
ち
子
蜘
蛛
が
自
ら
吐
い
た

糸
に
乗
っ
て
風
と
と
も
に
散
る
ゴ
サ
マ
ア
の
現
象
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
道
真
が
踏
ま
え
た
逍
遙
遊
篇
の
原
文
「
野
馬
也
、
塵
埃
也
、
生
物
之
以
息

相
吹
也
」
に
つ
い
て
郭
象
は
、「
野
馬
者
、
遊
気
也
」
と
し
て
お
り
、
成
玄
英
の
疏
に
は
、「
此
言
青
春
之
時
、
陽
気
発
動
、
遙
望
薮
沢
之
中
、
猶
如
奔
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馬
、
故
謂
之
野
馬
也
」
と
あ
る
。
本
論
は
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
の
解
釈
を
採
用
し
て
、
「
野
馬
」
を
「
野
馬
の
よ
う
な
風
気
」
と
す
る
。 

（
１
２
）
成
玄
英
疏
に
「
斥
、
小
沢
也
。
鷃
、
雀
也
」
と
あ
る
。
現
代
で
は
、
鷦
鷯
に
比
定
し
て
い
る
。 

（
１
３
）
比
興
は
、
あ
る
物
事
を
他
の
物
事
に
喩
え
て
興
ず
る
こ
と
。 

（
１
４
）
劉
禹
錫
詩
の
引
用
は
、
柴
格
朗
訳
注
『
劉
白
唱
和
集
』（
勉
誠
出
版
、
平
成
十
六
年
）
に
よ
る
。 

（
１
５
）
元
稹
は
、
大
和
五
年
（
八
三
一
）
に
武
昌
で
没
し
た
。 

（
１
６
）「
遂
性
」
は
、
性
を
と
げ
る
、
性
を
全
う
す
る
、
の
意
で
「
適
性
」
に
同
じ
。『
白
氏
文
集
』
の
中
に
、「
遂
性
」
は
八
例
、「
適
性
」
は
三
例
あ
る
。 

（
１
７
）
前
掲
注
８
の
藤
原
克
己
氏
論
文
を
参
照
。 

（
１
８
）
湛
方
生
の
「
秋
夜
詩
」
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
滋
成
「
湛
方
生
の
詩
」（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
２
３
号
、
平
成
四
年
）
に
詳
し
い
。 

（
１
９
）
逍
遙
遊
篇
の
郭
象
注
に
よ
る
。 

（
２
０
）『
晋
書
』
郭
象
伝
に
、
「
郭
象
字
子
玄
、
少
有
才
理
、
好
老
荘
、
能
清
言
。
太
尉
王
衍
每
云
、
聴
象
語
、
如
懸
河
潟
水
、
注
而
不
竭
。
州
郡
辟
召
、

不
就
。
常
閑
居
、
以
文
論
自
娯
。
後
辟
司
徒
、
稍
至
黄
門
侍
郎
。
東
海
王
越
引
為
太
傅
主
簿
、
甚
見
親
委
、
遂
任
職
当
権
、
熏
灼
内
外
。
由
是
素
論
去

之
。
永
嘉
末
病
卒
、
著
碑
論
十
二
篇
」
と
あ
る
。 

（
２
１
）
新
間
一
美
「
白
居
易
・
道
真
・
芭
蕉
と
旅―
「
浮
生
」
を
生
き
る―

」（
『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
研
究
』
第
１
６
号
、
平
成
二
十
九
年
）
の
中
で
、

道
真
が
讃
岐
の
民
衆
を
自
分
と
共
感
し
う
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
荘
子
思
想
と
の
関
わ
り
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
  
 
  
  
 
 

（
２
２
）「
玄
談
」
は
、
東
晋
葛
洪
の
『
抱
朴
子
』
嘉
遁
篇
の
「
積
篇
章
為
敖
庾
、
宝
玄
談
為
金
玉
」
に
由
来
す
る
。
老
荘
の
道
に
関
す
る
話
を
話
し
合
う

こ
と
を
指
す
。『
顔
氏
家
訓
』
勉
学
篇
に
、「
荘
、
老
、
周
易
、
総
謂
三
玄
」
と
あ
る
。
な
お
、
三
首
連
作
の
位
置
に
つ
い
て
、
藤
原
克
己
氏
は
「
こ
の

三
首
の
詩
も
ま
た
、
彼
の
政
治
的
言
志
作
品
の
系
列
に
加
え
て
読
ま
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
、
谷
口
孝
介
氏
は
「
そ
の
「
讃
州
客
意
」

の
作
で
あ
る
巻
三
・
四
の
掉
尾
に
「
閑
客
」
の
「
玄
談
」
と
し
て
の
「
逍
遙
遊
」
詩
を
置
く
こ
と
で
、
宮
廷
詩
人
と
し
て
の
活
動
の
場
を
失
っ
た
時
期

の
志
の
表
明
の
あ
り
方
を
明
確
に
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
注
８
の
論
文
を
参
照
。
本
論
で
は
、
道
真
の

漢
詩
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
受
容
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
の
で
、
政
治
上
の
意
図
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。 
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第
三
章 

菅
原
道
真
の
「
小
知
章
」
と
『
荘
子
』―

詩
語
「
有
待
」
と
「
無
待
」
を
め
ぐ
っ
て―

 

 

一
、
は
じ
め
に 

『
菅
家
文
草
』
巻
四
所
収
の3

3
4

「
小
知
章
」
は
、
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）、
菅
原
道
真
が
讃
岐
守
と
し
て
の
任
期
を
終
え
、
京
に
戻
っ
て
き
た
際
に
作
っ

た
三
首
連
作
の
二
首
目
で
あ
る
。
連
作
の
序
文
を
次
に
挙
げ
る
（
１
）
。 

予
罷
秩
帰
京
、
已
為
閑
客
。
玄
談
之
外
、
無
物
形
言
。
故
釈
逍
遙
一
篇
之
三
章
、
且
題
格
律
五
言
之
八
韻
一
。
且
叙
義
理
、
附
之
題
脚
。
其
措
詞
用
韻
、

皆
拠
成
文
。
若
有
諳
之
者
、
見
篇
疏
決
之
。 

予
秩
を
罷
め
て
京
に
帰
り
、
已
に
閑
客
と
為
り
ぬ
。
玄
談
の
外
、
物
の
言
に
形
る
る
無
し
。
故
に
逍
遙
一
篇
の
三
章
を
釈
き
、
且
つ
格
律
五
言
の
八

韻
を
題
す
。
且
つ
義
理
を
叙
べ
て
、
之
を
題
脚
に
附
け
た
り
。
其
の
措
詞
用
韻
は
、
皆
成
文
に
拠
る
。
若
し
諳
ん
ず
る
者
有
ら
ば
、
篇
の
疏
を
見

て
、
之
を
決
め
よ
。 

 

こ
の
連
作
の
序
文
に
よ
る
と
、
道
真
は
、「
成
文
」（
『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
の
成
玄
英
疏
）
を
利
用
し
、「
五
言
之
八
韻
」
の
格
律
詩
を
通
し
て
、
逍
遙
遊
篇

の
「
義
理
」
を
説
い
て
い
る
。
成
玄
英
疏
は
、
初
唐
の
西
華
観
道
士
成
玄
英
が
西
晋
の
郭
象
の
注
を
踏
ま
え
て
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。 

さ
て
、「
小
知
章
」
は
、
成
玄
英
疏
に
見
え
る
、
頼
み
が
あ
る
こ
と
を
示
す
「
有
待
」
と
、
何
も
頼
ら
な
い
こ
と
を
示
す
「
無
待
」（
「
無
為
」）
を
め
ぐ
っ

て
、
展
開
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
問
題
点
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
「
有
待
」
と
「
無
待
」
は
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
に
お
い
て
生
ま
れ
た

哲
学
概
念
で
あ
り
、
詩
語
と
し
て
殆
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
道
真
が
「
有
待
」
と
「
無
待
」
（「
無
為
」）
を
詩
語
と
し
て
使
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
小
知
章
」
の
「
有
待
何
称
善
、
無
為
我
道
周
」
に
お
い
て
、「
有
待
」
を
否
定
し
、「
無
為
」（「
無
待
」）
に

「
我
」
を
加
え
て
、
聖
人
の
あ
り
方
「
無
待
」
を
自
分
の
立
場
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
考
え
方
は
、
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
に
見
え
ず
、
ど
こ
に
由

来
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

 

梁
の
陶
弘
景
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
、『
荘
子
』
の
影
響
を
深
く
受
け
た
上
清
派
道
教
文
献
『
真
誥
』
を
見
る
と
、
真
人
た
ち
は
、
五
言
詩
連
作
の
形
で
、

「
有
待
」
と
「
無
待
」
を
自
分
の
立
場
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
優
劣
を
論
じ
て
い
る
。
陶
弘
景
は
、
そ
の
編
著
が
平
安
時
代
に
読
ま
れ
て
お
り
、
仙
人
と
し

て
把
握
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。 
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ま
た
、
神
塚
淑
子
氏
、
堂
園
淑
子
氏
に
よ
る
と
、『
真
誥
』
の
真
人
の
詩
は
、
東
晋
の
仏
教
学
者
で
あ
る
支
遁
（
字
は
道
林
）
の
「
逍
遙
論
」
を
踏
ま
え

て
い
る
（
２
）
。「
逍
遙
論
」
は
、
郭
象
の
「
逍
遙
義
」
と
と
も
に
、『
世
説
新
語
』
文
学
篇
の
劉
孝
標
注
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
３
）
。 

 

そ
こ
で
本
論
で
は
、「
小
知
章
」
の
詩
語
「
有
待
」
と
「
無
待
」
を
中
心
に
、
道
真
は
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
だ
け
で
は
な
く
、『
真
誥
』
や
支
遁
の
「
逍
遙

論
」
の
影
響
も
受
け
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
そ
し
て
、
讃
岐
時
代
の
道
真
の
仙
人
志
向
の
心
境
と
合
わ
せ
な
が
ら
、
道
真
の
『
荘
子
』
と
の
向
き
合
い
方

を
見
て
い
き
た
い
。 

 
 二

、「
小
知
章
」
の
「
有
待
」
と
「
無
待
」 

 

「
小
知
章
」
は
、
逍
遙
遊
篇
冒
頭
部
分
の
鵬
蜩
寓
話
の
後
に
載
る
、
「
小
知
不
及
大
知
」
か
ら
「
聖
人
無
名
」
ま
で
の
文
章
よ
り
、
一
部
の
内
容
を
選
ん

で
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
詩
の
題
脚
と
本
文
を
取
り
上
げ
る
。 

述
曰
、
宋
栄
忘
有
、
禦
寇
得
仙
、
大
智
也
。
五
等
殊
方
、
諸
侯
就
事
、
小
智
也
。
冥
霊
在
楚
、
彭
祖
仕
周
、
大
年
也
。
蟪
蛄
夏
生
、
朝
菌
暮
死
、
小
年

也
。
然
而
物
安
天
性
、
理
任
自
然
、
羨
慾
累
絶
、
逍
遙
道
成
。
唯
有
栄
公
咲
宰
官
之
禄
、
列
子
御
泠
然
之
風
、
未
得
遣
無
、
猶
憂
有
待
。
未
若
無
功
之

神
、
無
名
之
聖
、
能
馭
六
気
、
遠
遊
無
窮
、
逍
遙
之
智
足
矣
、
無
待
之
心
適
焉
。
故
遍
挙
小
大
之
性
、
説
以
神
聖
之
遊
。
此
章
更
載
大
椿
花
葉
之
長
年
、

尺
鷃
鯤
鵬
之
遊
放
、
義
為
重
畳
、
略
而
不
取
也
。 

述
べ
て
曰
く
、
宋
栄
の
有
を
忘
れ
、
禦
寇
の
仙
を
得
た
る
は
、
大
智
な
り
。
五
等
方
を
殊
に
し
、
諸
侯
事
に
就
く
は
、
小
智
な
り
。
冥
霊
楚
に
在
り
、

彭
祖
周
に
仕
へ
た
る
は
、
大
年
な
り
。
蟪
蛄
の
夏
に
生
ま
れ
、
朝
菌
の
暮
に
死
す
る
は
、
小
年
な
り
。
然
れ
ど
も
物
天
性
に
安
ん
じ
、
理
自
然
に
任

せ
ば
、
羨
慾
の
累
絶
え
、
逍
遙
の
道
成
ら
む
。
唯
だ
栄
公
の
宰
官
の
禄
を
咲
ひ
、
列
子
の
泠
然
の
風
に
御
す
る
こ
と
有
り
て
、
ま
だ
無
に
遣
る
こ
と

を
得
ざ
れ
ば
、
猶
待
つ
こ
と
有
ら
む
こ
と
を
憂
ふ
。
未
だ
功
無
き
の
神
、
名
無
き
の
聖
の
、
能
く
六
気
を
馭
し
て
、
遠
く
無
窮
に
遊
び
て
、
逍
遙
の

智
足
り
、
待
つ
こ
と
無
き
の
心
の
適
へ
ら
む
に
は
若
か
ざ
る
の
み
。
故
に
遍
く
小
大
の
性
を
挙
げ
て
、
説
く
に
神
聖
の
遊
を
以
つ
て
せ
り
。
此
の
章

に
は
更
に
大
椿
花
葉
の
長
年
と
、
尺
鷃
鯤
鵬
の
遊
放
と
を
載
す
れ
ど
も
、
義
重
畳
を
為
せ
ば
、
略
し
て
取
ら
ざ
る
な
り
。 

知
分
明
又
闇
、
年
定
短
能
修
。 

 

知
は
分
る
明
又
闇
、
年
は
定
ま
る
短
と
修
と 

内
外
先
双
遣
、
逍
遙
便
一
遊
。 

 

内
外
先
づ
双
び
て
遣
れ
ば
、
逍
遙
便
ち
一
遊
せ
む 
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堯
臣
猶
歴
夏
、
斉
后
不
知
秋
。 

 

堯
臣
は
猶
夏
を
歴
た
り
、
斉
后
秋
を
知
ら
ず 

勁
節
冥
霊
老
、
浮
生
日
及
休
。 

 

勁
節
冥
霊
老
ゆ
、
浮
生
日
及
休
む 

共
慙
相
企
尚
、
多
恐
暫
拘
留
。 

 

共
に
慙
づ
相
企
尚
す
る
こ
と
を
、
多
く
恐
る
暫
く
拘
留
す
る
こ
と
を 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

有
待
何
称
善
、
無
為
我
道
周
。 

 

待
つ
こ
と
有
り
何
ぞ
善
と
称
せ
む
、
為
す
こ
と
無
し
我
周
ね
し
と
道
は
む 

栄
公
干
禄
笑
、
列
子
御
風
憂
。 

 

栄
公
禄
を
干
む
る
を
笑
ひ
、
列
子
風
に
御
し
て
憂
ふ 

好
是
無
名
客
、
茫
茫
六
気
幽
。 

 

好
し
是
れ
無
名
の
客
、
茫
茫
と
し
て
六
気
幽
な
り 

 

右
引
題
脚
の
中
の
「
故
遍
挙
小
大
之
性
、
説
以
神
聖
之
遊
」
は
、「
小
知
章
」
の
内
容
と
主
旨
を
ま
と
め
て
い
る
。
卑
小
な
も
の
と
偉
大
な
も
の
の
「
性
」

を
遍
く
取
り
上
げ
て
い
る
目
的
は
、「
神
聖
之
遊
」
を
説
く
こ
と
で
あ
る
。「
小
大
之
性
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
次
の
部
分
を
踏
ま
え
て
い
る
（
４
）。 

小
知
不
及
大
知
、
小
年
不
及
大
年
。
奚
以
知
其
然
也
。
朝
菌
不
知
晦
朔
、
蟪
蛄
不
知
春
秋
、
此
小
年
也
。
楚
之
南
有
冥
霊
者
、
以
五
百
歳
為
春
、
五
百

歳
為
秋
。
上
古
有
大
椿
者
、
以
八
千
歳
為
春
、
八
千
歳
為
秋
。
而
彭
祖
乃
今
以
久
特
聞
、
衆
人
匹
之
。
不
亦
悲
乎
。…

…

故
夫
知
効
一
官
、
行
比
一
郷
、

徳
合
一
君
、
而
徴
一
国
者
、
其
自
視
也
、
亦
若
此
矣
。
而
宋
栄
子
猶
然
笑
之
。
且
挙
世
而
誉
之
而
不
加
勧
、
挙
世
而
非
之
而
不
加
沮
。
定
乎
内
外
之
分
、

弁
乎
栄
辱
之
境
、
斯
已
矣
。
彼
其
於
世
、
未
数
数
然
也
。
雖
然
猶
有
未
樹
也
。
夫
列
子
御
風
而
行
、
泠
然
善
也
。
旬
有
五
日
而
後
反
。
彼
於
致
福
者
未

数
数
然
也
。
此
雖
免
乎
行
、
猶
有
所
待
者
也
。
若
夫
乗
天
地
之
正
、
而
御
六
気
之
弁
、
以
遊
無
窮
者
、
彼
且
悪
乎
待
哉
。
故
曰
、
至
人
無
己
、
神
人
無

功
、
聖
人
無
名
。 

小
知
は
大
知
に
及
ば
ず
、
小
年
は
大
年
に
及
ば
ず
。
奚
を
以
て
其
の
然
る
を
知
る
や
。
朝
菌
は
晦
朔
を
知
ら
ず
、
蟪
蛄
は
春
秋
を
知
ら
ず
、
此
れ
小

年
な
り
。
楚
の
南
に
冥
霊
な
る
者
有
り
、
五
百
歳
を
以
て
春
と
為
し
、
五
百
歳
を
秋
と
為
す
。
上
古
に
は
大
椿
な
る
者
有
り
。
八
千
歳
を
以
て
春
と

為
し
、
八
千
歳
を
秋
と
為
す
。
而
る
に
彭
祖
は
乃
今
久
し
き
を
以
て
特
り
聞
え
、
衆
人
之
に
匹
せ
ん
と
す
。
亦
悲
し
か
ら
ず
や
。…

…

故
に
夫
の
知

は
一
官
を
効
し
、
行
ひ
は
一
郷
に
比
し
、
徳
は
一
君
に
合
し
て
、
一
国
に
徴
あ
る
者
の
、
其
の
自
ら
視
る
や
、
亦
此
の
ご
と
し
。
而
し
て
宋
栄
子
は

猶
然
と
し
て
之
を
笑
ふ
。
且
つ
世
を
挙
げ
て
之
を
誉
む
る
も
、
勧
む
る
こ
と
を
加
へ
ず
、
世
を
挙
げ
て
之
を
非
る
も
、
沮
く
る
こ
と
を
加
へ
ず
。
内

外
の
分
を
定
め
、
栄
辱
の
境
を
弁
ぜ
る
、
斯
の
み
。
彼
の
其
の
世
に
於
け
る
、
未
だ
数
数
然
た
ら
ざ
る
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
猶
未
だ
樹
た
ざ
る
有

る
な
り
。
夫
の
列
子
は
風
を
御
し
て
行
く
、
泠
然
と
し
て
善
き
な
り
。
旬
有
五
日
に
し
て
後
反
る
。
彼
の
福
を
致
す
者
に
於
け
る
、
未
だ
数
数
然
た
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ら
ざ
る
な
り
。
此
れ
行
く
を
免
る
と
雖
も
、
猶
待
つ
所
の
者
有
る
な
り
。
夫
の
天
地
の
正
に
乗
じ
て
、
六
気
の
弁
を
御
し
、
以
て
無
窮
に
遊
ぶ
者
の

ご
と
き
は
、
彼
且
つ
悪
く
ん
ぞ
待
た
ん
や
。
故
に
曰
く
、「
至
人
は
己
無
く
、
神
人
は
功
無
く
、
聖
人
は
名
無
し
」
と
。 

 

こ
の
部
分
は
、
ま
ず
短
命
な
「
朝
菌
」「
蟪
蛄
」
、
長
寿
な
「
冥
霊
」
「
大
椿
」「
彭
祖
」
を
、
「
小
年
」「
大
年
」
の
例
と
し
て
順
番
に
列
挙
し
、
そ
し
て
、

人
間
の
知
的
な
世
界
に
目
を
転
じ
て
、「
知
効
一
官
、
行
比
一
郷
」
の
一
つ
の
地
方
を
治
め
る
地
方
官
僚
、「
徳
合
一
君
、
而
徴
一
国
」
の
国
を
治
め
る
諸
侯
、

宋
国
の
賢
者
宋
栄
子
、
風
に
乗
っ
て
世
の
中
を
旅
す
る
列
子
を
取
り
上
げ
、「
遊
無
窮
」
の
「
至
人
」
「
神
人
」「
聖
人
」
と
対
比
し
て
い
る
。
逍
遙
遊
篇
の

考
え
方
は
、「
此
雖
免
乎
行
、
猶
有
所
待
者
」
の
よ
う
に
、
風
に
乗
る
こ
と
に
よ
っ
て
歩
行
の
苦
労
か
ら
解
放
さ
れ
た
が
、
風
に
頼
ら
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
完
全
な
自
由
の
境
地
に
至
っ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、「
遊
無
窮
」
の
人
に
及
ば
な
い
。
列
子
な
ど
頼
み
が
あ
る
人
を
「
有
所
待
」
と
し
て
、「
遊
無
窮
」

の
人
を
「
悪
乎
待
」
と
す
る
。
「
待
」
は
、
頼
る
の
意
味
で
あ
る
。 

 

郭
象
は
、「
彼
且
悪
乎
待
哉
」
の
注
で
、
逍
遙
遊
篇
の
「
有
所
待
」
と
「
悪
乎
待
」
を
「
有
待
」「
無
待
」
と
略
し
て
い
る
（
５
）
。 

苟
有
待
焉
、
則
雖
列
子
之
軽
妙
、
猶
不
能
以
無
風
而
行
、
故
必
得
其
所
待
、
然
後
逍
遙
耳
、
而
況
大
鵬
乎
。
夫
唯
与
物
冥
而
循
大
変
者
、
為
能
無
待
而

常
通
。 

苟
も
待
つ
と
こ
ろ
有
れ
ば
、
則
ち
列
子
の
軽
妙
た
る
と
雖
も
、
猶
風
無
き
を
以
て
行
く
こ
と
能
は
ず
、
故
に
必
ず
其
の
待
つ
所
を
得
て
、
然
る
後
逍

遙
す
る
の
み
。
而
し
て
況
ん
や
大
鵬
を
や
。
夫
れ
唯
物
と
冥
し
て
大
変
に
循
ふ
者
は
、
能
く
待
つ
こ
と
無
く
し
て
常
に
通
づ
る
を
為
す
。 

『
世
説
新
語
』
文
学
篇
の
劉
孝
標
注
は
、
こ
の
郭
象
注
の
語
句
を
利
用
し
て
、
逍
遙
遊
篇
の
モ
チ
ー
フ
を
述
べ
て
い
る
。 

向
子
期
、
郭
子
玄
逍
遙
義
曰
、
夫
大
鵬
之
上
九
万
、
尺
鷃
之
起
楡
枋
、
小
大
雖
差
、
各
任
其
性
。
苟
当
其
分
、
逍
遙
一
也
。
然
物
之
芸
芸
、
同
資
有
待
。

得
其
所
待
、
然
後
逍
遙
耳
。
唯
聖
人
与
物
冥
而
循
大
変
、
為
能
無
待
而
常
通
。 

向
子
期
、
郭
子
玄
の
逍
遙
義
に
曰
く
、
夫
れ
大
鵬
の
九
万
に
上
が
り
、
尺
鷃
の
楡
枋
に
起
つ
、
小
大
差
ふ
と
雖
も
、
各
お
の
其
の
性
に
任
す
。
苟
も

其
の
分
に
当
り
て
は
、
逍
遙
す
る
こ
と
一
な
り
。
然
れ
ど
も
物
の
芸
芸
た
る
や
、
同
に
待
つ
こ
と
有
る
に
資
る
。
其
の
待
つ
所
を
得
て
、
然
る
後
に

逍
遙
す
る
の
み
。
唯
聖
人
の
み
、
物
と
冥
し
て
大
変
に
循
ひ
、
能
く
待
つ
こ
と
無
く
し
て
常
に
通
づ
る
を
為
す
。 

 

九
万
里
の
上
空
に
飛
び
上
が
る
大
鵬
と
楡
枋
の
木
に
し
か
飛
び
つ
か
な
い
尺
鷃
は
、
外
観
の
差
が
あ
る
が
、
各
々
の
性
に
従
っ
て
満
足
し
て
生
き
れ
ば
、

同
様
に
逍
遙
の
境
地
に
至
れ
る
。
し
か
し
大
鵬
に
し
て
も
尺
鷃
に
し
て
も
、
俗
世
間
の
生
き
物
で
あ
れ
ば
、
必
ず
「
有
待
」
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の
外
在
条
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件
に
依
存
し
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
万
物
を
超
越
す
る
聖
人
の
み
、
万
物
と
一
体
化
し
て
、
造
化
の
変
化
に
従
い
、
何
も
頼
ら
ず
に
「
無
待
」
の
境
地

に
達
す
る
。
こ
こ
で
、
劉
孝
標
は
、
万
物
の
「
有
待
」
の
逍
遙
と
聖
人
の
「
無
待
」
の
逍
遙
を
分
け
て
逍
遙
の
意
味
を
説
い
て
い
る
。 

 

さ
て
、
道
真
の
「
小
知
章
」
は
、
万
物
の
「
有
待
」
と
聖
人
の
「
無
待
」
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
逍
遙
遊
篇
の
素
材
を
利
用
し
て
い
る
が
、
逍
遙

遊
篇
の
よ
う
に
、
小
年
（
朝
菌
、
蟪
蛄
）、
大
年
（
冥
霊
、
大
椿
、
彭
祖
）、
小
知
（
地
方
官
僚
、
諸
侯
）、
大
知
（
宋
栄
子
、
列
子
）
の
順
番
で
物
事
を
列

挙
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
詩
の
題
脚
は
、
詩
題
の
「
知
」
と
呼
応
さ
せ
る
た
め
に
、
逍
遙
遊
篇
の
順
番
を
逆
に
し
て
、
大
智
（
知
）、
小
智
（
知
）、
大
年
、

小
年
の
順
番
で
物
事
の
「
小
大
之
性
」
を
取
り
上
げ
、
列
子
な
ど
の
「
猶
憂
有
待
」
と
聖
人
の
精
神
の
あ
り
方
「
無
待
之
心
適
焉
」
を
対
比
し
て
い
る
。
詩

の
本
文
も
、「
知
分
」
か
ら
始
ま
り
、
「
有
待
」
と
「
無
為
」（
無
待
）
に
分
け
て
い
る
。
詩
の
本
文
を
見
て
み
よ
う
。 

 

第
一
聯
「
知
分
明
又
闇
、
年
定
短
能
修
」
と
第
二
聯
「
内
外
先
双
遣
、
逍
遙
便
一
遊
」
は
、
「
有
待
」
に
属
す
る
人
物
の
全
体
像
を
述
べ
て
い
る
。 

第
一
聯
は
、「
小
知
不
及
大
知
、
小
年
不
及
大
年
」
の
成
玄
英
疏
「
智
則
有
明
有
暗
、
年
則
或
短
或
長
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。『
荘
子
』
本
文
で
、「
大
知
」

を
「
明
」
と
定
義
さ
れ
る
の
は
、
外
物
篇
の
「
去
小
知
而
大
知
明
」
に
見
え
る
。
郭
象
は
「
大
知
任
物
」
と
注
を
付
け
、
物
の
自
然
に
任
せ
る
こ
と
を
「
大

知
」
と
し
て
い
る
。
下
の
句
の
「
短
能
修
」
の
「
修
」
は
、
疏
の
「
長
」
を
入
れ
替
え
た
も
の
で
あ
る
。「
短
」
と
結
び
つ
く
の
は
、
天
地
篇
の
「
千
歳
厭

世
、
去
而
上
僊
」
の
疏
に
「
故
能
尽
天
年
之
修
短
」（
故
に
能
く
天
年
の
修
短
を
尽
く
す
）
が
見
え
る
。
道
真
は
逍
遙
遊
篇
の
注
疏
だ
け
に
絞
ら
ず
、『
荘
子
』

全
篇
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

第
二
聯
の
「
内
外
先
双
遣
」
は
、「
定
乎
内
外
之
分
」
の
疏
の
「
栄
子
知
内
既
非
我
、
外
亦
非
物
、
内
外
双
遣
、
物
我
両
忘
」（
栄
子
、
内
既
に
我
に
非
ず
、

外
亦
物
に
非
ず
、
内
外
双
び
て
遣
れ
ば
、
物
我
両
に
忘
る
を
知
る
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。
宋
栄
子
は
、
内
部
の
「
我
」
と
外
部
の
「
物
」
を
両
方
忘
れ
る
か

ら
こ
そ
、「
大
智
」
を
得
た
の
で
あ
る
。「
逍
遙
便
一
遊
」
は
、
成
玄
英
疏
に
見
え
る
「
得
風
仙
之
道
、
乗
風
遊
行
」
（
風
仙
の
道
を
得
て
、
風
に
乗
り
遊
行

す
）
に
基
づ
き
、
列
子
が
風
に
乗
っ
て
遊
行
し
て
い
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。 

 

第
三
聯
か
ら
第
五
聯
ま
で
は
、
逍
遙
遊
篇
に
「
大
年
」
と
「
小
年
」
を
示
す
人
物
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
彭
祖
を
「
堯
臣
」
、「
蟪
蛄
」
を
「
斉
后
」
と
言

い
替
え
、
植
物
で
あ
る
「
冥
霊
」
に
「
老
」
を
付
け
、「
日
及
」（
朝
菌
の
こ
と
）
に
「
浮
生
」
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
道
真
は
人
間
で
は
な
い
「
蟪

蛄
」「
冥
霊
」「
日
及
」
を
擬
人
化
し
て
、
宋
栄
子
や
列
子
な
ど
の
登
場
人
物
と
比
べ
て
い
る
。 

 

第
六
聯
「
有
待
何
称
善
、
無
為
我
道
周
」
に
つ
い
て
、「
称
善
」
は
、「
夫
列
子
御
風
而
行
、
泠
然
善
也
。
旬
有
五
日
而
後
反
」
の
疏
の
「
得
風
仙
之
道
、
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乗
風
遊
行
、
泠
然
軽
挙
、
所
以
称
善
也
」（
風
仙
の
道
を
得
て
、
風
に
乗
り
遊
行
し
て
、
泠
然
と
し
て
軽
く
挙
り
、
所
以
に
善
と
称
す
る
な
り
）
に
基
づ
い

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
仙
術
を
得
た
列
子
が
、
風
に
乗
っ
て
遊
行
し
て
、
軽
や
か
に
天
へ
昇
っ
て
い
る
こ
と
を
「
善
」（
優
れ
て
い
る
）
と
考
え
て
い
る
が
、

「
有
待
何
称
善
」
は
反
語
の
機
能
を
持
つ
副
詞
「
何
」（
な
ん
ぞ
）
を
入
れ
、「
有
待
」
を
否
定
し
て
い
る
。「
無
為
我
道
周
」
の
「
周
」
は
、
郭
象
注
の
「
苟

有
待
焉
、
則
雖
御
風
而
行
、
不
能
以
一
時
而
周
也
」（
苟
も
待
つ
と
こ
ろ
有
れ
ば
、
則
ち
風
を
御
し
て
行
く
と
雖
も
、
一
時
を
以
て
周
ね
く
す
る
能
は
ず
）

に
基
づ
い
て
い
る
。
列
子
は
「
有
待
」
（
風
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
）
の
た
め
に
、
同
時
に
世
の
中
の
全
て
の
所
に
行
き
渡
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
道
真
は
郭

象
注
を
活
用
し
て
、「
有
待
」
の
反
対
で
あ
る
「
無
為
」
の
人
は
、
世
の
中
に
行
き
渡
る
こ
と
が
実
現
で
き
る
と
す
る
。 

 

第
七
聯
「
栄
公
干
禄
笑
、
列
子
御
風
憂
」
と
第
八
聯
「
好
是
無
名
客
、
茫
茫
六
氣
幽
」
は
、
題
脚
の
「
唯
有
栄
公
咲
宰
官
之
禄
、
列
子
御
泠
然
之
風
、
未

得
遣
無
、
猶
憂
有
待
。
未
若
無
功
之
神
、
無
名
之
聖
、
能
馭
六
気
、
遠
遊
無
窮
、
逍
遙
之
智
足
矣
、
無
待
之
心
適
焉
」
に
対
応
し
て
、
宋
栄
子
・
列
子
と
「
無

名
客
」
を
対
比
さ
せ
て
、
聖
人
の
徹
底
的
な
自
由
を
描
い
て
い
る
。「
無
名
客
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
「
聖
人
無
名
」
に
由
来
し
て
、
聖
人
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
。
茫
々
た
る
六
気
に
駕
し
て
俗
世
間
を
超
越
し
た
聖
人
だ
け
、
何
も
頼
ら
ず
に
、
逍
遙
の
境
地
に
至
れ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、「
小
知
章
」
は
、
俗
世
間
の
「
大
智
（
知
）
」
、「
小
智
（
知
）
」、
「
大
年
」
、「
小
年
」
の
例
を
列
挙
し
て
、
頼
み
が
あ
る
「
有
待
」
の
も
の

と
何
も
頼
ら
な
い
「
無
待
」「
無
為
」
の
聖
人
と
を
対
比
さ
せ
て
、「
有
待
」
を
否
定
し
て
、「
無
待
」
を
肯
定
し
て
い
る
。「
有
待
」
「
無
待
」
が
詩
語
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
。 

 

三
、『
真
誥
』
の
真
人
詩
の
「
有
待
」「
無
待
」
と
「
小
知
章
」 

 

「
有
待
」「
無
待
」
と
い
う
哲
学
概
念
が
詩
語
と
し
て
五
言
詩
に
使
わ
れ
て
い
る
事
例
は
、
梁
の
陶
弘
景
が
編
纂
し
た
道
教
上
清
派
の
文
献
『
真
誥
』
運

題
象
篇
の
真
人
応
酬
詩
に
見
え
る
。 

「
真
誥
」
と
い
う
書
名
は
、
真
人
が
口
授
し
た
誥
命
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
、
東
晋
の
興
寧
・
太
和
年
間
に
茅
山
に
い
る
霊
媒
楊
義
の
も
と

に
降
臨
し
た
神
仙
た
ち
の
言
葉
の
記
録
で
あ
る
。
神
仙
の
こ
と
を
「
真
人
」
と
呼
ん
で
い
る
。
神
塚
淑
子
氏
は
、『
真
誥
』
の
「
真
人
」
と
、『
荘
子
』
大
宗

師
篇
に
見
え
る
「
何
謂
真
人
」
か
ら
始
ま
る
真
人
に
関
す
る
定
義
と
を
結
び
つ
け
て
、「『
真
誥
』
に
出
て
く
る
真
人
た
ち
の
性
格
は
、
こ
の
『
荘
子
』
大
宗

師
篇
の
定
義
を
踏
ま
え
て
い
る
」
と
論
じ
た
上
で
、
さ
ら
に
「
俗
世
を
超
越
し
た
精
神
の
解
放
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
飛
翔
と
い
う
点
で
、『
真
誥
』
の
真
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人
は
、
ま
ず
『
荘
子
』
の
逍
遙
遊
の
思
想
を
受
容
し
て
い
る
と
言
え
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
６
）。 

 

『
真
誥
』
に
お
け
る
逍
遙
遊
篇
の
受
容
は
巻
三
の
運
題
象
篇
に
集
中
的
に
見
ら
れ
、
運
題
象
篇
が
、
真
人
た
ち
の
美
し
い
世
界
を
描
き
出
し
な
が
ら
、
五

言
応
酬
詩
十
一
首
に
お
い
て
逍
遙
遊
篇
の
「
有
待
」
と
「
無
待
」
の
優
劣
を
め
ぐ
り
論
争
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
７
）
。 

 

ま
ず
は
、
右
英
夫
人
の
詩
で
あ
る
。 

 
 

駕
欻
敖
八
虚
、 

 
欻
に
駕
し
て
八
虚
に
敖
し
、 

 
 

徊
宴
東
華
房
。 

 
東
華
の
房
に
徊
宴
す
。 

 
 

阿
母
延
軒
観
、 

 

阿
母
は
軒
観
に
延
き
、 

 
 

朗
嘨
躡
霊
風
。 

 

朗
嘨
し
て
霊
風
を
躡
む
。 

 
 

我
為
有
待
来
、 

 

我
は
有
待
の
来
を
為
す
、 

 
 

故
乃
越
滄
浪
。 

 

故
に
乃
ち
滄
浪
を
越
ゆ
。 

 

「
欻
」
は
、「
颷
」
の
こ
と
。
つ
む
じ
風
の
意
味
で
あ
る
。
右
英
夫
人
は
「
駕
欻
敖
八
虚
」「
朗
嘨
躡
霊
風
」
と
、
つ
む
じ
風
に
乗
っ
て
天
を
遊
ん
で
い
る
。

仙
人
の
宮
殿
東
華
の
房
に
休
ん
で
お
り
、
滄
浪
山
を
越
え
、
天
を
遊
行
し
て
い
る
。「
駕
欻
敖
八
虚
」「
朗
嘨
躡
霊
風
」
と
い
う
発
想
は
、
逍
遙
遊
篇
の
「
列

子
御
風
而
行
」
に
基
づ
き
、「
我
為
有
待
来
」
は
、
明
ら
か
に
逍
遙
遊
篇
の
列
子
の
「
猶
有
所
待
」
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。 

 

次
は
、
紫
微
夫
人
の
詩
で
あ
る
。 

 
 

乗
颷
遡
九
天
、 

 

颷
に
乗
り
て
九
天
を
遡
り
、 

 
 

息
駕
三
秀
嶺
。 

 

駕
を
三
秀
の
嶺
に
息
む
。 

 
 

有
待
徘
徊
眄
、 

 

有
待
は
徘
徊
し
て
眄
す
る
も
、 

 
 

無
待
故
当
浄
。 
 

無
待
は
故
よ
り
当
に
浄
ら
か
な
る
べ
し
。 

 
 

滄
浪
奚
足
労
、 

 

滄
浪 

奚
ぞ
労
す
る
に
足
ら
ん
、 

 
 

孰
若
越
玄
井
。 

 

玄
井
を
越
ゆ
る
に
孰
若
ぞ
。 

 

紫
微
夫
人
は
、
右
英
夫
人
と
同
様
に
「
颷
」（
つ
む
じ
風
）
に
乗
っ
て
天
を
遊
ん
で
い
る
が
、「
有
待
」
と
「
無
待
」
の
見
方
は
右
英
夫
人
と
違
っ
て
い
る
。
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「
有
待
徘
徊
眄
、
無
待
故
当
浄
」
と
、
「
無
待
」
に
「
浄
」
の
意
味
を
付
与
し
て
肯
定
し
、「
無
待
」
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

続
い
て
、
桐
柏
山
真
人
の
詩
に
、 

 
 
 
 

写
我
金
庭
館
、 

 

我
が
金
庭
の
館
を
写
り
、 

 
 

解
駕
三
秀
畿
、 

 

三
秀
の
畿
に
駕
を
解
す
。 

 
 

夜
芝
披
華
峰
、 

 
夜
芝
華
峰
に
披
き
、 

 
 

咀
嚼
充
長
飢
。 

 
咀
嚼
し
て
長
飢
を
充
た
す
。 

 
 

高
唱
無
逍
遙
、 

 

高
ら
か
に
唱
ひ
逍
遙
す
る
こ
と
無
く
、 

 
 

各
興
有
待
歌
。 

 

各
お
の
有
待
の
歌
に
興
ず
。 

 
 

空
同
酬
霊
音
、 

 

空
同
霊
音
に
酬
す
、 

 
 

無
待
将
如
何
。 

 

無
待
将
に
如
何
。 

と
あ
る
。
桐
柏
山
真
人
は
、「
高
唱
無
逍
遙
、
各
興
有
待
歌
」
を
通
し
て
、「
有
待
」
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
無
逍
遙
」
と
「
有
待
」
を
同
一
視

し
て
い
る
。「
有
待
」
は
、
徹
底
的
な
「
逍
遙
」
の
境
地
に
至
ら
な
い
が
、「
有
待
」
に
賛
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
空
同
酬
霊
音
、
無
待
将
如
何
」
の
句

を
作
り
出
し
て
、
無
待
は
「
霊
音
」（
有
待
歌
）
に
唱
和
し
て
い
る
だ
け
の
こ
と
を
皮
肉
的
に
批
判
し
て
い
る
。 

 
 

桐
柏
山
真
人
が
「
無
待
」
を
批
判
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
清
霊
真
人
は
、
次
の
よ
う
に
反
駁
の
詩
を
作
っ
て
い
る
。 

 
 

朝
遊
鬱
絶
山
、 

 

朝
鬱
絶
山
に
遊
ぶ
、 

 
 

夕
偃
高
暉
堂
。 

 

夕
高
暉
堂
に
偃
す
。 

 
 

振
轡
歩
霊
峰
、 

 

轡
を
振
り
霊
峰
に
歩
き
、 

 
 

無
近
於
滄
浪
。 
 

滄
浪
に
近
づ
く
こ
と
無
し
。 

 
 

玄
井
三
仞
際
、 

 

玄
井
三
仞
の
際
、 

 
 

我
馬
無
津
梁
。 

 

我
が
馬
、
津
梁
無
し
。 

 
 

儵
欻
九
万
間
、 

 

儵
欻
に
し
て
九
万
の
間
、 
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八
維
已
相
望
。 

 

八
維
已
に
相
ひ
望
む
。 

 
 

有
待
非
至
無
、 

 

有
待
無
に
至
る
に
非
ず
、 

 
 

霊
音
有
所
喪
。 

 

霊
音
喪
す
る
所
有
り
。 

 

「
有
待
非
至
無
、
霊
音
有
所
喪
」
は
、
桐
柏
山
真
人
の
「
空
同
酬
霊
音
、
無
待
将
如
何
」
に
応
じ
て
い
る
。「
有
待
」
は
、「
無
」
の
境
地
に
至
ら
な
い
た

め
、「
霊
音
」（
有
待
歌
）
に
は
、「
有
所
喪
」
つ
ま
り
足
り
な
い
部
分
が
あ
る
、
と
述
べ
る
。 

 

次
は
中
候
夫
人
の
詩
で
あ
る
。 

 
 

龍
旂
舞
太
虚
、 

 

龍
旂
太
虚
に
舞
ふ
、 

 
 

飛
輪
五
岳
阿
。 

 

輪
を
五
岳
阿
に
飛
ば
す
。 

 
 

所
在
皆
逍
遙
、 

 

在
る
所
皆
逍
遙
す
、 

 
 

有
感
興
冥
歌
。 

 

感
有
り
て
冥
歌
を
興
す
。 

 
 

無
待
愈
有
待
、 

 

無
待
は
有
待
に
愈
る
も
、 

 
 

相
遇
故
得
和
。 

 

相
ひ
遇
へ
ば
故
よ
り
和
す
る
を
得
。 

 
 

滄
浪
奚
足
遼
、 

 

滄
浪
奚
ぞ
遼
か
な
る
に
足
ら
ん
、 

 
 

玄
井
不
為
多
。 

 

玄
井
も
多
と
為
さ
ず
。 

 
 

鬱
絶
尋
歩
間
、 

 

鬱
絶
歩
を
尋
ぬ
間
、 

 
 

倶
会
四
海
羅
。 

 

倶
に
四
海
羅
に
会
ふ
。 

 
 

豈
若
絶
明
外
、 

 

豈
絶
明
の
外
の
如
き
や
、 

 
 

三
劫
方
一
過
。 
 

三
劫
方
に
一
過
す
。 

 

「
所
在
皆
逍
遙
」
は
、
桐
柏
山
真
人
の
「
高
唱
無
逍
遙
」
に
対
す
る
反
駁
で
あ
る
。
あ
る
も
の
は
み
な
逍
遙
し
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
無
待
愈
有
待
」
と
、
明
ら
か
に
「
無
待
」
が
「
有
待
」
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
立
場
を
示
し
て
い
る
が
、
次
の
「
相
遇
故
得
和
」
で
は
、
「
無
待
」
と

「
有
待
」
の
対
立
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 
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次
は
、
昭
霊
李
夫
人
の
詩
で
あ
る
。 

 
 

縦
酒
観
群
惠
、 

 

酒
を
縦
に
し
て
群
惠
を
観
る
、 

 
 

倏
忽
四
落
周
。 

 

倏
忽
し
て
四
落
周
し
。 

 
 

不
覚
所
以
然
、 

 

所
以
然
を
覚
え
ず
、 

 
 

実
非
有
待
遊
。 

 
実
に
有
待
の
遊
に
非
ず
。 

 
 

相
遇
皆
歓
楽
、 

 
相
ひ
遇
へ
ば
皆
歓
楽
た
り
、 

 
 

不
遇
亦
不
憂
。 

 

遇
は
ず
と
し
て
も
亦
憂
へ
ず
。 

 
 

縦
影
玄
空
中
、 

 

影
を
玄
空
中
に
縦
に
し
て
、 

 
 

両
会
自
然
得
。 

 

両
つ
な
が
ら
会
ふ
こ
と
自
然
に
得
た
り
。 

 

昭
霊
李
夫
人
は
、「
縦
影
玄
空
中
、
両
会
自
然
得
」
と
、「
有
待
」
と
「
無
待
」
は
、「
玄
空
」
と
い
う
高
い
境
地
に
各
々
の
影
を
投
げ
て
、
自
然
に
融
和

し
て
い
る
と
語
る
。
中
候
夫
人
と
同
様
に
、「
有
待
」
と
「
無
待
」
の
対
立
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

続
い
て
、
九
華
安
妃
の
詩
。 

 
 

駕
欻
発
西
華
、 

 

欻
に
駕
し
て
西
華
を
発
す
、 

 
 

無
待
有
待
間
。 

 

無
待
有
待
の
間
。 

 
 

或
眄
五
嶽
峰
、 

 

或
ひ
は
五
嶽
の
峰
を
眄
し
、 

 
 

或
濯
天
河
津
。 

 

或
ひ
は
天
河
の
津
に
濯
ぐ
。 

 
 

釈
輪
尋
虚
舟
、 

 

輪
を
釈
し
て
虚
舟
を
尋
ね
、 

 
 

 
 

所
在
皆
纏
綿
。 
 

在
る
所
皆
纏
綿
た
り
。 

 
 

芥
子
忽
万
頃
、 

 

芥
子
忽
ち
に
万
頃
、 

 
 

中
有
須
弥
山
。 

 

中
に
須
弥
山
有
り
。 

 
 

小
大
固
無
殊
、 

 

小
大
固
よ
り
殊
な
ら
ず
、 
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遠
近
同
一
縁
。 

 

遠
近
一
縁
を
同
じ
く
す
。 

 
 

彼
作
有
待
来
、 

 

彼
は
有
待
を
作
し
て
来
た
り
、 

 
 

我
作
無
待
親
。 

 

我
は
無
待
を
作
し
て
親
し
む
。 

 
 

九
華
安
妃
は
、
つ
む
じ
風
に
乗
っ
て
無
待
と
有
待
の
間
に
遊
ん
で
い
る
。
五
嶽
峰
を
眺
め
た
り
、
天
河
の
津
で
水
浴
び
を
し
た
り
し
て
い
る
。「
釈
輪
尋

虚
舟
、
所
在
皆
纏
綿
」
は
、
車
を
捨
て
て
虚
舟
を
尋
ね
て
、
あ
る
も
の
何
に
で
も
心
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
、『
荘
子
』
山
木
篇
の
「
虚
舟
」
を
仙
境

の
要
素
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。「
小
大
固
無
殊
、
遠
近
同
一
縁
」
は
、
小
と
大
、
遠
と
近
は
差
異
が
な
い
こ
と
を
表
わ
し
て
、『
荘
子
』
の
斉
物
思
想
を
反

映
し
て
い
る
。
「
小
大
固
無
殊
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
「
蜩
与
鷽
鳩
笑
之
曰
、
我
決
起
而
飛
、
搶
楡
枋
。
時
則
不
至
而
控
於
地
而
已
矣
」
の
郭
象
注
「
故
小
大

雖
殊
、
逍
遙
一
也
」
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
逍
遙
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
小
と
大
が
も
と
も
と
差
異
が
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。「
七
篇
真
誥
論
仙

事
、
一
巻
檀
経
説
仏
心
」
の
よ
う
に
『
真
誥
』
を
愛
読
し
て
い
る
白
居
易
の
「
委
順
」〔
〇
五
六
四
〕
を
見
る
と
、「
宜
懐
斉
遠
近
、
委
順
随
南
北
」
の
句
が

あ
る
（
８
）。
穏
や
か
な
心
境
で
過
ご
す
と
、
遠
い
と
こ
ろ
で
も
近
い
と
こ
ろ
で
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
人
生
の
変
化
そ
の
ま
ま
に
従
え
ば
、
南
で
も
北
で

も
ど
こ
で
も
行
け
る
。
こ
の
句
は
運
題
象
篇
の
「
遠
近
同
一
縁
」
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
九
華
安
妃
は
、
こ
う
い
う
斉
物
思
想
を
強
調
し
な
が
ら
、

「
彼
作
有
待
来
、
我
作
無
待
親
」
で
、
自
分
の
「
無
待
」
の
ほ
う
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
立
場
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
相
手
の
「
彼
」
の
「
有
待
」
の

立
場
は
否
定
し
て
い
な
い
。 

 

次
の
太
虚
南
嶽
真
人
は
、
九
華
安
妃
と
同
様
に
、
斉
物
の
角
度
か
ら
「
有
待
」
と
「
無
待
」
を
見
て
い
る
。 

 
 

無
待
太
無
中
、 

 
 

無
待
は
太
無
の
中
、 

 
 

有
待
太
有
際
。 

 
 

有
待
は
太
有
の
際
な
り
。 

 
 

大
小
同
一
波
、 

 
 

大
小
一
波
を
同
じ
く
し
、 

 
 

遠
近
斉
一
会
。 
 
 

遠
近
一
会
を
斉
し
く
す
。 

 
 

鳴
絃
玄
宵
顛
、 

 
 

玄
宵
の
顛
に
絃
を
鳴
ら
す
、 

 
 

吟
嘨
運
八
気
。 

 
 

吟
嘨
し
て
八
気
を
運
ぶ
。 

 
 

奚
不
酣
霊
液
、 

 
 

奚
ぞ
霊
液
を
酣
に
さ
ず
、 
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眄
目
娯
九
裔
。 

 
 

目
を
眄
し
て
九
裔
を
娯
ま
ざ
る
や
。 

 
 

有
無
得
玄
運
、 

 
 

有
無
玄
運
を
得
、 

 
 

二
待
亦
相
蓋
。 

 
 

二
待
亦
た
相
ひ
蓋
ふ
。 

 

太
虚
南
嶽
真
人
は
、
「
太
無
」
と
「
太
有
」
と
い
う
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、「
無
待
」
と
「
有
待
」
を
見
て
い
る
。「
無
待
」
は
「
太
無
」
に
あ
り
、
「
有
待
」

は
「
太
有
」
に
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
が
違
っ
て
い
る
が
、
「
大
小
同
一
波
、
遠
近
斉
一
会
」
と
す
る
よ
う
に
、
大
小
遠
近
の
差
異
が
な
い
。
太
虚
南
嶽

真
人
は
、
九
華
安
妃
の
「
小
大
固
無
殊
、
遠
近
同
一
縁
」
と
共
鳴
し
あ
っ
て
い
る
。 

 
 

方
諸
青
童
君
の
詩
が
続
い
て
い
る
。 

 
 
 
 

偃
息
東
華
静
、 

 
 

東
華
の
静
か
な
る
に
偃
息
し
、 

 
 

揚
輧
運
八
方
。 

 
 

輧
を
揚
げ
て
八
方
を
運
る
。 

 
 

俯
眄
丘
垤
間
、 

 
 

俯
し
て
丘
垤
の
間
を
眄
し
、 

 
 

莫
覚
五
岳
崇
。 

 
 

覚
五
岳
の
崇
き
を
覚
ゆ
る
莫
し
。 

 
 

霊
阜
斉
淵
泉
、 

 
 

霊
阜
淵
泉
に
斉
し
く
、 

 
 

大
小
互
相
従
。 

 
 

大
小
互
ひ
に
相
ひ
従
ふ
。 

 
 

長
短
無
少
多
、 

 
 

長
短
少
多
無
く
、 

 
 

大
椿
須
臾
終
。 

 
 

大
椿
須
臾
に
終
は
る
。 

 
 

奚
不
委
天
順
、 

 
 

奚
ぞ
天
順
に
委
ね
て
、 

 
 

縦
神
任
空
同
。 

 
 

神
を
縦
に
し
て
空
同
に
任
ぜ
ざ
る
や
。 

 
 

方
諸
青
童
君
は
、
逍
遙
遊
篇
の
素
材
を
利
用
し
て
斉
物
思
想
を
表
わ
し
て
い
る
。「
大
小
互
相
従
」
と
、
大
と
小
の
差
異
を
消
滅
さ
せ
て
お
り
、「
長
短
無

少
多
、
大
椿
須
臾
終
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
「
上
古
有
大
椿
者
、
以
八
千
歳
為
春
、
八
千
歳
為
秋
」
を
踏
ま
え
て
、
大
椿
の
長
寿
を
「
須
臾
」
と
見
な
し
て
、

長
と
短
の
差
異
を
消
滅
さ
せ
て
い
る
。
最
後
の
一
聯
「
奚
不
委
天
順
、
縦
神
任
空
同
」
に
つ
い
て
、「
委
天
順
」
は
『
荘
子
』
知
北
遊
篇
の
「
性
命
非
汝
有
、

是
天
地
之
委
順
也
」
の
「
委
順
」
に
由
来
し
て
い
る
。
郭
象
の
解
釈
に
よ
る
と
、「
委
」
は
、「
結
聚
」
の
意
。「
順
」
は
、「
剛
柔
和
順
之
気
」
の
意
で
あ
る
。
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天
地
の
剛
柔
和
順
の
気
は
、
人
間
の
命
を
作
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
人
間
の
命
は
、
そ
の
人
自
身
に
属
し
て
い
な
い
。「
空
同
」
は
、『
荘
子
』
在
宥
篇
に
見

え
る
広
成
子
（
老
子
）
の
居
る
場
所
で
あ
る
。
方
諸
青
童
君
は
、「
空
同
」
と
い
う
玄
の
境
界
か
ら
俗
世
間
の
大
小
、
長
短
を
見
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対

立
を
止
揚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 

最
後
に
、
南
極
紫
元
夫
人
は
詩
二
首
を
作
っ
て
、「
有
待
」「
無
待
」
の
論
争
を
中
止
さ
せ
て
い
る
。 

 
 
 
 

控
飆
扇
太
虚
、 

 
飆
を
控
へ
て
太
虚
を
扇
ぎ
、 

 
 

八
景
飛
高
清
。 

 
八
景
高
清
に
飛
ぶ
。 

 
 

仰
浮
紫
晨
外
、 

 

仰
ぎ
て
紫
晨
の
外
に
浮
び
、 

 
 

俯
看
絶
落
冥
。 

 

俯
し
て
絶
落
の
冥
を
看
る
。 

 
 

玄
心
空
同
間
、 

 

玄
心
空
同
の
間
、 

 
 

上
下
弗
流
停
。 

 

上
下
流
停
せ
ず
。 

 
 

無
待
両
際
中
、 

 

無
待
両
際
の
中
、 

 
 

有
待
無
所
営
。 

 

有
待
営
ず
る
所
無
し
。 

 
 

体
無
則
能
死
、 

 

無
を
体
す
れ
ば
則
ち
能
く
死
し
、 

 
 

体
有
則
摂
生
。 

 

有
を
体
す
れ
ば
則
ち
生
を
摂
む
。 

 
 

東
賓
会
高
唱
、 

 

東
賓
会
し
て
高
唱
し
、 

 
 

二
待
奚
足
争
。 

 

二
待
奚
ぞ
争
ふ
に
足
ら
む
。 

  
 

命
駕
玉
錦
輪
、 
 

駕
を
命
ず
玉
錦
の
輪
、 

 
 

舞
轡
仰
徘
徊
。 

 

轡
を
舞
は
し
仰
ぎ
て
徘
徊
す
。 

 
 

朝
遊
朱
火
宮
、 

 

朝
に
朱
火
宮
に
遊
び
、 

 
 

夕
宴
夜
光
池
。 

 

夕
に
夜
光
池
に
宴
す
。 
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浮
景
清
霞
杪
、 

 

景
を
清
霞
の
杪
に
浮
か
べ
、 

 
 

八
龍
正
参
差
、 

 

八
龍
正
に
参
差
た
り
、 

 
 

我
作
無
待
遊
、 

 

我
は
無
待
の
遊
を
作
し
、 

 
 

有
待
輒
見
随
。 

 

有
待
に
輒
ち
随
は
る
。 

 
 

高
会
佳
人
寝
、 

 
佳
人
の
寝
に
高
会
し
、 

 
 

二
待
互
是
非
。 

 
二
待
互
ひ
に
是
非
す
。 

 
 

有
無
非
有
定
、 

 

有
無
定
有
る
に
非
ず
、 

 
 

待
待
各
自
帰
。 

 

待
待
各
お
の
自
ら
帰
す
。 

 
 

南
極
紫
元
夫
人
も
、「
玄
心
空
同
間
」
と
い
う
高
い
視
角
か
ら
「
無
待
」
と
「
有
待
」
を
見
て
い
る
。「
無
待
」
は
「
両
際
」（
両
者
対
立
の
場
）
に
あ
り
、

「
有
待
」
は
何
も
謀
る
こ
と
は
な
い
。
「
無
」
を
体
得
す
る
と
死
ぬ
こ
と
が
で
き
、「
有
」
を
体
得
す
る
と
生
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、「
二
待
奚

足
争
」
を
言
い
出
し
て
、「
有
待
」
と
「
無
待
」
は
、
競
争
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。 

第
二
首
の
詩
で
は
、
南
極
紫
元
夫
人
は
「
我
作
無
待
遊
」
の
よ
う
に
自
分
の
「
無
待
」
と
い
う
立
場
を
明
ら
か
に
表
明
し
て
い
る
が
、
最
後
の
一
聯
「
有

無
非
有
定
、
待
待
各
自
帰
」
に
は
、「
無
待
」
が
「
有
待
」
に
勝
る
こ
と
を
言
わ
ず
、
客
観
的
に
「
有
待
」
と
「
無
待
」
の
論
争
を
ま
と
め
て
い
る
。
「
有
」

と
「
無
」
は
、
ど
れ
が
優
れ
て
い
る
の
か
を
判
断
し
に
く
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
南
極
紫
元
夫
人
は
、

「
有
待
」
と
「
無
待
」
の
優
劣
を
付
け
て
い
な
い
、
各
々
の
価
値
を
認
識
し
な
が
ら
、
中
立
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
。 

 
 

以
上
の
一
連
の
応
酬
詩
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
詩
の
前
半
部
分
は
お
よ
そ
、
真
人
た
ち
の
遊
ぶ
様
子
を
具
体
的
に
描
写
し
て
い
る
。
特
に
「
駕
欻

敖
八
虚
」「
朗
嘨
躡
霊
風
」（
右
英
夫
人
）、「
乗
颷
遡
九
天
」（
紫
微
夫
人
）、「
龍
旂
舞
太
虚
、
飛
輪
五
岳
阿
」（
中
候
夫
人
）
、「
駕
欻
発
西
華
」（
九
華
安
妃
）
、

「
控
飆
扇
太
虚
」（
南
極
紫
元
夫
人
）
の
よ
う
に
、
風
に
乗
っ
て
飛
翔
す
る
描
写
を
重
ん
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
逍
遙
遊
篇
の
「
列
子
御
風
而
行
」
の
寓
話

に
基
づ
い
た
発
想
だ
と
思
わ
れ
る
。
詩
の
後
半
部
分
は
、「
有
待
」
と
「
無
待
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
右
英
夫
人
、
紫
微
夫
人
、
桐
柏
山
真
人
、
清
霊

真
人
、
中
候
夫
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
有
待
」
あ
る
い
は
「
無
待
」
の
立
場
だ
け
を
示
し
て
い
る
が
、
昭
霊
李
夫
人
、
九
華
安
妃
、
太
虚
南
嶽
真
人
、
方
諸
青

童
君
、
南
極
紫
元
夫
人
は
、
自
分
の
立
場
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
斉
物
思
想
の
高
み
か
ら
「
有
待
」
と
「
無
待
」
の
対
立
を
解
消
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
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る
。 

 
 

道
真
の
「
小
知
章
」
も
、「
有
待
何
称
善
、
無
為
我
道
周
」
で
「
有
待
」
を
否
定
し
て
、「
無
為
」
に
「
我
」
を
加
え
て
、「
無
為
」（
無
待
）
の
立
場
を
示

し
て
い
る
。「
我
」
の
登
場
は
、『
真
誥
』
の
真
人
詩
に
も
見
え
て
い
た
。
右
英
夫
人
は
「
我
為
有
待
来
」、
九
華
安
妃
は
「
我
作
無
待
親
」
、
南
極
紫
元
夫
人

は
「
我
作
無
待
遊
」
を
言
い
、
自
分
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

道
真
の
讃
岐
時
代
の
作
品
を
見
る
と
、
自
分
を
「
真
人
」
と
見
な
す
作
品
が
あ
る
。
讃
岐
旅
館
の
屏
風
画
を
見
て
作
っ
た5

2
3

「
画
図
屏
風
松
下
道
士
賛

六
首
」
の
第
六
首
「
採
薬
」
は
、 

 
 

肩
籠
手
丈
、
松
老
薬
神
。
足
矣
涯
分
、
我
是
真
人
。 

 
 

 

籠
を
肩
に
し
丈
を
手
に
す
、
松
老
い
て
薬
神
た
り
。
足
れ
る
か
な
涯
分
、
我
は
是
れ
真
人
。 

と
あ
る
。
絵
に
描
か
れ
て
い
た
の
は
、
肩
に
薬
草
を
入
れ
る
籠
を
担
い
、
手
に
杖
を
持
っ
て
い
る
採
薬
の
仙
人
で
あ
る
。「
足
矣
涯
分
、
我
是
真
人
」
は
、

『
荘
子
』
養
生
主
篇
を
踏
ま
え
て
い
る
。 

 
 

吾
生
也
有
涯
、
而
知
也
無
涯
。
以
有
涯
随
無
涯
、
殆
已
。 

 
 

 

吾
が
生
や
涯
有
り
、
而
も
知
や
涯
無
し
。
涯
有
る
を
以
て
涯
無
き
に
随
ふ
は
、
殆
き
の
み
。 

 
 

こ
の
一
文
の
成
玄
英
疏
に
は
、 

 
 
 
 

涯
、
分
也
。
夫
生
也
受
形
之
載
、
禀
之
自
然
、
愚
智
修
短
、
各
有
涯
分
。
（
後
略
） 

 
 

 

涯
は
分
な
り
。
夫
れ
生
や
形
を
受
く
る
の
載
な
り
、
之
を
自
然
に
禀
け
た
り
、
愚
智
修
短
、
各
涯
分
有
り
。 

と
あ
る
。「
涯
分
」
は
、
人
生
の
分
際
・
境
涯
で
あ
る
。
道
真
は
、
自
分
の
分
際
に
満
足
し
て
、「
我
是
真
人
」
と
、
明
ら
か
に
自
分
を
「
真
人
」
と
認
識
し

て
い
る
。 

「
採
薬
」
と
類
似
す
る
用
例
は
、
讃
岐
時
代
の
作
品1

9
6

「
秋
」
に
、 

 
 

涯
分
浮
沈
更
問
誰
、 

 

涯
分
の
浮
沈 

更
に
誰
に
か
問
は
ん
、 

 
 

秋
来
暗
倍
客
居
悲
。 

 

秋
よ
り
こ
の
か
た
暗
に
倍
す 

客
居
の
悲
し
み
。 

 
 

老
松
窓
下
風
涼
処
、 

 

老
松
の
窓
の
下 

風
の
涼
し
き
処
、 
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疎
竹
籬
頭
月
落
時
。 

 

疎
竹
の
籬
の
頭 

月
の
落
つ
る
時
。 

 
 

 
（
後
略
） 

と
あ
る
。「
採
薬
」
と
同
様
に
、「
涯
分
」
と
「
老
松
」
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
の
詩
の
「
涯
分
」
は
、
変
化
不
定
な
人
生
を
指
し
、
悲
哀
の
情
を
含
ん
で
い

る
。
憂
鬱
な
讃
岐
守
の
生
活
を
過
ご
し
な
が
ら
、
老
い
た
松
を
わ
た
る
風
の
声
を
聞
い
て
、
竹
が
ま
ば
ら
に
生
え
た
籬
の
月
の
ひ
か
り
を
楽
し
ん
で
お
り
、

解
脱
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
道
真
の
「
松
老
薬
神
」
と
「
老
松
窓
下
」
が
、
陶
弘
景
を
意
識
し
て
い
る
点
で
あ
る
。 

 

『
梁
書
』
を
見
る
と
、
陶
弘
景
は
、
仙
人
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
て
、
松
風
を
好
む
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
９
）。 

永
元
初
、
更
築
三
層
楼
。
弘
景
処
其
上
、
弟
子
居
其
中
、
賓
客
至
其
下
、
与
物
遂
絶
。
唯
一
家
僮
得
侍
其
旁
。
特
愛
松
風
、
毎
聞
其
響
、
欣
然
為
楽
。

有
時
独
遊
泉
石
、
望
見
者
以
為
仙
人
。 

 
 

 

永
元
初
に
、
更
に
三
層
の
楼
を
築
く
。
弘
景
、
其
の
上
に
処
し
、
弟
子
其
の
中
に
居
し
、
賓
客
其
の
下
に
至
り
、
物
と
遂
に
絶
つ
。
唯
一
の
家
僮

は
其
の
旁
に
侍
る
こ
と
を
得
。
特
に
松
風
を
愛
し
、
其
の
響
き
を
聞
く
ご
と
に
、
欣
然
と
し
て
楽
を
為
す
。
時
有
れ
ば
独
り
泉
石
に
遊
ぶ
。
望
み

見
る
者
は
以
て
仙
人
と
為
す
。 

 

陶
弘
景
は
、
三
層
の
楼
を
立
て
、
第
三
層
に
住
ん
で
い
る
。
弟
子
は
第
二
層
に
住
ん
で
い
る
。
俗
世
間
の
物
事
と
断
絶
し
た
。
松
風
を
好
ん
で
、
そ
れ
を

聞
く
と
、
欣
然
と
し
て
楽
し
ん
で
い
る
。
時
々
独
り
山
水
の
景
色
の
よ
い
所
で
遊
び
、
遠
く
か
ら
そ
の
姿
を
見
た
人
は
、
仙
人
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

 
 

陶
弘
景
は
、
仙
人
の
イ
メ
ー
ジ
に
止
ま
ら
ず
、
医
薬
の
研
究
者
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
の
「
医
方
家
」
に
は
、
陶
弘
景

が
著
し
た
「
神
農
本
草
七
」
、「
神
農
本
草
夾
注
音
一
」
、「
注
神
農
本
草
表
序
一
」
の
薬
学
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
１
０
）。
道
真
は
、
讃
岐
時
代
の
作
品

3
0
6

「
吟
善
淵
博
士
・
物
章
医
師
両
才
子
新
詩
、
戯
寄
長
句
」
で
、
薬
学
家
と
し
て
の
陶
弘
景
を
意
識
し
て
い
る
。 

 
 

颯
颯
松
窓
独
臥
時
、 

颯
颯
た
る
松
窓
に
独
り
臥
す
時
、 

 
 

相
迎
僚
友
見
文
詞
。 

僚
友
を
相
ひ
迎
へ
て
文
詞
を
見
る
。 

 
 

大
春
堂
下
寒
吟
逸
、 

大
春
堂
下
寒
吟
逸
び
た
り
、 

 
 

弘
景
園
中
暁
嘯
悲
。 

弘
景
園
中
暁
嘯
悲
し
め
り
。 

 
 
 
 

何
啻
離
経
称
博
士
、 

 

何
ぞ
啻
に 

経
を
離
れ
て
博
士
と
称
せ
む
、 
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自
慙
合
薬
喚
医
師
。 

 

自
ら
薬
を
合
せ
て 

医
師
と
喚
は
る
る
こ
と
を
慙
づ
。 

 
 

閑
思
共
有
雕
虫
業
、 

 

閑
か
に
思
へ
ば 

共
に
雕
虫
の
業
有
り
、 

 
 

応
化
使
君
昔
詠
詩
。 

 

応
化
の
使
君
も
昔
詩
を
詠
じ
た
り
き
。 

 
 

こ
れ
は
、
道
真
が
善
淵
愛
成
と
物
章
医
師
の
詩
作
を
読
ん
だ
後
に
作
っ
た
詩
で
あ
る
。
首
聯
で1

9
6

「
秋
」
と
同
様
に
、「
松
窓
」
の
語
を
使
い
、
松
風
を

聞
く
こ
と
を
描
写
し
て
い
る
。
頷
聯
と
頸
聯
は
、
上
の
句
は
善
淵
愛
成
の
こ
と
を
言
い
、
下
の
句
は
物
章
毉
師
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
頷
聯
の
「
大
春
堂
」

は
、
川
口
久
雄
氏
に
よ
る
と
、「
大
学
寮
の
明
経
道
院
の
東
舎
」
で
あ
り
、
明
経
道
の
博
士
善
淵
愛
成
を
指
し
て
い
る
。「
弘
景
園
」
は
、
陶
弘
景
の
薬
園
で

あ
り
、
物
章
医
師
を
指
し
て
い
る
。
陶
弘
景
を
「
医
師
」「
合
薬
」
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
一
方
首
聯
の
「
颯
颯
松
窓
」
は
、
陶
弘
景
の
仙
人
の
イ
メ
ー
ジ

を
踏
ま
え
て
い
る
。5

2
3

「
画
図
屏
風
松
下
道
士
賛
六
首
」
の
第
六
首
「
採
薬
」
の
「
松
老
薬
神
」
も
陶
弘
景
で
あ
り
、
そ
の
詩
の
中
の
「
我
是
真
人
」
は
、

前
述
の
通
り
陶
弘
景
が
編
纂
し
た
『
真
誥
』
の
真
人
と
自
分
を
重
ね
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

平
安
時
代
ま
で
の
漢
詩
文
に
、
陶
弘
景
の
仙
人
の
イ
メ
ー
ジ
と
松
風
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
用
例
が
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、『
懐
風
藻
』
の
「
遊
吉

野
二
首
」
其
の
一
に
は
、「
翻
知
玄
圃
近
、
対
玩
入
松
風
」（
翻
り
て
知
る
玄
圃
近
き
こ
と
を
、
対
玩
す
松
に
入
る
風
）
が
見
え
る
（
１
１
）。「
玄
圃
」
と
い

う
仙
界
に
、
松
風
を
翫
ぶ
こ
と
を
描
い
て
い
る
。『
本
朝
無
題
詩
』
４
４
８
番
の
藤
原
周
光
の
作
品
に
も
、「
陶
弘
隠
径
孤
松
静
」（
陶
弘
が
隠
径
に
は
、
孤

松
静
か
な
り
）
が
あ
り
、
陶
弘
景
を
「
孤
松
」
と
並
べ
て
い
る
（
１
２
）。
ま
た
、「
資
実
長
兼
両
卿
百
番
詩
合
」
の
雑
部
の
「
高
士
慕
神
仙
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
下
に
、「
陶
弘
素
意
茅
山
月
、
孝
緒
玄
蹤
瀛
海
風
」
の
対
句
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
１
３
）
。「
茅
山
」
は
、
神
塚
淑
子
氏
が
「
『
真
誥
』
の
大
部
分
を

占
め
る
神
仙
た
ち
の
言
葉
は
、
東
晋
の
都
、
建
康
の
郊
外
に
あ
る
茅
山
の
許
謐
ら
に
啓
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、『
真
誥
』
の
誕

生
地
で
あ
る
（
１
４
）
。
こ
の
対
句
は
、「
高
士
」
陶
弘
景
が
「
神
仙
」
を
慕
い
、『
真
誥
』
を
編
纂
し
た
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。 

以
上
の
用
例
か
ら
、
平
安
時
代
ま
で
の
文
人
た
ち
は
、
陶
弘
景
と
い
う
人
物
を
、
松
風
を
好
み
、
薬
を
研
究
し
て
い
た
仙
人
と
し
て
把
握
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。 

 
 

道
真
が
受
け
て
い
た
陶
弘
景
の
影
響
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
看
過
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
「
小
知
章
」
の
「
有
待
何
称
善
、
無
為
我
道
周
」
の
よ
う
に

「
無
待
」
を
「
無
為
」
と
言
い
替
え
、「
有
待
」
と
並
べ
る
表
現
は
す
で
に
、『
芸
文
類
聚
』
巻
七
十
八
霊
異
部
上
に
載
せ
て
い
る
陶
弘
景
の
「
雲
上
之
仙
風

賦
」
に
見
え
る
（
１
５
）。
次
に
掲
げ
る
。 
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縹
緲
遙
裔
、
亘
碧
海
而
颺
朝
霞
、
凌
青
煙
而
溥
天
際
、
出
龍
門
而
激
水
、
度
葱
関
以
飛
雪
。
於
是
漢
区
動
御
、
月
軌
驚
文
、
浮
虚
入
景
、
登
空
汎
雲
。

一
挙
万
里
、
曾
不
浹
辰
。
此
列
子
有
待
之
風
也
。
若
乃
綿
括
宇
宙
、
苞
絡
天
維
、
周
流
八
極
、
回
環
四
時
、
気
値
節
而
動
律
、
位
渉
巽
而
離
箕
、
徒
見

去
来
之
緒
、
莫
測
終
始
之
期
、
此
太
虚
無
為
之
風
也
。 

縹
緲
遙
裔
た
り
、
碧
海
に
亘
り
朝
霞
を
颺
ぐ
、
青
煙
を
凌
ぎ
天
際
に
溥
る
、
龍
門
を
出
で
て
水
を
激
す
、
葱
関
を
度
り
以
て
雪
を
飛
ば
す
。
是
に
於

い
て
漢
区
動
御
し
、
月
軌
驚
き
文
す
、
虚
を
浮
か
べ
て
景
に
入
り
、
空
に
登
り
雲
を
汎
ぶ
。
一
挙
し
て
万
里
、
曾
て
浹
辰
に
あ
ら
ず
。
此
れ
列
子
有

待
の
風
な
り
。
若
し
乃
ち
宇
宙
を
綿
括
し
、
天
維
を
苞
絡
し
、
八
極
を
周
流
し
、
四
時
を
回
環
し
て
、
気
節
に
値
ひ
律
を
動
か
し
、
位
巽
に
渉
り
箕

に
離
る
。
徒
去
来
の
緒
を
見
、
終
始
の
期
を
測
る
こ
と
莫
き
は
、
此
れ
太
虚
無
為
の
風
な
り
。 

 

遙
か
な
広
い
と
こ
ろ
か
ら
吹
い
て
き
た
仙
風
は
、
碧
い
海
に
亘
っ
て
、
朝
霞
を
吹
き
上
げ
る
。
青
い
煙
を
凌
い
で
、
天
の
果
て
ま
で
吹
き
通
す
。
龍
門
を

出
て
、
水
を
湧
き
起
こ
ら
せ
、
葱
関
を
渡
っ
て
雪
を
飛
ば
し
て
い
る
。
こ
の
時
に
、
広
い
空
は
動
い
て
、
月
の
軌
跡
は
驚
い
た
よ
う
に
、
文
が
現
れ
た
。
虚

を
浮
か
べ
て
景
色
に
入
り
、
空
に
登
っ
て
雲
を
浮
か
べ
て
い
る
。
一
度
吹
く
と
万
里
の
遠
方
ま
で
着
い
て
、
十
二
日
も
か
か
ら
な
い
。
こ
う
い
う
風
は
、
列

子
の
有
待
の
風
で
あ
る
。
宇
宙
を
ま
と
め
て
包
み
、
天
の
網
を
包
み
く
る
み
、
八
極
を
め
ぐ
り
流
れ
て
、
四
時
を
回
環
し
て
、
季
節
ご
と
に
そ
の
気
の
調
子

を
整
え
、
巽
の
位
置
を
渡
っ
て
箕
の
宿
に
離
れ
、
去
る
こ
と
と
来
る
こ
と
の
み
が
見
ら
れ
、
終
わ
り
と
始
め
が
測
れ
な
い
の
は
、
太
虚
の
無
為
の
風
で
あ

る
。 

 

こ
の
「
雲
上
之
仙
風
賦
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
列
子
寓
話
を
踏
ま
え
て
、「
列
子
有
待
之
風
」
と
「
太
虚
無
為
之
風
」
を
対
比
し
て
い
る
。「
有
待
」
と
「
無

為
」
を
並
べ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
優
劣
は
付
け
て
い
な
い
。
客
観
的
に
「
仙
風
」
の
様
子
を
述
べ
て
い
る
。
道
真
の
「
有
待
何
称
善
、
無
為
我
道
周
」
は
、

「
有
待
」
を
否
定
し
て
、「
無
為
」
の
立
場
を
「
我
」
に
加
え
て
、「
無
為
」
の
見
方
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 
 

讃
岐
時
代
の
道
真
は
、
憂
い
の
気
分
を
晴
ら
す
た
め
に
、
陶
弘
景
の
神
仙
世
界
に
浸
っ
て
、
詩
文
の
形
で
そ
の
慕
う
気
持
ち
を
表
わ
し
て
い
た
。
我
が
身

を
『
真
誥
』
の
真
人
と
見
な
し
て
、
京
都
に
戻
っ
た
後
に
作
成
し
た
「
小
知
章
」
も
、
そ
の
気
持
ち
の
延
長
線
上
に
立
っ
て
い
る
。
逍
遙
遊
篇
の
素
材
を
利

用
し
な
が
ら
、『
真
誥
』
の
五
言
応
酬
詩
に
倣
い
、「
有
待
何
称
善
、
無
為
我
道
周
」
で
「
有
待
」
と
「
無
待
」（
無
為
）
の
優
劣
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 四

、「
無
待
之
心
」
と
支
遁
の
「
逍
遙
論
」 
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「
小
知
章
」
は
、
序
文
で
「
未
若
無
功
之
神
、
無
名
之
聖
、
能
馭
六
気
、
遠
遊
無
窮
、
逍
遙
之
智
足
矣
、
無
待
之
心
適
焉
」
と
言
い
、
列
子
が
「
無
待
之

心
」
を
持
っ
て
い
る
聖
人
に
及
ば
な
い
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
ま
た
、
詩
の
本
文
の
「
有
待
何
称
善
、
無
為
我
道
周
」
は
、
聖
人
の
あ
り
方
「
無
待
」
を
自

分
の
立
場
と
し
て
肯
定
し
て
、
「
無
待
」
は
「
有
待
」
に
勝
る
と
い
う
立
場
を
示
し
て
い
た
。 

 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
郭
象
注
は
、「
有
待
」
と
「
無
待
」
の
優
劣
を
判
定
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。「
若
夫
乗
天
地
之
正
、
而
御
六
気
之
弁
、
以

遊
無
窮
者
、
彼
且
悪
乎
待
哉
」
の
郭
注
に
は
、「
故
有
待
無
待
、
吾
所
不
能
斉
也
」
、「
夫
無
待
猶
不
足
以
殊
有
待
」
が
見
え
る
。
郭
象
は
、「
無
待
」
と
「
有

待
」
を
同
一
視
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
成
玄
英
の
疏
は
、「
無
待
聖
人
」
に
つ
い
て
、「
明
徹
於
無
窮
、
将
於
何
而
有
待
者
也
」
と
郭
象
に
反
駁
し

て
い
る
。「
無
待
」
の
人
と
「
有
待
」
の
人
を
明
ら
か
に
分
別
し
て
い
る
。
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
の
間
に
は
、
懸
隔
が
生
じ
て
い
る
。 

 
 

「
小
知
章
」
序
文
の
「
無
待
之
心
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
宋
栄
子
に
言
及
し
て
い
る
部
分
の
「
雖
然
、
猶
有
未
樹
也
」
の
成
玄
英
疏
に
由
来
し
て
い
る
。 

 
 

栄
子
舎
有
証
無
、
溺
在
偏
滞
。
故
於
無
待
之
心
、
未
立
逍
遙
之
趣
、
智
尚
虧
也
。 

 
 

 

栄
子
有
に
舎
り
無
を
証
す
、
溺
れ
て
偏
滞
に
在
り
。
故
に
無
待
の
心
に
於
い
て
は
、
未
だ
逍
遙
の
趣
を
立
て
ず
、
智
尚
虧
く
る
な
り
。 

 
 

宋
国
の
賢
者
宋
栄
子
は
、
俗
人
が
爵
禄
の
「
有
」
る
こ
と
を
嘲
笑
っ
た
。「
無
」
の
正
確
性
を
証
明
す
る
た
め
に
「
有
」
を
否
定
し
た
。「
無
」
を
求
め
る

こ
と
は
、
徹
底
的
な
「
無
待
」「
逍
遙
」
と
は
言
え
な
い
、
絶
対
の
自
由
を
理
解
す
る
智
恵
が
足
り
て
い
な
い
と
い
う
。
成
玄
英
疏
は
、「
無
待
」
を
心
の
内

部
に
存
在
し
て
い
る
自
由
な
精
神
と
見
な
し
て
い
る
。 

 

成
玄
英
疏
の
よ
う
に
「
逍
遙
」「
無
待
」
を
「
心
」
と
結
び
つ
け
る
の
は
、
『
世
説
新
語
』
文
学
部
の
劉
孝
標
注
に
収
載
さ
れ
て
い
る
支
遁
の
「
逍
遙
論
」

に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

夫
逍
遙
者
、
明
至
人
之
心
也
。
荘
生
建
言
大
道
、
而
寄
指
鵬
鷃
。
鵬
以
営
生
之
路
曠
、
故
失
適
於
体
外
。
鷃
在
近
而
笑
遠
、
有
矜
伐
於
心
内
。
至
人
乗

天
正
而
高
興
、
遊
無
窮
於
放
浪
。
物
物
而
不
物
於
物
、
則
遙
然
不
得
我
。
玄
感
不
為
、
不
疾
而
速
、
則
逍
然
靡
不
適
。
此
所
以
為
逍
遙
也
。
若
夫
有
欲

当
其
所
足
、
足
於
所
足
、
快
然
有
似
天
真
、
猶
飢
者
一
飽
、
渴
者
一
盈
、
豈
忘
烝
嘗
於
糗
糧
、
絶
觴
爵
於
醪
醴
哉
。
苟
非
至
足
、
豈
所
以
逍
遙
乎
。 

夫
れ
逍
遙
と
い
ふ
は
、
至
人
の
心
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
荘
生
言
を
大
道
に
建
し
、
鵬
鷃
に
寄
指
す
。
鵬
は
生
を
営
む
の
路
の
曠
き
を
以
て
、
故

に
体
外
に
適
ふ
を
失
ふ
。
鷃
は
近
に
在
り
て
遠
を
笑
ひ
、
心
内
に
矜
伐
有
り
。
至
人
天
正
に
乗
り
興
を
高
め
、
放
浪
よ
り
も
無
窮
に
遊
ぶ
。
物
を
物

と
し
て
も
物
に
物
と
さ
れ
ず
、
則
ち
遙
然
と
し
て
我
を
得
ず
。
玄
感
し
て
為
さ
ず
、
疾
か
ら
ず
し
て
速
く
、
則
ち
逍
然
と
し
て
適
せ
ざ
る
靡
し
。
此
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れ
所
以
に
逍
遙
を
為
す
も
の
な
り
。
若
し
夫
れ
其
の
足
る
と
こ
ろ
に
当
た
ら
ん
と
欲
す
る
と
こ
ろ
有
れ
ば
、
足
る
と
こ
ろ
に
足
り
、
快
然
と
し
て

天
真
に
似
る
こ
と
有
り
、
猶
飢
者
の
一
飽
、
渴
者
の
一
盈
が
ご
と
し
、
豈
に
糗
糧
を
烝
嘗
す
る
こ
と
、
觴
爵
を
醪
醴
に
絶
つ
こ
と
を
忘
れ
ん
や
。
苟

も
至
足
に
非
ざ
れ
ば
、
豈
に
所
以
に
逍
遙
た
ら
ん
や
。 

 

「
夫
逍
遙
者
、
明
至
人
之
心
也
」
は
、
明
ら
か
に
「
逍
遙
」
の
意
味
を
解
釈
し
て
い
る
。「
逍
遙
」
は
、
至
人
の
心
で
あ
る
。
荘
子
は
逍
遙
遊
篇
で
鵬
と

鷃
の
寓
話
を
以
て
「
大
道
」
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
鵬
は
道
が
遠
い
の
で
、
外
面
的
に
不
自
由
で
あ
る
。
鷃
は
遠
く
ま
で
飛
ん
で
い
く
鵬
を
嘲
笑
っ

て
、
高
慢
な
心
を
持
っ
て
、
内
面
的
に
不
自
由
で
あ
る
。
支
遁
は
、
鵬
と
鷃
の
両
方
を
否
定
し
て
、
鵬
も
鷃
も
逍
遙
に
は
あ
た
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

続
い
て
、
世
の
中
に
遊
ん
で
い
る
「
至
人
」
の
様
子
を
描
写
し
て
い
る
。
最
後
の
一
文
「
苟
非
至
足
、
豈
所
以
逍
遙
乎
」
は
、
「
至
人
」
こ
そ
が
「
至
足
」

の
境
地
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
、「
至
足
」
の
至
人
だ
か
ら
こ
そ
、
心
の
中
に
絶
対
的
な
「
逍
遙
」
が
存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
支

遁
は
、
至
人
以
外
の
も
の
を
す
べ
て
無
視
し
て
、
至
人
の
逍
遙
だ
け
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
万
物
み
ん
な
逍
遙
し
て
い
る
と
い
う
見
方
を
持
つ
郭
象

に
対
す
る
猛
烈
な
批
判
で
あ
る
。
湯
用
彤
氏
も
、「
崇
有
之
学
与
向
郭
学
説
」
に
お
い
て
、「
支
道
林
之
説
、
為
向
郭
逍
遙
説
之
修
正
、
只
説
無
待
之
逍
遙
」

（
支
道
林
の
説
は
、
向
秀
・
郭
象
の
逍
遙
説
を
修
正
し
た
も
の
で
、
無
待
の
逍
遙
だ
け
を
言
っ
て
い
る
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
６
）。 

 

六
朝
宋
の
詩
人
謝
霊
運
は
、
『
初
学
記
』
巻
十
九
に
所
載
の
「
江
妃
賦
」
で
、「
無
待
」
を
「
心
」
と
関
連
づ
け
て
用
い
て
い
る
。
次
の
通
り
（
１
７
）。 

小
腰
微
骨
、
朱
衣
皓
歯
。
綿
視
騰
来
、
靡
容
膩
理
。
出
月
隠
山
、
落
日
映
嶼
。
収
霞
斂
色
、
迴
颷
払
渚
。
毎
馳
情
於
晨
暮
、
矧
良
遇
之
莫
叙
。
投
明
珠

以
申
贈
、
覬
色
授
而
魂
与
。
嗟
佳
人
之
眇
邁
、
眺
霄
際
而
皓
語
。
懼
展
愛
之
未
期
、
抑
傾
念
而
蹔
佇
。
天
台
二
蛾
、
宮
亭
双
媛
、
青
袿
神
接
、
紫
衣
形

見
。
或
飄
翰
凌
煙
、
或
潜
泳
浮
海
。
万
里
俄
頃
、
寸
陰
未
改
。
事
雖
仮
於
雲
物
、
心
常
得
於
無
待
。 

小
腰
微
骨
、
朱
衣
に
し
て
皓
き
歯
。
綿
く
視
る
に
騰
り
来
た
り
、
靡
容
に
し
て
膩
理
。
月
出
で
て
山
に
隠
れ
、
落
日
嶼
に
映
ず
。
霞
を
収
め
て
色
を

斂
む
、
颷
を
迴
し
渚
を
払
ふ
。
毎
に
情
を
晨
暮
に
馳
せ
、
矧
や
良
遇
叙
ぶ
る
な
き
こ
と
や
。
明
珠
を
投
げ
て
以
て
申
贈
し
、
色
授
ぎ
魂
与
に
す
る
こ

と
を
覬
む
。
佳
人
の
眇
邁
た
る
こ
と
を
嗟
き
、
霄
際
を
眺
め
て
皓
語
す
。
愛
を
展
す
る
こ
と
未
だ
期
せ
ざ
る
を
懼
る
、
傾
念
を
抑
え
て
蹔
く
佇
む
。

天
台
二
蛾
、
宮
亭
双
媛
、
青
袿
に
し
て
神
接
し
、
紫
衣
に
し
て
形
見
え
た
り
。
或
い
は
翰
を
飄
し
煙
を
凌
ぎ
、
或
い
は
潜
泳
し
て
海
に
浮
ぶ
。
万
里

俄
頃
に
、
寸
陰
未
だ
改
め
ず
。
事
は
雲
物
に
仮
る
と
雖
も
、
心
常
に
無
待
を
得
た
り
。 

 

江
妃
は
細
い
腰
で
小
柄
な
体
、
歯
が
白
く
て
光
っ
て
い
る
。
遠
く
視
る
と
、
彼
女
た
ち
が
飛
ん
で
き
て
、
顔
か
た
ち
が
美
し
い
。
そ
の
艶
か
し
い
姿
は
、
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あ
た
か
も
出
た
ば
か
り
の
月
が
山
に
隠
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
落
日
が
小
山
を
映
じ
る
よ
う
で
あ
る
。
煙
霞
を
あ
つ
め
て
そ
の
光
を
収
め
た
よ
う
に
暗
い
夕
暮

れ
に
、
江
妃
は
、
つ
む
じ
風
に
乗
っ
て
回
し
て
、
渚
を
吹
い
て
い
る
。
私
は
毎
日
江
妃
に
恋
慕
の
情
を
抱
き
、
美
し
い
出
会
い
だ
が
そ
の
恋
慕
の
情
を
吐
露

し
た
こ
と
が
な
い
。
明
珠
を
投
げ
て
江
妃
た
ち
に
贈
り
、
彼
女
た
ち
の
美
貌
に
な
れ
近
づ
き
、
彼
女
た
ち
の
心
が
私
に
許
す
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
佳
人
の

遠
く
遙
か
に
い
る
こ
と
を
嘆
い
て
、
天
際
を
眺
め
て
恋
慕
の
情
を
表
し
て
い
る
。
恋
慕
の
情
を
江
妃
に
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
懼
れ
て
、
自
分
の
気
持

ち
を
抑
え
て
暫
く
佇
ん
で
い
る
。
天
台
山
の
二
人
の
仙
女
な
の
か
、
そ
れ
と
も
宮
亭
の
二
人
の
仙
女
な
の
か
。
青
い
袿
で
そ
の
精
神
を
接
し
、
紫
色
の
衣
で

そ
の
姿
を
現
し
て
い
る
。
時
々
天
上
に
舞
い
上
が
り
も
や
を
凌
ぎ
、
時
々
海
に
入
り
浮
遊
し
て
い
る
。
万
里
の
距
離
を
瞬
く
間
に
経
て
、
時
間
が
少
し
も
変

わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
雲
な
ど
外
物
に
借
り
て
行
動
す
る
が
、
心
は
常
に
無
待
の
境
地
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 

謝
霊
運
は
、
江
の
仙
女
た
ち
「
江
妃
」
の
美
し
い
遊
行
の
姿
を
描
写
し
て
い
る
。「
或
飄
翰
凌
煙
、
或
潜
泳
浮
海
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
天
上
の
鵬
と
海
中

の
鯤
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
心
常
得
於
無
待
」
は
、
江
妃
た
ち
は
「
無
待
」
の
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、「
江
妃
」

を
聖
人
（
至
人
）
と
見
な
し
て
い
る
。 

 

謝
霊
運
の
詩
文
と
『
真
誥
』
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
す
で
に
堂
薗
淑
子
氏
の
先
行
論
文
が
あ
る
（
１
８
）。
氏
は
、「
『
真
誥
』
の
詩
歌
と
謝
霊
運
の
詩
文

と
に
明
か
な
近
似
性
が
あ
る
こ
と
を
、
『
荘
子
』
に
由
来
す
る
「
有
待
」「
無
待
」
の
使
い
方
を
通
し
て
示
し
た
」
、「
有
待
・
無
待
を
生
得
的
な
要
素
と
は

関
わ
ら
な
い
、
心
の
問
題
と
し
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
、
ま
た
、「
事
雖
仮
於
雲
物
、
心
常
得
於
無
待
」
に
つ
い
て
、 

事
に
際
し
て
は
雲
の
助
け
を
借
り
る
と
は
、
明
ら
か
に
『
荘
子
』
に
記
さ
れ
た
列
子
を
意
識
し
た
表
現
で
あ
り
、
風
を
頼
み
と
す
る
列
子
の
よ
う
に
江

妃
も
有
待
の
身
で
は
あ
る
が
、
心
は
無
待
の
境
地
に
あ
る
と
い
う
。
こ
だ
わ
り
の
な
い
心
理
を
表
す
も
の
と
し
て
「
無
待
」
を
用
い
、
し
か
も
そ
れ
が

女
神
の
心
の
あ
り
方
の
表
現
で
あ
る
と
こ
ろ
は
、『
真
誥
』
の
真
人
詩
と
ま
さ
し
く
同
じ
で
あ
る
。
神
仙
に
対
し
て
有
待
・
無
待
の
語
を
用
い
る
の
は
、

逯
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
や
嚴
可
均
校
輯
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
八

年
）
で
見
る
限
り
、『
真
誥
』
の
真
人
詩
と
こ
の
「
江
妃
賦
」
の
み
で
あ
り
、『
真
誥
』
の
神
降
ろ
し
の
記
録
と
謝
霊
運
の
詩
文
に
共
通
す
る
背
景
が
あ

る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。 

 
 

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
謝
霊
運
は
、『
真
誥
』
の
運
題
象
篇
の
真
人
応
酬
詩
に
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
、「
江
妃
」
を
「
真
人
」
に
重
ね
て
「
江
妃
賦
」
を

創
作
し
て
、「
無
待
」
と
い
う
心
の
自
由
な
境
地
に
対
す
る
敬
慕
の
情
を
表
わ
し
て
た
の
だ
ろ
う
。 
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神
塚
淑
子
氏
は
、「『
真
誥
』
の
真
人
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
の
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
、
郭
象
の
思
想
と
並
ん
で
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
、
支
遁
（
三
一
四―

三
六
六
）
の
思
想
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
支
遁
の
「
夫
逍
遙
者
、
明
二
至
人
之
心
一
也
」
と
い
う
逍
遙
論
は
、『
真
誥
』

に
影
響
を
与
え
て
、『
真
誥
』
は
ま
た
、
謝
霊
運
の
「
江
妃
賦
」
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。 

 
 
 

清
代
の
学
者
に
よ
る
と
、
成
玄
英
疏
も
『
真
誥
』
に
影
響
さ
れ
て
い
る
。『
四
庫
全
書
総
目
提
要
・
四
庫
未
収
書
目
』
の
成
玄
英
『
南
華
真
経
注
疏
』
条

に
、 

 
 

元
（
玄
）
英
此
疏
、
則
称
意
而
談
、
清
言
曲
暢
。
至
序
文
云
「
荘
子
、
字
子
休
、
生
宋
国
睢
陽
蒙
県
、
師
長
桑
公
子
、
受
号
南
華
仙
人
」
、
殆
出
『
真

誥
』
之
類
、
殊
可
以
広
異
聞
。 

 
 

 

元
（
玄
）
英
此
の
疏
、
則
ち
意
に
称
ひ
て
談
じ
、
清
言
し
て
曲
暢
た
り
。
序
文
に
至
り
云
く
「
荘
子
、
字
は
子
休
、
宋
国
睢
陽
蒙
県
に
生
ま
れ
、
長

桑
公
子
を
師
と
し
、
受
け
て
南
華
仙
人
を
号
と
す
」、
殆
ど
『
真
誥
』
の
類
に
出
で
て
、
殊
に
広
た
る
こ
と
を
以
て
聞
を
異
に
す
べ
し
。 

と
あ
る
（
１
９
）。
成
玄
英
疏
を
『
真
誥
』
と
関
連
づ
け
て
、
「
南
華
仙
人
」
の
号
は
、『
真
誥
』
の
真
人
を
意
識
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
成
玄
英
疏
の

「
故
於
無
待
之
心
、
未
立
逍
遙
之
趣
」
は
、
支
遁
の
「
夫
逍
遙
者
、
明
至
人
之
心
也
」
を
踏
ま
え
て
お
り
、
仏
教
の
思
想
を
吸
収
し
て
道
家
の
経
典
を
解
釈

し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

「
小
知
章
」
の
序
文
の
「
無
待
之
心
」
は
、
成
玄
英
疏
を
直
接
的
に
引
用
し
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
、
支
遁
の
「
逍
遙
論
」
、『
真
誥
』、

謝
霊
運
の
「
江
妃
賦
」
が
潜
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『
真
誥
』
は
、
「
小
知
章
」
に
全
体
的
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

五
、
お
わ
り
に 

 
 

本
章
は
、
菅
原
道
真
の
「
小
知
章
」
に
見
え
る
詩
語
「
有
待
」
と
「
無
待
」（
「
無
為
」
）
を
め
ぐ
っ
て
考
察
を
行
っ
た
。
道
真
は
、「
有
待
何
称
善
、
無
為

我
道
周
」
の
句
で
、「
有
待
」
を
否
定
し
て
、
「
無
待
」（
無
為
）
の
側
に
立
っ
て
い
る
。「
有
待
」
と
「
無
待
」
は
、
『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
に
登
場
す
る
列
子

の
「
猶
有
所
待
者
也
」
と
聖
人
の
「
彼
且
悪
乎
待
哉
」
に
由
来
し
て
い
る
。
郭
象
は
、
「
彼
且
悪
乎
待
哉
」
の
注
で
、
逍
遙
遊
篇
の
「
有
所
待
」「
悪
乎
待
」

を
「
有
待
」「
無
待
」
に
略
し
て
い
る
が
、「
有
待
」
と
「
無
待
」
の
優
劣
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
。「
有
待
」
と
「
無
待
」
そ
れ
ぞ
れ
を
別
次
元
の
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
仏
教
学
者
支
遁
は
、「
逍
遙
論
」
で
、「
夫
逍
遙
者
、
明
至
人
之
心
也
」
と
言
い
、「
無
待
」
の
「
至
人
」
こ
そ
が
「
逍
遙
」
す
る
も
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の
と
認
め
て
い
る
。
陶
弘
景
が
編
纂
し
た
『
真
誥
』
の
真
人
詩
に
も
、
「
有
待
」
と
「
無
待
」
の
論
争
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
讃
岐
時
代
の
道
真
に
は
、
陶

弘
景
を
意
識
し
て
、
そ
の
神
仙
世
界
に
身
を
投
げ
よ
う
と
す
る
姿
が
詩
文
に
見
え
る
。
陶
弘
景
の
「
雲
上
之
仙
風
賦
」
に
倣
い
、「
有
待
」
と
「
無
為
」
を

並
べ
て
お
り
、「
有
待
何
称
善
、
無
為
我
道
周
」
と
い
う
句
を
作
っ
た
。
ま
た
、「
小
知
章
」
序
文
の
「
無
待
之
心
」
に
つ
い
て
、
表
面
的
に
は
成
玄
英
疏
を

踏
ま
え
て
い
る
と
見
え
る
が
、
実
は
、「
心
」
か
ら
「
無
待
」
を
理
解
し
て
い
る
の
は
、
支
遁
の
「
逍
遙
論
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
『
真
誥
』、
ま
た
謝
霊

運
の
「
江
妃
賦
」
で
あ
り
、
道
真
は
そ
れ
ら
も
参
照
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

道
真
は
、
複
数
な
典
籍
に
由
来
す
る
思
想
と
表
現
を
文
学
創
作
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
特
に
讃
岐
赴
任
の
時
代
は
、
一
方
で
は
地
方
守
と
し
て
の
責
任
感

を
強
く
お
ぼ
え
、「
寒
早
十
首
」
の
よ
う
な
庶
民
に
関
心
を
寄
せ
る
作
品
を
作
っ
て
お
り
、
一
方
で
は
、
自
分
の
不
遇
を
嘆
き
、
憂
鬱
な
気
分
を
晴
ら
す
た

め
に
、
老
荘
や
神
仙
の
世
界
に
深
い
興
味
を
抱
い
て
、
そ
の
中
に
癒
し
を
求
め
て
い
る
。
京
都
に
戻
っ
た
後
に
も
、
し
ば
ら
く
そ
の
気
持
ち
が
続
い
て
、「
小

知
章
」
で
老
荘
と
神
仙
の
関
心
を
吐
露
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 注 （

１
）
菅
原
道
真
の
作
品
番
号
は
『
菅
家
文
草 
菅
家
後
集
』
（
川
口
久
雄
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
７
２
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
）
に
拠
る
。

引
用
と
訓
読
は
、
元
禄
十
三
年
跋
『
菅
家
文
草
』
と
貞
享
四
年
版
『
菅
家
後
草
』
に
拠
っ
た
が
、
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
道
真
の
三
首
連
作
と

『
荘
子
』
の
関
連
に
言
及
す
る
先
行
論
文
と
し
て
は
、
藤
原
克
己
「
詩
人
鴻
儒
菅
原
道
真
」（
『
菅
原
道
真
と
平
安
朝
の
漢
文
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、

平
成
十
三
年
）
、
谷
口
孝
介
「
閑
客
の
言
志―

菅
原
道
真
と
「
逍
遙
遊
」―

」（
『
菅
原
道
真
の
詩
と
学
問
』
塙
書
房
、
平
成
十
八
年
）
、
新
間
一
美
「
源

氏
物
語
の
「
浮
舟
」
と
白
居
易
の
「
浮
生
」
」（
『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
１
６
号
、
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。 

（
２
）
神
塚
淑
子
「
『
真
誥
』
に
つ
い
て
」（
神
塚
『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』
創
文
社
、
平
成
十
一
年
）、
堂
園
淑
子
「
謝
霊
運
の
文
学
と
『
真
誥
』―

「
有

待
」「
無
待
」
の
語
を
中
心
に
」
（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
６
８
号
、
平
成
二
十
八
年
）
を
参
照
。 

（
３
）
本
論
に
於
け
る
『
世
説
新
語
』
の
引
用
は
、『
世
説
新
語
校
箋
上
』（
劉
義
慶
撰
、
劉
孝
標
注
、
楊
勇
校
箋
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
し

た
。 

（
４
）『
荘
子
』
の
本
文
と
郭
象
注
・
成
玄
英
疏
の
引
用
は
、
架
蔵
の
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
刊
『
南
華
真
経
注
疏
解
経
』（
中
野
宗
左
衛
門
刊
）
に
拠
っ
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た
。 

（
５
）
『
荘
子
』
に
お
け
る
「
有
待
」
の
用
例
は
、
逍
遙
遊
篇
以
外
に
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
無
待
」
の
用
例
は
未
見
。 

・
斉
物
論 

罔
両
問
景
曰
、
曩
子
行
、
今
子
止
。
曩
子
坐
、
今
子
起
。
何
其
無
特
操
与
。
景
曰
、
吾
有
待
而
然
者
邪
。
吾
所
待
又
有
待
而
然
者
邪
。
吾
待
蛇
蚹
蜩

翼
邪
。
悪
識
所
以
然
、
悪
識
所
以
不
然
。（
罔
両
、
景
に
問
ひ
て
曰
く
、
曩
に
は
子
行
き
、
今
は
子
止
ま
る
。
曩
に
は
子
坐
し
、
今
は
子
起
つ
。
何

ぞ
其
れ
特
操
無
き
や
、
と
。
景
曰
く
、
吾
待
つ
有
り
て
然
る
者
か
。
吾
が
待
つ
所
又
待
つ
有
り
て
然
る
者
か
。
吾
、
蛇
の
蚹
、
蜩
の
翼
を
待
た
ん
や
。

悪
く
ん
ぞ
然
る
所
以
を
識
ら
ん
や
、
悪
く
ん
ぞ
然
ら
ざ
る
所
以
を
識
ら
ん
や
、
と
。） 

・
大
宗
師 

 
 

 

夫
知
有
所
待
而
後
当
、
其
所
待
者
、
特
未
定
也
。（
夫
れ
知
は
待
つ
所
有
り
て
而
る
後
に
当
た
る
。
其
の
待
つ
所
の
者
、
特
り
未
だ
定
ま
ら
ず
。） 

・
田
子
方 

 
 

 

日
出
東
方
而
入
於
西
極
、
万
物
莫
不
比
方
、
有
目
有
趾
者
、
待
是
而
後
成
功
。
是
出
則
存
、
是
入
則
亡
。
万
物
亦
然
。
有
待
也
而
死
、
有
待
也
而
生
。

（
日
、
東
方
に
出
で
て
西
極
に
入
る
。
万
物
、
比
方
を
せ
ざ
る
は
莫
し
。
目
有
り
趾
有
る
者
、
是
を
待
ち
て
而
る
後
に
功
を
成
す
。
是
出
づ
れ
ば
則

ち
存
し
、
是
入
れ
ば
則
ち
亡
す
。
万
物
も
亦
た
然
り
。
待
つ
こ
と
有
り
て
死
し
、
待
つ
こ
と
有
り
て
生
ず
。） 

・
知
北
遊 

 
 

 

死
生
有
待
邪
。
（
死
生
は
待
つ
こ
と
有
ら
ん
や
） 

・
寓
言 

 
 

 

火
与
日
吾
屯
也
、
陰
与
夜
吾
代
也
。
彼
吾
所
以
有
待
邪
、
而
況
乎
以
有
待
者
乎
。（
火
と
日
と
に
吾
屯
ま
り
、
陰
と
夜
と
に
吾
代
る
。
彼
は
吾
が
待

つ
有
る
所
以
な
ら
ん
や
、
而
る
を
況
ん
や
以
て
待
つ
有
り
と
す
る
者
を
や
） 

（
６
）
注
２
の
神
塚
論
文
を
参
照
。 

（
７
）
本
論
に
於
け
る
『
真
誥
』
の
引
用
は
、
叢
書
集
成
初
編
『
真
誥
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
に
拠
っ
た
。
な
お
、『
真
誥
』
運
題
象
篇
真
人
詩
の

解
釈
に
つ
い
て
、「
『
真
誥
』
訳
注
稿
（
一
）
」（
「
六
朝
道
教
の
研
究
」
研
究
班
、『
東
方
学
報
』
６
８
号
、
平
成
八
年
）
を
参
考
と
し
た
。 
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（
８
）
白
居
易
の
詩
の
番
号
は
、
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
中
村
印
刷
出
版
部
、
昭
和
三
十
五
年
）
所
収
の
「
総
合
作
品
表
」
に
拠
る
。

詩
の
本
文
は
、
那
波
本
に
拠
っ
た
。「
委
順
」〔
〇
五
六
四
〕
の
全
詩
を
次
に
挙
げ
る
。 

山
城
雖
荒
蕪
、
竹
樹
有
嘉
色
。 

山
城
荒
蕪
す
と
雖
も
、
竹
樹
嘉
色
有
り
。 

郡
俸
誠
不
多
、
亦
足
充
衣
食
。 

 

郡
俸
誠
に
多
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
亦
た
衣
食
に
充
つ
る
に
足
る
。 

外
累
由
心
起
、
心
寧
累
自
息
。 

 

外
累
心
に
由
つ
て
起
る
、
心
寧
け
れ
ば
累
自
ら
息
む
。 

尚
欲
忘
家
郷
、
誰
能
算
官
職
。 

 

尚
家
郷
を
忘
れ
ん
と
欲
す
、
誰
か
能
く
官
職
を
算
へ
ん
。 

宜
懐
斉
遠
近
、
委
順
随
南
北
。 

 

宜
し
く
遠
近
を
斉
う
せ
ん
こ
と
を
懐
ひ
、
順
に
委
し
て
南
北
に
随
ふ
べ
し
。 

（
９
）
『
梁
書
』(

唐
・
姚
思
廉
撰
、
点
校
本
二
十
四
史
修
訂
本
、
中
華
書
局
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
し
た
。 

（
１
０
）
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
室
生
寺
本
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』（
名
著
刊
行
会
、
平
成
八
年
）
を
参
照
し
た
。 

（
１
１
）『
懐
風
藻
』
の
引
用
は
、『
懐
風
藻 

文
華
秀
麗
集 

本
朝
文
粋
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
６
９
、
岩
波
書
店
）
に
拠
っ
た
。 

（
１
２
）『
本
朝
無
題
詩
』
（『
群
書
類
従
』
温
故
学
会
、
昭
和
五
十
九
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
１
３
）「
資
実
長
兼
両
卿
百
番
詩
合
」
の
引
用
は
、
『
群
書
類
従
』
巻
百
三
十
四
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
三
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
１
４
）
注
２
神
塚
『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』
を
参
照
。 

（
１
５
）『
芸
文
類
聚
』（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
１
６
）
湯
用
彤
「
崇
有
之
学
与
向
郭
学
説
」
（『
魏
晋
玄
学
論
考
』
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
１
７
）『
初
学
記
』（
司
義
祖
校
訂 

中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
１
８
）
注
２
堂
薗
論
文
を
参
照
。 

（
１
９
）『
四
庫
全
書
総
目
提
要
・
四
庫
未
收
書
目
・
四
庫
全
書
総
目
提
要
補
正
』(

清
・
乾
隆
勅
撰
、
国
学
要
籍
叢
刊
、
漢
京
文
学
事
業
、
一
九
八
一
年
）

を
参
照
し
た
。 
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第
四
章 

菅
原
道
真
の
「
堯
譲
章
」
と
『
荘
子
』―

道
真
の
聖
賢
観
に
つ
い
て―

 

 

一
、
は
じ
め
に 

 
3
3
5

「
堯
譲
章
」
は
、『
菅
家
文
草
』
巻
四
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
『
荘
子
』
を
題
材
と
し
た
三
首
の
連
作
（3

3
3

「
北
溟
章
」3

3
4

「
小
知
章
」3

3
5

「
堯
譲

章
」）
の
第
三
首
で
あ
る
。
こ
の
連
作
は
、
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）、
讃
岐
守
の
秩
が
満
ち
た
道
真
が
京
に
帰
っ
た
時
の
作
品
で
あ
る
。
連
作
の
題
脚
に
「
其

措
詞
用
韻
、
皆
据
成
文
」
と
あ
る
よ
う
に
、
連
作
の
表
現
は
初
唐
の
西
華
観
道
士
成
玄
英
の
疏
に
依
拠
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
（
１
）。
成
玄
英
の
疏

は
、
西
晋
の
郭
象
が
刪
定
し
て
注
を
付
け
た
三
十
三
篇
本
の
『
荘
子
注
』
に
基
づ
い
て
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

本
章
で
は
、「
堯
譲
章
」
と
『
荘
子
』
注
疏
の
関
係
を
分
析
し
な
が
ら
、「
堯
譲
章
」
に
表
れ
た
、
道
真
に
お
け
る
聖
人
と
賢
人
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て

考
察
し
た
い
。 

 

二
、「
堯
譲
章
」
と
『
荘
子
』
注
疏 

 

ま
ず
、「
堯
譲
章
」
の
題
脚
と
全
詩
を
挙
げ
る
。 

述
曰
、
堯
帝
挙
炬
火
浸
灌
之
喩
、
将
譲
天
下
於
許
由
。
許
由
説
鷦
鷯
偃
鼠
之
心
、
更
帰
堯
帝
於
天
下
。
聖
人
賢
者
、
性
命
雖
殊
、
黄
屋
青
山
、
逍
遙
尚

一
。
故
叙
堯
許
之
有
情
、
明
優
遊
之
無
別
也
。 

述
べ
て
曰
く
、
堯
帝
、
炬
火
浸
灌
の
喩
へ
を
挙
げ
て
、
天
下
を
許
由
に
譲
ら
む
と
す
。
許
由
、
鷦
鷯
偃
鼠
の
心
を
説
き
て
、
更
め
て
堯
帝
を
天
下
に

帰
す
。
聖
人
と
賢
者
と
、
性
命
は
殊
な
り
と
雖
ど
も
、
黄
屋
青
山
、
逍
遙
尚
し
一
な
り
。
故
に
堯
と
許
と
の
情
有
る
こ
と
を
叙
べ
て
、
優
遊
の
別
な

き
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。 

 
 
 

推
賢
堯
授
手
、
寄
身
許
慙
顔
。 

賢
を
推
し
て
堯
手
を
授
く
、
身
を
寄
せ
て
許
顔
を
慙
づ
。 

 
 

四
海
君
功
大
、
孤
雲
我
性
閑
。 

四
海
君
が
功
大
な
り
、
孤
雲
我
が
性
閑
な
り
。 

 
 

潁
川
清
石
水
、
箕
嶺
老
松
山
。 

潁
川
は
石
は
し
る
水
清
に
し
て
、
箕
嶺
は
老
い
た
る
松
の
山
な
り
。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

送
日
蔬
食
足
、
臨
煙
蓽
戸
開
。 

日
を
送
り
て
、
蔬
食
足
る
、
煙
に
臨
み
て
、
蓽
戸
開
く
。 
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既
知
尸
祝
用
、
誰
為
実
賓
煩
。 

既
に
知
る
尸
祝
の
用
、
誰
か
実
の
賓
の
た
め
に
煩
さ
れ
む
や
。 

 
 

鳳
暦
何
無
主
、
龍
飛
欲
早
還
。 

鳳
暦
何
ぞ
主
無
け
む
、
龍
飛
早
く
還
ら
む
こ
と
を
欲
り
す
。 

 
 
 

鷦
鷯
従
取
楽
、
浸
灌
莫
辛
艱
。 

 

鷦
鷯
楽
を
取
る
に
従
は
む
、
浸
灌
辛
艱
す
る
こ
と
莫
く
あ
ら
む
。 

 
 

向
背
優
遊
去
、
形
体
一
世
間
。 

向
背
優
遊
し
去
る
、
形
体
一
世
の
間
。 

 

「
堯
譲
章
」
の
題
脚
は
、
ま
ず
堯
と
許
由
の
故
事
を
ま
と
め
て
い
る
。 

 
 

「
堯
帝
挙
炬
火
浸
灌
之
喩
、
将
譲
天
下
於
許
由
」
は
、『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
の
次
の
部
分
に
由
来
し
て
い
る
。 

堯
譲
天
下
於
許
由
、
曰
、
日
月
出
矣
而
爝
火
不
息
、
其
於
光
也
、
不
亦
難
乎
。
時
雨
降
矣
、
而
猶
浸
灌
、
其
於
沢
也
、
不
亦
労
乎
。
夫
子
立
而
天
下
治
、

而
我
猶
尸
之
、
吾
自
視
缺
然
。
請
致
天
下
。 

堯
天
下
を
許
由
に
譲
ら
ん
と
し
て
、
曰
く
、「
日
月
出
で
ぬ
、
し
か
も
爝
火
し
て
息
ま
ざ
る
は
、
其
の
光
に
於
け
る
や
、
亦
難
か
ら
ず
や
。
時
雨
降

り
ぬ
、
而
も
猶
ほ
浸
灌
す
る
は
、
其
の
沢
に
於
け
る
や
、
亦
労
な
ら
ず
や
。
夫
子
立
ち
て
天
下
治
ま
る
、
し
か
も
我
猶
ほ
之
を
尸
る
は
、
吾
自
ら
視

る
に
缺
然
た
り
。
請
ふ
、
天
下
を
致
さ
ん
こ
と
を
」
と
（
２
）
。 

 

堯
は
許
由
に
天
下
を
譲
ろ
う
と
し
て
い
る
。
「
日
と
月
は
既
に
出
た
の
に
、
松
明
が
ま
だ
消
え
ず
に
燃
え
て
い
る
こ
と
は
、
も
の
を
照
ら
す
の
に
役
に
立

つ
で
あ
ろ
う
か
。
折
良
く
雨
が
降
っ
た
の
に
、
ま
た
水
を
引
く
こ
と
は
、
不
必
要
な
苦
労
を
す
る
で
は
な
い
か
」
と
、「
炬
火
」「
浸
灌
」
の
二
つ
の
比
喩
を

持
ち
出
し
て
、
天
下
を
許
由
に
譲
ろ
う
と
す
る
理
由
を
述
べ
て
い
る
。 

 
 

「
許
由
説
鷦
鷯
偃
鼠
之
心
、
更
帰
堯
帝
於
天
下
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
次
の
部
分
に
基
づ
い
て
い
る
。 

許
由
曰
、
子
治
天
下
、
天
下
既
已
治
也
、
而
我
猶
代
子
、
吾
将
為
名
乎
。
名
者
、
実
之
賓
也
。
吾
将
為
賓
乎
。
鷦
鷯
巣
於
深
林
、
不
過
一
枝
、
偃
鼠
飲

河
、
不
過
満
腹
。
帰
休
乎
君
、
予
無
所
用
天
下
為
。
庖
人
雖
不
治
庖
、
尸
祝
不
越
樽
俎
而
代
之
也
。 

許
由
曰
く
、
子
天
下
を
治
め
て
、
天
下
既
に
已
に
治
ま
れ
り
。
而
る
に
我
猶
ほ
子
に
代
は
ら
ば
、
吾
将
に
名
を
為
さ
ん
と
す
る
か
。
名
は
実
の
賓
な

り
。
吾
将
に
賓
を
為
さ
ん
と
す
る
か
。
鷦
鷯
は
深
林
に
巣
く
ふ
も
、
一
枝
に
過
ぎ
ず
。
偃
鼠
は
河
に
飲
む
も
、
満
腹
に
過
ぎ
ず
。
休
を
君
に
帰
せ

ん
。
予
天
下
を
用
て
為
す
所
無
し
。
庖
人
庖
を
治
め
ず
と
雖
も
、
尸
祝
樽
俎
を
越
え
て
之
に
代
は
ら
ず
。 

 

許
由
は
、
名
は
実
に
つ
い
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
分
は
帝
王
の
名
を
追
求
し
て
い
な
い
態
度
を
表
明
し
て
、
堯
の
要
請
を
断
っ
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た
。
許
由
は
自
分
を
「
鷦
鷯
」
、
「
偃
鼠
」
に
喩
え
て
、
「
一
枝
」
と
「
満
腹
」
と
い
う
個
人
生
活
を
満
足
さ
せ
る
極
く
小
さ
な
望
み
を
人
生
の
「
実
」
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
堯
と
自
分
そ
れ
ぞ
れ
を
「
庖
人
」（
料
理
人
）
と
「
尸
祝
」（
祭
り
を
司
る
人
）
に
見
立
て
て
い
る
。
庖
人
は
料
理
を
作
ら
な
い
と
し
て

も
、
尸
祝
は
庖
人
の
代
わ
り
に
料
理
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
は
堯
の
代
わ
り
に
天
下
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
て
い

る
。 

 
 

続
い
て
、
道
真
は
「
聖
人
賢
者
、
性
命
雖
殊
、
黄
屋
青
山
、
逍
遙
尚
一
」
で
、
堯
と
許
由
の
故
事
に
つ
い
て
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。「
聖
人
賢
者
、
性

命
雖
殊
」
は
、
許
由
の
言
葉
「
子
治
天
下
、
天
下
既
已
治
也
」
の
成
玄
英
疏
「
欲
明
放
勛
大
聖
、
仲
武
大
賢
。
賢
聖
二
途
、
相
去
遠
矣
」（
放
勛
の
大
聖
、

仲
武
の
大
賢
、
賢
聖
二
途
、
相
去
る
こ
と
遠
き
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
）
に
基
づ
い
て
い
る
。「
放
勛
」
は
堯
の
字
、「
仲
武
」
は
許
由
の
字
で
あ
る
。
聖

人
堯
と
賢
者
許
由
は
、
そ
の
生
ま
れ
つ
き
の
運
命
と
生
き
方
が
異
な
っ
て
い
る
が
、「
黄
屋
」
で
天
下
を
治
め
て
い
る
堯
と
「
青
山
」
に
隠
遁
し
て
い
る
許

由
は
、
各
々
の
世
界
で
「
逍
遙
」
し
て
い
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。「
故
叙
堯
許
之
有
情
、
明
優
遊
之
無
別
也
」
は
、「
堯
譲
章
」
を
創
作
す
る
目
的
を
述
べ

て
い
る
。「
有
情
」
は
、
許
由
の
言
葉
「
名
者
、
実
之
賓
也
」
の
郭
象
注
に
見
え
る
「
有
情
於
自
守
」
に
基
づ
く
。
自
分
の
居
場
所
を
守
る
こ
と
に
専
念
し

つ
つ
、
堯
と
許
由
は
、
各
々
の
生
き
方
で
生
き
て
、
各
自
の
人
生
で
「
優
遊
」
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
示
そ
う
と
い

う
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
優
遊
」
は
、
自
由
自
在
に
遊
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
篇
名
「
逍
遙
遊
」
に
呼
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

次
に
、「
堯
譲
章
」
の
詩
の
本
文
を
見
よ
う
。 

 

第
一
聯
「
推
賢
堯
授
手
、
寄
身
許
慙
顔
」
に
お
い
て
、
堯
と
許
由
を
登
場
さ
せ
る
。
堯
は
賢
人
許
由
に
天
下
を
授
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
山
林
に
身
を

寄
せ
て
い
る
許
由
は
恥
じ
入
っ
て
い
る
。「
推
賢
」
「
授
手
」「
寄
身
」
「
慙
顔
」
は
、
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
に
見
え
な
い
詩
語
で
あ
る
。 

 

第
二
聯
「
四
海
君
功
大
、
孤
雲
我
性
閑
」
は
、
広
い
天
下
を
治
め
て
い
る
堯
帝
の
功
労
を
誉
め
な
が
ら
、
許
由
は
自
由
自
在
の
一
片
の
雲
の
よ
う
に
、
閑

静
な
隠
居
生
活
を
好
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
四
海
」
は
、
許
由
の
言
葉
「
帰
休
乎
君
、
予
無
所
用
天
下
為
」
の
成
玄
英
疏
「
四
海
之
尊
、

於
我
無
用
、
九
五
之
貴
、
予
何
用
為
」
（
四
海
の
尊
、
我
に
於
い
て
無
用
、
九
五
の
貴
、
予
何
ぞ
為
す
を
用
ゐ
ん
）
に
由
来
し
て
い
る
。
道
真
は
「
孤
雲
我

性
閑
」
に
、
隠
者
許
由
を
「
孤
雲
」
に
比
喩
し
つ
つ
、
「
我
」
を
加
え
て
い
る
。
自
分
を
許
由
と
見
な
す
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。 

 
 

第
三
聯
「
潁
川
清
石
水
、
箕
嶺
老
松
山
」
と
第
四
聯
「
送
日
蔬
食
足
、
臨
煙
蓽
戸
開
」
は
、
許
由
の
隠
居
生
活
の
具
体
的
な
環
境
と
様
子
を
描
写
し
て
い

る
。
第
三
聯
は
、
許
由
の
言
葉
「
名
者
、
実
之
賓
也
」
の
成
玄
英
疏
「
許
由
偃
蹇
青
山
、
逍
遙
潁
水
」
（
許
由
は
青
山
に
偃
蹇
し
、
潁
水
に
逍
遙
す
）
を
踏
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ま
え
て
い
る
。
第
四
聯
は
、「
鷦
鷯
巣
於
深
林
、
不
過
一
枝
、
偃
鼠
飲
河
、
不
過
満
腹
」
の
成
玄
英
疏
「
況
許
由
安
玆
蓬
蓽
、
不
顧
金
闈
、
楽
彼
蔬
食
、
詎

労
玉
食
也
」（
況
ん
や
許
由
は
玆
の
蓬
蓽
に
安
じ
、
金
闈
を
顧
み
ず
、
彼
の
疎
食
に
楽
し
む
、
詎
ぞ
玉
食
を
労
せ
ん
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。
許
由
は
「
箕
嶺
」

の
山
と
「
潁
川
」
の
水
に
お
い
て
、
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
粗
末
な
家
に
住
み
、
粗
末
な
食
物
を
食
べ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
生
活
に
満
足
し
て
い

る
。 

 
 

第
五
聯
「
既
知
尸
祝
用
、
誰
為
実
賓
煩
」
は
、
逍
遙
遊
篇
本
文
の
「
庖
人
雖
不
治
庖
、
尸
祝
不
下
越
樽
俎
而
代
之
也
」
と
「
名
者
、
実
之
賓
也
」
を
組
み

合
わ
せ
て
い
る
。
許
由
は
自
分
を
「
尸
祝
」
と
見
な
し
て
お
り
、
帝
王
の
「
名
」
を
求
め
て
い
な
い
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。 

 
 

第
六
聯
「
鳳
暦
何
無
主
、
龍
飛
欲
早
還
」
の
「
鳳
暦
」
は
、
こ
よ
み
で
あ
る
。『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
七
年
の
「
鳳
鳥
氏
暦
正
也
」
の
注
「
鳳
鳥
知
天

時
、
故
以
名
歴
正
之
官
」
に
よ
る
。「
龍
飛
」
に
つ
い
て
、
谷
口
孝
介
氏
は
、
「
疏
に
見
え
る
天
子
の
位
を
表
す
「
九
五
」
を
『
易
』
（
乾
）
の
「
九
五
、
龍

飛
在
天
、
利
見
大
人
」
の
卦
辞
に
基
づ
い
て
「
龍
飛
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。「
龍
飛
」
は
、「
帰
休
乎
君
、
予
無
所
用
天
下

為
」
の
成
玄
英
疏
「
四
海
之
尊
、
於
我
無
用
、
九
五
之
貴
、
予
何
用
為
」（
四
海
の
尊
、
我
に
於
い
て
無
用
、
九
五
の
貴
、
予
何
ぞ
為
す
を
用
ゐ
ん
）
の
「
九

五
」
を
踏
ま
え
て
言
い
替
え
た
表
現
で
あ
る
。
許
由
は
、
堯
が
早
め
に
帝
王
の
位
に
戻
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
望
を
述
べ
て
い
る
。 

 

第
七
聯
「
鷦
鷯
従
取
楽
、
浸
灌
莫
辛
艱
」
は
、
許
由
の
言
葉
「
鷦
鷯
巣
於
深
林
、
不
過
一
枝
」
と
堯
の
言
葉
「
時
雨
降
矣
、
而
猶
浸
灌
」
を
踏
ま
え
た
も

の
。
鷦
鷯
が
一
つ
の
枝
に
宿
る
だ
け
で
満
足
し
て
い
る
よ
う
に
、
許
由
は
隠
遁
生
活
に
満
足
し
て
い
る
。
堯
の
治
世
は
、
あ
た
か
も
時
雨
が
降
る
如
く
で
。

天
下
を
許
由
に
譲
る
こ
と
は
、
ま
る
で
雨
が
降
っ
て
い
る
の
に
ま
た
水
を
引
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
苦
労
は
要
ら
な
い
。 

 
 

第
八
聯
「
向
背
優
遊
去
、
形
体
一
世
間
」
は
、
全
詩
の
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
。
序
文
の
「
故
叙
堯
許
之
有
情
、
明
優
遊
之
無
別
也
」
に
呼
応
し
て
、
堯

と
許
由
は
各
々
の
道
に
沿
っ
て
優
遊
し
て
い
る
。
二
人
の
道
は
反
対
を
向
い
て
い
る
が
、
そ
の
優
遊
の
姿
は
共
存
し
て
い
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
こ
の
一

聯
は
、
『
荘
子
』
と
そ
の
注
疏
を
直
接
的
に
利
用
し
て
い
な
い
が
、「
庖
人
雖
不
治
庖
、
尸
祝
不
下
越
樽
俎
而
代
上
之
也
」
の
郭
象
注
で
あ
る
、 

庖
人
尸
祝
、
各
安
其
所
司
。
鳥
獣
万
物
、
各
足
於
所
受
。
帝
堯
許
由
、
各
静
其
所
遇
。
此
乃
天
下
之
至
実
也
。
各
得
其
実
、
又
何
所
為
乎
哉
。
自
得
而

已
矣
。
故
堯
許
之
行
雖
異
、
其
於
逍
遙
一
也
。 

庖
人
尸
祝
、
各
お
の
其
の
司
る
所
に
安
ん
ず
。
鳥
獣
万
物
、
各
お
の
受
く
所
に
足
る
。
帝
堯
許
由
、
各
お
の
其
の
遇
ふ
所
に
静
ま
る
。
此
れ
乃
ち
天

下
の
至
実
な
り
。
各
お
の
其
の
実
を
得
て
、
又
何
ぞ
為
す
所
か
。
自
得
の
み
。
故
に
堯
許
の
行
異
な
る
と
雖
も
、
其
れ
逍
遙
に
於
い
て
は
一
な
り
。 
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に
由
来
す
る
。
郭
象
に
と
っ
て
天
下
の
「
至
実
」（
本
質
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
に
お
い
て
、
自
分
の
人
生
を
安
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
料
理
人

と
祭
り
を
司
る
人
は
、
各
自
の
仕
事
を
す
る
。
鳥
獣
万
物
は
、
己
が
受
け
た
分
に
満
足
す
る
。
堯
と
許
由
は
、
各
自
の
運
命
を
静
か
に
受
け
入
れ
、
そ
の
ま

ま
に
過
ご
す
。
生
活
の
本
質
が
分
か
れ
ば
、
自
得
的
に
生
き
ら
れ
る
。
堯
と
許
由
は
、
生
き
方
が
異
な
る
が
、
「
逍
遙
」
に
お
い
て
は
同
様
で
あ
る
。
道
真

は
成
玄
英
疏
の
「
堯
許
之
行
」
の
「
行
」
に
注
目
し
て
、
そ
れ
を
「
行
く
」
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
向
背
優
遊
去
」
で
、「
行
」
を
具
象
化
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
逍
遙
遊
篇
の
「
遊
」
を
強
調
す
る
た
め
に
、
成
玄
英
疏
の
「
逍
遙
」
を
「
優
遊
」
に
言
い
替
え
て
い
る
。 

 

「
堯
譲
章
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
の
両
方
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
三
首
連
作
の
「
北
溟
章
」「
小
知
章
」
と
少
し
違
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
、「
堯
譲
章
」
は
、『
荘
子
』
注
疏
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、「
北
溟
章
」「
小
知
章
」
に
比
べ
る
と
、
注
疏
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
に
使
う
部
分
が
少
な

い
こ
と
で
あ
る
。
注
疏
を
理
解
し
た
上
で
、
注
疏
に
拘
ら
ず
、
詩
語
を
自
由
に
駆
使
し
て
い
る
。
道
真
に
お
け
る
漢
詩
創
作
の
独
自
性
が
示
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。 

 

三
、
堯
許
の
評
価
に
つ
い
て 

 

「
堯
譲
章
」
は
、
堯
と
許
由
そ
れ
ぞ
れ
の
「
優
遊
」
を
見
い
だ
し
、
平
等
に
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
逍
遙
遊
篇
本
文
を
見
る
と
、
許
由
は
堯
に
「
帰

休
乎
君
」
と
い
う
驕
慢
の
態
度
を
示
し
て
い
る
。
逍
遙
遊
篇
は
、
明
ら
か
に
堯
を
否
定
し
て
、
許
由
を
肯
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
許
由
曰
、

子
治
天
下
、
天
下
既
已
治
也
」
の
郭
象
注
を
見
て
み
よ
う
。 

夫
能
令
下
天
下
治
、
不
治
天
下
者
也
。
故
堯
以
不
治
治
之
、
非
治
之
而
治
者
也
。
今
許
由
方
明
下
既
治
、
則
無
所
代
之
。
而
治
実
由
堯
、
故
有
二
子
治

之
言
、
宜
忘
言
以
尋
其
所
況
。
而
惑
者
遂
云
、
治
之
而
治
者
、
堯
也
。
不
治
而
堯
得
以
治
者
、
許
由
也
。
斯
失
之
遠
矣
。
夫
治
之
由
乎
不
治
、
為
之
出

乎
無
為
也
。
取
於
堯
而
足
、
豈
借
之
許
由
哉
。
若
謂
拱
黙
乎
山
林
之
中
而
後
得
称
無
為
者
、
此
荘
老
之
談
、
見
棄
於
当
涂
。
当
涂
者
、
自
必
於
有
為
之

域
而
不
反
者
、
斯
之
由
也
。 

夫
れ
能
く
天
下
を
し
て
治
ま
ら
し
む
る
は
、
天
下
を
治
め
ざ
る
者
な
り
。
故
に
堯
は
治
め
ざ
る
を
以
て
之
を
治
む
、
之
を
治
む
る
に
非
ず
し
て
治

む
る
者
な
り
。
今
許
由
方
に
既
に
治
ま
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
則
ち
之
に
代
る
所
無
し
。
而
し
て
治
の
実
は
堯
に
由
る
。
故
に
子
の
治
の
言

有
り
。
宜
し
く
言
を
忘
れ
て
以
て
其
の
況
す
る
所
を
尋
ぬ
べ
し
。
而
し
て
惑
者
遂
に
云
く
、「
之
を
治
め
て
治
む
る
者
は
、
堯
な
り
。
治
め
ず
し
て
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堯
以
て
治
む
る
を
得
る
者
は
、
許
由
な
り
」。
斯
れ
之
を
失
ふ
こ
と
遠
し
。
夫
れ
之
を
治
む
る
こ
と
は
治
め
ざ
る
に
由
り
、
之
を
為
す
こ
と
は
為
す

こ
と
無
き
に
出
づ
る
な
り
。
堯
に
取
り
れ
て
足
る
、
豈
に
之
を
許
由
に
借
り
ん
や
。
若
し
山
林
の
中
に
拱
黙
し
て
後
に
無
為
を
称
す
る
こ
と
を
得

る
と
謂
へ
ば
、
此
れ
荘
老
の
談
、
当
涂
に
棄
て
ら
る
。
当
涂
は
、
自
ら
必
ず
有
為
の
域
に
反
ら
ざ
る
は
、
斯
の
由
な
り
。 

 

郭
象
は
、
堯
の
治
国
の
方
針
を
「
不
治
天
下
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
天
下
を
治
め
な
い
か
ら
こ
そ
、
天
下
を
治
め
る
こ
と
が
実
現
で
き
る
。
許
由
は
堯
が

天
下
を
既
に
う
ま
く
治
め
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
た
め
、
堯
の
要
請
を
断
っ
た
。
そ
し
て
、「
惑
者
」
の
観
点
「
治
之
而
治
者
、
堯
也
。
不
治
而
堯
得

以
治
者
、
許
由
也
」
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
「
惑
者
」
の
観
点
は
、
治
め
る
こ
と
自
体
を
強
調
し
て
い
る
逍
遙
遊
篇
本
文
の
文
面
か
ら
読
み
取
れ
る
。
郭

象
は
、「
夫
治
之
由
乎
不
治
、
為
之
出
乎
無
為
也
」
と
述
べ
て
、「
不
治
」「
無
為
」
を
「
治
」「
為
」
の
手
段
と
認
識
し
て
い
る
。
山
林
に
隠
遁
し
て
何
も
し

な
い
老
荘
的
な
「
無
為
」
は
本
当
の
「
無
為
」
で
は
な
い
、
自
分
の
「
有
為
」
の
域
で
働
く
こ
と
は
「
無
為
」
の
本
質
で
あ
る
。
老
荘
的
な
「
無
為
」
は
、

否
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
郭
象
は
、
堯
の
無
為
を
認
め
、
許
由
を
必
要
で
は
な
い
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
成
玄
英
は
、
逍
遙
遊
篇
本
文
と
郭
象
注

の
齟
齬
に
気
づ
い
て
、
疏
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

堯
治
天
下
、
久
以
昇
平
。
四
海
八
荒
、
尽
皆
清
謐
。
何
労
譲
我
、
過
為
辞
費
。
然
睹
荘
文
、
則
貶
堯
而
推
許
。
尋
郭
注
乃
劣
許
而
優
堯
者
、
何
耶
。
欲

明
放
勛
大
聖
、
仲
武
大
賢
。
賢
聖
二
途
、
相
去
遠
矣
。
故
堯
負
扆
汾
陽
而
喪
天
下
、
許
由
不
夷
其
俗
而
独
立
高
山
、
円
照
偏
溺
、
断
可
知
矣
。
是
以
荘

子
援
禅
譲
之
跡
、
故
有
爝
火
之
談
。
郭
生
察
無
待
之
心
、
更
致
不
治
之
説
。
可
謂
採
微
索
隠
、
了
文
合
義
。
宜
尋
其
旨
況
、
無
所
稍
嫌
也
。 

堯
天
下
を
治
む
、
久
し
く
以
に
昇
平
た
り
。
四
海
八
荒
、
尽
く
皆
清
謐
た
り
。
何
ぞ
我
に
譲
る
を
労
せ
ん
、
過
ち
て
辞
の
費
や
す
し
を
為
す
。
然

し
て
荘
文
を
睹
れ
ば
、
則
ち
堯
を
貶
け
て
許
を
推
す
。
郭
注
を
尋
ぬ
れ
ば
乃
ち
許
を
劣
し
堯
を
優
る
と
す
る
は
、
何
ぞ
や
。
放
勛
の
大
聖
、
仲
武

の
大
賢
、
賢
聖
の
二
途
、
相
去
る
こ
と
遠
き
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
。
故
に
堯
扆
を
汾
陽
に
負
し
て
天
下
を
喪
ふ
、
許
由
其
の
俗
を
夷
ら
げ
ず

独
り
高
山
に
立
ち
、
円
照
偏
溺
、
断
え
て
知
る
べ
し
。
是
を
以
て
荘
子
禅
譲
の
跡
を
援
き
、
故
に
爝
火
の
談
有
り
。
郭
生
無
待
の
心
を
察
し
、
更

に
不
治
の
説
を
致
す
。
微
を
採
り
隠
を
索
め
、
文
を
了
り
義
に
合
ふ
と
謂
ふ
べ
し
。
宜
し
く
其
の
旨
況
を
尋
ね
、
稍
嫌
ふ
所
無
か
る
べ
し
。 

 

成
玄
英
疏
は
、
逍
遙
遊
篇
本
文
と
郭
象
注
の
齟
齬
の
部
分
に
気
づ
い
て
い
る
。
逍
遙
遊
篇
は
、
堯
を
否
定
し
て
、
許
由
を
肯
定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

郭
象
注
は
、
堯
を
肯
定
し
て
、
許
由
を
否
定
し
て
い
る
。
成
玄
英
疏
は
、
否
定
も
肯
定
も
せ
ず
、「
放
勛
（
堯
の
字
）
大
聖
、
仲
武
（
許
由
の
字
）
大
賢
。

賢
聖
二
途
、
相
去
遠
矣
」
と
、
聖
人
堯
と
賢
人
許
由
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
受
け
入
れ
て
、
平
等
に
見
な
し
て
い
る
。
「
是
以
荘
子
援
禅
譲
之
跡
、
故
有
爝
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火
之
談
。
郭
生
察
無
待
之
心
、
更
致
不
治
之
説
」
に
お
い
て
は
、
逍
遙
遊
篇
と
郭
象
注
そ
れ
ぞ
れ
の
重
点
の
置
き
ど
こ
ろ
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
荘
子
は
、

「
禅
譲
」
と
い
う
行
為
自
体
に
注
目
し
て
、「
日
月
出
矣
而
爝
火
不
息
」
の
比
喩
を
持
ち
出
し
、
許
由
に
天
下
を
譲
ろ
う
と
し
た
と
し
て
い
る
。
郭
象
は
「
無

待
之
心
」
の
視
点
か
ら
、
堯
を
絶
対
的
な
自
由
の
境
地
に
至
っ
た
聖
人
と
認
識
し
て
、
堯
の
自
由
な
精
神
状
態
を
重
ん
じ
て
い
る
。「
無
待
」
は
、「
若
夫
乗

天
地
之
正
、
而
御
六
気
之
弁
、
以
遊
無
窮
者
、
彼
且
悪
乎
待
哉
」
の
郭
象
注
「
夫
唯
与
物
冥
而
循
大
変
者
、
為
能
無
待
而
常
通
」
に
由
来
し
て
お
り
、
聖
人

の
徹
底
的
な
自
由
の
あ
り
方
を
表
現
し
て
い
る
。 

 

成
玄
英
疏
が
取
り
上
げ
て
い
る
「
無
待
之
心
」
は
、
前
章
「
菅
原
道
真
の
「
小
知
章
」
と
『
荘
子
』―

詩
語
「
有
待
」
と
「
無
待
」
を
め
ぐ
っ
て―

」
で

述
べ
た
よ
う
に
、
支
遁
の
「
逍
遙
論
」
の
「
夫
逍
遙
者
、
明
至
人
之
心
也
」
に
基
づ
い
て
い
る
。「
逍
遙
論
」
は
、「
至
人
之
心
」
の
有
り
様
、
及
び
「
逍
遙
」

の
意
味
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。 

 
 

至
人
乗
天
正
而
高
興
、
遊
無
窮
於
放
浪
。
物
物
而
不
物
於
物
、
則
遙
然
不
得
我
。
玄
感
不
為
、
不
疾
而
速
、
則
逍
然
靡
不
適
一
。 

 
 
 
  

 

至
人
天
正
に
乗
り
興
を
高
ぶ
ら
せ
、
無
窮
を
放
浪
に
遊
ぶ
な
り
。
物
を
物
し
て
も
物
に
物
と
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
遙
然
と
し
て
我
を
得
ず
。
玄
感
し
て

為
さ
ず
、
疾
か
ら
ず
し
て
速
け
れ
ば
、
則
ち
逍
然
と
し
て
適
せ
ざ
る
靡
し
。（
４
） 

 

至
人
は
喜
ん
で
天
正
の
気
に
乗
っ
て
、
無
窮
の
境
地
に
遊
ん
で
い
る
。
物
を
利
用
し
て
も
、
物
に
捉
え
ら
れ
繋
が
れ
な
い
の
で
、
逍
遙
し
て
何
も
も
ら
わ

な
い
。
玄
に
感
じ
て
、
無
為
で
、
激
し
く
な
く
速
く
世
界
中
の
あ
ち
こ
ち
を
遊
ん
で
、
逍
遙
し
て
適
意
で
は
な
い
こ
と
を
解
消
し
て
い
る
。
支
遁
は
、
「
物

物
而
不
物
於
物
」
と
「
玄
感
不
為
」
を
「
至
人
」
の
特
徴
と
し
て
、
至
人
は
、
「
玄
」
の
心
を
持
ち
な
が
ら
、
現
実
の
「
物
」
と
離
れ
て
い
な
い
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
至
人
」
の
無
為
は
、
実
際
に
隠
遁
す
る
こ
と
で
は
な
い
、
心
の
自
由
の
有
り
様
で
あ
る
。
成
玄
英
疏
は
、
支
遁
の
逍
遙
思
想
を
吸
収
し
て
、

「
無
待
の
心
」
か
ら
堯
と
許
由
の
行
為
を
理
解
し
て
、
二
人
と
も
「
無
待
」
の
境
地
に
至
る
人
で
あ
る
と
、
平
等
に
把
握
し
て
い
る
。 

 

逍
遙
遊
篇
本
文
、
郭
象
注
、
成
玄
英
疏
、「
堯
譲
章
」
に
お
け
る
堯
と
許
由
の
評
価
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
逍
遙
遊
篇
本
文
は
、
堯
を
否
定
し
て
、
山
林

に
隠
遁
す
る
許
由
を
肯
定
し
て
い
る
。
郭
象
注
は
、「
無
為
」
を
自
分
の
責
任
を
尽
く
す
こ
と
と
定
義
し
て
、
堯
と
許
由
に
は
各
自
の
責
任
が
あ
る
た
め
、

許
由
は
堯
の
代
わ
り
に
堯
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
成
玄
英
は
、
支
遁
の
「
至
人
之
心
」
の
影
響
を
受
け
て
、「
無
待

之
心
」
か
ら
堯
と
許
由
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
を
認
め
、「
向
背
優
遊
去
、
形
体
一
世
間
」
に
お
い
て
、
心
に
は
各
自
の
「
優
遊
」
が
あ
り
、「
形
体
」
は
反
対
に

向
か
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
述
べ
て
、
明
ら
か
に
「
優
遊
」
の
心
と
「
形
体
」
を
対
立
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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四
、
道
真
の
聖
賢
観
に
つ
い
て 

 

「
堯
譲
章
」
は
、
成
玄
英
疏
に
基
づ
き
、
聖
人
堯
と
賢
人
許
由
を
斉
し
く
見
な
し
て
お
り
、
二
人
と
も
「
優
遊
」
し
て
い
る
こ
と
を
描
写
し
て
い
る
。
聖

人
と
賢
人
の
関
係
を
意
識
し
て
、「
優
遊
」
の
語
を
使
っ
て
い
る
作
品
は
、
他
に
白
居
易
の
「
汎
渭
賦
」
が
あ
る
（
５
）。 

 

「
汎
渭
賦
」
は
、
貞
元
二
十
年
（
八
〇
四
）
の
春
、
白
居
易
が
校
書
郎
で
あ
っ
た
時
期
に
下
邽
で
作
っ
た
作
品
で
あ
る
。
賦
の
序
文
に
よ
る
と
、
時
に
、

左
丞
相
鄭
珣
瑜
と
右
丞
相
高
郢
が
徳
宗
皇
帝
を
輔
佐
し
て
、「
朝
野
無
事
、
人
物
甚
安
」（
朝
野
事
無
く
、
人
物
甚
だ
安
ん
ず
）
と
あ
る
よ
う
に
、
世
の
中
が

穏
や
か
に
治
ま
っ
て
い
る
。
渭
水
の
ほ
と
り
に
移
住
し
た
白
居
易
は
、
賦
の
序
文
に
「
上
楽
時
和
歳
稔
、
万
物
得
其
宜
、
下
楽
名
遂
官
閑
、
一
身
得
其
所
」

と
い
う
よ
う
に
、
万
物
が
よ
い
時
代
に
恵
ま
れ
て
、
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
、
名
誉
を
得
て
、
官
僚
の
仕
事
も
忙
し
く
な
い
自
分
の
こ

と
も
喜
ん
で
い
る
。
こ
う
い
う
快
楽
な
心
境
を
表
現
す
る
た
め
に
、「
汎
渭
賦
」
を
作
っ
て
い
る
。「
名
遂
官
閑
」
の
白
居
易
は
、
三
首
連
作
の
序
文
に
「
已

為
閑
客
」
と
書
い
て
い
る
道
真
と
同
じ
で
あ
る
。「
汎
渭
賦
」
の
冒
頭
部
分
に
は
、
優
遊
し
て
い
る
閑
人
白
居
易
が
登
場
し
て
い
る
。 

 
 

亭
亭
華
山
下
有
人
、 

 
 
 
 
 
 
  

 
  

亭
亭
た
る
華
山
の
下
に
人
有
り
、 

 
 

跂
兮
望
兮
、
愛
彼
三
峰
之
白
雲
。 

 

跂
て
は
望
み
、
彼
の
三
峰
の
白
雲
を
愛
す
。 

 
 

汎
汎
渭
水
上
有
舟
、 

 
 
 
 
 
 
  

 
  

汎
汎
た
る
渭
水
の
上
に
舟
有
り
、 

 
 

沿
兮
泝
兮
、
愛
彼
百
里
之
清
流
。 
 

沿
り
て
は
泝
り
、
彼
の
百
里
の
清
流
を
愛
す
。 

 
 

以
我
為
太
平
之
人
兮
、 

 
 
 
 
  
 
  

我
太
平
の
人
と
為
る
を
以
て
、 

 
 

得
於
斯
而
優
遊
。 

 
 
 
 
  
 
 
  
 
  

斯
に
於
い
て
優
遊
す
る
を
得
た
り
。 

 

高
く
聳
え
立
っ
て
い
る
崋
山
の
麓
に
い
る
白
居
易
は
、
爪
立
っ
て
崋
山
を
眺
め
て
い
る
。
崋
山
の
三
峰
に
浮
い
て
い
る
白
い
雲
を
愛
し
て
い
る
。
舟
を
漕

い
で
広
い
渭
水
に
沿
っ
て
下
り
、
百
里
の
清
い
川
水
を
愛
し
て
い
る
。
私
は
太
平
の
世
に
生
き
て
い
る
人
な
の
で
、
あ
ち
こ
ち
に
優
遊
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 

白
居
易
は
、「
太
平
之
人
」
を
、「
白
雲
」
と
「
清
流
」
を
楽
し
み
な
が
ら
「
優
遊
」
で
き
る
条
件
と
し
て
い
る
。
人
々
は
理
想
的
な
社
会
環
境
の
中
に
身

を
置
く
と
、
快
適
に
暮
し
て
、
各
自
の
快
楽
を
追
求
す
る
こ
と
が
実
現
で
き
る
と
い
う
。「
堯
譲
章
」
も
、「
潁
川
清
石
水
」「
孤
雲
我
性
閑
」
と
、「
清
石
水
」

と
「
孤
雲
」
を
好
ん
で
い
る
許
由
の
こ
と
を
描
写
し
て
、
最
後
の
一
聯
「
向
背
優
遊
去
、
形
体
一
世
間
」
で
、
「
優
遊
」
を
使
っ
て
い
る
。 
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「
汎
渭
賦
」
は
、
次
の
よ
う
に
、「
聖
人
」（
徳
宗
皇
帝
）
と
「
賢
人
」（
左
丞
相
鄭
珣
瑜
と
右
丞
相
高
郢
）
が
力
を
合
わ
せ
て
い
る
た
め
、「
太
平
」
の
世

が
構
築
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

 
 
 

伊
万
物
各
楽
其
楽
者
、 

 
 
 
 
  
 
  
 

伊
れ
万
物
の
各
お
の
其
の
楽
し
み
を
楽
し
み
と
す
る
は
、 

 
 

由
聖
賢
之
相
契
。 

 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
 

聖
賢
の
相
契
る
に
由
る
。 

 
 

賢
致
聖
於
無
為
、 

 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
 

賢
は
聖
を
無
為
に
致
し
、 

 
 

聖
致
賢
於
既
済
。 

 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
 

聖
は
賢
を
既
済
に
致
す
。 

 
 

賢
人
は
聖
人
を
輔
佐
し
て
、
聖
人
が
「
無
為
」
で
国
を
治
め
る
こ
と
を
達
成
さ
せ
た
。
聖
人
は
賢
人
を
助
け
て
、
賢
人
が
無
事
に
善
政
を
施
す
こ
と
が
で

き
た
。
白
居
易
も
、
聖
人
と
賢
人
を
同
じ
よ
う
に
重
ん
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
聖
人
の
「
無
為
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
郭

象
注
が
言
う
「
有
為
之
域
」
で
行
っ
て
い
る
「
不
治
天
下
」
の
治
国
方
針
と
共
通
し
て
い
る
。 

 

白
居
易
の
聖
賢
観
は
、
道
真
の
文
学
創
作
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
逍
遙
遊
篇
三
首
連
作
と
同
じ
時
期
に
作
ら
れ
た
「
未
旦
求
衣
賦
」〔
五
一
六
〕
は
、

「
汎
渭
賦
」
と
同
じ
聖
賢
観
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
序
文
に
、「
未
旦
求
衣
、
欲
陳
人
主
思
政
之
道
、
寒
霜
晩
菊
、
欲
叙
人
臣
履
貞
之
情
」（
未
だ
旦
け
ざ
る

に
衣
を
求
む
る
は
、
人
主
の
政
を
思
ふ
道
を
陳
べ
ん
と
欲
し
、
寒
霜
晩
菊
は
、
人
臣
の
貞
を
履
む
情
を
叙
べ
ん
と
欲
す
る
な
り
）
が
あ
る
。
君
主
は
、
ま
だ

夜
が
明
け
な
い
う
ち
に
衣
服
を
探
し
て
、
政
務
を
処
理
し
始
め
て
い
る
。
臣
下
は
、
寒
い
霜
が
降
り
る
晩
秋
の
菊
の
よ
う
に
、
君
主
に
対
し
て
忠
心
を
尽
く

し
て
、
一
所
懸
命
仕
事
を
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
履
貞
」
と
い
う
言
葉
が
、
正
し
い
行
為
を
す
る
意
味
で
、
潘
岳
の
「
許
由
頌
」

の
「
邈
哉
許
公
、
執
真
履
貞
」
に
も
見
え
る
（
６
）
こ
と
で
あ
る
。
道
真
は
、
潘
岳
が
許
由
に
使
う
言
葉
を
「
人
臣
」
に
使
っ
て
お
り
、
許
由
を
「
人
臣
」

で
あ
る
自
分
と
重
ね
て
い
る
。
道
真
は
「
堯
譲
章
」
に
も
、
我
が
身
を
許
由
と
重
ね
て
、
自
分
が
「
優
遊
」
し
て
い
る
「
閑
客
」
の
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。

「
堯
譲
章
」
の
許
由
は
、
隠
者
の
身
分
で
登
場
し
て
い
る
が
、
道
真
は
許
由
を
隠
者
よ
り
も
、
賢
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。「
潁
川
清
石
水
、
箕
嶺
老
松
山
」、

「
送
日
蔬
食
足
、
臨
煙
蓽
戸
開
」
な
ど
の
隠
者
生
活
を
描
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
「
閑
客
」
で
あ
る
道
真
が
、
許
由
の
生
活
を
想
像
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
隠
者
に
対
す
る
憧
れ
を
表
し
つ
つ
、
そ
の
時
の
自
分
の
穏
や
か
な
情
緒
も
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、「
未
旦
求
衣
賦
」
に
、「
庶
幾
至
人
之
無
夜
夢
」
や
「
無
為
無
事
」
を
使
い
、
天
皇
の
こ
と
を
描
写
し
て
、
天
皇
を
『
荘
子
』
の
無
為
の
「
至
人
」

と
見
な
し
て
い
る
。
賦
の
中
に
は
、 
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紫
宮
高
敞
、
乃
心
於
以
知
帰
、
蒼
海
淼
茫
、
方
面
於
焉
既
済
。 

 
 

 
紫
宮
高
敞
に
し
て
、
乃
心
以
て
帰
す
る
こ
と
を
知
り
、
蒼
海
淼
茫
と
し
て
、
方
面
に
焉
に
既
に
済
る
。 

が
あ
る
（
７
）
。
天
子
の
宮
殿
は
高
く
広
く
見
え
て
、
臣
下
は
心
に
君
王
に
従
う
べ
き
こ
と
が
分
か
る
。
君
王
の
厚
恩
は
、
淼
淼
た
る
海
の
よ
う
に
広
大
で

あ
る
。
道
真
は
こ
の
部
分
で
、
白
居
易
の
「
汎
渭
賦
」
と
同
様
に
「
既
済
」
の
語
を
使
っ
て
、
聖
人
と
賢
人
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。 

 

序
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
道
真
は
、
よ
く
天
皇
を
聖
人
堯
に
見
立
て
て
作
品
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
寛
平
九
年
、
朱
雀
院
に
退
居
し
た
宇
多
上
皇

が
催
し
た
詩
宴
で
応
制
さ
れ
た
作
品4

4
3

「
九
日
後
朝
、
侍
朱
雀
院
、
同
賦
閑
居
楽
秋
水
、
応
太
上
天
皇
製 

并
序
」
の
序
文
で
は
、「
非
玄
談
不
説
之
、
故

遇
我
君
之
逐
虚
舟
」（
玄
談
に
非
ざ
れ
ば
説
か
ず
、
故
に
我
が
君
の
虚
舟
を
逐
ふ
に
遇
へ
り
）
が
見
え
、
宇
多
上
皇
が
「
虚
舟
」
を
逐
う
こ
と
を
述
べ
て
い

る
。『
荘
子
』
列
御
寇
篇
の
「
飽
食
而
遨
遊
、
汎
若
不
繋
之
舟
」
が
出
典
と
さ
れ
て
い
る
が
、
逍
遙
遊
篇
の
堯
と
許
由
の
寓
言
の
「
而
我
猶
代
子
、
吾
将
為

名
乎
。
名
者
、
実
之
賓
也
。
吾
将
為
賓
乎
」
の
郭
象
注
に
見
え
る
聖
人
の
姿
の
描
写
に
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
出
典
が
あ
る
。 

 
 

是
以
無
心
玄
応
、
唯
感
之
従
、
汎
乎
若
不
繋
之
舟
、
東
西
之
非
己
也
。 

 
 
 
 

是
を
以
て
心
無
く
し
て
玄
応
し
、
唯
感
の
従
ふ
と
こ
ろ
、
汎
と
し
て
繋
が
ざ
る
舟
の
ご
と
く
、
東
西
の
己
に
非
ざ
る
な
り
。 

 

聖
人
堯
は
執
着
の
心
を
捨
て
て
、
感
覚
に
し
た
が
っ
て
「
玄
」
に
応
じ
て
い
る
。
水
に
浮
か
ん
で
い
る
繋
が
れ
な
い
舟
の
よ
う
に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
漂

っ
て
い
る
。
郭
象
は
、
聖
人
堯
の
自
由
自
在
の
姿
を
「
不
繋
之
舟
」
に
比
喩
し
て
い
る
。
道
真
は
、
逍
遙
遊
篇
の
郭
象
注
の
影
響
を
受
け
て
、4

4
3

「
九
日

後
朝
、
侍
朱
雀
院
、
同
賦
閑
居
楽
秋
水
、
応
太
上
天
皇
製 
并
序
」
で
、
宇
多
上
皇
を
「
逐
虚
舟
」
の
堯
に
見
立
て
て
い
る
。
「
堯
譲
章
」
に
使
わ
れ
て
い

る
「
優
遊
」
の
詩
語
も
、「
逍
遙
遊
」
に
呼
応
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
同
時
に
、
聖
人
の
「
汎
乎
若
不
繋
之
舟
」
の
心
境
も
含
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 
 五

、
お
わ
り
に 

 

道
真
は
、
逍
遙
遊
篇
の
堯
と
許
由
の
寓
話
を
素
材
と
し
て
、
「
堯
譲
章
」
を
創
作
し
た
。
堯
と
許
由
を
聖
人
と
賢
人
と
し
て
平
等
に
見
な
し
て
い
る
「
堯

譲
章
」
に
表
れ
た
聖
賢
観
は
、
郭
象
注
、
成
玄
英
疏
、
白
居
易
の
「
汎
渭
賦
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
道
真
は
、
我
が
身
を
隠
者
許
由
と
重
ね
て
、
宇
多

天
皇
を
聖
人
堯
に
擬
え
て
い
る
。
天
皇
と
臣
下
は
各
自
の
責
任
を
尽
く
す
た
め
、
各
々
の
人
生
の
途
で
「
優
遊
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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注 （
１
）
菅
原
道
真
の
作
品
番
号
は
『
菅
家
文
草 

菅
家
後
集
』
（
川
口
久
雄
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
７
２
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
）
に
拠
る
。

引
用
と
訓
読
は
、
元
禄
十
三
年
跋
『
菅
家
文
草
』
と
貞
享
四
年
版
『
菅
家
後
草
』
に
拠
っ
た
が
、
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

（
２
）
『
荘
子
』
の
引
用
は
、
架
蔵
の
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
刊
『
南
華
真
経
注
疏
解
経
』
（
中
野
宗
左
衛
門
刊
）
に
拠
っ
た
。 

 

（
３
）
谷
口
孝
介
「
閑
客
の
言
志―

菅
原
道
真
と
「
逍
遙
遊
」―

」（
谷
口
『
菅
原
道
真
の
詩
と
学
問
』、
塙
書
房
、
平
成
十
八
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
４
）『
世
説
新
語
』
文
学
部
を
参
照
。『
世
説
新
語
』
の
引
用
は
、『
世
説
新
語
校
箋
上
』（
劉
義
慶
撰
、
劉
孝
標
注
、
楊
勇
校
箋
、
中
華
書
局
、
平
成
二
十

一
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
５
）
「
汎
渭
賦
」
は
、『
白
氏
文
集
（
四
）
』（
岡
村
繁
、
明
治
書
院
、
平
成
二
年
）
に
拠
っ
た
。 

（
６
）
『
芸
文
類
聚
』
巻
三
十
六
隠
逸
部
を
参
照
。 

（
７
）
訓
読
は
、
文
草
の
会
編
『
菅
家
文
草
注
釈
』
第
一
冊
（
勉
誠
出
版
、
平
成
二
十
六
年
）
に
拠
っ
た
。 

           



 

 91 

附
論 

 

 

『
徒
然
草
』
第
七
段
と
白
居
易
の
人
間
観
ー
『
荘
子
』
と
の
関
わ
り
ー 

 

一
、
は
じ
め
に 

 

兼
好
は
『
徒
然
草
』
の
第
七
段
で
、
無
常
の
中
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
一
般
通
念
で
は
望
ま
し
い
と
す
る
長
寿
を
否
定
し
て
い
る
。
人
間
が
永
遠

に
生
き
続
け
る
と
す
る
と
、
も
の
の
情
趣
を
解
さ
な
く
な
る
と
言
っ
て
い
る
。
第
七
段
の
本
文
を
引
用
し
よ
う
（
１
）
。 

あ
だ
し
野
の
露
消
ゆ
る
時
な
く
、
鳥
部
山
の
煙
立
ち
去
ら
で
の
み
住
み
果
つ
る
習
ひ
な
ら
ば
、
い
か
に
も
の
の
あ
は
れ
も
な
か
ら
ん
。
世
は
定
め
な

き
こ
そ
い
み
じ
け
れ
。 

命
あ
る
も
の
を
見
る
に
、
人
ば
か
り
久
し
き
は
な
し
。
か
げ
ろ
ふ
の
夕
べ
を
待
ち
、
夏
の
蟬
の
春
秋
を
知
ら
ぬ
も
あ
る
ぞ
か
し
。
つ
く
づ
く
と
一
年

を
暮
す
ほ
ど
だ
に
も
、
こ
よ
な
う
の
ど
け
し
や
。
飽
か
ず
惜
し
と
思
は
ば
、
千
年
を
過
す
と
も
一
夜
の
夢
の
心
地
こ
そ
せ
め
。
住
み
果
て
ぬ
世
に
み
に

く
き
姿
を
待
ち
得
て
、
何
か
は
せ
ん
。
命
長
け
れ
ば
辱
多
し
。
長
く
と
も
、
四
十
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
に
て
死
な
ん
こ
そ
め
、
や
す
か
る
べ
け
れ
。 

そ
の
ほ
ど
過
ぎ
ぬ
れ
ば
、
か
た
ち
を
恥
づ
る
心
も
な
く
、
人
に
出
で
交
ら
は
ん
事
を
思
ひ
、
夕
べ
の
陽
に
子
孫
を
愛
し
て
、
さ
か
ゆ
く
末
を
見
ん
ま

で
の
命
を
あ
ら
ま
し
、
ひ
た
す
ら
世
を
貪
る
心
の
み
深
く
、
も
の
の
あ
は
れ
も
知
ら
ず
な
り
ゆ
く
な
ん
、
あ
さ
ま
し
き
。 

 

こ
の
一
段
で
、
明
ら
か
に
『
荘
子
』
を
典
拠
と
す
る
と
こ
ろ
が
二
箇
所
あ
る
。
そ
の
一
つ
「
夏
の
蟬
の
春
秋
を
知
ら
ぬ
も
あ
る
ぞ
か
し
」
は
、
逍
遙
遊
篇

の
「
朝
菌
不
知
晦
朔
、
蟪
蛄
不
知
春
秋
」（
朝
菌
は
晦
朔
を
知
ら
ず
、
蟪
蛄
は
春
秋
を
知
ら
ず
）
に
基
づ
く
（
２
）
。
も
う
一
つ
は
、
天
地
篇
の
堯
の
言
葉
「
寿

則
多
辱
」（
寿
な
れ
ば
則
ち
辱
多
し
）
に
拠
る
「
命
長
け
れ
ば
辱
多
し
」
で
あ
る
。
兼
好
は
「
も
の
の
あ
は
れ
」
を
十
分
に
理
解
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、

『
荘
子
』
を
利
用
し
て
、
他
の
生
き
物
と
比
べ
て
、
人
間
ほ
ど
長
生
き
を
す
る
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
、
人
間
の
限
り
あ
る
寿
命
を
肯
定
し
て
い

る
。 

 

先
行
研
究
で
は
『
徒
然
草
』
と
『
荘
子
』
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
徒
然
草
』
と
『
荘
子
』
と
の
関
わ
り
を
述
べ
た
い
く

つ
か
の
研
究
を
紹
介
す
る
。 
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『
徒
然
草
』
の
第
十
三
段
は
、「
文
は
、
文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻
々
（
３
）、
白
氏
文
集
、
老
子
の
こ
と
ば
、
南
華
の
篇
」
と
、『
荘
子
』
を
「
南
華
の
篇
」

と
呼
び
、
好
ま
し
い
漢
籍
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
「
南
華
の
篇
」
に
つ
い
て
、
川
口
久
雄
氏
は
「
こ
れ
は
荘
周
が
曹
州
の
南
華
山
に
隠
栖

し
た
た
め
に
そ
の
書
を
『
南
華
真
経
』（P

e
l
l
i
o
t 2

50
8
)

と
よ
び
『
南
華
篇
』
と
呼
ぶ
の
で
、
今
日
は
荘
子
と
よ
び
、
注
と
と
も
に
荘
子
郭
象
注
な
ど
と
よ

ぶ
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
（
４
）、
神
田
秀
夫
氏
も
、
兼
好
が
「
成
疏
を
た
よ
り
に
郭
注
で
荘
子
を
読
ん
で
い
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
５
）
。

両
氏
の
指
摘
か
ら
、
兼
好
が
『
荘
子
』
を
西
晋
の
郭
象
の
注
に
初
唐
の
西
華
観
道
士
成
玄
英
の
疏
を
付
す
『
南
華
真
経
注
疏
』
で
読
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

る
（
６
）。 

 

兼
好
が
生
き
た
時
代
の
『
荘
子
』
の
受
容
史
に
つ
い
て
、
王
迪
氏
は
、「
一
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
中
期
ま
で
は
、
『
老
子
』
は
河
上
公
注
、『
荘
子
』
は

郭
象
注
・
玄
英
疏
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
た
。
二
、
南
北
朝
か
ら
室
町
末
期
ま
で
の
間
に
口
義
本
が
現
れ
、
郭
象
注
・
玄
英
疏
と
平
行
し
て
『
荘
子
』
研

究
に
利
用
さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
７
）
。
口
義
は
、
南
宋
の
林
希
逸
の
『
荘
子
鬳
斎
口
義
』
を
指
す
。
ま
た
、
陳
秉
珊
氏
は
、
神
田
氏
と
王

氏
に
基
づ
い
て
、
第
七
段
に
見
え
る
「
夏
の
蟬
」
を
め
ぐ
っ
て
兼
好
が
成
玄
英
の
疏
を
採
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
８
）。
以
上
諸
氏
の

先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。 

 

兼
好
は
、「
長
く
と
も
、
四
十
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
に
て
死
な
ん
こ
そ
、
め
や
す
か
る
べ
け
れ
」
と
述
べ
、
人
は
四
十
歳
に
な
ら
な
い
う
ち
に
死
ぬ
の
を
人
生

の
あ
る
べ
き
姿
と
見
な
し
て
い
る
。
で
は
、「
四
十
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
」
と
い
う
年
齢
の
節
目
は
、
ど
こ
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
兼
好
が
「
南
華

の
篇
」
と
共
に
取
り
上
げ
て
い
る
『
白
氏
文
集
』
を
繙
く
と
、
白
居
易
が
「
四
十
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
」
の
三
十
九
歳
時
点
の
も
の
で
、『
荘
子
』
に
基
づ
く
諦

観
の
境
地
を
表
わ
し
た
作
品
が
あ
る
。
そ
の
後
の
四
十
代
の
白
詩
を
概
観
す
る
と
、
白
居
易
は
自
分
の
老
醜
の
容
貌
を
手
厳
し
く
描
写
し
な
が
ら
、
精
神
の

面
に
つ
い
て
、
や
や
感
傷
・
嘆
老
の
色
彩
が
濃
く
、
諦
観
の
境
地
と
は
離
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
な
お
、「
夕
べ
の
陽
に
子
孫
を
愛
し
て
」
の
典

拠
と
さ
れ
る
「
秦
中
吟
」
十
首
の
第
五
首
「
不
致
仕
」
〔
〇
〇
七
九
〕
は
第
七
段
の
全
体
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
兼
好
が
『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
と
天
地
篇
の
内
容
を
並
べ
て
引
用
し
て
い
る
意
図
を
分
析
し
て
、
そ
の
人
間
観
が
逍
遙
遊
篇
の
堯
の
精

神
の
あ
り
方
「
其
神
凝
」（
其
の
神
凝
な
り
）
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
い
。
次
に
「
四
十
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
」
と
い
う
年
齢
の
節
目
は
、
右
に
述
べ

た
白
居
易
の
年
齢
意
識
と
関
わ
る
こ
と
を
考
察
し
、
そ
れ
も
『
荘
子
』
の
「
其
神
凝
」
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
述
べ
て
ゆ
く
。 
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二
、
兼
好
の
人
間
観
と
逍
遙
遊
篇
の
「
其
神
凝
」 

 

第
七
段
で
、
兼
好
は
、「
あ
だ
し
野
の
露
」
と
「
鳥
部
山
の
煙
」
を
は
か
な
い
人
生
の
喩
え
と
し
て
持
ち
出
し
、
も
し
人
間
が
永
遠
に
こ
の
世
に
残
れ
ば
、

「
も
の
の
あ
は
れ
」
が
分
か
ら
な
く
な
る
と
仮
定
し
て
、
人
間
の
寿
命
に
は
限
界
が
あ
り
、
無
常
で
あ
る
か
ら
こ
そ
す
ば
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
。
続
い
て
、
生
き
物
の
中
で
、
人
間
が
一
番
長
寿
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
短
命
の
「
か
げ
ろ
ふ
」
、「
夏
の
蟬
」
を
人
間
と
比
較
す
る
対
象

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。 

 

「
か
げ
ろ
ふ
の
夕
べ
を
待
ち
、
夏
の
蟬
の
春
秋
を
知
ら
ぬ
も
あ
る
ぞ
か
し
」
の
対
句
は
、
構
造
上
は
前
述
し
た
よ
う
に
逍
遙
遊
篇
の
「
朝
菌
不
知
晦
朔
、

蟪
蛄
不
知
春
秋
」
に
基
づ
い
て
い
る
が
、『
淮
南
子
』
説
林
訓
篇
の
「
鶴
寿
千
歳
、
以
極
其
遊
。
蜉
蝣
朝
生
而
暮
死
、
而
尽
其
楽
」（
鶴
の
寿
は
千
歳
、
以
て

其
の
遊
を
極
す
。
蜉
蝣
朝
に
生
じ
て
暮
に
死
し
、
而
も
其
の
楽
を
尽
す
）
を
踏
ま
え
、
逍
遙
遊
篇
の
「
朝
菌
」
を
「
か
げ
ろ
ふ
」
に
置
き
換
え
て
い
る
（
９
）。

「
夏
の
蟬
」
と
「
か
げ
ろ
ふ
」
の
二
つ
の
虫
を
並
べ
る
発
想
は
、『
淮
南
子
』
道
応
訓
篇
が
逍
遙
遊
篇
の
「
朝
菌
不
知
晦
朔
、
蟪
蛄
不
知
春
秋
」
を
そ
の
ま

ま
に
引
用
し
た
と
こ
ろ
に
由
来
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
道
応
訓
篇
の
「
朝
菌
」
に
つ
い
て
、
後
漢
の
許
慎
注
は
「
朝
菌
、
朝
生
暮
死
之
虫
也
」
と
解
釈
し

て
お
り
、
説
林
訓
篇
の
「
蜉
蝣
」
と
同
じ
く
「
朝
生
暮
死
」
の
虫
と
見
な
し
て
、「
蟪
蛄
」
と
並
べ
て
い
る
（
１
０
）。
こ
こ
で
、
兼
好
は
『
淮
南
子
』
の
考

え
方
を
参
考
に
し
て
、
命
の
あ
り
方
が
人
間
に
近
い
虫
の
「
か
げ
ろ
ふ
」「
夏
の
蟬
」
を
人
間
と
の
比
較
対
象
と
し
て
持
ち
出
し
て
い
る
。
な
お
、
逍
遙
遊

篇
の
「
蟪
蛄
」
を
「
夏
の
蟬
」
に
翻
案
す
る
の
は
、
陳
氏
に
よ
る
と
、
成
玄
英
疏
に
あ
る
「
蟪
蛄
、
夏
蟬
也
。
生
於
麦
梗
、
亦
謂
之
麦
節
。
夏
生
秋
死
、
故

不
知
春
秋
也
」
（
蟪
蛄
、
夏
蟬
な
り
。
麦
梗
に
生
ま
れ
、
亦
た
之
れ
を
麦
節
と
謂
ふ
。
夏
生
れ
て
秋
死
ぬ
、
故
に
春
秋
を
知
ら
ざ
る
な
り
）
を
踏
ま
え
て
い

る
の
で
あ
る
。 

 

逍
遙
遊
篇
の
「
朝
菌
不
知
晦
朔
、
蟪
蛄
不
知
春
秋
」
の
文
脈
を
全
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
こ
の
部
分
は
、「
小
知
不
及
大
知
、
小
年
不
及
大
年
」（
小
知
は

大
知
に
及
ば
ず
、
小
年
は
大
年
に
及
ば
ず
）
か
ら
始
ま
り
、
性
が
異
な
る
対
照
的
な
事
柄
を
い
く
つ
か
並
べ
て
い
る
。
こ
の
並
び
方
に
つ
い
て
、「
小
知
不

及
大
知
、
小
年
不
及
大
年
」
の
郭
象
注
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

自
此
已
下
至
於
列
子
、
歴
挙
年
知
之
大
小
、
各
信
其
一
方
、
未
有
足
以
相
顧
者
也
。
然
後
統
以
無
待
之
人
、
遺
彼
忘
我
、
冥
此
群
異
。（
後
略
） 

 

此
れ
よ
り
已
下
列
子
に
至
る
ま
で
、
歴
く
年
知
の
大
小
な
る
も
の
を
挙
ぐ
、
各
お
の
其
の
一
方
を
信
ず
れ
ば
、
未
だ
以
て
相
ひ
顧
み
る
に
足
る
こ

と
有
ら
ざ
る
者
な
り
。
然
し
て
後
無
待
の
人
を
以
て
統
べ
、
彼
を
遺
れ
我
を
忘
る
、
此
の
群
の
異
を
冥
す
。（
後
略
） 
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郭
象
注
が
言
う
よ
う
に
、「
小
知
不
及
大
知
、
小
年
不
及
大
年
」
の
後
は
、
短
命
の
朝
菌
と
蟪
蛄
、
長
寿
の
冥
霊
・
大
椿
・
彭
祖
、
巨
大
な
鯤
鵬
、
卑
小

な
斥
鷃
、
地
方
を
治
め
る
宰
官
、
賢
人
宋
栄
子
、
風
に
乗
っ
て
世
を
巡
る
列
子
な
ど
、
「
年
知
之
大
小
」
の
人
や
物
を
そ
れ
ぞ
れ
列
挙
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
人
や
物
は
、
各
々
の
「
一
方
」
を
信
じ
て
、
他
方
を
理
解
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
後
、
天
地
の
無
限
の
境
地
に
遊
ん
で
い
る
「
無
待
之
人
」（
何
も
頼

ら
な
い
人
）
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
郭
象
が
言
う
「
無
待
之
人
」
は
、
逍
遙
遊
篇
で
は
「
至
人
」、「
神
人
」
、「
聖
人
」
と
も
呼
ば
れ
、
彼
我
を
忘
れ
て
、
人

や
物
の
異
な
る
性
を
超
越
す
る
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
郭
象
注
の
見
方
は
、「
無
待
之
人
」
は
も
の
の
大
小
長
短
な
ど
天
性
の
差
異
を
認
識
し
な
が
ら
、
そ
れ

ら
を
超
越
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
「
無
待
之
人
」
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
物
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

逍
遙
遊
篇
で
、
肩
吾
、
連
叔
、
接
輿
の
三
人
が
登
場
し
て
い
る
。
肩
吾
は
「
吾
聞
言
於
接
輿
」（
吾
言
を
接
輿
に
聞
け
り
）
の
よ
う
に
、
接
輿
か
ら
聞
い

た
話
を
連
叔
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
話
を
次
に
取
り
上
げ
る
。 

曰
、
藐
姑
射
之
山
、
有
神
人
居
焉
。
肌
膚
若
氷
雪
、
綽
約
若
処
子
。
不
食
五
穀
、
吸
風
飲
露
。
乗
雲
気
、
御
飛
龍
、
而
遊
乎
四
海
之
外
。
其
神
凝
、
使

物
不
疵
癘
而
年
穀
熟
。 

曰
く
、
藐
姑
射
の
山
に
神
人
の
居
る
有
り
。
肌
膚
は
氷
雪
の
若
く
、
綽
約
と
し
て
処
子
の
若
し
。
五
穀
を
食
は
ず
、
風
を
吸
ひ
露
を
飲
み
、
雲
気
に

乗
り
、
飛
龍
を
御
し
て
、
四
海
の
外
に
遊
ぶ
。
其
の
神
凝
な
り
、
物
を
し
て
疵
癘
せ
ず
し
て
、
年
穀
を
し
て
熟
せ
し
む
。 

 

「
吾
聞
言
於
接
輿
」
の
成
玄
英
疏
「
荘
生
寄
三
賢
以
明
堯
之
一
聖
」
（
荘
生
三
賢
に
寄
せ
て
以
て
堯
の
一
聖
を
明
ら
か
に
す
）
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
「
言
」
の
内
容
は
、「
神
人
」
と
し
て
の
堯
が
俗
世
間
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。「
無
待
之
人
」
は
堯
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
藐

姑
射
の
山
に
居
る
神
人
堯
は
、
氷
雪
の
よ
う
な
清
浄
純
白
な
肌
を
し
て
い
る
。
そ
の
た
お
や
か
な
姿
は
、
あ
た
か
も
乙
女
の
よ
う
だ
。
五
穀
を
食
べ
る
こ
と

は
な
く
、
風
を
吸
っ
て
、
露
を
飲
み
、
雲
に
乗
り
、
空
を
飛
ぶ
龍
を
操
り
、
四
海
の
外
の
世
界
に
気
ま
ま
に
遊
ん
で
い
る
。
そ
の
静
か
な
精
神
は
、
万
物
を

傷
も
病
も
な
い
よ
う
に
成
長
さ
せ
て
、
穀
物
も
成
熟
さ
せ
る
。
堯
は
、
世
俗
の
物
事
を
超
越
し
た
神
聖
の
人
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。 

 

聖
人
の
心
の
あ
り
方
を
描
写
す
る
「
其
神
凝
」
は
、
成
玄
英
疏
に
よ
る
と
「
凝
、
静
也
」
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
、
「
其
の
神
凝
な
り
」
と
訓
む
こ
と
に

す
る
。
「
其
神
凝
」
の
郭
象
注
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

遺
身
而
自
得
。
唯
澹
然
而
不
泛
。
坐
忘
行
忘
、
忘
而
為
之
、
故
行
若
曳
枯
木
、
止
若
聚
死
灰
。
是
以
曰
其
神
凝
也
。 

 
 

 

身
を
遺
れ
て
自
得
す
。
唯
澹
然
と
し
て
泛
せ
ず
。
坐
し
て
忘
れ
行
き
て
忘
れ
ば
、
忘
じ
て
之
れ
を
為
す
。
故
に
行
く
と
き
は
枯
木
を
曳
く
が
若
く
、 
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止
ま
る
と
き
は
死
灰
を
聚
む
る
が
若
し
。
是
を
以
て
其
の
神
凝
な
り
と
云
な
り
。 

 

「
其
神
凝
」
は
、
何
も
頼
ら
な
い
淡
々
と
生
き
て
い
る
聖
人
が
、
す
べ
て
を
忘
れ
て
静
か
な
心
境
で
過
ご
す
こ
と
で
あ
る
。
行
動
す
る
時
に
、
枯
れ
た
木

を
引
き
摺
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
止
ま
る
時
に
、
冷
え
切
っ
た
灰
を
集
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
遺
心
」
「
坐
忘
」
は
、
前
述
し
た
「
無
待
之

人
」
の
「
遺
彼
忘
我
」
に
共
通
し
て
い
る
。
郭
象
の
見
方
と
し
て
は
、
我
と
世
事
を
忘
れ
て
、
徹
底
的
に
静
か
な
境
地
に
居
る
こ
と
が
聖
人
の
あ
る
べ
き
姿

で
あ
る
。 

 

「
坐
忘
」「
枯
木
」「
死
灰
」
は
、
斉
物
論
篇
冒
頭
部
の
南
郭
子
綦
と
顔
成
子
遊
の
会
話
に
基
づ
い
て
い
る
。 

 
 

南
郭
子
綦
隠
几
而
坐
。
仰
天
而
嘘
。
嗒
焉
似
喪
其
耦
。
顔
成
子
遊
立
侍
乎
前
、
曰
、
何
居
乎
。
形
固
可
使
如
槁
木
、
而
心
固
可
使
如
死
灰
乎
。 

南
郭
子
綦
几
に
隠
つ
て
坐
せ
り
。
天
に
仰
ぎ
て
嘘
く
。
嗒
焉
と
し
て
其
の
耦
を
喪
ふ
に
似
た
り
。
顔
成
子
遊
前
に
立
侍
し
て
、
曰
く
、
何
ぞ
居
る

や
。
形
は
固
よ
り
槁
木
の
如
く
な
ら
し
む
べ
く
、
而
し
て
、
心
は
固
よ
り
死
灰
の
如
く
な
ら
し
む
べ
け
ん
や
。 

 

南
郭
子
綦
が
ひ
じ
か
け
に
凭
れ
て
（
「
隠
几
」
）、
天
を
仰
い
で
嘆
い
て
い
る
。
そ
の
力
が
抜
け
た
さ
ま
は
、
ま
る
で
自
分
の
「
耦
」
を
喪
っ
た
よ
う
に
見

え
る
。
「
耦
」
に
つ
い
て
、
成
玄
英
疏
に
は
、
「
耦
、
匹
也
。
身
与
神
為
匹
、
物
与
我
為
耦
也
」（
耦
、
匹
な
り
。
身
と
神
を
匹
と
為
す
、
物
と
我
を
耦
と
為

す
な
り
）
と
あ
り
、「
耦
」
と
は
、「
身
」
と
「
神
」（
心
）
に
よ
っ
て
人
間
が
成
り
立
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
「
物
」
と
「
我
」
に
よ
っ
て
世
界
が
成
り
立

っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。 

 

南
郭
子
綦
が
「
耦
」
を
忘
れ
る
状
態
に
つ
い
て
、
成
玄
英
疏
が
「
身
心
倶
遣
、
物
我
兼
忘
」（
身
心
倶
に
遣
り
、
物
我
兼
ね
て
忘
る
）
と
解
釈
し
て
い
る
。

身
と
心
か
ら
な
る
人
間
存
在
の
一
切
を
忘
れ
る
。
あ
る
い
は
、
物
と
我
か
ら
な
る
世
界
一
切
を
忘
れ
る
。
南
郭
子
綦
の
前
に
仕
え
て
立
っ
て
い
る
弟
子
の
顔

成
子
遊
は
、「
人
間
の
身
は
も
と
も
と
枯
れ
る
木
の
よ
う
に
静
止
で
き
る
が
、
其
の
心
は
冷
え
切
っ
た
灰
の
よ
う
に
一
切
を
忘
れ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」

と
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
郭
象
注
は
、
顔
成
子
遊
が
持
ち
出
し
た
「
槁
木
」「
死
灰
」
の
喩
え
を
「
無
心
而
自
得
」
の
心
境
と
見
な
し
て
、
成
玄
英
疏
は
次

の
よ
う
に
、「
無
心
而
自
得
」
す
る
心
境
の
あ
り
方
を
述
べ
て
い
る
。 

 
 

如
何
安
処
。
神
識
凝
寂
、
頓
異
従
来
。
遂
使
形
将
槁
木
而
不
殊
、
心
与
死
灰
而
無
別
。 

 
 
 
 
 

如
何
ぞ
安
処
す
る
や
。
神
識
凝
寂
し
て
、
頓
に
従
来
に
異
な
り
。
遂
に
形
を
槁
木
と
殊
な
ら
ず
、
心
は
死
灰
と
別
無
か
ら
し
む
。 

「
安
処
」（
安
ら
か
に
居
る
）
の
方
法
は
、
心
が
静
寂
の
境
地
に
至
り
、
従
来
と
は
異
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
南
郭
子
綦
の
よ
う
に
身
を
「
槁
木
」
の
如
く
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に
し
、
心
を
「
死
灰
」
の
如
く
に
さ
せ
る
。
こ
こ
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
郭
象
注
の
「
無
心
而
自
得
」
す
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
逍
遙
遊
篇
の
藐
姑

射
寓
話
に
見
え
る
「
其
神
凝
」
の
注
の
「
遺
心
而
自
得
」
す
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
成
玄
英
疏
の
「
神
識
凝
寂
」
は
、
南
郭
子
綦
の
精
神

状
態
で
あ
り
、
聖
人
堯
の
「
其
神
凝
」
と
い
う
精
神
状
態
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
郭
象
と
成
玄
英
は
、『
荘
子
』
原
文
に
お
い
て
は
直
接
関
連
を
持
た
な
い
聖
人
堯
と
南
郭
子
綦
を
対
照
し
な
が
ら
注
疏
を
付
け
て
、「
其
神

凝
」
と
い
う
精
神
の
立
場
か
ら
、
堯
と
南
郭
子
綦
を
同
じ
「
聖
人
」
と
見
な
し
て
い
る
。
荘
子
的
な
「
聖
人
」
は
、
現
実
の
君
王
を
神
格
化
し
た
も
の
で
は

な
く
、
『
荘
子
』
の
思
想
を
理
解
し
て
実
践
す
る
理
想
的
な
人
間
で
あ
る
。
逍
遙
遊
篇
の
堯
が
人
物
の
大
小
・
長
短
の
差
異
に
対
す
る
「
遺
彼
忘
我
、
冥
此

群
異
」
と
い
う
態
度
も
、
南
郭
子
綦
の
一
切
を
忘
れ
る
「
喪
其
耦
」
を
理
想
的
な
精
神
と
し
て
受
け
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
を
「
各
信
其
一
方
、
未
有
足

以
相
顧
者
也
」
の
よ
う
に
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
の
外
在
的
な
差
異
を
同
一
視
し
て
い
る
。『
徒
然
草
』
第
七
段
に
登
場
す
る
短
命
の
「
か
げ
ろ
ふ
」
と
「
夏

の
蟬
」
も
、
堯
に
統
一
さ
れ
た
「
群
異
」
に
属
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
堯
は
直
接
的
に
は
登
場
し
て
い
な
い
が
、
伏
線
と
し
て
潜
ん
で
、
天
地
篇
の
堯
の
言

葉
「
寿
則
多
辱
」
に
基
づ
い
た
「
命
長
け
れ
ば
、
辱
多
し
」
と
呼
応
し
て
い
る
。「
寿
則
多
辱
」
は
、
天
地
篇
の
次
の
寓
話
に
見
え
る
。 

 

聖
人
堯
が
華
の
地
方
に
遊
ん
で
い
る
時
、
国
境
守
備
の
役
人
封
人
か
ら
の
「
寿
」（
長
寿
）、
「
富
」
（
金
持
ち
に
な
る
）
、「
多
男
子
」（
子
息
が
多
く
授
か

る
）
の
三
つ
の
祝
い
を
拒
否
し
、
そ
の
理
由
を
聞
か
れ
た
と
こ
ろ
、「
多
男
子
、
則
多
懼
。
富
則
多
事
。
寿
則
多
辱
。
是
三
者
、
非
所
以
養
徳
也
」（
男
子
多

け
れ
ば
、
則
ち
懼
れ
多
し
。
富
め
ば
、
則
ち
事
多
し
。
寿
な
れ
ば
、
則
ち
辱
多
し
。
こ
の
三
者
は
、
徳
を
養
ふ
所
以
に
非
ず
）
と
答
え
た
。
子
息
を
多
く
授

か
る
と
懼
れ
が
多
い
、
金
持
ち
に
な
る
と
面
倒
な
こ
と
が
多
い
、
長
生
き
し
す
ぎ
る
と
辱
ば
か
り
が
多
い
、
と
い
う
。
堯
の
処
世
観
で
あ
る
「
寿
則
多
辱
」

は
、
生
に
対
す
る
貪
欲
の
「
寿
」
を
否
定
し
て
い
る
。 

 

兼
好
は
、
堯
を
意
識
し
て
、
逍
遙
遊
篇
と
天
地
篇
の
内
容
を
第
七
段
に
有
機
的
に
並
べ
て
い
る
。
堯
は
登
場
人
物
と
し
て
姿
を
表
し
て
は
い
な
い
が
、
聖

人
堯
に
見
ら
れ
る
理
想
的
な
人
間
の
価
値
観
が
、
第
七
段
に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

聖
人
の
あ
り
方
「
其
神
凝
」
は
、
次
の
「
つ
く
づ
く
と
一
年
を
く
ら
す
ほ
ど
だ
に
も
、
こ
よ
な
う
の
ど
け
し
や
」
と
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
、
前

文
の
か
げ
ろ
ふ
の
一
日
の
命
、
夏
の
蟬
の
一
季
の
命
の
続
き
と
し
て
、
力
を
尽
く
し
て
一
年
を
暮
ら
す
間
で
さ
え
も
、
こ
の
上
な
く
静
閑
な
感
じ
が
す
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
兼
好
が
用
い
て
い
る
「
の
ど
け
し
」
は
、
次
の
よ
う
に
、
『
古
今
集
』
春
下
に
採
ら
れ
た
紀
友
則
の
歌
に
も
見
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

桜
の
花
の
散
る
を
よ
め
る 
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８
４
久
方
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
静
心
な
く
花
の
ち
る
ら
む 

 

こ
の
歌
は
、
「
光
の
ど
け
き
」
と
「
静
心
」
な
き
「
花
」
を
対
置
し
て
、
桜
の
花
を
擬
人
化
し
て
、
そ
の
散
り
乱
れ
る
様
を
詠
ん
で
い
る
。
三
木
雅
博
氏

は
、「
「
し
づ
心
な
し
」
は
、
中
国
の
詩
の
「
落
花
」
の
よ
う
に
は
「
閑
」「
静
」
で
な
い
、
桜
の
花
の
散
る
様
を
表
わ
す
た
め
に
、
漢
語
「
閑
心
」
あ
る
い

は
「
心
静
」（
「
静
心
」
は
『
荘
子
』
達
生
篇
に
出
る
語
で
や
や
道
家
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
る
）
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
創
り
出
さ
れ
た
表
現
で
は
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
１
）。
こ
の
達
生
篇
に
見
え
る
「
静
心
」
は
、
逍
遙
遊
篇
の
堯
の
「
其
神
凝
」
と
同
様
に
荘
子
的
で
静
謐
な

精
神
状
態
を
表
わ
し
て
い
る
。
「
静
心
」
に
対
応
す
る
「
の
ど
け
き
」
も
、
荘
子
的
な
色
彩
を
持
つ
語
で
あ
る
。 

 

な
お
、
兼
好
は
『
徒
然
草
』
第
百
七
十
五
段
で
「
月
の
夜
、
雪
の
朝
、
花
の
本
に
て
も
、
心
の
ど
か
に
物
語
し
て
、
盃
出
し
た
る
、
よ
ろ
づ
の
興
を
添
ふ

る
わ
ざ
な
り
」
と
、「
の
ど
か
」
を
も
っ
て
、
雪
月
花
の
自
然
風
景
に
浸
っ
て
い
る
風
流
な
心
境
を
描
写
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
兼
好
が
考
え
た
「
の
ど
け

し
」「
の
ど
か
」
は
、『
荘
子
』
の
「
静
心
」「
其
神
凝
」
と
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
を
自
然
の
移
り
変
わ
り
の
美
し
さ
を
静
か
に
感
じ
取
る

こ
と
の
描
写
用
語
と
し
て
い
る
。
兼
好
は
聖
人
堯
の
精
神
状
態
「
其
神
凝
」
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
を
「
つ
く
づ
く
と
一
年
を
く
ら
す
」
と
い
う
人
生
の
過
ご

し
方
に
応
用
し
て
い
る
。「
其
神
凝
」
を
人
間
精
神
の
理
想
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

兼
好
は
、『
徒
然
草
』
の
第
七
段
で
『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
、
斉
物
論
篇
、
天
地
篇
の
内
容
を
使
い
、
無
駄
な
長
い
人
生
を
夢
と
し
て
把
握
し
な
が
ら
、
和

語
「
の
ど
け
し
」
を
も
っ
て
堯
の
精
神
「
其
神
凝
」
を
表
わ
し
て
い
る
。
命
の
長
さ
は
と
も
あ
れ
、「
も
の
の
あ
は
れ
」
を
知
っ
て
い
る
心
を
失
わ
な
い
よ

う
に
静
閑
に
人
生
を
送
る
べ
き
で
あ
る
。
第
七
段
の
堯
は
、
人
間
を
超
越
し
た
聖
人
で
は
な
く
、
理
想
的
な
人
間
と
し
て
潜
在
し
、
兼
好
は
自
ら
の
人
間
観

を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

三
、
白
居
易
の
四
十
歳
前
後
の
詩
に
見
え
る
人
間
観
と
「
其
神
凝
」 

 

兼
好
は
、
四
十
歳
に
な
ら
な
い
う
ち
に
死
ぬ
の
を
人
生
の
あ
る
べ
き
姿
と
見
な
し
て
い
る
。
逍
遙
遊
篇
の
「
其
神
凝
」
の
思
想
に
基
づ
き
、
「
み
に
く
き

姿
」（
身
）
と
「
も
の
の
あ
は
れ
も
知
ら
ず
」
（
心
）
の
両
面
か
ら
こ
れ
以
上
生
き
残
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。「
四
十
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
」
と
い
う
年
齢
の

節
目
は
、
逍
遙
遊
篇
の
「
其
神
凝
」
を
理
想
的
な
精
神
の
あ
り
方
と
認
識
し
た
白
居
易
の
四
十
歳
前
後
の
詩
を
意
識
し
て
い
る
と
思
う
。 

 

『
白
氏
文
集
』
を
見
る
と
、
白
居
易
は
三
十
九
歳
の
時
の
作
「
隠
几
」（
几
に
隠
る
〔
〇
二
三
二
〕）
の
中
で
、
斉
物
論
篇
に
見
え
る
南
郭
子
綦
の
「
槁
木
」

「
死
灰
」
の
語
を
用
い
て
、
無
心
、
静
寂
の
生
き
方
を
四
十
歳
の
自
分
の
理
想
像
と
し
て
憧
れ
て
い
る
（
１
２
）。 
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身
適
忘
四
支
、
心
適
忘
是
非 

 
 

身
適
す
れ
ば
四
支
を
忘
れ
、
心
適
す
れ
ば
是
非
を
忘
る 

 
 

既
適
又
忘
適
、
不
知
吾
是
誰 

 
 

既
に
適
す
れ
ば
又
適
を
忘
る
、
知
ら
ず
吾
是
れ
誰
ぞ 

 
 

百
体
如
槁
木
、
兀
然
無
所
知 

 
 

百
体
槁
木
の
如
く
、
兀
然
と
し
て
知
る
所
無
し 

 
 

方
寸
如
死
灰
、
寂
然
無
所
思 

 
 

方
寸
死
灰
の
如
く
、
寂
然
と
し
て
思
ふ
所
無
し 

 
 

今
日
復
明
日
、
身
心
忽
両
遺 

 
 

今
日
復
明
日
、
身
心
忽
ち
両
つ
な
が
ら
遺
る 

 
 

行
年
三
十
九
、
歳
暮
日
斜
時 

 
 

行
年
三
十
九
、
歳
暮
れ
日
斜
な
る
時 

 
 

四
十
心
不
動
、
吾
今
其
庶
幾 

 
 

四
十
に
し
て
心
動
か
ず
、
吾
今
其
れ
庶
幾
し 

詩
の
第
一
聯
か
ら
第
五
聯
ま
で
は
、
南
郭
子
綦
寓
話
の
本
文
と
注
疏
を
利
用
し
、
自
分
と
南
郭
子
綦
を
重
ね
て
詠
ん
で
い
る
。
「
身
適
忘
四
支
、
心
適
忘

是
非
」
は
、
身
体
の
四
肢
と
事
の
是
非
を
全
て
忘
れ
る
状
態
を
「
適
」
と
言
う
（
１
３
）。
こ
の
一
聯
は
、「
形
固
可
使
如
槁
木
、
而
心
固
可
使
如
死
灰
乎
」

の
注
「
夫
任
自
然
而
忘
是
非
者
、
其
体
独
任
天
真
而
已
」（
夫
れ
自
然
に
任
せ
て
是
非
を
忘
る
る
者
は
、
其
の
体
中
独
り
天
真
に
任
す
る
の
み
）
を
踏
ま
え

て
い
る
。
自
然
に
従
い
、
事
の
是
非
を
忘
れ
る
の
は
、
身
体
に
存
在
す
る
「
天
真
」（
本
然
の
状
態
）
に
任
せ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
身
心
は
、
本
然
の
状

態
に
戻
っ
た
が
本
然
の
状
態
そ
の
も
の
を
忘
れ
、
つ
い
に
自
分
の
こ
と
も
徹
底
的
に
忘
れ
て
い
る
。
身
体
は
槁
木
の
如
く
、
兀
然
と
し
て
感
覚
が
な
い
、
心

は
死
灰
の
如
く
、
寂
然
と
し
て
思
慮
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
日
々
を
送
り
、
身
心
両
方
を
忘
れ
て
い
る
。「
寂
然
無
所
思
」
の
「
寂
然
」
は
、
郭
象
注
の
「
死

灰
槁
木
、
取
其
寂
寞
無
情
耳
」
（
死
灰
槁
木
は
、
其
の
寂
寞
と
し
て
情
無
き
を
取
る
の
み
）
の
「
寂
寞
」
に
基
づ
き
、
「
身
心
忽
両
遺
」
は
、
「
嗒
焉
似
喪
其

耦
」
の
成
玄
英
疏
の
「
身
心
倶
遣
、
物
我
兼
忘
」（
身
心
倶
に
遣
り
、
物
我
兼
ね
て
忘
る
）
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
る
。
白
居
易
は
兼
好
と
同
様
に
、
注

疏
に
よ
っ
て
『
荘
子
』
を
理
解
し
た
上
で
、
作
品
で
そ
の
内
容
を
活
か
し
て
い
る
。 

 

次
の
一
聯
「
行
年
三
十
九
、
歳
暮
日
斜
時
」
か
ら
、
年
末
を
迎
え
て
三
十
九
歳
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
詩
の
制
作
日
時
が
分
か
る
。「
四
十
心

不
動
」
は
、『
孟
子
』
公
孫
丑
上
の
「
我
四
十
不
動
心
」
に
由
来
し
て
い
る
が
、
思
想
的
な
根
源
は
『
論
語
』
為
政
篇
の
「
四
十
不
惑
」
で
あ
る
。
孟
子
の

趙
岐
注
は
、『
礼
記
』
曲
礼
上
を
引
い
て
、「
孟
子
言
、
礼
四
十
強
而
仕
。
我
志
気
已
定
、
不
妄
動
心
、
有
所
畏
也
」
（
孟
子
言
は
く
、
礼
に
四
十
強
に
し
て

仕
ふ
と
。
我
が
志
気
已
に
定
ま
り
、
妄
り
に
心
を
動
じ
、
畏
る
る
所
有
ら
ざ
る
な
り
と
）
と
あ
る 

(

１
４)

。『
礼
記
』
に
四
十
歳
は
強
く
な
り
、
仕
官
し
始

め
る
と
あ
る
よ
う
に
、
人
間
は
四
十
歳
に
な
る
と
、
決
ま
っ
た
目
標
に
向
か
っ
て
意
気
込
ん
で
努
力
し
て
、
そ
の
心
は
容
易
に
動
揺
し
な
い
。
つ
ま
り
儒
家
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的
な
見
方
で
、
四
十
歳
は
強
盛
の
年
齢
で
あ
る
が
、
白
居
易
に
お
い
て
「
心
不
動
」
の
内
実
は
、
南
郭
子
綦
の
「
槁
木
死
灰
」
と
い
う
「
無
所
知
」「
無
所

思
」
と
い
う
身
心
の
あ
り
方
で
あ
る
。
白
居
易
は
孟
子
の
儒
家
的
な
文
辞
を
利
用
し
て
も
、
儒
家
の
文
脈
で
は
な
く
、
斉
物
論
篇
と
合
わ
せ
な
が
ら
、
荘
子

の
文
脈
で
孟
子
の
文
を
改
め
て
解
釈
し
て
い
る
。
三
十
九
歳
の
白
居
易
は
、
南
郭
子
綦
の
「
槁
木
死
灰
」
を
四
十
歳
の
理
想
と
し
て
憧
れ
、「
四
十
心
不
動
」

と
い
う
悟
り
の
境
界
を
求
め
て
い
る
。
白
居
易
に
と
っ
て
は
、
詩
を
作
っ
た
時
点
の
三
十
九
歳
は
、「
四
十
心
不
動
」
と
い
う
理
想
に
近
づ
い
て
い
る
の
で

あ
る
。 

 

白
居
易
の
三
十
九
歳
の
作
品
を
見
る
と
、「
隠
几
」
の
よ
う
な
思
想
を
詠
み
込
む
詩
以
外
に
、
人
間
と
し
て
の
嘆
老
の
情
緒
を
表
わ
す
詩
も
見
ら
れ
る
。

次
の
「
寒
食
夜
」〔
〇
七
一
九
〕
は
、
四
十
歳
が
到
来
す
る
こ
と
を
嘆
く
作
品
で
あ
る
。 

 
 

無
月
無
燈
寒
食
夜 

 

月
も
無
く
燈
も
無
し
寒
食
の
夜 

 
 

夜
深
猶
立
闇
花
前 

 

夜
深
け
て
猶
立
て
り
闇
花
の
前 

 
 

忽
因
時
節
驚
年
幾 

 

忽
ち
時
節
に
因
つ
て
驚
く
年
幾
く
ぞ 

 
 

四
十
如
今
欠
一
年 

 

四
十
如
今
一
年
を
欠
く 

月
も
見
え
ず
燈
火
も
と
も
さ
な
い
晩
春
の
寒
食
節
の
夜
に
、
白
居
易
が
夜
更
け
ま
で
、
ず
っ
と
闇
の
中
で
花
の
前
に
立
っ
て
い
る
。
突
然
、
時
節
の
移
り
変

わ
り
に
気
づ
い
て
、
自
分
の
年
齢
を
自
覚
し
、
あ
と
一
年
で
四
十
歳
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
驚
い
た
。 

 

「
時
節
」
が
「
年
」
を
「
驚
」
か
す
と
い
う
発
想
は
、『
文
選
』
巻
十
六
所
載
の
陸
機
（
字
は
士
衡
）
四
十
歳
の
作
品
「
歎
逝
賦
」
の
冒
頭
部
に
拠
る
。

「
日
望
空
以
駿
駆
、
節
循
虚
而
警
立
」（
日
空
を
望
み
て
以
つ
て
駿
く
駆
す
、
節
虚
を
循
り
て
警
き
立
つ
）
に
由
来
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
警
」
に
つ
い

て
、
李
善
注
は
「
善
曰
、
警
猶
驚
也
」
（
善
曰
く
、
警
は
猶
驚
の
ご
と
く
な
り
）
の
よ
う
に
、
「
驚
」
に
通
じ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
五
臣
注
の
呂
延
済
は
、

次
の
よ
う
に
こ
の
一
文
の
意
味
を
説
明
し
て
い
る
。 

 
 

済
曰
、
日
行
於
空
虚
如
駿
馬
之
駆
馳
。
四
節
謂
日
所
迫
、
曾
不
得
少
息
。
常
自
驚
策
而
立
其
節
矣
。
此
謂
歳
月
之
速
。 

済
曰
く
、
日
空
虚
に
行
き
て
駿
馬
の
駆
馳
す
る
が
如
し
。
四
節
は
謂
ゆ
る
日
の
迫
ま
る
と
こ
ろ
、
曾
て
少
息
す
る
こ
と
を
得
ず
。
常
に
自
ら
驚
策
し

て
其
の
節
を
立
つ
。
此
れ
に
は
歳
月
の
速
か
な
る
を
謂
ふ
。 

太
陽
は
駿
馬
の
よ
う
に
天
を
疾
駆
し
て
、
常
に
自
ら
鞭
打
っ
て
止
め
な
く
進
ん
で
い
る
。
そ
の
打
つ
と
こ
ろ
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
な
る
。
こ
の
一
段
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は
、
歳
月
が
速
や
か
に
過
ぎ
去
る
様
子
を
描
写
し
て
い
る
。「
警
策
」
は
、
自
分
を
驚
か
す
た
め
に
自
ら
鞭
打
つ
こ
と
で
あ
る
（
１
５
）。 

 

白
居
易
の
「
寒
食
夜
」
は
、
「
歎
逝
賦
」
の
表
現
と
思
想
を
受
け
継
ぎ
、
寒
食
と
い
う
晩
春
の
「
時
節
」
に
よ
っ
て
、
自
分
は
ま
も
な
く
四
十
歳
と
い
う

節
目
に
至
る
こ
と
に
驚
い
て
い
る
。
三
十
九
歳
の
白
居
易
は
、
四
十
歳
の
陸
機
の
気
持
ち
を
詩
の
中
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。 

白
居
易
の
三
十
九
歳
に
お
け

る
、
諦
観
の
境
地
に
対
す
る
追
求
と
感
傷
情
緒
の
発
露
と
の
共
存
は
、
も
と
も
と
斉
物
論
篇
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
南
郭
子
綦
寓
話
の
後
に
、
人
間

の
「
大
哀
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 

 
 

其
形
化
、
其
心
与
之
然
。
可
不
謂
大
哀
乎
。 

 
 

 

其
の
形
化
す
れ
ば
、
其
の
心
も
之
れ
と
与
に
然
り
。
大
哀
と
謂
は
ざ
る
べ
け
ん
や
。 

 

成
玄
英
疏
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。 

念
念
遷
移
、
新
新
流
謝
。
其
化
而
為
老
、
心
識
随
而
昏
昧
、
形
神
倶
変
、
故
謂
与
之
然
。
世
之
悲
哀
、
莫
此
甚
也
。 

念
念
と
し
て
遷
移
し
、
新
新
と
し
て
流
謝
す
。
其
れ
化
し
て
老
と
為
り
、
心
識
随
ひ
て
昏
昧
た
り
、
形
神
倶
に
変
ず
。
故
に
之
れ
を
与
に
然
り
と

謂
ふ
。
世
の
悲
哀
、
此
れ
よ
り
甚
し
き
も
の
莫
き
な
り
。 

 

荘
子
の
見
方
で
、
人
間
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
悲
哀
は
、
時
間
の
流
れ
に
伴
い
、「
形
」
（
身
体
）
が
衰
え
、
「
心
」
も
身
に
従
っ
て
「
昏
昧
」
に
な
っ
て

行
く
こ
と
で
あ
る
。
斉
物
論
篇
の
冒
頭
の
南
郭
子
綦
寓
話
は
静
寂
の
悟
り
の
境
界
を
明
ら
か
に
表
わ
し
て
い
る
が
、
こ
の
一
文
に
な
る
と
、
人
間
の
悲
哀
と

い
う
も
の
の
本
質
を
見
つ
め
て
い
る
。 

 

こ
の
斉
物
論
篇
の
「
形
」
と
「
心
」
は
、
白
居
易
の
創
作
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
白
居
易
の
四
十
代
の
詩
で
、
見
苦
し
い
「
形
」
と
衰
え
た
「
心
」
を

対
置
し
て
、
自
分
の
老
衰
の
姿
を
見
つ
め
て
い
る
作
品
が
増
え
て
い
る
。
特
に
「
死
灰
」
の
語
を
心
の
比
喩
と
し
て
用
い
て
い
る
。
元
和
六
年
（
八
一
一
）

四
十
歳
の
白
居
易
は
、
下
邽
の
あ
る
雪
の
夜
に
、
兄
弟
と
離
別
し
た
。
そ
の
際
に
、
心
を
「
灰
」
に
喩
え
つ
つ
、
感
傷
の
情
を
込
め
て
詩
を
作
っ
て
い
る
。

「
送
兄
弟
回
、
雪
夜
」
〔
〇
四
五
六
〕
を
見
て
み
よ
う
。 

 
 

日
晦
雲
気
黄
、
東
北
風
切
切 

 

日
晦
う
し
て
雲
気
黄
な
り
、
東
北
風
切
切
た
り 

 
 

時
従
村
南
還
、
新
与
兄
弟
別 

 

時
に
村
南
よ
り
還
り
、
新
に
兄
弟
と
別
る 

 
 

離
襟
涙
猶
湿
、
廻
馬
嘶
未
歇 

 

離
襟
涙
猶
湿
ひ
、
廻
馬
嘶
い
て
未
だ
歇
ま
ず 
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欲
帰
一
室
坐
、
天
陰
多
無
月 

 

一
室
に
帰
つ
て
坐
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
天
陰
つ
て
多
く
月
無
し 

 
 

夜
長
火
消
尽
、
歳
暮
雨
凝
結 

 

夜
長
う
し
て
火
消
尽
、
歳
暮
れ
て
雨
凝
結
す 

 
 

寂
寞
満
爐
灰
、
飄
零
上
堦
雪 

 

寂
寞
た
り
爐
に
満
つ
る
灰
、
飄
零
た
り
堦
に
上
る
雪 

 
 

対
雪
画
寒
灰
、
残
燈
明
復
滅 

 

雪
に
対
し
て
寒
灰
を
画
す
れ
ば
、
残
燈
明
に
し
て
復
た
滅
す 

 
 

灰
死
如
我
心
、
雪
白
如
我
髪 

 

灰
死
し
て
我
が
心
の
如
く
、
雪
白
う
し
て
我
が
髪
の
如
し 

 
 

所
遇
皆
如
此
、
頃
刻
堪
愁
絶 

 

遇
ふ
所
皆
此
の
如
く
、
頃
刻
に
し
て
愁
絶
す
る
に
堪
へ
た
り 

 
 

廻
念
入
坐
忘
、
転
憂
作
禅
悦 

 

念
を
廻
ら
し
て
坐
忘
に
入
り
、
憂
ひ
を
転
じ
て
禅
悦
と
作
す 

 
 

平
生
洗
心
法
、
正
為
今
宵
設 

 

平
生
心
を
洗
ふ
法
、
正
に
今
宵
の
為
に
設
く 

 

第
一
聯
か
ら
第
七
聯
ま
で
は
、
兄
弟
と
の
離
別
の
具
体
的
な
場
面
を
描
い
て
、
自
分
の
つ
ら
い
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
第
八
聯
か
ら
第
十
一
聯
ま
で

は
、
自
分
の
内
部
の
描
写
に
転
じ
て
い
る
。
爐
の
中
に
死
ん
で
い
た
灰
は
自
分
の
心
の
よ
う
で
あ
り
、
雪
の
白
さ
は
自
分
の
白
髪
の
よ
う
で
あ
る
。
人
生
で

遭
遇
し
た
の
は
悲
し
い
事
ば
か
り
で
、
こ
の
悲
し
み
に
堪
え
な
い
の
で
あ
る
。
悲
哀
の
心
情
を
晴
ら
す
た
め
に
、
斉
物
論
篇
の
南
郭
子
綦
の
「
坐
忘
」
と
、

仏
教
の
教
え
「
禅
悦
」
の
境
界
に
入
り
、
慰
め
を
求
め
て
い
る
。
平
素
修
め
て
い
る
荘
子
と
仏
教
に
よ
っ
て
心
を
静
め
る
方
法
は
、
正
に
今
宵
の
悲
し
い
心

情
を
回
復
す
る
た
め
に
用
意
し
た
と
も
思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
詩
で
、
白
居
易
は
南
郭
子
綦
の
心
の
姿
を
表
現
す
る
「
死
灰
」
の
語
を
実
景
の
「
爐
灰
」
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
、「
寂
寞
満
爐
灰
」
の
「
寂

寞
」
は
、「
而
心
固
可
使
如
死
灰
乎
」
の
郭
注
「
死
灰
槁
木
、
取
其
寂
寞
無
情
耳
」
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
郭
注
が
言
う
静
か
で
感
情

が
な
い
「
寂
寞
無
情
」
と
は
違
い
、
白
居
易
は
「
寂
寞
」
に
深
い
孤
独
感
を
込
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
灰
死
如
我
心
」
の
よ
う
に
、
燃
え
切
っ
た
「
爐
灰
」

を
自
分
の
「
心
」
の
比
喩
と
し
て
持
ち
出
し
て
い
る
。
斉
物
論
篇
の
「
死
灰
」
を
利
用
し
て
い
る
が
、
南
郭
子
綦
の
悟
り
の
境
界
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、

「
雪
白
如
我
髪
」
と
い
う
嘆
老
表
現
と
対
に
し
、
悲
哀
の
情
を
表
わ
す
文
脈
で
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
南
郭
子
綦
の
「
坐
忘
」
と
禅
定
の
悦
び
で
あ
る
「
禅

悦
」
を
悟
り
の
境
界
に
導
く
「
洗
心
法
」
と
し
て
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
悟
り
の
境
界
に
完
全
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
詩
の
中
で
、「
槁
木
」
の
語

は
直
接
に
は
用
い
て
い
な
い
が
、「
雪
白
如
我
髪
」
の
句
に
、「
槁
木
」
の
意
味
を
含
ま
せ
て
い
る
と
も
見
え
る
。 

 

心
を
「
灰
」
に
喩
え
、
白
い
髪
を
「
雪
」
に
喩
え
る
用
例
は
、
白
居
易
の
四
十
代
の
他
の
詩
に
も
見
ら
れ
る
。
元
和
十
一
年
（
八
一
六
）
四
十
五
歳
の
時
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に
作
ら
れ
た
「
百
花
亭
、
晩
望
夜
帰
」〔
〇
九
四
九
〕
に
「
鬢
毛
遇
病
双
如
雪
、
心
緒
逢
秋
似
灰
」（
鬢
毛
病
に
遇
う
て
双
つ
な
が
ら
雪
の
如
く
、
心
緒
秋
に

逢
う
て
一
に
灰
に
似
た
り
）
が
見
え
、
元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
四
十
八
歳
の
時
の
作
品
「
冬
至
夜
」
〔
一
一
四
七
〕
に
「
心
灰
不
及
爐
中
火
、
鬢
雪
多
於

砌
霜
」
（
心
灰
は
爐
中
の
火
に
及
ば
ず
、
鬢
雪
は
砌
下
の
霜
よ
り
も
多
し
）
と
あ
る
。
髪
の
毛
は
雪
の
よ
う
に
真
っ
白
に
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
心
も
灰
に

な
っ
た
。
こ
の
「
形
」
（
鬢
）
と
「
心
」
と
と
も
に
衰
え
る
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、
斉
物
論
篇
の
「
其
形
化
、
其
心
与
之
然
。
可
不
謂
大
哀
乎
」
と
い
う

思
想
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
南
郭
子
綦
の
「
死
灰
」
を
も
っ
て
自
分
の
「
大
哀
」
の
心
境
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
白
詩
に
お
け
る
「
心

灰
」
の
意
味
は
、
聖
人
の
悟
り
の
境
界
の
「
死
灰
」
か
ら
老
死
の
自
覚
へ
と
暗
転
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
１
６
）。 

 

四
十
代
の
白
詩
を
見
渡
す
と
、
白
居
易
は
自
分
の
衰
え
た
「
槁
木
」
の
よ
う
な
「
形
」
に
注
目
す
る
表
現
が
よ
く
見
ら
れ
る
。「
衰
悪
」「
損
耗
」（「
自
覚

二
首
（
其
一
）
」〔
〇
四
八
三
〕
）
、「
醜
老
」
（「
以
鏡
贈
別
」
〔
〇
四
六
六
〕）
、「
惨
淡
」（
「
南
湖
晩
秋
」
〔
〇
五
一
二
〕）
な
ど
の
詩
語
表
現
を
も
っ
て
自
分
の

老
醜
の
貌
を
手
厳
し
く
描
写
し
て
い
る
。
元
和
十
一
年
（
八
一
六
）
四
十
五
歳
の
時
の
作
品
「
晩
出
西
郊
」〔
〇
九
四
二
〕
を
見
て
み
よ
う
。 

散
吏
閑
如
客
、
貧
州
冷
似
村 

 
散
吏
は
閑
に
し
て
客
の
如
く
、
貧
州
は
冷
や
か
に
し
て
村
に
似
た
り 

早
涼
湖
北
岸
、
残
照
郭
西
門 

 

早
涼
湖
北
の
岸
、
残
照
郭
西
の
門 

嬾
鑷
従
鬚
白
、
休
医
任
眼
昏 

 

鑷
す
る
に
嬾
く
し
鬚
の
白
き
に
従
せ
、
医
す
る
を
休
め
眼
の
昏
き
に
任
す 

老
来
何
所
用
、
少
興
不
多
言 

 

老
来
何
の
用
ゐ
る
所
ぞ
、
興
少
く
し
て
多
く
言
は
ず 

 

江
州
に
追
放
さ
れ
て
「
散
吏
」
に
な
っ
た
白
居
易
は
、
あ
る
初
秋
の
夕
べ
に
、
村
よ
り
寂
し
い
「
貧
州
」（
江
州
）
の
郊
外
を
散
歩
し
て
い
る
。
湖
北
の

岸
と
郭
西
の
門
の
風
景
を
見
な
が
ら
、
自
分
の
老
衰
の
姿
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。
鬚
は
段
々
に
白
く
な
っ
て
、
抜
く
の
に
面
倒
を
感
じ
、
眼
も
暗
く
な
っ

て
、
治
療
を
止
め
た
。
老
い
て
か
ら
何
の
用
も
な
く
、
物
事
に
対
す
る
感
興
を
失
い
、
た
だ
沈
黙
し
て
い
る
。
こ
の
詩
は
、「
鬚
白
」
と
「
眼
昏
」
と
い
う

「
形
」
の
醜
さ
に
重
点
を
置
き
、「
少
興
」
と
い
う
心
の
状
態
を
も
述
べ
て
い
る
。 

 

「
興
」
を
失
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
元
和
十
五
年
（
八
二
〇
）
四
十
九
歳
の
時
に
作
ら
れ
た
「
東
城
尋
春
」
に
も
見
え
る
。 

 
 

老
色
日
上
面
、
歓
情
日
去
心 

 

老
色
日
に
面
に
上
り
、
歓
情
日
に
心
を
去
る 

 
 

今
既
不
如
昔
、
後
当
不
如
今 

 

今
既
に
昔
に
如
か
ず
、
後
当
に
今
に
如
か
ざ
る
べ
し 

 
 

今
猶
未
甚
衰
、
毎
事
力
可
任 

 

今
猶
未
だ
甚
だ
し
く
は
衰
へ
ず
、
事
毎
に
力
任
ふ
べ
し 
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花
時
仍
愛
出
、
酒
後
尚
能
吟 

 

花
時
仍
出
づ
る
を
愛
し
、
酒
後
尚
能
く
吟
ず 

 
 

但
恐
如
此
興
、
亦
随
日
消
沈 

 

但
恐
る
此
の
如
き
の
興
も
、
亦
日
に
随
つ
て
消
沈
せ
ん
こ
と
を 

 
 

東
城
春
欲
老
、
勉
強
一
来
尋 

 

東
城
春
老
い
ん
と
欲
す
、
勉
強
し
て
一
た
び
来
尋
す 

 

白
居
易
に
と
っ
て
、
花
を
見
、
酒
を
飲
み
、
詩
を
吟
じ
て
、
自
然
の
美
し
さ
を
つ
く
づ
く
実
感
す
る
「
興
」
「
歓
情
」
が
消
沈
し
て
、
胸
中
に
湧
き
起
こ

る
詩
人
の
感
情
が
な
く
な
る
こ
と
こ
そ
、
心
の
老
衰
で
あ
る
。
ま
た
、
東
城
の
暮
れ
ゆ
く
春
に
、
人
生
の
移
ろ
い
を
し
み
じ
み
と
感
じ
取
り
、
「
老
」
い
よ

う
と
す
る
東
城
の
春
と
自
分
の
老
衰
の
姿
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
詩
も
、「
老
色
日
上
面
、
歓
情
日
去
心
」
の
よ
う
に
、
斉
物
論
篇
の
「
其

形
化
、
其
心
与
之
然
。
可
不
謂
大
哀
乎
」
か
ら
生
ま
れ
た
「
形
」（
面
）
と
「
心
」
の
対
を
作
っ
て
、
自
分
の
外
見
と
内
面
の
老
衰
の
姿
を
描
写
し
て
い
る
。

「
興
」
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
「
大
哀
」
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
い
る
。
多
情
で
あ
る
白
居
易
は
感
情
が
失
わ
れ
た
悲
し
み
を
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

『
和
漢
朗
詠
集
』
に
「
春
興
」「
秋
興
」
の
部
立
が
あ
る
よ
う
に
、
季
節
の
風
光
の
中
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
そ
の
風
情
を
味
わ
い
、
物
に
感
じ
て
詩
興

が
湧
く
こ
と
が
「
興
」
で
あ
る
。
こ
の
「
興
」
は
、
元
和
十
年
（
八
一
五
）
に
元
稹
に
宛
て
た
「
与
元
九
書
」
〔
一
四
八
六
〕
に
も
見
え
る
。
白
居
易
は
、

「
詩
仙
」「
詩
魔
」
で
あ
る
自
分
の
生
活
を
、 

 
 

偶
同
人
、
当
美
景
、
或
花
時
宴
罷
、
或
月
夜
酒
酣
、
一
詠
一
吟
、
不
知
老
之
将
至
。 

 
 

 

偶
人
と
同
じ
く
、
美
景
に
当
た
り
、
或
い
は
花
の
時
宴
罷
み
、
或
い
は
月
の
夜
酒
酣
に
、
一
詠
一
吟
し
て
、
老
の
将
に
至
ら
ん
と
す
る
こ
と
を
知
ら

ず
。 

と
描
い
て
い
る
。
目
の
前
の
花
や
月
な
ど
の
美
景
と
酒
を
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
詩
興
も
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
与
元
九
書
」
に
、
白
居
易
は

次
の
よ
う
に
「
感
傷
詩
」
を
定
義
し
て
い
る
。 

 
 

又
有
下
事
物
牽
於
外
、
情
理
動
於
内
、
随
感
遇
而
形
於
嘆
詠
者
一
百
首
。
謂
之
感
傷
詩
。 

 
 

 

又
事
物
外
に
牽
か
れ
て
、
情
理
内
に
動
き
、
感
遇
に
随
ひ
て
歎
詠
に
形
る
る
者
の
一
百
首
有
り
。
之
れ
を
感
傷
詩
と
謂
ふ
。 

 

外
部
の
物
に
触
発
さ
れ
て
、
内
部
の
感
情
が
興
り
、
詩
を
も
っ
て
そ
の
感
情
を
表
わ
す
も
の
が
「
感
傷
詩
」
で
あ
る
。
白
居
易
に
と
っ
て
の
「
感
」「
興
」

は
、
詩
人
で
あ
る
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
代
表
的
な
作
品
と
し
て
、
大
和
八
年
（
八
三
四
）
洛
陽
で
作
ら
れ

た
「
新
秋
喜
涼
」〔
三
一
六
八
〕
が
あ
る
。 
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過
得
炎
蒸
月
、
尤
宜
老
病
身 

 

炎
蒸
の
月
を
過
し
得
て
、
尤
も
老
病
の
身
に
宜
し
。 

 
 

衣
裳
朝
不
潤
、
枕
簟
夜
相
親 

 

衣
裳
朝
に
潤
は
ず
、
枕
簟
夜
相
親
む
。 

 
 

楼
月
繊
繊
早
、
波
風
嫋
嫋
新 

 

楼
月
繊
繊
と
し
て
早
く
、
波
風
嫋
嫋
と
し
て
新
た
な
り
。 

 
 

光
陰
与
時
節
、
先
感
是
詩
人 

 

光
陰
と
時
節
と
、
先
づ
感
ず
る
は
是
れ
詩
人
。 

 

猛
暑
の
続
く
夏
が
過
ぎ
て
新
秋
に
入
り
、
老
病
の
身
は
気
持
ち
よ
く
感
じ
て
い
る
。
朝
の
服
は
汗
染
み
る
こ
と
な
く
、
夜
は
頭
を
枕
に
載
せ
て
、
簟
の
上

に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
楼
の
上
に
細
々
と
し
て
可
憐
な
新
月
の
浮
か
ぶ
の
が
見
え
て
、
や
わ
ら
か
く
波
立
て
て
い
る
新
秋
の
風
も
、
情
趣
深
い
。
光
陰
と
時

節
の
推
移
を
真
っ
先
に
実
感
す
る
も
の
こ
そ
が
詩
人
で
あ
る
。 

 

菅
野
禮
行
氏
は
、
こ
の
詩
を
取
り
上
げ
て
、
「
白
居
易
は
自
然
の
風
物
に
対
し
て
と
り
わ
け
鋭
敏
な
感
覚
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
詩
人
で
あ
っ
た
」
と
評

価
さ
れ
て
い
る
（
１
７
）。
ま
た
、「
光
陰
与
時
節
、
先
感
是
詩
人
」
に
つ
い
て
、 

 
 

白
氏
は
こ
こ
に
、
二
十
年
前
に
精
力
的
に
諷
諭
詩
を
制
作
し
て
い
た
こ
ろ
と
は
違
っ
た
、
文
学
者
と
し
て
の
新
た
な
自
覚
や
価
値
観
を
持
っ
た
詩
人
と

し
て
自
然
の
風
物
に
対
し
て
い
る
（
１
８
）。 

と
、
白
居
易
の
人
生
の
全
体
像
に
着
目
し
て
、
そ
の
諷
諭
か
ら
感
性
へ
ゆ
れ
動
い
た
詩
人
観
の
変
化
を
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

諸
田
龍
美
氏
は
、
菅
野
氏
の
先
行
論
文
を
踏
ま
え
て
、「
光
陰
与
時
節
、
先
感
是
詩
人
」
の
一
聯
に
つ
い
て
、 

 
 

白
氏
に
と
っ
て
「
詩
人
」
と
は
、
四
季
の
新
境
を
い
ち
早
く
識
別
し
光
陰
と
時
節
の
推
移
を
余
人
に
先
ん
じ
て
感
じ
ら
れ
る
多
情
さ
＝
異
能
を
付
与
さ

れ
た
選
民
な
の
で
あ
る
。 

と
、「
光
陰
」
と
「
時
節
」
の
中
に
錬
磨
さ
れ
た
多
情
感
性
的
な
詩
人
観
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

な
お
諸
田
氏
は
、
白
居
易
の
「
与
元
九
書
」
に
お
け
る
感
傷
詩
の
定
義
と
本
居
宣
長
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
論
が
同
様
に
『
毛
詩
』
大
序
の
「
情
動
於
中
、

而
形
於
言
」
の
思
想
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
、
両
者
に
共
鳴
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
１
９
）
。 

 
 

「
物
に
感
ず
る
」
こ
と
が
文
学
の
淵
源
だ
と
す
る
発
想
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
「
与
元
九
書
」
に
お
け
る
感
傷
詩
定
義
の
骨
格
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点

に
お
け
る
一
致
は
、
白
居
易
と
宣
長
の
文
芸
観
の
核
心
部
が
本
来
的
に
同
質
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
す
る
。 

 

両
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
白
居
易
は
、
詩
人
と
し
て
の
鋭
敏
な
感
性
を
持
ち
、
詩
に
よ
っ
て
時
間
と
季
節
の
推
移
に
人
間
の
心
の
本
然
を
表
現
し
て
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い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
感
」「
興
」
は
、
宣
長
が
主
張
し
て
い
る
「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
共
鳴
し
合
う
の
で
あ
る
。 

 

『
徒
然
草
』
に
お
い
て
も
、
花
や
月
な
ど
の
時
節
の
風
情
を
味
わ
い
、「
あ
は
れ
」
を
つ
く
づ
く
と
実
感
す
る
章
段
が
見
ら
れ
る
。
第
百
三
十
七
段
の
冒

頭
部
に
、
次
の
通
り
。 

花
は
盛
り
に
、
月
は
隈
な
き
を
の
み
、
見
る
も
の
か
は
。
雨
に
対
ひ
て
月
を
恋
ひ
、
垂
れ
こ
め
て
春
の
行
へ
知
ら
ぬ
も
、
な
ほ
、
あ
は
れ
に
情
深
し
。 

 

兼
好
は
、
白
居
易
と
同
様
に
、
時
節
の
移
ろ
い
に
鋭
く
感
応
し
て
、
そ
の
場
で
溢
れ
出
る
文
学
者
の
感
興
の
こ
と
を
「
あ
は
れ
」
と
表
現
し
て
い
る
。 

 

白
居
易
は
、
四
十
歳
と
い
う
年
齢
の
節
目
を
意
識
し
て
、
三
十
九
歳
の
作
品
「
隠
几
」〔
〇
二
三
二
〕
で
、『
荘
子
』
に
見
え
る
聖
人
の
精
神
の
あ
り
方
で

あ
る
「
其
神
凝
」「
死
灰
」「
槁
木
」
を
四
十
歳
の
理
想
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
間
と
し
て
老
衰
を
恐
れ
る
自
然
な
感
情
が
あ
っ
て
、
四
十
歳
以
降
の
詩

を
見
る
と
、「
死
灰
」「
槁
木
」
の
使
い
方
は
だ
ん
だ
ん
に
感
傷
の
方
向
へ
移
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
詩
人
と
し
て
、「
感
興
」
を
き
わ
め
る
白
居
易
は
、
体

の
老
衰
に
伴
い
、
感
興
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
悲
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 

 

四
、『
徒
然
草
』
第
七
段
と
白
居
易
の
「
不
致
仕
」 

 

第
七
段
で
は
、
四
十
歳
を
超
え
た
人
生
に
つ
い
て
、
「
夕
べ
の
陽
に
子
孫
を
愛
し
て
、
さ
か
ゆ
く
末
を
見
ん
ま
で
の
命
を
あ
ら
ま
し
、
ひ
た
す
ら
世
を
貪

る
心
の
み
深
く
、
も
の
の
あ
は
れ
も
知
ら
ず
な
り
ゆ
く
な
ん
」
と
、
否
定
的
な
も
の
に
見
て
い
る
。
そ
の
中
の
、「
夕
べ
の
陽
に
子
孫
を
愛
し
て
」
は
、
明

確
に
白
居
易
の
「
不
致
仕
」〔
〇
〇
七
九
〕
の
「
朝
露
貪
名
利
、
夕
陽
憂
子
孫
」（
朝
露
に
名
利
を
貪
り
、
夕
陽
に
子
孫
を
憂
ふ
）
を
踏
ま
え
て
い
る
（
２
０
）。

「
不
致
仕
」
は
、
元
和
四
年
（
八
〇
九
）
十
一
月
か
ら
翌
元
和
五
年
四
月
の
間
に
、
白
居
易
が
長
安
で
制
作
し
た
「
秦
中
吟
」
十
首
中
の
一
首
で
あ
る
（
２

１
）
。「
夕
べ
の
陽
に
子
孫
を
愛
し
て
」
だ
け
で
は
な
く
、
第
七
段
の
全
体
の
構
造
と
思
想
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
る
。「
不
致
仕
」
の
冒
頭
四
聯
は
、
次

の
よ
う
で
あ
る
。 

七
十
而
致
仕
、
礼
法
有
明
文 

 

七
十
に
し
て
致
仕
す
る
は
、
礼
法
に
明
文
有
り 

何
乃
貪
栄
者
、
斯
言
如
不
聞 

 

何
ぞ
乃
ち
栄
を
貪
る
者
、
斯
言
聞
か
ざ
る
が
如
く
す
る 

可
憐
八
九
十
、
歯
墜
双
眸
昏 

 

憐
む
べ
し
八
九
十
、
歯
墜
ち
て
双
眸
昏
し 

朝
露
貪
名
利
、
夕
陽
憂
子
孫 

 

朝
露
に
名
利
を
貪
り
、
夕
陽
に
子
孫
を
憂
ふ 

 

白
居
易
は
、
『
礼
記
』
曲
礼
上
の
「
明
文
」
「
大
夫
七
十
而
致
事
」
（
大
夫
七
十
に
し
て
事
を
致
す
）
に
依
拠
し
て
、
士
大
夫
は
七
十
歳
で
官
職
を
辞
め
る
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べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
七
十
歳
を
人
生
の
節
目
と
認
識
し
て
、
そ
れ
を
超
え
て
官
職
を
辞
め
な
い
世
俗
の
栄
華
に
執
着
す
る
「
貪
栄
者
」「
貪
名
利
」
を

批
判
し
て
い
る
。
八
、
九
十
歳
の
人
は
、
歯
も
落
ち
て
目
も
見
え
な
く
な
る
。
そ
れ
で
い
て
、
人
生
の
朝
の
露
の
よ
う
な
は
か
な
さ
を
無
視
し
て
、
俗
世
間

の
名
利
を
貪
り
、
夕
陽
の
よ
う
な
老
年
に
な
っ
て
も
子
孫
の
将
来
を
心
配
し
て
い
る
。 

 

「
貪
栄
者
」
の
「
栄
」
は
、
兼
好
が
言
う
「
さ
か
ゆ
く
末
を
見
ん
ま
で
の
命
を
あ
ら
ま
し
」
の
「
栄
ゆ
く
」
に
当
た
る
と
思
う
。
兼
好
は
「
貪
栄
者
」
を

「
憂
子
孫
」
と
関
連
づ
け
て
「
不
致
仕
」
を
理
解
し
て
、
自
分
の
名
利
だ
け
で
は
な
く
、
子
孫
の
将
来
の
栄
達
を
も
願
っ
て
い
る
人
を
描
い
て
い
る
。
「
む

さ
ぼ
る
心
」（
２
２
）
は
、
「
貪
栄
者
」
、「
貪
名
利
（
者
）」
の
「
貪
」
に
当
た
っ
て
、
妄
執
に
と
ら
わ
れ
る
人
の
心
の
様
子
を
表
現
し
て
い
る
と
思
う
。 

 

「
歯
墜
双
眸
昏
」
は
、
八
九
十
歳
の
人
の
老
醜
の
姿
を
描
い
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
白
居
易
は
四
十
代
の
詩
の
中
で
、
よ
く
自
分
の
老
衰
の
様
子

を
描
写
し
て
い
る
。
実
は
、「
四
十
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
」
の
三
十
九
歳
の
作
品
で
、
す
で
に
自
分
の
衰
え
た
容
貌
に
対
す
る
感
傷
の
情
緒
を
度
々
表
現
し
て
い

る
。
例
え
ば
、「
容
衰
暁
窓
鏡
、
思
苦
秋
絃
琴
」（
容
は
衰
ふ
暁
窓
の
鏡
、
思
は
苦
し
秋
絃
の
琴
／
「
酬
張
太
祝
晩
秋
卧
病
見
寄
」〔
〇
四
一
八
〕
）
、「
歳
去
年

来
塵
土
中
、
眼
看
変
作
白
頭
翁
」（
歳
去
り
年
来
る
塵
土
の
中
、
眼
に
看
る
変
じ
て
白
頭
翁
と
作
る
を
／
「
詠
懐
」〔
〇
七
二
九
〕
）、
「
衰
容
常
晩
櫛
、
秋
鏡

偶
新
磨
」（
衰
容
常
に
晩
く
櫛
り
、
秋
鏡
偶
々
新
た
に
磨
く
／
「
新
磨
鏡
」〔
〇
七
三
五
〕
）、「
朝
朝
感
時
節
、
年
鬢
暗
蹉
跎
」（
朝
朝
時
節
を
感
じ
、
年
鬢
暗

に
蹉
跎
た
り
／
「
青
龍
寺
早
夏
」〔
〇
四
一
四
〕）
な
ど
が
あ
る
。 

 

な
お
、
四
十
代
に
な
る
と
、
歯
が
落
ち
て
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
こ
と
を
作
品
で
訴
え
て
い
る
。
四
十
歳
の
時
に
作
ら
れ
た
「
自
覚
二
首
」〔
〇
四
八
三
〕

〔
〇
四
八
四
〕
で
は
、
四
十
歳
を
迎
え
て
身
と
心
の
衰
え
た
様
子
を
「
自
覚
」
し
た
こ
と
を
描
い
て
い
る
。
第
一
首
〔
〇
四
八
三
〕
の
冒
頭
三
聯
は
、
次
の

通
り
で
あ
る
。 

 
 

四
十
未
為
老
、
憂
傷
早
衰
悪 

 

四
十
未
だ
老
い
た
り
と
為
さ
ず
、
憂
傷
し
て
早
く
衰
悪
せ
り 

 
 

前
歳
二
毛
生
、
今
年
一
歯
落 

 

前
歳
二
毛
生
じ
、
今
年
一
歯
落
つ 

 
 

形
骸
日
損
耗
、
心
事
同
蕭
索 

 

形
骸
日
に
損
耗
し
、
心
事
同
じ
く
蕭
索
た
り 

 

四
十
歳
は
老
齢
と
は
言
え
な
い
が
、
心
の
「
憂
傷
」
に
よ
っ
て
早
目
に
老
衰
し
た
。
去
年
は
白
髪
が
生
え
、
今
年
に
な
る
と
一
つ
の
歯
が
落
ち
た
。
「
形

骸
」
が
日
々
に
衰
え
て
い
る
と
と
も
に
、「
心
事
」
も
暗
澹
た
る
状
態
で
あ
る
。「
憂
傷
」
の
具
体
的
内
容
は
、
第
二
首
〔
〇
四
八
四
〕
に
見
え
る
。 

 
 

朝
哭
心
所
愛
、
暮
哭
心
所
親 

 

朝
に
心
の
愛
す
る
所
を
哭
し
、
暮
に
心
の
親
し
む
所
を
哭
す 
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親
愛
零
落
尽
、
安
用
身
独
存 

 

親
愛
零
落
し
尽
す
、
安
ん
ぞ
身
の
独
存
す
る
を
用
ゐ
ん 

 
 

幾
許
平
生
歓
、
無
限
骨
肉
恩 

 

幾
許
ぞ
平
生
の
歓
、
限
無
き
骨
肉
の
恩 

 
 

結
為
腸
間
痛
、
聚
作
鼻
頭
辛 

 

結
ん
で
腸
間
の
痛
と
為
り
、
聚
つ
て
鼻
頭
の
辛
と
作
る 

 
 

悲
来
四
肢
緩
、
泣
尽
双
眸
昏 

 

悲
し
み
来
つ
て
四
肢
緩
く
、
泣
尽
き
て
双
眸
昏
し 

 
 

所
以
年
四
十
、
心
如
七
十
人 

 

所
以
に
年
四
十
な
る
も
、
心
は
七
十
の
人
の
如
し 

 
 

我
聞
浮
図
教
、
中
有
解
脱
門 

 

我
聞
く
浮
図
の
教
、
中
に
解
脱
の
門
有
り 

 
 

置
心
為
止
水
、
視
身
如
浮
雲 

 

心
を
置
き
て
止
水
と
為
し
、
身
を
視
る
こ
と
浮
雲
の
如
し 

 
 
 
 
 

（
後
略
） 

 

元
和
六
年
（
八
一
一
）
は
、
四
十
歳
に
な
っ
た
白
居
易
に
と
っ
て
不
幸
な
一
年
で
あ
っ
た
。
四
月
三
日
に
母
陳
氏
が
没
し
、
三
歳
の
娘
金
鑾
も
次
い
で
没

し
た
。
「
心
所
愛
」
と
「
心
所
親
」
の
人
が
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
衝
撃
を
受
け
た
白
居
易
は
、
詩
の
中
で
「
腸
間
痛
」、
「
鼻
頭
辛
」
、「
四
肢
緩
」
、

「
双
眸
昏
」
と
い
う
語
を
も
っ
て
、
そ
の
深
い
悲
し
み
に
浸
っ
て
い
る
身
体
（
「
形
」）
の
反
応
を
具
体
的
に
描
写
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
心
の
面
で
は
、「
所

以
年
四
十
、
心
如
七
十
人
」
と
あ
る
よ
う
に
、
四
十
歳
の
自
分
の
心
境
を
七
十
歳
の
老
人
の
心
境
と
結
び
つ
け
て
い
る
。「
浮
図
教
」（
仏
教
）
に
解
脱
を
求

め
、
心
を
「
止
水
」
と
見
な
し
、
身
を
「
浮
雲
」
と
見
な
し
て
、
生
き
て
い
る
実
感
が
な
い
老
人
の
心
境
を
語
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
の
詩
も
、
陸
機
の
四

十
歳
の
作
品
「
歎
逝
賦
」
の
影
響
を
受
け
て
、
陸
機
が
「
余
年
方
四
十
、
而
懿
親
戚
属
、
亡
多
存
寡
」
（
余
年
方
に
四
十
に
し
て
、
懿
親
戚
属
、
亡
す
る
も

の
多
く
し
て
存
す
る
も
の
寡
し
）
と
親
戚
を
失
っ
た
こ
と
を
嘆
く
よ
う
に
、
自
分
も
同
じ
四
十
歳
の
時
点
で
家
族
と
死
別
し
た
悲
し
み
を
表
わ
し
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
三
十
八
歳
か
ら
三
十
九
歳
の
間
に
作
ら
れ
た
「
不
致
仕
」
の
「
歯
墜
双
眸
昏
」
に
、
白
居
易
は
「
自
覚
二
首
」（
其
の
二
）

の
「
泣
尽
双
眸
昏
」
と
同
様
に
「
双
眸
昏
」
を
使
っ
て
い
る
が
、「
不
致
仕
」
の
「
歯
墜
双
眸
昏
」
の
場
合
は
、
七
十
歳
を
越
え
た
人
の
老
醜
の
姿
の
描
写

と
し
て
使
わ
れ
て
、「
自
覚
二
首
」（
其
の
二
）
の
「
泣
尽
双
眸
昏
」
は
、「
心
如
七
十
人
」
の
四
十
歳
の
自
分
の
姿
の
描
写
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
白
居
易
に
と
っ
て
「
双
眸
昏
」
は
、
七
十
歳
以
上
の
老
人
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
し
て
い
て
、
四
十
歳
の
自
分
は
、
心
は
七
十
歳
の
人
に
な
っ
て

い
る
だ
け
で
は
な
く
、
「
形
」
の
面
も
七
十
歳
の
人
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
白
居
易
は
「
心
」
と
「
形
」
の
両
方
面
か
ら
四
十
歳
を
七
十

歳
に
繋
げ
て
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 
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兼
好
か
ら
見
る
と
、
第
七
段
が
語
っ
て
い
る
老
人
の
「
み
に
く
き
姿
」
は
、
「
不
致
仕
」
の
「
八
九
十
」
歳
の
「
歯
墜
双
眸
昏
」
に
当
た
り
、
四
十
代
の

白
居
易
の
「
泣
尽
双
眸
昏
」
と
同
じ
姿
で
あ
る
。
兼
好
は
、
四
十
代
前
後
の
白
居
易
を
理
解
し
て
、「
み
に
く
き
姿
」
と
「
も
の
の
あ
は
れ
も
知
ら
ず
」
な

り
ゆ
く
心
を
、
四
十
歳
を
越
え
た
人
間
の
「
形
」
と
「
心
」
と
し
て
描
い
て
い
る
。 

 

第
七
段
の
冒
頭
の
「
あ
だ
し
野
の
露
消
ゆ
る
時
な
く
」
の
典
拠
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
和
歌
に
あ
る
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
（
２
３
）
、
本

稿
で
は
、
白
居
易
の
「
不
致
仕
」
詩
も
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。 

 

「
露
」
が
は
か
な
い
人
生
の
喩
え
と
し
て
使
わ
れ
る
例
は
、
陸
機
の
「
歎
逝
賦
」
の
「
草
無
朝
而
遺
露
」（
草
は
朝
と
し
て
露
を
遺
す
こ
と
無
し
）
に
見

え
る
。
李
善
に
注
は
、 

草
無
朝
而
遺
露
、
喩
世
何
人
之
能
故
。
夫
露
之
在
草
、
無
一
朝
有
余
、
以
喩
人
之
居
世
無
一
時
而
能
故
也
。 

草
は
朝
と
し
て
露
を
遺
す
こ
と
無
し
は
、
世
何
人
と
し
て
能
く
故
な
ら
ん
こ
と
に
喩
ふ
。
夫
れ
露
の
草
に
在
る
は
、
一
朝
と
し
て
余
り
有
る
こ
と

無
し
。
人
の
世
に
居
る
に
、
一
時
と
し
て
能
く
故
な
ら
ん
こ
と
無
き
を
喩
ふ
。 

と
あ
る
。
人
間
は
、
あ
た
か
も
草
の
上
に
宿
る
露
の
よ
う
に
、
わ
ず
か
な
時
間
で
こ
の
世
か
ら
消
え
て
い
る
。
朝
ご
と
に
草
の
上
の
露
が
遺
ら
な
い
、
永
遠

に
生
き
続
け
る
人
も
存
在
し
な
い
。「
露
」
は
短
い
無
常
な
人
生
の
喩
え
で
あ
る
。
白
居
易
は
「
歎
逝
賦
」
の
「
露
」
を
「
不
致
仕
」
に
取
り
入
れ
て
、
無

常
の
中
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
世
俗
的
な
名
利
を
追
求
す
る
人
の
姿
を
批
判
し
て
い
る
（
２
４
）。
兼
好
は
、「
不
致
仕
」
詩
の
影
響
を
受
け
て
、

「
朝
露
貪
名
利
」
を
第
七
段
の
冒
頭
部
「
あ
だ
し
野
の
露
消
ゆ
る
時
な
く
」
に
利
用
し
、「
夕
陽
憂
子
孫
」
を
第
七
段
の
最
後
に
持
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
首
尾
呼
応
の
構
造
を
工
夫
し
て
い
る
。 

 

「
不
致
仕
」
詩
は
、
断
章
取
義
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
全
体
的
に
把
握
さ
れ
た
上
で
、
一
つ
の
思
想
の
底
流
と
し
て
第
七
段
に
潜
在
し
て

い
る
。
兼
好
は
「
む
さ
ぼ
る
心
」
を
「
も
の
の
あ
は
れ
も
知
ら
ず
」
な
り
ゆ
く
心
と
対
照
的
に
描
い
て
い
る
。
若
さ
の
衰
え
と
と
も
に
、
貪
欲
が
強
く
な
る

ば
か
り
で
、「
も
の
の
あ
は
れ
」
も
分
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
心
の
衰
え
に
対
す
る
兼
好
の
怯
え
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
怯
え
は
、
白
居
易
の
四
十
代
の
作
品

に
見
え
る
。
兼
好
は
、
白
居
易
を
明
確
に
意
識
し
て
構
文
し
て
、
七
十
歳
を
一
つ
の
人
生
と
見
る
と
い
う
白
居
易
の
考
え
方
に
倣
い
、
四
十
歳
を
一
つ
の
人

生
と
考
え
、
白
居
易
と
同
様
に
、
そ
の
年
を
越
え
る
欲
望
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

白
居
易
は
、
母
と
娘
を
相
次
い
で
失
っ
た
た
め
、「
自
覚
二
首
」
の
第
二
首
で
「
安
用
身
独
存
」
と
、
自
分
は
独
り
で
世
に
生
き
た
く
な
い
と
い
う
気
持
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ち
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
も
の
の
あ
は
れ
も
知
ら
ず
な
り
ゆ
く
」
と
い
う
理
由
で
「
長
く
と
も
、
四
十
に
足
ら
ぬ
ほ
ど
に
て
死
な
ん
こ
そ
、
め
や

す
か
る
べ
け
れ
」
と
四
十
以
後
の
人
生
を
否
定
す
る
兼
好
の
考
え
方
と
は
、
異
な
っ
て
い
る
。
白
居
易
は
老
衰
に
対
し
て
悲
哀
を
吐
露
す
る
詩
を
た
く
さ
ん

作
っ
て
い
る
が
、
そ
の
作
品
で
、
兼
好
の
よ
う
に
死
に
つ
い
て
考
え
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
兼
好
と
白
居
易
の
相
異
点
で
あ
る
と
言
え
る
。 

 

五
、
む
す
び 

 

本
附
論
で
は
、『
徒
然
草
』
第
七
段
に
見
え
る
兼
好
の
人
間
観
と
白
居
易
の
四
十
歳
前
後
の
作
品
に
見
え
る
人
間
観
を
論
じ
て
き
た
。
兼
好
と
白
居
易
の

人
間
観
は
、『
荘
子
』
と
関
わ
っ
て
い
る
。 

 

白
居
易
は
、
荘
子
的
な
聖
人
の
精
神
の
あ
り
方
「
其
神
凝
」
に
憧
れ
、
南
郭
子
綦
の
「
枯
（
槁
）
木
」「
死
灰
」
を
三
十
九
歳
の
作
品
に
取
り
入
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
文
学
者
と
し
て
の
鋭
敏
な
感
性
の
持
ち
主
で
あ
る
白
居
易
は
、
歳
月
の
推
移
と
と
も
に
、
四
十
代
に
な
る
と
、
自
分
の
醜
く
な
っ
た
「
身
」

と
情
趣
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
「
心
」
を
見
つ
め
な
が
ら
、
過
ぎ
ゆ
く
人
生
を
惜
し
む
感
傷
的
な
気
持
ち
が
湧
い
て
、
理
想
と
感
情
の
間
に
、
齟
齬
が

生
じ
て
い
る
。
白
詩
に
お
け
る
「
死
灰
」
の
意
味
も
、
心
の
悟
り
の
境
界
か
ら
老
衰
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
に
対
す
る
悲
傷
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
白
居
易

に
と
っ
て
は
、
見
苦
し
い
「
形
」
に
伴
い
、
文
学
者
の
感
情
で
あ
る
「
興
」
も
消
滅
し
て
い
く
の
は
、
人
生
で
も
っ
と
も
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
「
不

致
仕
」
で
人
間
の
欲
望
は
否
定
さ
れ
て
も
、
人
間
の
感
情
は
否
定
さ
れ
な
い
。
老
死
の
現
実
に
直
面
し
、
欲
望
を
抑
え
て
、
そ
れ
と
同
時
に
、
詩
人
の
感
情

の
鋭
さ
を
保
と
う
と
す
る
こ
と
こ
そ
、
白
居
易
の
人
間
観
で
あ
る
。 

 

兼
好
は
、『
荘
子
』
の
逍
遙
遊
篇
と
天
地
篇
を
有
機
的
に
並
べ
て
、
「
寿
則
多
辱
」
を
主
張
し
て
い
る
堯
を
理
想
の
人
間
と
見
な
し
て
、『
徒
然
草
』
第
七

段
に
取
り
入
れ
て
い
る
。『
荘
子
』
は
、
聖
人
堯
と
南
郭
子
綦
を
同
じ
「
聖
人
」
と
見
な
し
て
い
る
。
郭
象
注
に
よ
っ
て
、
南
郭
子
綦
の
「
枯
（
槁
）
木
」

の
よ
う
な
身
体
と
「
死
灰
」
の
よ
う
な
心
を
も
っ
て
、
堯
の
精
神
状
態
「
其
神
凝
」
を
解
釈
し
て
い
る
。
荘
子
の
「
聖
人
」
は
、
荘
子
の
思
想
を
理
解
し
て

実
践
す
る
理
想
的
な
人
間
で
あ
る
。
俗
人
の
欲
望
を
否
定
し
て
、
常
に
安
ん
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
兼
好
は
、
聖
人
の
「
其
神
凝
」
を
「
の
ど
け
し
」
に
翻

案
し
て
、
静
閑
で
満
ち
足
り
る
人
生
の
理
想
像
を
訴
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
四
十
歳
前
後
の
白
居
易
の
作
品
に
影
響
を
受
け
て
、
情
趣
が
な
く
な
っ
た
「
死

灰
」
の
如
く
の
心
を
否
定
し
て
い
る
。
「
不
致
仕
」
に
反
映
し
て
い
る
「
七
十
而
致
仕
」
の
思
想
に
倣
っ
て
、
白
居
易
が
七
十
歳
を
一
つ
の
人
生
と
考
え
て

い
る
よ
う
に
、
四
十
歳
を
一
つ
の
人
生
と
考
え
て
い
る
。
兼
好
も
白
居
易
も
、
文
学
者
の
感
情
を
持
っ
て
、
長
寿
よ
り
も
、
人
間
の
感
受
性
を
重
視
し
て
い

る
の
で
あ
る
。 
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注 （
１
）
『
徒
然
草
』
の
引
用
は
、
安
良
岡
康
作
氏
の
『
徒
然
草
全
注
釈
』
上
・
下
巻
（
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
二
、
三
年
）
の
本
文
に
拠
っ
た
。
同
書
の
底
本

は
、
烏
丸
光
広
の
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
の
奥
書
の
あ
る
版
本
で
あ
る
。 

（
２
）
『
荘
子
』
の
本
文
と
郭
象
注
・
成
玄
英
疏
の
引
用
は
、
架
蔵
の
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
刊
『
南
華
真
経
注
疏
解
経
』
（
中
野
宗
左
衛
門
刊
）
に
拠

っ
た
。
訓
読
の
一
部
は
改
め
て
い
る
。 

（
３
）
「
文
は
文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻
々
」
に
つ
い
て
、
安
良
岡
康
作
氏
は
、
「
わ
た
く
し
は
、
三
十
巻
の
う
ち
、
巻
第
十
か
ら
巻
第
十
七
に
わ
た
る
、
詩
・

賦
の
あ
た
り
が
、
こ
こ
で
い
う
「
巻
々
」
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
た
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
１
の
前
掲
書
）
。 

（
４
）
川
口
久
雄
「
徒
然
草
の
源
泉―
漢
籍
」
（
『
徒
然
草
講
座
第
４
巻 

言
語
・
源
泉
・
影
響
』
有
精
堂
、
昭
和
四
十
九
年
）
。 

（
５
）
神
田
秀
夫
「
荘
子
管
見
」
（
神
田
『
南
船
北
馬―

日
中
比
較
文
学
論
集―

』
明
治
書
院
、
平
成
九
年
）
に
よ
る
。 

（
６
）
『
荘
子
』
を
『
南
華
真
経
』
と
し
て
尊
ぶ
こ
と
は
、
唐
の
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
か
ら
始
ま
る
。
『
新
唐
書
』
芸
文
志
第
四
十
九
に
「
天
宝
元
年
、

詔
号
荘
子
為
南
華
真
経
」
と
あ
る
。
ま
た
、
玄
宗
皇
帝
の
「
加
荘
文
列
庚
桑
四
子
為
真
人
勅
」
（
『
全
唐
文
』
巻
三
十
六
）
に
、
「
其
荘
子
依
号
曰
南

華
真
人
、
文
子
号
曰
通
元
真
人
、
列
子
号
曰
沖
虚
真
人
、
庚
桑
子
号
曰
洞
霊
真
人
。
其
四
子
所
著
改
為
真
経
」
と
あ
り
、
荘
子
に
「
南
華
真
人
」
の
号

を
賜
い
、
そ
の
著
作
を
『
列
子
』
な
ど
と
並
べ
て
「
真
経
」
と
し
て
い
る
。
同
じ
く
玄
宗
皇
帝
の
「
尊
道
徳
南
華
経
詔
」
（
『
全
唐
文
』
巻
三
十
二
）

に
、
「
亦
宜
以
道
徳
経
列
諸
経
之
首
。
其
南
華
経
等
不
須
編
在
子
書
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
老
子
』
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
『
南
華
経
』
を
子
書
の

分
類
か
ら
外
し
て
、
そ
の
地
位
を
高
め
て
い
る
。 

（
７
）
王
迪
『
日
本
に
お
け
る
老
荘
思
想
の
受
容
』
（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
三
年
） 

（
８
）
陳
秉
珊
「
『
徒
然
草
』
第
七
段
と
『
荘
子
』
再
考―

「
夏
の
蝉
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
詞
林
』
第
３
８
号
、
平
成
十
七
年
）
。 
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（
９
）
『
淮
南
子
』
の
引
用
は
、
漢
文
大
系
二
十
『
淮
南
子
・
孔
子
家
語
』
（
大
正
四
年
、
冨
山
房
）
に
拠
る
。 

（
１
０
）
「
朝
菌
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
清
の
郭
慶
藩
の
『
荘
子
集
釈
』
を
見
る
と
、
司
馬
彪
は
「
大
芝
也
」
、
崔
譔
は
「
糞
上
芝
」
、
支
遁
は
「
舜
英
」
、

潘
岳
は
「
木
槿
」
、
梁
簡
文
帝
は
「
欻
生
之
芝
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ほ
ぼ
植
物
で
あ
る
。
成
玄
英
疏
も
、
「
大
芝
」
と
解
釈
し
て
い
る
。 

（
１
１
）
三
木
雅
博
「
花
と
「
の
ど
け
し
」―

平
安
詩
歌
に
お
け
る
花
詠
の
展
開
と
中
国
文
学―

」
（
三
木
『
平
安
詩
歌
の
展
開
と
中
国
文
学
』
和
泉
書
院
、

平
成
十
一
年
）
。 

（
１
２
）
白
居
易
の
作
品
番
号
は
、
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
（
中
村
印
刷
出
版
部
、
昭
和
三
十
五
年
）
所
収
の
「
綜
合
作
品
表
」
に
拠
る
。

詩
の
本
文
は
、
那
波
本
に
拠
っ
た
。
訓
読
に
つ
い
て
は
、
佐
久
節
注
の
続
国
訳
漢
文
大
成
『
白
楽
天
詩
集
』
（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
昭
和
五
年
）
を
参

考
に
し
た
。 

（
１
３
）
白
居
易
の
身
心
論
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
、
山
本
淳
子
「
紫
式
部
歌
の
白
詩
受
容―

「
身
」
と
「
心
」
の
連
作
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
国
語

国
文
』
第
６
４
号
、
平
成
七
年
）
、
埋
田
重
夫
『
白
居
易
研
究―

閑
適
の
詩
想
』
（
汲
古
書
院
、
平
成
十
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。  

（
１
４
）
『
孟
子
』
本
文
と
趙
岐
注
は
、
漢
文
大
系
一
『
大
学
説
・
中
庸
説
・
論
語
集
成
・
孟
子
定
本
』
（
大
正
四
年
、
冨
山
房
）
に
拠
る
。 

（
１
５
）
「
歎
逝
賦
」
の
「
日
望
空
以
駿
駆
、
節
循
虚
而
警
立
」
に
つ
い
て
、
新
間
一
美
「
白
居
易
と
菅
原
道
真
の
三
月
尽
詩
に
つ
い
て―

「
送
春
」
の
表

現―

」
（
『
女
子
大
国
文
』
第
１
４
８
号
、
平
成
二
十
三
年
）
に
言
及
が
あ
る
。 

（
１
６
）
四
十
代
の
白
居
易
は
、
自
分
の
「
形
神
倶
変
」
に
注
目
し
て
、
「
形
」
と
「
神
」
を
対
照
し
な
が
ら
詩
を
作
っ
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
「
見

元
九
」
〔
〇
八
一
六
〕
に
「
容
貌
一
日
減
一
日
、
心
情
十
分
無
九
分
」
と
あ
り
、
「
容
貌
」
と
「
心
情
」
と
と
も
に
衰
え
た
様
子
を
描
写
し
て
い
る
。

「
晏
座
閑
吟
」
〔
〇
八
八
八
〕
に
「
意
気
銷
磨
群
動
裏
、
形
骸
変
化
百
年
中
」
と
あ
り
、
消
沈
し
て
い
る
「
意
気
」
と
変
わ
っ
て
い
る
「
形
骸
」
と
を

対
に
し
て
詠
ん
で
い
る
。 
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（
１
７
）
菅
野
禮
行
「
『
朗
詠
集
』
に
投
影
し
た
白
居
易
の
美
意
識
」
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
解
説
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
十
一
年
）
。 

（
１
８
）
菅
野
禮
行
『
平
安
初
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
の
比
較
文
学
的
研
究
』
第
二
編
第
二
章
第
二
節
二
（
六
）
「
白
氏
の
詩
人
的
自
覚
」
（
大
修
館
書
店
、

昭
和
三
十
六
年
） 

（
１
９
）
諸
田
龍
美
「
多
情
と
物
の
あ
わ
れ
ー
白
居
易
と
宣
長
の
共
鳴
ー
」
（
『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
科
学
編
第
９
号
、
平
成
十
二
年
）
。 

（
２
０
）
「
夕
の
日
に
子
孫
を
愛
し
て
」
の
出
典
に
つ
い
て
、
「
秦
中
吟
」
の
詩
句
「
夕
陽
憂
子
孫
」
を
「
夕
陽
愛
子
孫
」
と
し
て
引
く
の
か
、
源
信
の
『
観

心
略
要
集
』
の
「
唯
是
朝
露
之
底
貪
名
利
、
夕
陽
之
前
愛
子
孫
」
に
基
づ
く
の
か
、
二
説
に
分
か
れ
て
い
る
。
久
保
田
淳
氏
は
、
「
こ
の
部
分
に
関
し

て
い
え
ば
、
兼
好
は
観
心
略
要
集
を
も
読
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
白
氏
文
集
を
出
典
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
は
正
し
い
と
考
え
る
。
「
憂
」
を

「
愛
」
と
し
た
の
は
、
記
憶
違
い
で
は
な
く
、
意
識
的
改
変
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
「
徒
然
草
評
釈
・
十
九 

夕
の
日
に
子
孫
を
愛
し
て
」

『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
２
５
巻
１
２
号
、
昭
和
五
十
五
年
）
。
本
論
は
、
久
保
田
氏
の
論
を
踏
ま
え
た
い
。 

（
２
１
）
「
秦
中
吟
」
十
首
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
、
清
朝
の
汪
立
名
の
『
白
香
山
年
譜
』
が
元
和
五
年
（
八
一
〇
）
と
し
て
い
る
。
近
年
、
羅
聯
添
氏
の

考
証
に
よ
る
と
、
「
秦
中
吟
」
十
首
は
、
元
和
四
年
十
一
月
か
ら
元
和
五
年
四
月
ま
で
の
間
に
作
ら
れ
た
。
本
論
に
お
い
て
も
、
こ
の
説
に
従
い
た
い
。

羅
氏
『
白
楽
天
年
譜
』
（
国
立
編
訳
館
、
一
九
八
九
年
）
参
照
。 

（
２
２
）
「
む
さ
ぼ
る
」
に
つ
い
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
夕
顔
の
巻
に
、
「
朝
の
露
に
異
な
ら
ぬ
世
を
、
何
を
貪
る
身
の
祈
り
に
か
と
、
聞
き
た
ま
ふ
」
が

あ
る
。
こ
こ
で
紫
式
部
は
「
不
致
仕
」
〔
〇
〇
七
九
〕
の
「
朝
露
貪
名
利
、
夕
陽
憂
子
孫
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。 

（
２
３
）
例
え
ば
、
『
埜
槌
』
で
は
、
「
あ
だ
し
野
の
は
ぎ
の
末
こ
す
秋
か
ぜ
に
こ
ぼ
る
ゝ
露
や
た
ま
川
の
水
」
（
散
木
奇
歌
集
、
秋
八
月
。
風
雅
、
秋
上
、

四
六
六
、
俊
頼
）
歌
を
挙
げ
（
吉
澤
貞
人
『
徒
然
草
古
注
釈
集
成
』
勉
誠
社
、
平
成
八
年
）
、
久
保
田
淳
氏
は
同
歌
と
と
も
に
、
「
く
る
ゝ
ま
も
ま
つ

べ
き
よ
か
は
あ
だ
し
の
の
す
ゑ
ば
の
つ
ゆ
に
嵐
た
つ
也
」
（
新
古
今
、
雑
下
、
一
八
四
七
）
以
下
多
く
の
歌
を
証
歌
と
し
て
い
る
。 
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（
２
４
）
露
を
は
か
な
い
人
生
の
喩
え
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
漢
代
挽
歌
「
薤
露
」
よ
り
始
ま
り
、
「
薤
上
露
、
何
易
晞
。
露
晞
明
朝
更
復
落
、
人
死
一

去
何
時
帰
」
と
、
亡
く
な
っ
た
人
を
ニ
ラ
の
葉
に
お
り
た
露
に
比
喩
し
て
い
る
。
『
文
選
』
を
見
る
と
、
巻
二
十
三
の
潘
岳
の
「
悼
亡
詩
三
首
」
（
其

の
三
）
に
「
凄
凄
朝
露
凝
、
烈
烈
西
風
厲
」
と
あ
る
。
日
本
漢
文
の
中
で
、
「
露
」
を
人
生
と
結
び
つ
け
て
詠
む
例
は
、
兼
明
親
王
の
「
供
養
自
筆
法

華
経
願
文
」
（
本
朝
文
粋
巻
十
三
・
願
文
上
）
の
「
夫
来
而
不
留
、
薤
壠
有
払
晨
之
露
。
去
而
不
返
、
槿
籬
無
投
暮
之
花
。
此
謂
浮
生
、
如
彼
花
露
乎
」

に
も
見
え
る
。
傍
線
部
分
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
槿
部
〔
二
九
二
〕
に
摘
句
さ
れ
て
い
る
。
新
間
一
美
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
荘
子
受
容―

「
浮
生
」

と
「
空
蝉
」
「
夕
顔
」
「
浮
舟
」
な
ど―

」
（
『
京
都
語
文
』
第
２
３
号
、
平
成
二
十
八
年
）
を
参
照
。 
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結
語 

 

本
論
文
は
、
菅
原
道
真
の5

1
5

「
秋
湖
賦
」
、3

3
3

「
北
溟
章
」
、3

3
4

「
小
知
章
」
、3

3
5

「
堯
譲
章
」
を
取
り
上
げ
、
道
真
が
讃
岐
守
の
秩
を
満
ち
て
帰

京
し
た
寛
平
二
年
あ
た
り
の
作
品
に
お
け
る
『
荘
子
』
受
容
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
ま
た
、
道
真
と
同
様
に
『
荘
子
』
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
を
使
っ
て

書
か
れ
た
『
徒
然
草
』
第
七
段
に
注
目
し
て
、
兼
好
に
お
け
る
『
荘
子
』
利
用
の
様
相
も
考
察
し
た
。 

 

序
論
の
第
一
節
「
唐
代
の
朝
廷
と
『
荘
子
』
」
は
、
『
隋
書
・
経
籍
志
』
、
道
宣
『
集
古
今
仏
道
論
衡
』
、
『
全
唐
文
』
な
ど
に
載
せ
て
い
る
『
荘
子
』

に
関
す
る
勅
命
を
取
り
上
げ
、
「
荘
子
」
と
い
う
人
物
は
ど
の
よ
う
に
神
格
化
し
て
い
る
か
を
述
べ
た
。
ま
た
、
「
策
道
徳
経
及
文
列
荘
子
問
」
（
『
全
唐

文
』
巻
四
十
）
、
「
道
挙
策
問
五
道
」
（
『
全
唐
文
』
巻
四
十
八
）
な
ど
『
荘
子
』
を
テ
ー
マ
と
す
る
科
挙
策
問
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
分
析
し
な
が

ら
、
唐
王
朝
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
位
置
づ
け
を
示
し
た
。
最
後
に
、
菅
原
道
真
に
影
響
を
与
え
た
中
唐
文
学
に
お
け
る
『
荘
子
』
受
容
の
様
相
を
概
観
し

た
。
第
二
節
「
菅
原
道
真
と
『
荘
子
』
」
は
、
平
安
時
代
に
お
け
る
『
荘
子
』
受
容
の
全
体
像
を
ま
と
め
な
が
ら
、
道
真
の
讃
岐
守
時
代
の
作
品
を
中
心
に
、

そ
の
漢
詩
文
に
見
え
る
『
荘
子
』
の
利
用
を
分
析
し
た
。
第
三
節
「
本
論
文
の
目
的
」
は
、
研
究
動
機
と
目
的
を
述
べ
た
。
菅
原
道
真
の
漢
詩
文
は
、
儒
家

的
・
政
治
的
な
立
場
か
ら
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
『
菅
家
文
草
』
と
『
菅
家
後
集
』
を
繙
く
と
、
『
荘
子
』
の
表
現
と
思
想
を
摂
取
し
て
作
品

の
中
に
生
か
し
た
表
現
が
少
な
か
ら
ず
見
え
る
。
特
に
西
晋
の
郭
象
注
と
初
唐
の
成
玄
英
疏
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
道
真
漢
詩
文
に
お
け
る
老
荘
的
な
表
現

を
取
り
上
げ
、
道
真
の
思
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
が
、
本
論
文
の
目
的
で
あ
る
。 

 

本
論
の
第
一
章
「
菅
原
道
真
の
「
秋
湖
賦
」
と
『
荘
子
』―
詩
語
「
涯
岸
」
を
め
ぐ
っ
て―

」
は
、5

1
5

「
秋
湖
賦
」
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
菅

原
道
真
は
「
秋
湖
賦
」
な
ど
の
作
品
の
中
で
、
『
荘
子
』
秋
水
篇
の
成
玄
英
疏
「
涯
岸
曠
闊
」
に
由
来
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
詩
語
「
涯
岸
」
を
使
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
本
章
は
、
「
秋
湖
賦
」
を
中
心
に
、
「
涯
岸
」
の
語
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
道
真
の
漢
詩
文
に
お
け
る
『
荘
子
』
受
容
の
様
相
を
検
討
し
た
。

ま
ず
、
問
題
点
を
挙
げ
た
。
「
涯
岸
」
の
用
例
は
、4

6
9

「
奉
感
下
見
献
臣
家
集
之
御
製
、
不
改
韻
、
兼
叙
鄙
情
。
一
首
」
、4

7
3

「
九
日
後
朝
、
同
賦
秋
思
、

応
製
」
、5

1
5

「
秋
湖
賦
」
の
三
例
が
あ
る
。5

1
5

は
、
『
荘
子
』
の
表
現
と
思
想
を
賦
に
し
た
も
の
で
、
同
じ
「
涯
岸
」
の
語
を
含
む4

6
9

、4
7
3

と
は
趣

旨
を
異
に
す
る
。
次
に
、
「
秋
湖
賦
」
の
題
韻
「
秋
水
無
岸
」
と
『
荘
子
』
の
字
面
的
関
係
と
内
容
の
関
係
を
論
じ
た
。
「
秋
水
」
は
、
『
荘
子
』
秋
水
篇

を
典
拠
と
す
る
言
葉
で
あ
り
、
「
無
岸
」
は
末
尾
の
句
に
見
え
る
「
無
涯
岸
」
に
あ
た
り
、
養
生
主
篇
の
「
吾
生
也
有
涯
、
而
知
也
無
涯
」
の
「
無
涯
」
か
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ら
考
え
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
道
真
は
、
秋
水
篇
の
河
伯
と
北
海
若
の
寓
話
を
意
識
し
て
、
「
無
岸
」
と
「
無
涯
岸
」
を
使
い
、
自
分
の
限
り
あ
る

思
い
を
北
海
若
が
い
る
北
海
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
無
限
の
湖
の
広
さ
に
喩
え
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

続
け
て
、
賦
を
「
秋
」
、
「
水
」
、
「
無
岸
」
三
部
分
に
分
け
て
、
題
韻
と
賦
の
内
部
構
造
の
関
係
を
分
析
し
た
。
「
秋
湖
賦
」
は
、
養
生
主
篇
の
「
有

涯
」
と
「
無
涯
」
、
秋
水
篇
の
河
伯
と
北
海
若
の
人
物
造
型
の
影
響
を
受
け
、
賦
の
前
半
部
分
は
現
実
の
道
真
の
行
動
を
描
い
て
、
後
半
部
分
は
道
家
の
水

を
め
ぐ
っ
て
、
展
開
し
て
い
る
。
天
と
水
が
融
和
す
る
よ
う
に
、
荘
子
の
道
と
一
体
に
な
り
た
い
と
い
う
理
想
を
表
現
し
て
い
る
と
論
じ
た
。
そ
の
後
、46

9

と4
7
3

を
取
り
上
げ
、
秋
水
篇
の
河
伯
・
北
海
若
寓
話
の
影
響
は
「
秋
湖
賦
」
に
止
ま
ら
ず
、
儒
家
君
臣
の
情
を
表
す
漢
詩
に
も
見
え
る
こ
と
を
論
じ
た
。

結
論
と
し
て
、
前
述
し
た
「
秋
湖
賦
」
に
お
け
る
『
荘
子
』
の
受
容
と
、
皇
恩
に
関
わ
る
「
涯
岸
」
に
見
え
る
荘
子
の
受
容
の
共
通
点
は
、
道
真
の
「
河
伯
」

の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

第
二
章
「
菅
原
道
真
の
斉
物
観
の
形
成―
「
北
溟
章
」
に
見
え
る
白
居
易
詩
の
影
響―

」
は
、3

3
3

「
北
溟
章
」
に
関
す
る
論
文
で
あ
る
。
寛
平
二
年
（
八

九
〇
）
、
菅
原
道
真
は
讃
岐
守
の
任
期
を
終
え
て
帰
京
し
た
。
そ
の
時
に
作
ら
れ
た
作
品
に
、
『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇
の
寓
言
に
取
材
す
る
「
北
溟
章
」
「
小

知
章
」
「
堯
譲
章
」
の
三
首
連
作
が
あ
る
。
「
北
溟
章
」
に
着
目
し
て
、
道
真
の
斉
物
観
は
、
『
荘
子
』
の
郭
象
注
、
成
玄
英
疏
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と

と
も
に
、
白
居
易
の
「
斉
物
」
を
詠
じ
る
詩
に
倣
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
『
荘
子
』
注
疏
、
白
居
易
、
菅
原
道
真
へ
の
経
路
を
示
し
た
。
「
北
溟
章
」

は
逍
遙
遊
篇
の
大
鵬
と
蜩
鳩
の
寓
言
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。
「
二
虫
雖
異
趣
、
適
性
共
逍
遙
」
（
二
虫
趣
を
異
に
す
と
雖
も
、
性
に
適
ひ
共
に

逍
遙
す
）
の
「
二
虫
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
逍
遙
遊
篇
は
蜩
と
鳩
を
指
す
。
し
か
し
、
「
之
二
虫
又
何
知
」
（
こ
の
二
虫
又
何
を
か
知
ら
ん
）
の
郭
象
注
を

見
る
と
、
「
二
虫
」
は
鵬
と
蜩
で
あ
り
、
「
大
」
と
「
小
」
と
に
は
差
異
が
な
い
と
い
い
、
逍
遙
遊
篇
と
異
な
る
解
釈
で
あ
る
。
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
の
内

容
を
摂
取
し
、
斉
物
観
を
用
い
て
逍
遙
遊
篇
の
寓
言
を
解
釈
す
る
と
い
う
詩
の
パ
タ
ー
ン
は
、
道
真
の
独
創
で
は
な
い
。
白
居
易
が
そ
の
先
蹤
で
、
大
と
小

の
斉
一
性
を
示
す
詩
は
多
い
。
こ
の
「
斉
物
観
」
か
ら
逍
遙
遊
篇
を
理
解
す
る
思
想
は
『
荘
子
』
郭
象
注
に
基
づ
く
。
道
真
は
白
居
易
に
学
び
、
「
北
溟
章
」

を
制
作
し
て
い
る
。
道
真
も
、
白
居
易
の
よ
う
に
詩
の
形
で
逍
遙
遊
篇
の
寓
言
を
述
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
斉
物
論
篇
の
「
小
大
一
致
」
の
義
理
を
説
い
て

い
る
。
道
真
は
讃
岐
守
時
代
に
、
『
荘
子
』
を
利
用
し
て
詩
を
作
っ
て
い
る
。
平
安
京
の
貴
族
た
ち
と
質
を
異
に
す
る
庶
民
階
層
の
生
活
を
表
現
す
る
詩
が

少
な
く
な
い
。
下
層
庶
民
の
群
像
を
概
観
的
に
描
写
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一
人
を
凝
視
し
、
「
小
」
の
存
在
の
価
値
を
認
め
て
い
る
。 
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第
三
章
「
菅
原
道
真
の
「
小
知
章
」
と
『
荘
子
』―

詩
語
「
有
待
」
と
「
無
待
」
を
め
ぐ
っ
て―

」
は
、
三
首
連
作
の
二
首
目
「
小
知
章
」
に
関
す
る
論

文
で
あ
る
。
「
小
知
章
」
は
、
成
玄
英
疏
に
見
え
る
、
頼
み
が
あ
る
こ
と
を
示
す
「
有
待
」
と
何
も
頼
ら
な
い
こ
と
を
示
す
「
無
待
」
（
「
無
為
」
）
を
め

ぐ
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
道
真
は
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
だ
け
で
は
な
く
、
『
真
誥
』
や
支
遁
の
「
逍
遙
論
」
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、
俗
世
間
の
「
大
智

（
知
）
」
、
「
小
智
（
知
）
」
、
「
大
年
」
、
「
小
年
」
の
例
を
列
挙
し
て
、
頼
み
が
あ
る
「
有
待
」
の
も
の
と
何
も
頼
ら
な
い
「
無
待
」
「
無
為
」
の
聖

人
と
を
対
立
さ
せ
て
、
「
有
待
」
を
否
定
し
て
、
「
無
待
」
を
肯
定
し
て
い
る
。
「
有
待
」
「
無
待
」
（
「
無
為
」
）
が
詩
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
「
有

待
」
「
無
待
」
と
い
う
哲
学
概
念
が
詩
語
と
し
て
五
言
詩
に
使
わ
れ
て
い
る
事
例
は
、
梁
の
陶
弘
景
が
編
纂
し
た
道
教
上
清
派
の
文
献
『
真
誥
』
運
題
象
篇

の
真
人
応
酬
詩
に
見
え
る
。
『
真
誥
』
に
お
け
る
逍
遙
遊
篇
の
受
容
は
、
巻
三
の
運
題
象
篇
に
集
中
的
に
反
映
し
て
い
る
。
運
題
象
篇
は
、
真
人
た
ち
の
美

し
い
世
界
を
描
き
出
し
な
が
ら
、
十
一
の
五
言
応
酬
詩
で
逍
遙
遊
篇
の
「
有
待
」
と
「
無
待
」
の
優
劣
を
め
ぐ
っ
て
論
争
し
て
い
る
。
「
小
知
章
」
の
「
有

待
」
「
無
待
」
は
、
『
真
誥
』
の
五
言
応
酬
詩
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
「
小
知
章
」
の
題
脚
に
見
え
る
「
無
待
之
心
適
焉
」
は
、
『
世
説
新
語
』

劉
孝
標
注
に
載
せ
て
い
る
支
遁
「
逍
遙
論
」
の
「
夫
逍
遙
者
、
明
至
人
之
心
也
」
を
意
識
し
て
お
り
、
道
真
は
支
遁
の
「
逍
遙
論
」
の
影
響
も
受
け
て
い
る
。 

 

第
四
章
「
菅
原
道
真
の
「
堯
譲
章
」
と
『
荘
子
』―

道
真
の
聖
賢
観
に
つ
い
て―

」
は
、
三
首
連
作
の
第
三
首
「
堯
譲
章
」
に
関
す
る
論
文
で
あ
る
。
道

真
の
漢
詩
文
に
見
ら
れ
る
詩
語
で
、
先
行
研
究
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
考
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
優
遊
」
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
真
の
『
荘

子
』
受
容
の
様
相
を
考
察
し
つ
つ
、
儒
家
思
想
を
越
え
た
隠
者
を
志
向
す
る
道
真
像
を
示
し
た
。
「
堯
譲
章
」
と
『
荘
子
』
注
疏
の
関
係
を
分
析
し
な
が
ら
、

「
堯
譲
章
」
に
表
れ
た
道
真
に
お
け
る
聖
人
と
賢
人
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
道
真
は
、
逍
遙
遊
篇
の
堯
と
許
由
の
寓
話
を
素
材
と
し
て
、
「
堯
譲

章
」
を
創
作
し
た
。
堯
と
許
由
を
聖
人
と
賢
人
と
し
て
平
等
に
見
な
し
て
い
る
「
堯
譲
章
」
に
表
わ
れ
た
聖
賢
観
は
、
郭
象
注
、
成
玄
英
疏
、
白
居
易
の
「
汎
渭
賦
」
の

影
響
を
受
け
て
い
る
。
道
真
は
、
我
が
身
を
隠
者
許
由
と
重
ね
て
、
宇
多
天
皇
を
聖
人
堯
に
擬
え
て
い
る
。
天
皇
と
臣
下
は
各
自
の
責
任
を
尽
く
す
た
め
、
各
々
の
人
生

の
途
で
「
優
遊
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

附
論
「
『
徒
然
草
』
第
七
段
と
白
居
易
の
人
間
観―

『
荘
子
』
と
の
関
わ
り―

」
は
、
『
徒
然
草
』
第
七
段
に
見
ら
れ
る
、
『
荘
子
』
を
典
拠
と
す
る
二

箇
所
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ら
が
白
居
易
の
三
十
九
歳
の
作
品
と
結
び
つ
く
こ
と
を
論
じ
る
論
文
で
あ
る
。
兼
好
は
、
『
徒
然
草
』
の
第
七
段
で
『
荘
子
』

逍
遙
遊
篇
、
斉
物
論
篇
、
天
地
篇
の
内
容
を
使
い
、
無
駄
な
長
い
人
生
を
夢
と
し
て
把
握
し
な
が
ら
、
和
語
「
の
ど
け
し
」
を
も
っ
て
堯
の
精
神
「
其
神
凝
」

を
表
わ
し
て
い
る
。
命
の
長
さ
は
と
も
あ
れ
、
「
も
の
の
あ
は
れ
」
を
知
っ
て
い
る
心
を
失
わ
な
い
よ
う
に
静
閑
に
人
生
を
送
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
第



 

 117 

七
段
の
堯
は
、
人
間
を
超
越
し
た
聖
人
で
は
な
く
、
理
想
的
な
人
間
と
し
て
潜
在
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
通
し
て
兼
好
は
自
ら
の
人
間
観
を
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る
。
白
居
易
の
四
十
歳
前
後
の
詩
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
堯
の
「
其
神
凝
」
と
共
通
す
る
精
神
を
分
析
し
た
。
白
居
易
は
、
四
十
歳
と
い
う

年
齢
の
節
目
を
意
識
し
て
、
三
十
九
歳
の
作
品
「
隠
几
」
で
、
『
荘
子
』
に
見
え
る
聖
人
の
精
神
の
あ
り
方
で
あ
る
「
其
神
凝
」
「
死
灰
」
「
槁
木
」
を
四

十
歳
の
理
想
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
間
と
し
て
老
衰
を
恐
れ
る
自
然
な
感
情
が
あ
っ
て
、
四
十
歳
以
降
の
詩
を
見
る
と
、
「
死
灰
」
「
槁
木
」
の
使
い

方
は
だ
ん
だ
ん
に
感
傷
の
方
向
へ
移
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
詩
人
と
し
て
、
「
感
興
」
を
重
視
す
る
白
居
易
は
、
体
の
老
衰
に
伴
い
、
感
興
が
失
わ
れ
る
こ

と
を
悲
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
第
七
段
で
は
、
四
十
歳
を
超
え
た
人
生
に
つ
い
て
、
「
夕
べ
の
陽
に
子
孫
を
愛
し
て
、
さ
か
ゆ
く
末
を
見
ん
ま
で
の
命
を

あ
ら
ま
し
、
ひ
た
す
ら
世
を
貪
る
心
の
み
深
く
、
も
の
の
あ
は
れ
も
知
ら
ず
な
り
ゆ
く
な
ん
」
と
、
否
定
的
な
も
の
に
見
て
い
る
。
そ
の
中
の
、
「
夕
べ
の

陽
に
子
孫
を
愛
し
て
」
は
、
明
確
に
白
居
易
の
「
不
致
仕
」
の
「
朝
露
貪
名
利
、
夕
陽
憂
子
孫
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
「
不
致
仕
」
は
、
元
和
四
年
（
八
〇

九
）
十
一
月
か
ら
翌
元
和
五
年
四
月
の
間
に
、
白
居
易
が
長
安
で
制
作
し
た
「
秦
中
吟
」
十
首
中
の
一
首
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
夕
べ
の
陽
に
子
孫
を
愛
し

て
」
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
第
七
段
全
体
の
構
造
と
思
想
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
兼
好
と
白
居
易
の
人
間
観
は
、
『
荘
子
』
と
関
わ
っ
て

い
る
。
兼
好
も
白
居
易
も
、
文
学
者
の
感
情
を
持
っ
て
、
長
寿
よ
り
も
、
人
間
の
感
受
性
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

『
荘
子
』
郭
象
注
と
成
玄
英
疏
が
日
本
古
典
文
学
に
与
え
た
影
響
は
、
道
真
と
兼
好
に
止
ま
ら
な
い
。
江
戸
中
期
に
至
っ
て
、
朱
子
学
に
対
す
る
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
と
し
て
、
徂
徠
学
派
の
影
響
の
も
と
に
、
老
子
と
荘
子
の
書
物
が
盛
ん
に
読
ま
れ
て
い
る
。
賀
茂
真
淵
の
「
国
意
考
」
に
「
凡
そ
天
地
の
際
に
生
と

し
生
る
も
の
は
、
み
な
虫
な
ら
ず
や
」
と
あ
る
よ
う
に
（
１
）
、
日
本
の
国
学
の
中
に
、
『
荘
子
』
の
斉
物
思
想
が
着
実
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

将
来
は
、
こ
の
老
荘
ブ
ー
ム
の
代
表
人
物
で
あ
る
佚
齋
樗
山
に
注
目
し
た
い
。
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
、
樗
山
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
児
童
教
訓
書
『
田

舎
荘
子
』
が
出
版
さ
れ
て
、
当
時
の
大
人
気
作
品
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
教
訓
を
主
と
す
る
「
談
義
本
」
と
い
う
分
野
も
創
出
し
た
（
２
）
。
『
田

舎
荘
子
』
は
郭
象
注
の
思
想
を
踏
ま
え
て
、
斉
物
思
想
を
明
ら
か
に
表
現
し
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
特
に
逍
遙
遊
篇
の
寓
言
を
利
用
し
て
斉
物
思
想
を
表
わ

す
点
は
、
白
居
易
と
菅
原
道
真
の
詩
と
共
通
し
て
い
る
。
佚
齋
樗
山
は
、
菅
原
道
真
と
白
居
易
の
よ
う
に
、
逍
遙
遊
篇
の
寓
言
を
述
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
、

斉
物
論
篇
の
「
小
大
一
致
」
の
義
理
を
説
い
て
い
る
。
近
世
前
期
ま
で
に
主
流
と
さ
れ
て
い
た
林
希
逸
注
に
よ
る
荘
子
解
釈
で
は
な
く
、
白
居
易
や
道
真
と

同
様
の
郭
象
注
に
よ
る
荘
子
解
釈
を
選
ん
で
い
る
。
樗
山
は
、
白
居
易
、
道
真
の
荘
子
解
釈
を
受
け
継
い
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
『
古
今
和

歌
集
』
真
名
序
の
「
自
然
の
理
」
を
郭
象
注
に
よ
っ
て
解
釈
し
、
そ
れ
を
『
河
伯
井
蛙
文
談
』
に
用
い
て
い
る
（
３
）
。
そ
こ
で
、
将
来
の
課
題
は
、
『
田
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舎
荘
子
』
に
見
ら
れ
る
斉
物
思
想
を
表
わ
す
部
分
を
取
り
上
げ
て
、
菅
原
道
真
や
白
居
易
の
詩
と
繋
げ
な
が
ら
、
斉
物
思
想
が
改
め
て
現
れ
た
意
義
を
検
討

す
る
。
菅
原
道
真
、
白
居
易
か
ら
佚
齋
樗
山
へ
の
斉
物
論
の
系
譜
を
示
し
た
い
。 

 

 

注 （
１
）
賀
茂
真
淵
「
国
意
考
」
（
『
賀
茂
真
淵
全
集
』
第
十
九
巻
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
五
十
五
年
）
に
、
「
凡
そ
天
地
の
際
に
生
と
し
生
る
も
の

は
、
み
な
虫
な
ら
ず
や
、
そ
れ
が
中
に
、
人
の
み
い
か
で
貴
く
、
人
の
み
い
か
な
る
こ
と
あ
る
に
や
。
世
の
中
の
生
る
も
の
を
人
の
み
貴
し
と
お
も
ふ

ハ
お
ろ
か
な
る
事
也
。
天
地
の
父
母
の
め
よ
り
ハ
人
も
獣
も
鳥
も
虫
も
同
し
事
な
る
へ
し
」
と
あ
る
。 

（
２
）
談
義
本
に
つ
い
て
は
、
中
野
三
敏
「
佚
齋
樗
山
の
こ
と―

談
義
本
研
究
（
三
）
」
（
『
戯
作
研
究
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
六
年
）
に
詳
し
い
。 

（
３
）
古
今
仮
名
序
に
「
世
中
に
在
る
人
、
事
、
業
、
繁
き
も
の
な
れ
ば
、
心
に
思
ふ
事
を
、
見
る
も
の
、
聞
く
も
の
に
付
け
て
、
言
ひ
出
せ
る
な
り
。
花

に
鳴
く
鴬
、
水
に
住
む
蛙
の
声
を
聞
け
ば
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
、
い
づ
れ
か
、
歌
を
詠
ま
ざ
り
け
る
」
と
あ
り
、
真
名
序
に
「
若
夫
春
鴬
之
囀
花

中
、
秋
蝉
之
吟
樹
上
、
雖
無
曲
折
、
各
発
歌
謡
。
物
皆
有
之
、
自
然
之
理
也
。
（
春
の
鴬
の
花
の
中
に
囀
り
、
秋
の
蝉
の
樹
の
上
に
吟
ず
る
が
ご
と
き

は
、
曲
折
無
し
と
雖
も
、
各
歌
謡
を
発
す
。
物
皆
こ
れ
有
る
は
、
自
然
の
理
な
り
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
河
伯
井
蛙
文
談
』
「
人
は
知
を
以
て
苦

む
」
の
「
か
る
が
ゆ
へ
に
、
鳥
は
春
を
以
囀
り
、
虫
は
秋
を
以
て
吟
ず
。
み
な
自
然
の
感
に
し
た
が
ひ
て
無
味
を
た
の
し
む
声
あ
り
。
こ
れ
天
命
を
う

け
て
す
こ
し
も
作
意
す
る
こ
と
な
き
も
の
な
り
」
と
近
似
性
を
持
っ
て
い
る
。
『
河
伯
井
蛙
文
談
』
の
引
用
は
、
架
蔵
の
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）

西
村
市
良
右
衛
門
の
刊
本
に
拠
っ
た
。 
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道
真
の
斉
物
観
の
形
成―
「
北
溟
章
」
に
見
え
る
白
居
易
詩
の
影
響―

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
十
八
号
（
白
居
易
研
究
会
、
勉
誠
出
版
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
） 

第
三
章 

菅
原
道
真
の
「
小
知
章
」
と
『
荘
子
』―

詩
語
「
有
待
」
と
「
無
待
」
を
め
ぐ
っ
て―

 
 

 
 

新
稿 

第
四
章 

菅
原
道
真
の
「
堯
譲
章
」
と
『
荘
子
』―

道
真
の
聖
賢
観
に
つ
い
て―

 
 

 
 

新
稿 

附
論 

 

『
徒
然
草
』
第
七
段
と
白
居
易
の
人
間
観―

『
荘
子
』
と
の
関
わ
り―

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

『
白
居
易
研
究
年
報
』
最
終
号
（
白
居
易
研
究
会
、
勉
誠
出
版
、
令
和
二
年
九
月
） 

結
語 
 

新
稿 


